
 

 

 

環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物規制課 

経済産業省 産業技術環境局 資源循環経済課  (2018.8) 

廃棄物等の越境移動規制に関する資料集

５．廃棄物等の輸出入に関する問い合わせについて 
・バーゼル法及び廃棄物処理法に関するお問い合わせについて ··························· 164

・事前相談書等（経済産業省） ···································································· 169

・事前相談書等（環境省）·········································································· 179

４．その他関係法令について 
・関税法（抜粋） ····················································································· 123

・外国為替及び外国貿易法（抜粋） ······························································ 124

・輸出貿易管理令（抜粋） ········································································· 126

・輸入貿易管理令（抜粋） ········································································· 127

・各種外為通達 ························································································ 128

１．バーゼル条約について 
・バーゼル条約 ···························································································· 1

・回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に関する理事会決定（仮訳）

················································································································· 22

・有害廃棄物の移動に関する日台間民間取り決め ·············································· 33

２．バーゼル法について 
・バーゼル法及びその規制の概要 ·································································· 34

・バーゼル法 ····························································································· 40

・バーゼル法施行令 ···················································································· 49

・バーゼル法施行規則 ················································································· 54

・特定有害廃棄物等省令 ·············································································· 62

・バーゼル法に基づく届出等に関する省令 ······················································· 88

・バーゼル法第 3 条の規定に基づく基本的事項 ················································· 89

・台湾との間の輸出入に関する告示 ······························································· 95

・金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令（抜粋） ························· 98

３．廃棄物処理法（輸出入関係部分）について 
・廃棄物処理法に基づく廃棄物の輸出入規制等について ··································· 100

・廃棄物処理法（抜粋）············································································· 101

・廃棄物処理法施行規則（抜粋） ································································· 105

・一般廃棄物又は産業廃棄物の輸出の確認に係る審査基準等 ······························ 115

・廃棄物の輸入の許可に係る審査基準等 ························································ 119



○
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ

の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約

平
成
五
・
十
二
・
六

条

約

七

改
正

平
一
〇
・
一
一
・
六
外
告
五
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四
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三
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告
五
五
九

平
一
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・
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二
一
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告
六
七
八

平

二
六
・
五
・
二
〇
・
外
告
一
七
二

前
文

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
国

境
を
越
え
る
移
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
人
の
健
康
及
び
環

境
に
対
す
る
損
害
の
危
険
性
を
認
識
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
の
増
加
及
び
一
層
の
複

雑
化
並
び
に
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
人
の
健
康
及
び
環
境
に
対
す
る
脅
威
の
増
大
に
留

意
し
、

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
か
ら
人
の
健

康
及
び
環
境
を
保
護
す
る
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
こ
れ
ら
の
廃

棄
物
の
発
生
を
量
及
び
有
害
性
の
面
か
ら
最
小
限
度
と
す
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、

諸
国
が
、
処
分
の
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
有
害
廃
棄
物
及

び
他
の
廃
棄
物
の
処
理
（
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
処
分
を
含

む
。）
を
人
の
健
康
及
び
環
境
の
保
護
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

諸
国
が
、
処
分
の
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
発
生
者
が
有
害

廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
運
搬
及
び
処
分
に
関
す
る
義
務
を
環

境
の
保
護
に
適
合
す
る
方
法
で
履
行
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
に
留
意
し
、

い
ず
れ
の
国
も
、
自
国
の
領
域
に
お
い
て
外
国
の
有
害
廃
棄
物

及
び
他
の
廃
棄
物
の
搬
入
又
は
処
分
を
禁
止
す
る
主
権
的
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
十
分
に
認
め
、

有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
を
他
の
国

特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
禁
止
し
た
い
と
の
願
望

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
は
、
環
境
上
適
正
か
つ
効
率
的

な
処
理
と
両
立
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
発
生
し
た
国
に

お
い
て
処
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
発
生
し
た
国
か
ら
他
の
国
へ
の
国
境
を
越

え
る
移
動
は
、
人
の
健
康
及
び
環
境
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
条
件

並
び
に
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
条
件
の
下
で
行
わ
れ
る
場
合
に

限
り
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
規
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
を
環
境
上
適
正
に
処
理

し
、
及
び
そ
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
量
を
削
減
す
る
た
め
の
誘

因
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、

諸
国
が
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動

に
関
す
る
適
当
な
情
報
交
換
及
び
規
制
を
行
う
た
め
の
措
置
を
と

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

種
々
の
国
際
的
及
び
地
域
的
な
協
定
が
危
険
物
の
通
過
に
関
す

る
環
境
の
保
護
及
び
保
全
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
、

国
際
連
合
人
間
環
境
会
議
の
宣
言
（
千
九
百
七
十
二
年
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
）、
国
際
連
合
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
管
理
理
事
会
が

千
九
百
八
十
七
年
六
月
十
七
日
の
決
定
十
四
―
三
十
に
よ
り
採
択

し
た
有
害
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
の
た
め
の
カ
イ
ロ
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
原
則
、
危
険
物
の
運
搬
に
関
す
る
国
際
連
合
専

門
家
委
員
会
の
勧
告
（
千
九
百
五
十
七
年
に
作
成
さ
れ
、
そ
の
後

二
年
ご
と
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
）、
国
際
連
合
及
び
そ
の
関
連
機

関
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
関
連
す
る
勧
告
、
宣
言
、
文
書
及
び
規

則
並
び
に
他
の
国
際
的
及
び
地
域
的
な
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
た

活
動
及
び
研
究
を
考
慮
し
、

第
三
十
七
回
国
際
連
合
総
会
（
千
九
百
八
十
二
年
）
に
お
い
て

人
間
環
境
の
保
護
及
び
自
然
資
源
の
保
全
に
関
す
る
倫
理
的
規
範

と
し
て
採
択
さ
れ
た
世
界
自
然
憲
章
の
精
神
、
原
則
、
目
的
及
び

機
能
に
留
意
し
、

諸
国
が
、
人
の
健
康
の
保
護
並
び
に
環
境
の
保
護
及
び
保
全
に

関
す
る
国
際
的
義
務
の
履
行
に
責
任
を
有
し
、
並
び
に
国
際
法
に

従
っ
て
責
任
を
負
う
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
条
約
又
は
こ
の
条
約
の
議
定
書
の
規
定
に
対
す
る
重
大
な

違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
条
約
に
関
す
る
関
連
国
際
法
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
認
め
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限
度
と
す
る
た

め
、
環
境
上
適
正
な
廃
棄
物
低
減
技
術
、
再
生
利
用
の
方
法
並
び

に
良
好
な
管
理
及
び
処
理
の
体
制
の
開
発
及
び
実
施
を
引
き
続
き

行
う
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
を
厳
重

に
規
制
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
並
び
に
可
能
な
限
り
そ
の
よ
う
な
移
動
を
最
小
限
度

と
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
不
法
な
取
引

の
問
題
に
つ
い
て
懸
念
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
を
処
理
す
る
開
発
途
上
国
の
能

力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

現
地
で
発
生
す
る
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
の
た
め
、
カ
イ
ロ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
環
境
保
護
に
関
す
る

技
術
の
移
転
の
促
進
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
管
理
理
事
会
の
決
定
十

四
―
十
六
の
精
神
に
従
い
、
特
に
開
発
途
上
国
に
対
す
る
技
術
移

転
を
促
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
め
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
が
、
関
連
す
る
国
際
条
約
及
び

国
際
的
な
勧
告
に
従
っ
て
運
搬
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
は
、
こ

れ
ら
の
廃
棄
物
の
運
搬
及
び
最
終
的
な
処
分
が
環
境
上
適
正
で
あ

る
場
合
に
限
り
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
及
び
処
理
か
ら
生
ず
る

こ
と
が
あ
る
悪
影
響
か
ら
人
の
健
康
及
び
環
境
を
厳
重
な
規
制
に

1



よ
っ
て
保
護
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

条
約
の
適
用
範
囲

１

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
次
の
廃
棄
物
で
あ
っ
て
国
境
を
越
え

る
移
動
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
「
有
害
廃
棄
物
」
と
す
る
。

⒜

附
属
書

Ⅰ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
分
類
に
属
す
る
廃
棄

物
（
附
属
書
Ⅲ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
特
性
も
有
し
な
い
も
の

を
除
く
。）

⒝

⒜
に
規
定
す
る
廃
棄
物
に
は
該
当
し
な
い
が
、
輸
出
国
、

輸
入
国
又
は
通
過
国
で
あ
る
締
約
国
の
国
内
法
令
に
よ
り
有

害
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
又
は
認
め
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物

２

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
附
属
書

Ⅱ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
分

類
に
属
す
る
廃
棄
物
で
あ
っ
て
国
境
を
越
え
る
移
動
の
対
象
と

な
る
も
の
は
、
「
他
の
廃
棄
物
」
と
す
る
。

３

放
射
能
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
放
射
性
物
質
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
る
国
際
文
書
に
よ
る
規
制
を
含
む
他
の
国
際
的
な

規
制
の
制
度
の
対
象
と
な
る
廃
棄
物
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
範

囲
か
ら
除
外
す
る
。

４

船
舶
の
通
常
の
運
航
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
で
あ
っ
て
そ
の
排

出
に
つ
い
て
他
の
国
際
文
書
の
適
用
が
あ
る
も
の
は
、
こ
の
条

約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
。

第
二
条

定
義

こ
の
条
約
の
適
用
上
、

１

「
廃
棄
物
」
と
は
、
処
分
が
さ
れ
、
処
分
が
意
図
さ
れ
又
は

国
内
法
の
規
定
に
よ
り
処
分
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
物
質
又

は
物
体
を
い
う
。

２

「
処
理
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
及
び
処
分
を
い
い
、
処
分
場
所
の
事
後
の
管
理
を
含
む
。

３

「
国
境
を
越
え
る
移
動
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃

棄
物
が
、
そ
の
移
動
に
少
な
く
と
も
二
以
上
の
国
が
関
係
す
る

場
合
に
お
い
て
、
一
の
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
地
域
か
ら
、
他

の
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
地
域
へ
若
し
く
は
他
の
国
の
管
轄
の

下
に
あ
る
地
域
を
通
過
し
て
、
又
は
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
の
下

に
も
な
い
地
域
へ
若
し
く
は
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
の
下
に
も
な

い
地
域
を
通
過
し
て
、
移
動
す
る
こ
と
を
い
う
。

４

「
処
分
」
と
は
、
附
属
書

Ⅳ
に
掲
げ
る
作
業
を
い
う
。

５

「
承
認
さ
れ
た
場
所
又
は
施
設
」
と
は
、
場
所
又
は
施
設
が

存
在
す
る
国
の
関
係
当
局
に
よ
り
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃

棄
物
の
処
分
の
た
め
の
作
業
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
又
は
許

可
さ
れ
て
い
る
場
所
又
は
施
設
を
い
う
。

６

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
締
約
国
が
適
当
と
認
め
る
地

理
的
区
域
内
に
お
い
て
、
第
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
有
害
廃
棄

物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
に
関
す
る
通
告
及

び
こ
れ
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
情
報
を
受
領
し
並
び
に
当
該
通

告
に
対
し
回
答
す
る
責
任
を
有
す
る
一
の
政
府
当
局
と
し
て
締

約
国
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

７

「
中
央
連
絡
先
」
と
は
、
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
に
規
定

す
る
情
報
を
受
領
し
及
び
提
供
す
る
責
任
を
有
す
る
第
五
条
に

規
定
す
る
締
約
国
の
機
関
を
い
う
。

８

「
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
」

と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
か
ら
生
ず
る
悪
影
響
か

ら
人
の
健
康
及
び
環
境
を
保
護
す
る
よ
う
な
方
法
で
こ
れ
ら
の

廃
棄
物
が
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
実
行
可
能
な

あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
い
う
。

９

「
一
の
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
地
域
」
と
は
、
人
の
健
康
又

は
環
境
の
保
護
に
関
し
、
国
際
法
に
従
っ
て
一
の
国
が
行
政
上

及
び
規
制
上
の
責
任
を
遂
行
す
る
陸
地
、
海
域
又
は
空
間
を
い

う
。

10

「
輸
出
国
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
自
国

か
ら
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
計
画
さ
れ
又
は
開
始
さ
れ
て
い

る
締
約
国
を
い
う
。

11

「
輸
入
国
」
と
は
、
自
国
に
お
け
る
処
分
を
目
的
と
し
て
又

い
ず
れ
の
国
の
管
轄
の
下
に
も
な
い
地
域
に
お
け
る
処
分
に
先

立
つ
積
込
み
を
目
的
と
し
て
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物

の
自
国
へ
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
計
画
さ
れ
又
は
行
わ
れ
て

い
る
締
約
国
を
い
う
。

12

「
通
過
国
」
と
は
、
輸
出
国
又
は
輸
入
国
以
外
の
国
で
あ
っ

て
、
自
国
を
通
過
す
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境

を
越
え
る
移
動
が
計
画
さ
れ
又
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

13

「
関
係
国
」
と
は
、
締
約
国
で
あ
る
輸
出
国
又
は
輸
入
国
及

び
締
約
国
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
通
過
国
を
い
う
。

14

「
者
」
と
は
、
自
然
人
又
は
法
人
を
い
う
。

15

「
輸
出
者
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
出

を
行
う
者
で
あ
っ
て
輸
出
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

16

「
輸
入
者
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
入

を
行
う
者
で
あ
っ
て
輸
入
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

17

「
運
搬
者
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
運
搬

を
行
う
者
を
い
う
。

18

「
発
生
者
」
と
は
、
そ
の
活
動
が
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃

棄
物
を
発
生
さ
せ
る
者
を
い
い
、
そ
の
者
が
不
明
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
保
有
し
又
は
支
配

し
て
い
る
者
を
い
う
。

19

「
処
分
者
」
と
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
が
そ
の

者
に
対
し
運
搬
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他

の
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
も
の
を
い
う
。

20

「
政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
」
と
は
、
主
権

国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
機
関
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
が
規

律
す
る
事
項
に
関
し
そ
の
加
盟
国
か
ら
権
限
の
委
譲
を
受
け
、

か
つ
、
そ
の
内
部
手
続
に
従
っ
て
こ
の
条
約
の
署
名
、
批
准
、

受
諾
、
承
認
若
し
く
は
正
式
確
認
又
は
こ
れ
へ
の
加
入
の
正
当

な
委
任
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

21

「
不
法
取
引
」
と
は
、
第
九
条
に
規
定
す
る
有
害
廃
棄
物
又

は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
を
い
う
。

第
三
条

有
害
廃
棄
物
に
関
す
る
国
内
の
定
義

１

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
た
日
か
ら
六
箇
月

以
内
に
、
条
約
の
事
務
局
に
対
し
、
附
属
書
Ⅰ
及
び
附
属
書
Ⅱ

に
掲
げ
る
廃
棄
物
以
外
に
自
国
の
法
令
に
よ
り
有
害
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
又
は
定
義
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
を
通
報
し
、
か
つ
、

そ
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
適
用
す
る
国
境
を
越
え
る
移
動
の
手
続

に
関
す
る
要
件
を
通
報
す
る
。

２

締
約
国
は
、
更
に
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
し
た
情
報
に

関
す
る
重
要
な
変
更
を
事
務
局
に
通
報
す
る
。

３

事
務
局
は
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
っ
て
受
領
し
た
情
報
を

直
ち
に
す
べ
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。

４

締
約
国
は
、
３
の
規
定
に
従
い
事
務
局
に
よ
っ
て
送
付
さ
れ

2



た
情
報
を
自
国
の
輸
出
者
に
対
し
利
用
可
能
に
す
る
責
任
を
有

す
る
。

第
四
条

一
般
的
義
務

１
⒜

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
処
分
の
た
め
の
輸
入
を

禁
止
す
る
権
利
を
行
使
す
る
締
約
国
は
、
第
十
三
条
の
規
定

に
従
っ
て
そ
の
決
定
を
他
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。

⒝

締
約
国
は
、
⒜
の
規
定
に
従
っ
て
通
報
を
受
け
た
場
合
に

は
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
輸
入
を
禁
止
し
て
い

る
締
約
国
に
対
す
る
当
該
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の

輸
出
を
許
可
せ
ず
、
又
は
禁
止
す
る
。

⒞

締
約
国
は
、
輸
入
国
が
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の

輸
入
を
禁
止
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
当
該
輸
入
国
が
こ

れ
ら
の
廃
棄
物
の
特
定
の
輸
入
に
つ
き
書
面
に
よ
り
同
意
し

な
い
と
き
は
、
そ
の
輸
入
の
同
意
の
な
い
廃
棄
物
の
輸
出
を

許
可
せ
ず
、
又
は
禁
止
す
る
。

２

締
約
国
は
、
次
の
目
的
の
た
め
、
適
当
な
措
置
を
と
る
。

⒜

社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
側
面
を
考
慮
し
て
、
国
内

に
お
け
る
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限

度
と
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

⒝

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
の

た
め
、
処
分
の
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
可
能
な
限
り
国

内
に
あ
る
適
当
な
処
分
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
確
保
す
る
。

⒞

国
内
に
お
い
て
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
処
理
に

関
与
す
る
者
が
、
そ
の
処
理
か
ら
生
ず
る
有
害
廃
棄
物
及
び

他
の
廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
並
び
に
汚
染

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
人
の
健
康
及
び
環
境
に
つ
い
て
そ
の

影
響
を
最
小
の
も
の
に
と
ど
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

⒟

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
、

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
か
つ
効
率
的
な
処
理
に
適

合
す
る
よ
う
な
方
法
で
最
小
限
度
と
さ
れ
、
並
び
に
当
該
移

動
か
ら
生
ず
る
悪
影
響
か
ら
人
の
健
康
及
び
環
境
を
保
護
す

る
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

⒠

締
約
国
特
に
開
発
途
上
国
で
あ
る
国
又
は
国
家
群
（
経
済

統
合
又
は
政
治
統
合
の
た
め
の
機
関
に
加
盟
し
て
い
る
も

の
）
に
対
す
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
出
は
、

こ
れ
ら
の
国
若
し
く
は
国
家
群
が
国
内
法
令
に
よ
り
こ
れ
ら

の
廃
棄
物
の
す
べ
て
の
輸
入
を
禁
止
し
た
場
合
又
は
こ
れ
ら

の
廃
棄
物
が
締
約
国
の
第
一
回
会
合
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る

基
準
に
従
う
環
境
上
適
正
な
方
法
で
処
理
さ
れ
な
い
と
信
ず

る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
許
可
し
な
い
。

⒡

計
画
さ
れ
た
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越

え
る
移
動
が
人
の
健
康
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
当
該
移
動
に
関
す
る
情
報
が
附
属
書
Ⅴ
Ａ
に

従
っ
て
関
係
国
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

⒢

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
が
環
境
上
適
正
な
方
法
で

処
理
さ
れ
な
い
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
輸
入
を
防
止
す
る
。

⒣

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
を

改
善
し
及
び
不
法
取
引
の
防
止
を
達
成
す
る
た
め
、
有
害
廃

棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
に
関
す
る
情

報
の
提
供
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
、
直
接
及
び
事
務
局
を

通
じ
、
他
の
締
約
国
及
び
関
係
機
関
と
協
力
す
る
。

３

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
不
法
取
引
を

犯
罪
性
の
あ
る
も
の
と
認
め
る
。

４

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
条

約
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
防
止
し
及
び
処
罰
す
る
た
め
の

措
置
を
含
む
適
当
な
法
律
上
の
措
置
、
行
政
上
の
措
置
そ
の
他

の
措
置
を
と
る
。

５

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
非
締
約
国
へ

輸
出
し
又
は
非
締
約
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
を
許
可
し
な
い
。

６

締
約
国
は
、
国
境
を
越
え
る
移
動
の
対
象
と
な
る
か
な
ら
な

い
か
を
問
わ
ず
、
南
緯
六
十
度
以
南
の
地
域
に
お
け
る
処
分
の

た
め
の
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
出
を
許
可
し
な
い

こ
と
に
合
意
す
る
。

７

締
約
国
は
、
更
に
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

⒜

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
又
は
許
可
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
ほ
か
、

そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
当
該
運
搬
又

は
処
分
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。

⒝

国
境
を
越
え
る
移
動
の
対
象
と
な
る
有
害
廃
棄
物
及
び
他

の
廃
棄
物
が
、
こ
ん
包
、
表
示
及
び
運
搬
の
分
野
に
お
い
て

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
か
つ
認
め
ら
れ
て
い
る
国
際
的
規

則
及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包
さ
れ
、
表
示
さ
れ
及
び
運
搬

さ
れ
る
こ
と
並
び
に
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
関
連
す
る

慣
行
に
妥
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

⒞

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
に
は
、
国
境
を
越
え
る
移

動
が
開
始
さ
れ
る
地
点
か
ら
処
分
の
地
点
ま
で
移
動
書
類
が

伴
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

８

締
約
国
は
、
輸
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他

の
廃
棄
物
が
輸
入
国
又
は
他
の
場
所
に
お
い
て
環
境
上
適
正
な

方
法
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
こ
の
条
約
の
対
象

と
な
る
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
の
た
め
の
技
術
上
の
指

針
は
、
締
約
国
の
第
一
回
会
合
に
お
い
て
決
定
す
る
。

９

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
が
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
限
り
許
可
さ
れ
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
、
適
当
な
措
置
を
と
る
。

⒜

輸
出
国
が
当
該
廃
棄
物
を
環
境
上
適
正
か
つ
効
率
的
な
方

法
で
処
分
す
る
た
め
の
技
術
上
の
能
力
及
び
必
要
な
施
設
、

処
分
能
力
又
は
適
当
な
処
分
場
所
を
有
し
な
い
場
合

⒝

当
該
廃
棄
物
が
輸
入
国
に
お
い
て
再
生
利
用
産
業
又
は
回

収
産
業
の
た
め
の
原
材
料
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合

⒞

当
該
国
境
を
越
え
る
移
動
が
締
約
国
全
体
と
し
て
決
定
す

る
他
の
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
。
た
だ
し
、
当
該
基

準
が
こ
の
条
約
の
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

10

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
た
国
が
こ
の

条
約
の
下
に
お
い
て
負
う
当
該
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物

を
環
境
上
適
正
な
方
法
で
処
理
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
義
務

は
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
、
輸
入
国
又
は
通
過
国
へ
移

転
し
て
は
な
ら
な
い
。

11

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
人
の
健
康
及
び

環
境
を
一
層
保
護
す
る
た
め
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
し
か
つ

国
際
法
の
諸
規
則
に
従
う
追
加
的
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
を
妨

げ
る
も
の
で
は
な
い
。

3



12

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
法
に
従
っ
て
確
立
し

て
い
る
領
海
に
対
す
る
国
の
主
権
、
国
際
法
に
従
い
排
他
的
経

済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
お
い
て
国
が
有
す
る
主
権
的
権
利
及
び

管
轄
権
並
び
に
国
際
法
に
定
め
ら
れ
及
び
関
連
す
る
国
際
文
書

に
反
映
さ
れ
て
い
る
航
行
上
の
権
利
及
び
自
由
を
す
べ
て
の
国

の
船
舶
及
び
航
空
機
が
行
使
す
る
こ
と
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
。

13

締
約
国
は
、
他
の
国
特
に
開
発
途
上
国
に
対
し
て
輸
出
さ
れ

る
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
量
及
び
汚
染
力
を
減
少
さ

せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
討
す
る
。

第
五
条

権
限
の
あ
る
当
局
及
び
中
央
連
絡
先
の
指
定

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
実
施
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
を
行
う
。

１

一
又
は
二
以
上
の
権
限
の
あ
る
当
局
及
び
一
の
中
央
連
絡
先

を
指
定
し
又
は
設
置
す
る
こ
と
。
通
過
国
の
場
合
に
お
い
て
通

告
を
受
領
す
る
た
め
、
一
の
権
限
の
あ
る
当
局
を
指
定
す
る
こ

と
。

２

自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
三
箇
月

以
内
に
、
中
央
連
絡
先
及
び
権
限
の
あ
る
当
局
と
し
て
い
ず
れ

の
機
関
を
指
定
し
た
か
を
事
務
局
に
対
し
通
報
す
る
こ
と
。

３

２
の
規
定
に
従
い
行
っ
た
指
定
に
関
す
る
変
更
を
そ
の
決
定

の
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
事
務
局
に
対
し
通
報
す
る
こ
と
。

第
六
条

締
約
国
間
の
国
境
を
越
え
る
移
動

１

輸
出
国
は
、
書
面
に
よ
り
、
そ
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
経
路

を
通
じ
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移

動
の
計
画
を
関
係
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
通
告
し
又
は

発
生
者
若
し
く
は
輸
出
者
に
通
告
さ
せ
る
。
そ
の
通
告
は
、
輸

入
国
の
受
け
入
れ
可
能
な
言
語
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
附
属
書

Ⅴ
Ａ
に
掲
げ
る
申
告
及
び
情
報
を
含
む
。
各
関
係
国
に
対
し
送

付
す
る
通
告
は
、
一
通
の
み
で
足
り
る
。

２

輸
入
国
は
、
通
告
を
し
た
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
、
移
動

に
つ
き
条
件
付
若
し
く
は
無
条
件
で
同
意
し
、
移
動
に
関
す
る

許
可
を
拒
否
し
又
は
追
加
的
な
情
報
を
要
求
す
る
旨
を
回
答
す

る
。
輸
入
国
の
最
終
的
な
回
答
の
写
し
は
、
締
約
国
で
あ
る
関

係
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
送
付
す
る
。

３

輸
出
国
は
、
次
の
事
項
を
書
面
に
よ
り
確
認
す
る
ま
で
は
、

発
生
者
又
は
輸
出
者
が
国
境
を
越
え
る
移
動
を
開
始
す
る
こ
と

を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒜

通
告
を
し
た
者
が
輸
入
国
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
て
い

る
こ
と
。

⒝

通
告
を
し
た
者
が
、
廃
棄
物
に
つ
い
て
環
境
上
適
正
な
処

理
が
さ
れ
る
こ
と
を
明
記
す
る
輸
出
者
と
処
分
者
と
の
間
の

契
約
の
存
在
に
つ
き
、輸
入
国
か
ら
確
認
を
得
て
い
る
こ
と
。

４

締
約
国
で
あ
る
通
過
国
は
、
通
告
を
し
た
者
に
対
し
通
告
の

受
領
を
速
や
か
に
確
認
す
る
。
当
該
通
過
国
は
、
更
に
、
通
告

を
し
た
者
に
対
し
、
六
十
日
以
内
に
、
移
動
に
つ
き
条
件
付
若

し
く
は
無
条
件
で
同
意
し
、
移
動
に
関
す
る
許
可
を
拒
否
し
又

は
追
加
的
な
情
報
を
要
求
す
る
旨
を
書
面
に
よ
り
回
答
す
る
。

輸
出
国
は
、当
該
通
過
国
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
る
ま
で
は
、

国
境
を
越
え
る
移
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
、
締
約
国
が
、
有

害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
通
過
の
た
め
の
国
境
を
越
え
る

移
動
に
関
し
、
書
面
に
よ
る
事
前
の
同
意
を
一
般
的
に
若
し
く

は
特
定
の
条
件
の
下
に
お
い
て
義
務
付
け
な
い
こ
と
を
決
定
し
、

又
は
事
前
の
同
意
に
係
る
要
件
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
当
該

締
約
国
は
、
第
十
三
条
の
規
定
に
従
い
他
の
締
約
国
に
直
ち
に

そ
の
旨
を
通
報
す
る
。
事
前
の
同
意
を
義
務
付
け
な
い
場
合
に

お
い
て
通
過
国
が
通
告
を
受
領
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
輸

出
国
が
当
該
通
過
国
の
回
答
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
当
該
輸

出
国
は
、
当
該
通
過
国
を
通
過
し
て
輸
出
を
行
う
こ
と
を
許
可

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

特
定
の
国
に
よ
っ
て
の
み
有
害
で
あ
る
と
法
的
に
定
義
さ
れ

又
は
認
め
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
場
合

に
お
い
て
、

⒜

輸
出
国
に
よ
っ
て
の
み
定
義
さ
れ
又
は
認
め
ら
れ
て
い
る

と
き
は
、
輸
入
者
又
は
処
分
者
及
び
輸
入
国
に
つ
い
て
適
用

す
る
９
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
輸

出
者
及
び
輸
出
国
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒝

輸
入
国
に
よ
っ
て
の
み
又
は
輸
入
国
及
び
締
約
国
で
あ
る

通
過
国
に
よ
っ
て
の
み
定
義
さ
れ
又
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と

き
は
、
輸
出
者
及
び
輸
出
国
に
つ
い
て
適
用
す
る
１
、
３
、

４
及
び
６
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

輸
入
者
又
は
処
分
者
及
び
輸
入
国
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒞

締
約
国
で
あ
る
通
過
国
に
よ
っ
て
の
み
定
義
さ
れ
又
は
認

め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
４
の
規
定
を
当
該
通
過
国
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

６

輸
出
国
は
、
同
一
の
物
理
的
及
び
化
学
的
特
性
を
有
す
る
有

害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
が
、
輸
出
国
の
同
一
の
出
国
税
関

及
び
輸
入
国
の
同
一
の
入
国
税
関
を
経
由
し
て
、
並
び
に
通
過

の
と
き
は
通
過
国
の
同
一
の
入
国
税
関
及
び
出
国
税
関
を
経
由

し
て
、
同
一
の
処
分
者
に
定
期
的
に
運
搬
さ
れ
る
場
合
に
は
、

関
係
国
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
条
件
と
し
て
、
発
生
者
又
は
輸

出
者
が
包
括
的
な
通
告
を
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

７

関
係
国
は
、
運
搬
さ
れ
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
に

関
す
る
一
定
の
情
報
（
正
確
な
量
、
定
期
的
に
作
成
す
る
一
覧

表
等
）
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
６
に
規
定
す
る

包
括
的
な
通
告
を
行
う
こ
と
に
つ
き
書
面
に
よ
り
同
意
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

８

６
及
び
７
に
規
定
す
る
包
括
的
な
通
告
及
び
書
面
に
よ
る
同

意
は
、
最
長
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
け
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他

の
廃
棄
物
の
二
回
以
上
の
運
搬
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

９

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
に
責
任
を
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
が
当
該
有
害
廃
棄
物

又
は
他
の
廃
棄
物
の
引
渡
し
又
は
受
領
の
際
に
移
動
書
類
に
署

名
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
締
約
国
は
、
ま
た
、
処
分
者
が
、

輸
出
者
及
び
輸
出
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
双
方
に
対
し
、
当

該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
受
領
し
た
こ
と
を
通
報
し

及
び
通
告
に
明
記
す
る
処
分
が
完
了
し
た
こ
と
を
相
当
な
期
間

内
に
通
報
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
こ
れ
ら
の
通
報
が
輸
出

国
に
お
い
て
受
領
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
輸
出
国
の
権
限
の
あ

る
当
局
又
は
輸
出
者
は
、
そ
の
旨
を
輸
入
国
に
通
報
す
る
。

10

こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
通
告
及
び
回
答

は
、
関
係
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
非
締
約
国
の
適
当

4



と
認
め
る
政
府
当
局
に
送
付
す
る
。

11

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
い
か
な

る
移
動
も
、
輸
入
国
又
は
締
約
国
で
あ
る
通
過
国
が
義
務
付
け

る
こ
と
の
あ
る
保
険
、
供
託
金
そ
の
他
の
保
証
に
よ
っ
て
担
保

す
る
。

第
七
条

締
約
国
か
ら
非
締
約
国
を
通
過
し
て
行
わ
れ

る
国
境
を
越
え
る
移
動

前
条
１
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
て
、
締
約
国
か
ら
非

締
約
国
を
通
過
し
て
行
わ
れ
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の

国
境
を
越
え
る
移
動
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
八
条

再
輸
入
の
義
務

こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
関
係
国
の
同
意

が
得
ら
れ
て
い
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
が
、
契
約
の
条
件
に
従
っ
て
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
、
輸
入
国
が
輸
出
国
及
び
事
務
局
に
対
し
て
そ
の

旨
を
通
報
し
た
時
か
ら
九
十
日
以
内
に
又
は
関
係
国
が
合
意
す
る

他
の
期
間
内
に
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
が
環
境
上
適

正
な
方
法
で
処
分
さ
れ
る
た
め
の
代
替
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
輸
出
国
は
、
輸
出
者
が
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他

の
廃
棄
物
を
輸
出
国
内
に
引
き
取
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ
の
た

め
、
輸
出
国
及
び
締
約
国
で
あ
る
通
過
国
は
、
当
該
有
害
廃
棄
物

又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
出
国
へ
の
返
還
に
反
対
し
、
及
び
そ
の
返

還
を
妨
害
し
又
は
防
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
九
条

不
法
取
引

１

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
有
害
廃

棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
は
、
不
法
取
引

と
す
る
。

⒜

こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
通
告
が
す
べ
て
の
関
係
国
に
対

し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
移
動

⒝

関
係
国
か
ら
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
同
意
が
得
ら
れ
て

い
な
い
移
動

⒞

関
係
国
の
同
意
が
偽
造
、
虚
偽
の
表
示
又
は
詐
欺
に
よ
り

得
ら
れ
て
い
る
移
動

⒟

書
類
と
重
要
な
事
項
に
お
い
て
不
一
致
が
あ
る
移
動

⒠

こ
の
条
約
の
規
定
及
び
国
際
法
の
一
般
原
則
に
違
反
し
て

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
故
意
に
処
分
す
る
こ
と

（
例
え
ば
、
投
棄
す
る
こ
と
。
）
と
な
る
移
動

２

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
輸

出
者
又
は
発
生
者
の
行
為
の
結
果
と
し
て
不
法
取
引
と
な
る
場

合
に
は
、
輸
出
国
は
、
輸
出
国
に
当
該
不
法
取
引
が
通
報
さ
れ

た
時
か
ら
三
十
日
以
内
又
は
関
係
国
が
合
意
す
る
他
の
期
間
内

に
、
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
に
関
し
次
の
こ
と
を

確
保
す
る
。

⒜

輸
出
者
若
し
く
は
発
生
者
若
し
く
は
必
要
な
場
合
に
は
輸

出
国
が
自
国
に
引
き
取
る
こ
と
又
は
こ
れ
が
実
際
的
で
な
い

と
き
は
、

⒝

こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
処
分
さ
れ
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
関
係
締
約
国
は
、
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃

棄
物
の
輸
出
国
へ
の
返
還
に
反
対
し
、
及
び
そ
の
返
還
を
妨
害

し
又
は
防
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
が
輸

入
者
又
は
処
分
者
の
行
為
の
結
果
と
し
て
不
法
取
引
と
な
る
場

合
に
は
、
輸
入
国
は
、
当
該
不
法
取
引
を
輸
入
国
が
知
る
に
至

っ
た
時
か
ら
三
十
日
以
内
又
は
関
係
国
が
合
意
す
る
他
の
期
間

内
に
、
輸
入
者
若
し
く
は
処
分
者
又
は
必
要
な
と
き
は
輸
入
国

が
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
環
境
上
適
正
な
方
法

で
処
分
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ
の
た
め
、関
係
締
約
国
は
、

必
要
に
応
じ
、
当
該
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
を
環
境
上

適
正
な
方
法
で
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

４

不
法
取
引
の
責
任
を
輸
出
者
若
し
く
は
発
生
者
又
は
輸
入
者

若
し
く
は
処
分
者
の
い
ず
れ
に
も
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
関
係
締
約
国
又
は
適
当
な
と
き
は
他
の
締
約
国
は
、

協
力
し
て
、
輸
出
国
若
し
く
は
輸
入
国
又
は
適
当
な
と
き
は
他

の
場
所
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
当
該
有
害
廃
棄
物

又
は
他
の
廃
棄
物
を
環
境
上
適
正
な
方
法
で
処
分
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
。

５

締
約
国
は
、
不
法
取
引
を
防
止
し
及
び
処
罰
す
る
た
め
、
適

当
な
国
内
法
令
を
制
定
す
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
条
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
協
力
す
る
。

第
十
条

国
際
協
力

１

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正

な
処
理
を
改
善
し
及
び
達
成
す
る
た
め
、
相
互
に
協
力
す
る
。

２

締
約
国
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

⒜

要
請
に
応
じ
、
二
国
間
で
あ
る
か
多
数
国
間
で
あ
る
か
を

問
わ
ず
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な

処
理
（
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
の
た

め
の
技
術
上
の
基
準
及
び
実
施
方
法
の
調
整
を
含
む
。
）を
促

進
す
る
た
め
、
情
報
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⒝

有
害
廃
棄
物
の
処
理
が
人
の
健
康
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
を
監
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
。

⒞

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
実
行
可
能
な
限

り
除
去
す
る
た
め
、
並
び
に
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物

の
環
境
上
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
一
層
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
方
法
（
新
た
な
又
は
改
善
さ
れ
た
技
術
の
採
用
が
経
済

上
、
社
会
上
及
び
環
境
上
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
を

含
む
。）
を
確
立
す
る
た
め
、
新
た
な
環
境
上
適
正
な
廃
棄
物

低
減
技
術
の
開
発
及
び
実
施
並
び
に
既
存
の
技
術
の
改
善
に

つ
き
、
自
国
の
法
令
及
び
政
策
に
従
っ
て
協
力
す
る
こ
と
。

⒟

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
に

関
係
す
る
技
術
及
び
処
理
方
式
の
移
転
に
つ
き
、
自
国
の
法

令
及
び
政
策
に
従
っ
て
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
。
ま
た
、

締
約
国
、
特
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
技
術
援
助
を
必
要
と
し

及
び
要
請
す
る
締
約
国
の
技
術
上
の
能
力
の
開
発
に
つ
い
て

協
力
す
る
こ
と
。

⒠

適
当
な
技
術
上
の
指
針
又
は
実
施
基
準
の
開
発
に
つ
い
て

協
力
す
る
こ
と
。

３

締
約
国
は
、
第
四
条
２
の
⒜
か
ら
⒟
ま
で
の
規
定
の
実
施
に

つ
い
て
開
発
途
上
国
を
援
助
す
る
た
め
、
適
当
な
協
力
の
た
め

の
手
段
を
用
い
る
。

４

開
発
途
上
国
の
必
要
を
考
慮
し
て
、
公
衆
の
意
識
の
向
上
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
発
展
並
び
に

新
た
な
廃
棄
物
低
減
技
術
の
採
用
を
特
に
促
進
す
る
た
め
、
締

約
国
と
関
係
国
際
機
関
と
の
間
の
協
力
が
奨
励
さ
れ
る
。

第
十
一
条

二
国
間
の
、
多
数
国
間
の
及
び
地
域
的
な
協
定

１

第
四
条
５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
締
約
国
又
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は
非
締
約
国
と
の
間
で
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境

を
越
え
る
移
動
に
関
す
る
二
国
間
の
、
多
数
国
間
の
又
は
地
域

的
な
協
定
又
は
取
決
め
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、

当
該
協
定
又
は
取
決
め
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

る
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環
境
上
適
正
な
処
理
を
害

す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。当
該
協
定
又
は
取
決
め
は
、

特
に
開
発
途
上
国
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
こ
の
条
約
の
定
め
る

規
定
以
上
に
環
境
上
適
正
な
規
定
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
協
定
又
は
取
決
め
及
び
こ
の
条

約
が
自
国
に
対
し
効
力
を
生
ず
る
に
先
立
ち
締
結
し
た
二
国
間

の
、多
数
国
間
の
又
は
地
域
的
な
協
定
又
は
取
決
め
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
協
定
又
は
取
決
め
の
締
約
国
間
で
の
み
行
わ
れ
る
有

害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
を
規
制
す

る
目
的
を
有
す
る
も
の
を
事
務
局
に
通
告
す
る
。
こ
の
条
約
の

い
か
な
る
規
定
も
、
こ
れ
ら
の
協
定
又
は
取
決
め
が
こ
の
条
約

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
環

境
上
適
正
な
処
理
と
両
立
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
協
定
又
は
取

決
め
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
国
境
を
越
え
る
移
動
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
。

第
十
二
条

損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
協
議

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る

移
動
及
び
処
分
か
ら
生
ず
る
損
害
に
対
す
る
責
任
及
び
賠
償
の
分

野
に
お
い
て
適
当
な
規
則
及
び
手
続
を
定
め
る
議
定
書
を
で
き
る

限
り
速
や
か
に
採
択
す
る
た
め
、
協
力
す
る
。

第
十
三
条

情
報
の
送
付

１

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
又
は
そ
の
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
、
他
の
国
の
人

の
健
康
及
び
環
境
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
故
を
知
る
に
至
っ
た
と
き
は

い
つ
で
も
、
当
該
他
の
国
が
速
や
か
に
通
報
を
受
け
る
こ
と
を

確
保
す
る
。

２

締
約
国
は
、
相
互
に
、
事
務
局
を
通
じ
、
次
の
通
報
を
行
う
。

⒜

権
限
の
あ
る
当
局
又
は
中
央
連
絡
先
の
指
定
の
変
更
に
関

す
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
報

⒝

有
害
廃
棄
物
の
国
内
の
定
義
の
変
更
に
関
す
る
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
通
報

ま
た
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
次
の
事
項
を
通
報
す
る
。

⒞

自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
有
害
廃
棄
物
又

は
他
の
廃
棄
物
の
処
分
を
目
的
と
す
る
輸
入
に
つ
き
全
面
的

又
は
部
分
的
に
同
意
し
な
い
旨
の
決
定

⒟

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
輸
出
を
制
限
し
又
は
禁

止
す
る
旨
の
決
定

⒠

４
の
規
定
に
従
っ
て
送
付
の
義
務
を
負
う
そ
の
他
の
情
報

３

締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
事
務
局
を
通
じ
、
第
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
締
約
国
会
議
に
対
し
、
各
暦
年

の
終
わ
り
ま
で
に
、
次
の
情
報
を
含
む
前
暦
年
に
関
す
る
報
告

を
送
付
す
る
。

⒜

第
五
条
の
規
定
に
従
い
締
約
国
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
権

限
の
あ
る
当
局
及
び
中
央
連
絡
先

⒝

締
約
国
が
関
係
す
る
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国

境
を
越
え
る
移
動
に
関
す
る
次
の
事
項
を
含
む
情
報

（ⅰ）

輸
出
さ
れ
た
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
量
、
分

類
、
特
性
、
目
的
地
及
び
通
過
国
並
び
に
通
告
に
対
す
る

回
答
に
記
載
さ
れ
た
処
分
の
方
法

（ⅱ）

輸
入
さ
れ
た
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
量
、
分

類
、
特
性
、
発
生
地
及
び
処
分
の
方
法

（ⅲ）

予
定
さ
れ
た
と
お
り
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
処
分

（ⅳ）

国
境
を
越
え
る
移
動
の
対
象
と
な
る
有
害
廃
棄
物
及

び
他
の
廃
棄
物
の
量
の
削
減
を
達
成
す
る
た
め
の
努
力

⒞

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
締
約
国
が
と
っ
た
措
置
に
関

す
る
情
報

⒟

有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
発
生
、
運
搬
及
び
処
分

が
人
の
健
康
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
締
約
国
が

作
成
し
た
提
供
可
能
か
つ
適
切
な
統
計
に
関
す
る
情
報

⒠

第
十
一
条
の
規
定
に
従
っ
て
締
結
し
た
二
国
間
の
、
多
数

国
間
の
及
び
地
域
的
な
協
定
及
び
取
決
め
に
関
す
る
情
報

⒡

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及

び
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
発
生
し
た
事
故
並
び
に
そ
の

事
故
を
処
理
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
に
関
す
る
情
報

⒢

管
轄
の
下
に
あ
る
地
域
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
処
分
の
方

法
に
関
す
る
情
報

⒣

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
削
減
し
又
は
無

く
す
た
め
の
技
術
の
開
発
の
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
に
関
す

る
情
報

⒤

締
約
国
会
議
が
適
当
と
認
め
る
そ
の
他
の
事
項

４

特
定
の
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移

動
に
よ
り
自
国
の
環
境
が
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
要
請
し
た
場
合
に
は
、締
約
国
は
、

自
国
の
法
令
に
従
い
、
当
該
移
動
に
関
す
る
通
告
及
び
そ
の
通

告
に
対
す
る
回
答
の
写
し
を
事
務
局
に
対
し
送
付
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
。

第
十
四
条

財
政
的
な
側
面

１

締
約
国
は
、各
地
域
及
び
各
小
地
域
の
特
別
の
必
要
に
応
じ
、

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
を
処
理
し
並
び
に
有
害
廃
棄
物

及
び
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限
度
と
す
る
こ
と
に
関
す
る

訓
練
及
び
技
術
移
転
の
た
め
の
地
域
又
は
小
地
域
の
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
締
約
国
は
、

任
意
の
性
質
を
有
す
る
資
金
調
達
の
た
め
の
適
当
な
仕
組
み
を

確
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
。

２

締
約
国
は
、
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
に
よ
り
又
は
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
処
分
中

に
発
生
す
る
事
故
に
よ
る
損
害
を
最
小
の
も
の
に
と
ど
め
る
た

め
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
暫
定
的
な
援
助
を
行
う
た
め
の
回
転

資
金
の
設
立
を
検
討
す
る
。

第
十
五
条

締
約
国
会
議

１

こ
の
条
約
に
よ
り
締
約
国
会
議
を
設
置
す
る
。
締
約
国
会
議

の
第
一
回
会
合
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
長
が
こ
の
条
約
の
効
力

発
生
の
後
一
年
以
内
に
招
集
す
る
。
そ
の
後
は
、
締
約
国
会
議

の
通
常
会
合
は
、
第
一
回
会
合
に
お
い
て
決
定
す
る
一
定
の
間

隔
で
開
催
す
る
。

２

締
約
国
会
議
の
特
別
会
合
は
、
締
約
国
会
議
が
必
要
と
認
め
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る
と
き
又
は
い
ず
れ
か
の
締
約
国
か
ら
書
面
に
よ
る
要
請
の
あ

る
場
合
に
お
い
て
事
務
局
が
そ
の
要
請
を
締
約
国
に
通
報
し
た

後
六
箇
月
以
内
に
締
約
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
が
そ
の
要

請
を
支
持
す
る
と
き
に
開
催
す
る
。

３

締
約
国
会
議
は
、
締
約
国
会
議
及
び
締
約
国
会
議
が
設
置
す

る
補
助
機
関
の
手
続
規
則
並
び
に
特
に
こ
の
条
約
に
基
づ
く
締

約
国
の
財
政
的
な
参
加
に
つ
い
て
定
め
る
財
政
規
則
を
コ
ン
セ

ン
サ
ス
方
式
に
よ
り
合
意
し
及
び
採
択
す
る
。

４

締
約
国
は
、
そ
の
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
の
規

定
の
範
囲
内
で
海
洋
環
境
の
保
護
及
び
保
全
に
関
す
る
責
任
を

果
た
す
上
で
役
立
つ
必
要
な
追
加
的
措
置
を
検
討
す
る
。

５

締
約
国
会
議
は
、
こ
の
条
約
の
効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
絶

え
ず
検
討
し
及
び
評
価
し
、
更
に
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

⒜

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
に
よ
る
人
の
健
康
及
び
環

境
に
対
す
る
害
を
最
小
の
も
の
に
と
ど
め
る
た
め
の
適
当
な

政
策
、
戦
略
及
び
措
置
の
調
整
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒝

必
要
に
応
じ
、
利
用
可
能
な
科
学
、
技
術
、
経
済
及
び
環

境
に
関
す
る
情
報
を
特
に
考
慮
し
て
、
こ
の
条
約
及
び
そ
の

附
属
書
の
改
正
を
検
討
し
及
び
採
択
す
る
こ
と
。

⒞

こ
の
条
約
の
実
施
並
び
に
第
十
一
条
に
規
定
す
る
協
定
及

び
取
決
め
の
実
施
か
ら
得
ら
れ
る
経
験
に
照
ら
し
て
、
こ
の

条
約
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
追
加
的
行
動
を
検
討

し
及
び
と
る
こ
と
。

⒟

必
要
に
応
じ
、
議
定
書
を
検
討
し
及
び
採
択
す
る
こ
と
。

⒠

こ
の
条
約
の
実
施
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
補
助
機
関
を
設

置
す
る
こ
と
。

６

国
際
連
合
及
び
そ
の
専
門
機
関
並
び
に
こ
の
条
約
の
締
約
国

で
な
い
国
は
、
締
約
国
会
議
の
会
合
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
出
席

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
に
関

連
の
あ
る
分
野
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
団
体
又
は
機
関
（
国
内

若
し
く
は
国
際
の
又
は
政
府
若
し
く
は
非
政
府
の
も
の
の
い
ず

れ
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
）
で
あ
っ
て
、
締
約
国
会
議
の
会
合

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
事
務
局

に
通
報
し
た
も
の
は
、
当
該
会
合
に
出
席
す
る
締
約
国
の
三
分

の
一
以
上
が
反
対
し
な
い
限
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
出
席
さ
せ

る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
。オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
出
席
及
び
参
加
は
、

締
約
国
会
議
が
採
択
す
る
手
続
規
則
の
適
用
を
受
け
る
。

７

締
約
国
会
議
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
三
年
後
に
及
び

そ
の
後
は
少
な
く
と
も
六
年
ご
と
に
、
こ
の
条
約
の
有
効
性
に

つ
い
て
評
価
を
行
い
、
並
び
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
最

新
の
科
学
、
環
境
、
技
術
及
び
経
済
に
関
す
る
情
報
に
照
ら
し

て
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
完

全
な
又
は
部
分
的
な
禁
止
措
置
の
採
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

第
十
六
条

事
務
局

１

事
務
局
は
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

⒜

前
条
及
び
次
条
に
規
定
す
る
会
合
を
準
備
し
及
び
そ
の
会

合
の
た
め
の
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
。

⒝

第
三
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
三
条

の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
情
報
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
設
置

さ
れ
る
補
助
機
関
の
会
合
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
並
び
に
適
当

な
場
合
に
は
関
連
す
る
政
府
間
機
関
及
び
非
政
府
機
関
に
よ

り
提
供
さ
れ
る
情
報
に
基
づ
く
報
告
書
を
作
成
し
及
び
送
付

す
る
こ
と
。

⒞

こ
の
条
約
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
行
っ
た
活

動
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
及
び
そ
の
報
告
書
を
締
約
国

会
議
に
提
供
す
る
こ
と
。

⒟

他
の
関
係
国
際
団
体
と
の
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
。
特

に
、
そ
の
任
務
の
効
果
的
な
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
事
務
的

な
及
び
契
約
上
の
取
決
め
を
行
う
こ
と
。

⒠

第
五
条
の
規
定
に
従
い
締
約
国
が
指
定
し
た
中
央
連
絡
先

及
び
権
限
の
あ
る
当
局
と
の
間
の
連
絡
を
行
う
こ
と
。

⒡

国
内
の
有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
処
分
の
た
め
に

利
用
可
能
な
締
約
国
の
認
め
ら
れ
た
場
所
及
び
施
設
に
関
す

る
情
報
を
収
集
し
及
び
そ
の
情
報
を
締
約
国
に
送
付
す
る
こ

と
。

⒢

要
請
に
応
じ
、
締
約
国
を
援
助
す
る
た
め
、
次
の
情
報
を

締
約
国
か
ら
受
領
し
、
締
約
国
に
伝
達
す
る
こ
と
。

技
術
援
助
及
び
訓
練
の
提
供
元

利
用
可
能
な
技
術
上
及
び
科
学
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ

助
言
及
び
専
門
的
知
識
の
提
供
元

資
源
の
利
用
可
能
性

前
記
の
援
助
は
、
次
の
よ
う
な
分
野
を
対
象
と
す
る
。

こ
の
条
約
の
通
告
制
度
の
運
用

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
処
理

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
に
関
す
る
環
境
上
適
正

な
技
術
（
例
え
ば
、
廃
棄
物
低
減
技
術
及
び
廃
棄
物
無

発
生
化
技
術
）

処
分
能
力
及
び
処
分
場
所
の
評
価

有
害
廃
棄
物
及
び
他
の
廃
棄
物
の
監
視

緊
急
事
態
へ
の
対
応

⒣

締
約
国
が
、
有
害
廃
棄
物
又
は
他
の
廃
棄
物
が
環
境
上
適

正
な
方
法
で
処
理
さ
れ
な
い
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
要
請
す
る
と
き
は
、
国
境
を
越
え
る
移
動

に
関
す
る
通
告
、
当
該
有
害
廃
棄
物
若
し
く
は
他
の
廃
棄
物

の
運
搬
が
通
告
に
従
っ
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
有
害
廃
棄
物

若
し
く
は
他
の
廃
棄
物
の
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
る
処
分
施

設
が
環
境
上
適
正
で
あ
る
こ
と
を
審
査
す
る
こ
と
に
つ
き
当

該
締
約
国
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
必
要
な
技
術

能
力
を
有
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
関
す
る
情
報
を
当
該
締
約
国
に
提
供
す
る
こ
と
。
こ
の

よ
う
な
審
査
の
費
用
は
、
事
務
局
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な

い
。

⒤

不
法
取
引
の
事
実
を
確
認
す
る
た
め
要
請
に
応
じ
締
約
国

を
援
助
し
及
び
不
法
取
引
に
関
し
て
入
手
し
た
情
報
を
関
係

締
約
国
に
対
し
直
ち
に
送
付
す
る
こ
と
。

⒥

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
国
に
対
し
迅
速
な
援
助
を
行
う
た

め
、
専
門
家
及
び
機
材
の
提
供
に
つ
き
締
約
国
及
び
権
限
の

あ
る
関
係
国
際
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
。

⒦

締
約
国
会
議
が
決
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
こ
の
条
約
の

目
的
に
関
係
す
る
他
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
。

２

事
務
局
の
任
務
は
、
前
条
の
規
定
に
従
っ
て
開
催
さ
れ
る
締

約
国
会
議
の
第
一
回
会
合
が
終
了
す
る
ま
で
は
、UN

E
P

が
暫
定

的
に
遂
行
す
る
。

３

締
約
国
会
議
は
、
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
に
基

づ
く
事
務
局
の
任
務
を
遂
行
す
る
意
思
を
表
明
し
た
既
存
の
適
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当
な
政
府
間
機
関
の
中
か
ら
事
務
局
を
指
定
す
る
。
締
約
国
会

議
は
、
ま
た
、
同
会
合
に
お
い
て
、
暫
定
の
事
務
局
が
課
さ
れ

た
任
務
、
特
に
1
に
規
定
す
る
任
務
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、

及
び
こ
れ
ら
の
任
務
に
適
し
た
組
織
を
決
定
す
る
。

第
十
七
条

こ
の
条
約
の
改
正

１

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
、
ま
た
、
議
定
書
の
締
約
国
は
、
当
該
議
定
書
の
改

正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
に
当
た
っ
て
は
、特
に
、

関
連
の
あ
る
科
学
的
及
び
技
術
的
考
慮
を
十
分
に
払
う
こ
と
と

す
る
。

２

こ
の
条
約
の
改
正
は
、
締
約
国
会
議
の
会
合
に
お
い
て
採
択

す
る
。
議
定
書
の
改
正
は
、
当
該
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
に

お
い
て
採
択
す
る
。
こ
の
条
約
及
び
議
定
書
の
改
正
案
は
、
当

該
議
定
書
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
採

択
が
提
案
さ
れ
る
会
合
の
少
な
く
と
も
六
箇
月
前
に
事
務
局
が

締
約
国
に
通
報
す
る
。
事
務
局
は
、
改
正
案
を
こ
の
条
約
の
署

名
国
に
も
参
考
の
た
め
に
通
報
す
る
。

３

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
改
正
案
に
つ
き
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

方
式
に
よ
り
合
意
に
達
す
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
。
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
意

に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
改
正
案
は
、
最
後
の
解
決
手
段
と
し

て
、
当
該
会
合
に
出
席
し
か
つ
投
票
す
る
締
約
国
の
四
分
の
三

以
上
の
多
数
票
に
よ
る
議
決
で
採
択
す
る
も
の
と
し
、
寄
託
者

は
、
こ
れ
を
す
べ
て
の
締
約
国
に
対
し
批
准
、
承
認
、
正
式
確

認
又
は
受
諾
の
た
め
に
送
付
す
る
。

４

３
に
定
め
る
手
続
は
、議
定
書
の
改
正
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

た
だ
し
、
議
定
書
の
改
正
案
の
採
択
は
、
当
該
会
合
に
出
席
し

か
つ
投
票
す
る
当
該
議
定
書
の
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多

数
票
に
よ
る
議
決
で
足
り
る
。

５

改
正
の
批
准
書
、
承
認
書
、
正
式
確
認
書
又
は
受
諾
書
は
、

寄
託
者
に
寄
託
す
る
。
３
又
は
４
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ

た
改
正
は
、
改
正
を
受
け
入
れ
た
締
約
国
の
少
な
く
と
も
四
分

の
三
又
は
改
正
を
受
け
入
れ
た
関
連
議
定
書
の
締
約
国
の
少
な

く
と
も
三
分
の
二
の
批
准
書
、
承
認
書
、
正
式
確
認
書
又
は
受

諾
書
を
寄
託
者
が
受
領
し
た
後
九
十
日
目
の
日
に
、
当
該
改
正

を
受
け
入
れ
た
締
約
国
の
間
で
効
力
を
生
ず
る
。
改
正
は
、
他

の
締
約
国
が
当
該
改
正
の
批
准
書
、
承
認
書
、
正
式
確
認
書
又

は
受
諾
書
を
寄
託
し
た
後
九
十
日
目
の
日
に
当
該
他
の
締
約
国

に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
関
連
議
定
書
に
改
正
の

発
効
要
件
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

６

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
「
出
席
し
か
つ
投
票
す
る
締
約

国
」
と
は
、
出
席
し
か
つ
賛
成
票
又
は
反
対
票
を
投
ず
る
締
約

国
を
い
う
。

第
十
八
条

附
属
書
の
採
択
及
び
改
正

１

こ
の
条
約
の
附
属
書
又
は
議
定
書
の
附
属
書
は
、そ
れ
ぞ
れ
、

こ
の
条
約
又
は
当
該
議
定
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
も
の
と

し
、「
こ
の
条
約
」
又
は
「
議
定
書
」
と
い
う
と
き
は
、
別
段
の

明
示
の
定
め
が
な
い
限
り
、
附
属
書
を
含
め
て
い
う
も
の
と
す

る
。
附
属
書
は
、
科
学
的
、
技
術
的
及
び
事
務
的
な
事
項
に
限

定
さ
れ
る
。

２

こ
の
条
約
の
追
加
附
属
書
又
は
議
定
書
の
附
属
書
の
提
案
、

採
択
及
び
効
力
発
生
に
つ
い
て
は
、
次
の
手
続
を
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
議
定
書
に
当
該
議
定
書
の
附
属
書
に
関
し
て
別
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

⒜

こ
の
条
約
の
追
加
附
属
書
及
び
議
定
書
の
附
属
書
は
、
前

条
の
２
か
ら
４
ま
で
に
定
め
る
手
続
を
準
用
し
て
提
案
さ
れ

及
び
採
択
さ
れ
る
。

⒝

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
追
加
附
属
書
又
は
自
国
が
締
約

国
で
あ
る
議
定
書
の
附
属
書
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
、
寄
託
者
が
採
択
を
通
報
し
た
日
か

ら
六
箇
月
以
内
に
、
寄
託
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
通
告
す

る
。
寄
託
者
は
、
受
領
し
た
通
告
を
す
べ
て
の
締
約
国
に
遅

滞
な
く
通
報
す
る
。
締
約
国
は
、
い
つ
で
も
、
先
に
行
っ
た

異
議
の
宣
言
に
代
え
て
受
諾
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
附
属
書
は
、
当
該
締

約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

⒞

こ
れ
ら
の
附
属
書
は
、
寄
託
者
に
よ
る
採
択
の
通
報
の
送

付
の
日
か
ら
六
箇
月
を
経
過
し
た
時
に
、
⒝
の
規
定
に
基
づ

く
通
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
の
条
約
又
は
関
連
議
定
書
の
す

べ
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

３

こ
の
条
約
の
附
属
書
及
び
議
定
書
の
附
属
書
の
改
正
の
提
案
、

採
択
及
び
効
力
発
生
は
、
こ
の
条
約
の
附
属
書
及
び
議
定
書
の

附
属
書
の
提
案
、採
択
及
び
効
力
発
生
と
同
一
の
手
続
に
従
う
。

附
属
書
の
作
成
及
び
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
、
関
連
の
あ

る
科
学
的
及
び
技
術
的
考
慮
を
十
分
に
払
う
こ
と
と
す
る
。

４

附
属
書
の
追
加
又
は
改
正
が
こ
の
条
約
又
は
議
定
書
の
改
正

を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
追
加
さ
れ
又
は
改
正
さ
れ
た

附
属
書
は
、
こ
の
条
約
又
は
当
該
議
定
書
の
改
正
が
効
力
を
生

ず
る
時
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
十
九
条

検
証

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
他
の
締
約
国
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義

務
に
違
反
し
て
行
動
し
又
は
行
動
し
た
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
事
務
局
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
、
そ
の
通
報
を
行
う
と
き
は
、同
時
か
つ
速
や
か
に
、

直
接
又
は
事
務
局
を
通
じ
、
申
立
て
の
対
象
と
な
っ
た
当
該
他
の

締
約
国
に
そ
の
旨
を
通
報
す
る
。
す
べ
て
の
関
連
情
報
は
、
事
務

局
が
締
約
国
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

紛
争
の
解
決

１

こ
の
条
約
又
は
議
定
書
の
解
釈
、
適
用
又
は
遵
守
に
関
し
て

締
約
国
間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
は
、
交

渉
又
は
そ
の
選
択
す
る
他
の
平
和
的
手
段
に
よ
り
紛
争
の
解
決

に
努
め
る
。

２

関
係
締
約
国
が
１
に
規
定
す
る
手
段
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
紛
争
当
事
国
が
合
意
す
る

と
き
は
、
紛
争
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
又
は
仲
裁
に

関
す
る
附
属
書
Ⅵ
に
規
定
す
る
条
件
に
従
い
仲
裁
に
付
す
る
。

も
っ
と
も
、
紛
争
を
国
際
司
法
裁
判
所
へ
付
託
し
又
は
仲
裁
に

付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
当
該
締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
手
段
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
引
き
続
き
努
力
す
る
責
任
を
免
れ
な

い
。

３

国
及
び
政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
は
、
こ
の

条
約
の
批
准
、
受
諾
、
承
認
若
し
く
は
正
式
確
認
若
し
く
は
こ

れ
へ
の
加
入
の
際
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、
同
一
の
義
務
を

受
諾
す
る
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
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次
の
い
ず
れ
か
の
手
段
を
当
然
に
か
つ
特
別
の
合
意
な
し
に
義

務
的
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
紛
争
の
付
託

⒝

附
属
書
Ⅵ
に
規
定
す
る
手
続
に
従
う
仲
裁

そ
の
宣
言
は
、
事
務
局
に
対
し
書
面
に
よ
っ
て
通
告
す
る
も

の
と
し
、
事
務
局
は
、
こ
れ
を
締
約
国
に
送
付
す
る
。

第
二
十
一
条

署
名

こ
の
条
約
は
、
千
九
百
八
十
九
年
三
月
二
十
二
日
に
バ
ー
ゼ
ル

に
お
い
て
、
千
九
百
八
十
九
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
六
月
三

十
日
ま
で
は
ベ
ル
ン
に
あ
る
ス
イ
ス
連
邦
外
務
省
に
お
い
て
、
及

び
千
九
百
八
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
千
九
百
九
十
年
三
月
二
十
二

日
ま
で
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
際
連
合
本
部
に
お
い
て
、

国
、
国
際
連
合
ナ
ミ
ビ
ア
理
事
会
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
ナ
ミ
ビ
ア

及
び
政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
よ
る
署
名
の
た

め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
二
十
二
条

批
准
、
受
諾
、
正
式
確
認
又
は
承
認

１

こ
の
条
約
は
、
国
及
び
国
際
連
合
ナ
ミ
ビ
ア
理
事
会
に
よ
り

代
表
さ
れ
る
ナ
ミ
ビ
ア
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
又
は

承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
政
治
統
合
又
は
経
済
統

合
の
た
め
の
機
関
に
よ
っ
て
正
式
確
認
さ
れ
又
は
承
認
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
准
書
、
受
諾
書
、
正
式
確
認
書
又
は
承

認
書
は
、
寄
託
者
に
寄
託
す
る
。

２

こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
１
の
機
関
で
当
該
機
関
の
い
ず

れ
の
構
成
国
も
締
約
国
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
の
条
約

に
基
づ
く
す
べ
て
の
義
務
を
負
う
。
当
該
機
関
及
び
そ
の
一
又

は
二
以
上
の
構
成
国
が
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
機
関
及
び
そ
の
構
成
国
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
の

履
行
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
機
関
及
び
そ
の
構
成
国
は
、
こ
の
条
約
に
基
づ

く
権
利
を
同
時
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

１
の
機
関
は
、
こ
の
条
約
の
規
律
す
る
事
項
に
関
す
る
当
該

機
関
の
権
限
の
範
囲
を
こ
の
条
約
の
正
式
確
認
書
又
は
承
認
書

に
お
い
て
宣
言
す
る
。
当
該
機
関
は
、
ま
た
、
そ
の
権
限
の
範

囲
の
実
質
的
な
変
更
を
寄
託
者
に
通
報
し
、
寄
託
者
は
、
こ
れ

を
締
約
国
に
通
報
す
る
。

第
二
十
三
条

加
入

１

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
の
署
名
の
た
め
の
期
間
の
終
了
後

は
、
国
及
び
国
際
連
合
ナ
ミ
ビ
ア
理
事
会
に
よ
り
代
表
さ
れ
る

ナ
ミ
ビ
ア
並
び
に
政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に

よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。
加
入
書
は
、
寄
託
者
に

寄
託
す
る
。

２

１
の
機
関
は
、
こ
の
条
約
の
規
律
す
る
事
項
に
関
す
る
当
該

機
関
の
権
限
の
範
囲
を
こ
の
条
約
へ
の
加
入
書
に
お
い
て
宣
言

す
る
。
当
該
機
関
は
、
ま
た
、
そ
の
権
限
の
範
囲
の
実
質
的
な

変
更
を
寄
託
者
に
通
報
す
る
。

３

前
条
２
の
規
定
は
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
政
治
統
合
又
は

経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

第
二
十
四
条

投
票
権

１

２
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
の

各
締
約
国
は
、
一
の
票
を
有
す
る
。

２

政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
は
、
第
二
十
二
条

３
の
規
定
及
び
前
条
２
の
規
定
に
よ
り
宣
言
さ
れ
た
そ
の
権
限

の
範
囲
内
の
事
項
に
つ
い
て
、
こ
の
条
約
又
は
関
連
議
定
書
の

締
約
国
で
あ
る
そ
の
構
成
国
の
数
と
同
数
の
票
を
投
ず
る
権
利

を
行
使
す
る
。
当
該
機
関
は
、
そ
の
構
成
国
が
自
国
の
投
票
権

を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
投
票
権
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
逆
の
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
五
条

効
力
発
生

１

こ
の
条
約
は
、
二
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
正
式
確
認

書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
九
十
日
目
の
日
に

効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
条
約
は
、
二
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
、

正
式
確
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
に
こ
れ
を
批
准
し
、
受

諾
し
、
承
認
し
若
し
く
は
正
式
確
認
し
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る

国
及
び
政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
つ
い
て
は
、

当
該
国
又
は
当
該
機
関
に
よ
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
、

正
式
確
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
九
十
日
目
の
日
に

効
力
を
生
ず
る
。

３

政
治
統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
よ
っ
て
寄
託
さ

れ
る
文
書
は
、
１
及
び
２
の
規
定
の
適
用
上
、
当
該
機
関
の
構

成
国
に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
た
も
の
に
追
加
し
て
数
え
て
は
な
ら

な
い
。

第
二
十
六
条

留
保
及
び
宣
言

１

こ
の
条
約
に
つ
い
て
は
、
留
保
を
付
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、

適
用
除
外
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

２

１
の
規
定
は
、
こ
の
条
約
の
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
若

し
く
は
正
式
確
認
又
は
こ
れ
へ
の
加
入
の
際
に
、
国
及
び
政
治

統
合
又
は
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
が
、
特
に
当
該
国
又
は
当

該
機
関
の
法
令
を
こ
の
条
約
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
宣
言

又
は
声
明
を
行
う
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う

な
宣
言
又
は
声
明
は
、
当
該
国
に
対
す
る
こ
の
条
約
の
適
用
に

お
い
て
、
こ
の
条
約
の
法
的
効
力
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。

第
二
十
七
条

脱
退

１

締
約
国
は
、
自
国
に
つ
い
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
日

か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
い
つ
で
も
、
寄
託
者
に
対
し
て
書
面

に
よ
る
脱
退
の
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
約
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

脱
退
は
、
寄
託
者
が
脱
退
の
通
告
を
受
領
し
た
後
一
年
を
経

過
し
た
日
又
は
そ
れ
よ
り
も
遅
い
日
で
あ
っ
て
脱
退
の
通
告
に

お
い
て
指
定
さ
れ
て
い
る
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
十
八
条

寄
託
者

国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
こ
の
条
約
及
び
議
定
書
の
寄
託
者
と

す
る
。

第
二
十
九
条

正
文

こ
の
条
約
の
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
本
は
、ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の

条
約
に
署
名
し
た
。

千
九
百
八
十
九
年
三
月
二
十
二
日
に
バ
ー
ゼ
ル
で
作
成
し
た
。

附
属
書
Ⅰ

規
制
す
る
廃
棄
物
の
分
類

廃
棄
の
経
路

Ｙ
１

病
院
、
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
療
行
為

か
ら
生
ず
る
医
療
廃
棄
物
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Ｙ
２

医
薬
品
の
製
造
及
び
調
剤
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
３

廃
医
薬
品

Ｙ
４

駆
除
剤
及
び
植
物
用
薬
剤
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら

生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
５

木
材
保
存
用
薬
剤
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る

廃
棄
物

Ｙ
６

有
機
溶
剤
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
７

熱
処
理
及
び
焼
戻
作
業
か
ら
生
ず
る
シ
ア
ン
化
合
物
を
含

む
廃
棄
物

Ｙ
８

当
初
に
意
図
し
た
使
用
に
適
し
な
い
廃
鉱
油

Ｙ
９

油
と
水
又
は
炭
化
水
素
と
水
の
混
合
物
又
は
乳
濁
物
で
あ

る
廃
棄
物

Ｙ
10

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
、
ポ
リ
塩
化
テ
ル
フ

ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）
若
し
く
は
ポ
リ
臭
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ

Ｂ
Ｂ
）
を
含
み
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
質

及
び
廃
棄
物
品

Ｙ
11

精
製
、
蒸
留
及
び
あ
ら
ゆ
る
熱
分
解
処
理
か
ら
生
ず
る
タ

ー
ル
状
の
残
滓

Ｙ
12

イ
ン
キ
、
染
料
、
顔
料
、
塗
料
、
ラ
ッ
カ
ー
及
び
ワ
ニ
ス

の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
13

樹
脂
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
、
可
塑
剤
及
び
接
着
剤
の
製
造
、
調

合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
14

研
究
開
発
又
は
教
育
上
の
活
動
か
ら
生
ず
る
同
定
さ
れ

て
い
な
い
又
は
新
規
の
廃
化
学
物
質
で
あ
っ
て
、
人
又
は
環

境
に
及
ぼ
す
影
響
が
未
知
の
も
の

Ｙ
15

こ
の
条
約
以
外
の
法
的
な
規
制
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
爆
発
性
の
廃
棄
物

Ｙ
16

写
真
用
化
学
薬
品
及
び
現
像
剤
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用

か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ｙ
17

金
属
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面
処
理
か
ら
生
ず
る
廃

棄
物

Ｙ
18

産
業
廃
棄
物
の
処
分
作
業
か
ら
生
ず
る
残
滓

次
に
掲
げ
る
成
分
を
含
有
す
る
廃
棄
物

Ｙ
19

金
属
カ
ル
ボ
ニ
ル

Ｙ
20

ベ
リ
リ
ウ
ム
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
化
合
物

Ｙ

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

Ｙ

銅
化
合
物

Ｙ

亜
鉛
化
合
物

Ｙ

砒
素
、
砒
素
化
合
物

Ｙ

セ
レ
ン
、
セ
レ
ン
化
合
物

Ｙ

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
化
合
物

Ｙ

ア
ン
チ
モ
ン
、
ア
ン
チ
モ
ン
化
合
物

Ｙ

テ
ル
ル
、
テ
ル
ル
化
合
物

Ｙ

水
銀
、
水
銀
化
合
物

Ｙ

タ
リ
ウ
ム
、
タ
リ
ウ
ム
化
合
物

Ｙ

鉛
、
鉛
化
合
物

Ｙ

ふ
っ
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
除
く
無
機
ふ
っ
素
化
合
物

Ｙ

無
機
シ
ア
ン
化
合
物

Ｙ

酸
性
溶
液
又
は
固
体
状
の
酸

Ｙ

塩
基
性
溶
液
又
は
固
体
状
の
塩
基

Ｙ

石
綿
（
粉
じ
ん
及
び
繊
維
状
の
も
の
）

Ｙ

有
機
り
ん
化
合
物

Ｙ

有
機
シ
ア
ン
化
合
物

Ｙ
39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21

フ
ェ
ノ
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
（
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
含
む
。）

Ｙ
40

エ
ー
テ
ル

Ｙ
41

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
有
機
溶
剤

Ｙ
42

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
溶
剤
を
除
く
有
機
溶
剤

Ｙ
43

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
類

Ｙ
44

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
類

Ｙ
45

こ
の
附
属
書
（
例
え
ば
、
Ｙ
39
及
び
Ｙ
41
か
ら
Ｙ
44
ま

で
）
に
掲
げ
る
物
質
以
外
の
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物

⒜

こ
の
条
約
の
適
用
を
容
易
に
す
る
た
め
、
並
び
に
⒝
、
⒞

及
び
⒟
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
附
属
書
Ⅷ
に

掲
げ
る
廃
棄
物
は
、
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜
の
規
定
に
従
い

有
害
な
特
性
を
有
す
る
も
の
と
し
、
及
び
附
属
書
Ⅸ
に
掲
げ

る
廃
棄
物
は
、
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜
の
規
定
の
適
用
を
受

け
な
い
。

⒝

附
属
書
Ⅷ
に
掲
げ
る
廃
棄
物
へ
の
指
定
は
、
特
別
の
場
合

に
は
、
当
該
廃
棄
物
が
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜
の
規
定
に
従

い
有
害
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
附
属
書
Ⅲ
を
利

用
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。

⒞

附
属
書
Ⅸ
に
掲
げ
る
廃
棄
物
へ
の
指
定
は
、
特
別
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
廃
棄
物
が
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程
度

に
附
属
書
Ⅰ
の
物
を
含
む
と
き
は
、
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜

の
規
定
に
従
い
、
当
該
廃
棄
物
が
有
害
な
特
性
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。

⒟

附
属
書
Ⅷ
及
び
附
属
書
Ⅸ
は
、
廃
棄
物
の
特
性
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜
の
規

定
の
適
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

Ⅱ

4647

附
属
書

特
別
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
廃
棄
物
の
分
類

Ｙ

家
庭
か
ら
収
集
さ
れ
る
廃
棄
物

Ｙ

家
庭
の
廃
棄
物
の
焼
却
か
ら
生
ず
る
残
滓

附
属
書
Ⅲ

有
害
な
特
性
の
表

３ １ 国
際
連

合
分
類

区
分
（
注
）

Ｈ
３

Ｈ
１

分
類
記
号

引
火
性
の
液
体

引
火
性
の
液
体
引
火
性
の
液
体

と
は
、
液
体
、
液
体
の
混
合
物
、
固

体
を
溶
解
し
た
液
体
又
は
懸
濁
液

（
例
え
ば
、
塗
料
、
ワ
ニ
ス
、
ラ
ッ

カ
ー
等
が
該
当
す
る
が
、
危
険
な
特

性
に
よ
り
他
に
分
類
さ
れ
る
物
質

及
び
廃
棄
物
は
、
除
く
。
）
で
あ
っ

て
、
密
閉
容
器
試
験
に
お
い
て
摂
氏

爆
発
性

爆
発
性
の
物
質
又
は
廃
棄
物
と

は
、
固
体
又
は
液
体
と
物
質
又
は
廃

棄
物
（
又
は
こ
れ
ら
の
混
合
物
）
で

あ
っ
て
、
化
学
反
応
に
よ
り
そ
れ
自

体
が
周
囲
に
対
し
て
損
害
を
引
き

起
こ
す
よ
う
な
温
度
、
圧
力
及
び
速

度
で
ガ
ス
を
発
生
す
る
こ
と
が
可

特

性
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注

こ
の
分
類
区
分
は
、
危
険
物
の
運
搬
に
関
す
る
国
際
連
合

勧
告
（
千
九
百
八
十
八
年
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
国
際
連
合

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
文
書
Ｓ
Ｔ
―
Ｓ
Ｇ
―
Ａ
Ｃ
・
一
〇
―

一

改
定
第
五
版
）
に
規
定
す
る
有
害
な
特
性
の
分
類
制
度

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

試
験

あ
る
種
の
廃
棄
物
が
も
た
ら
す
潜
在
的
な
危
害
は
、
ま
だ
完
全

に
立
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
危
害
を
定
量
的
に
明
ら
か

に
す
る
試
験
は
、
存
在
し
な
い
。
当
該
廃
棄
物
が
も
た
ら
す
人
又

は
環
境
へ
の
潜
在
的
な
危
害
の
特
性
を
表
す
方
法
を
開
発
す
る
た

め
、
更
に
、
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
標
準
的
な
試
験
は
、
不
純
物

を
含
ま
な
い
物
質
及
び
物
に
関
し
て
開
発
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
物
が
こ
の
附
属
書
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の

特
性
を
示
す
か
を
決
定
す
る
た
め
、
多
数
の
国
が
、
こ
れ
ら
の
物

４
・
３

４
・
２

４
・
１

Ｈ
４
・
３

Ｈ
４
・
２

Ｈ
４
・
１

水
と
作
用
し
て
引
火
性
の
ガ
ス
を

発
生
す
る
物
質
又
は
廃
棄
物

水
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
自

然
発
火
し
や
す
く
な
り
又
は
危
険

な
量
の
引
火
性
ガ
ス
を
発
生
し
や

す
い
物
質
又
は
廃
棄
物

自
然
発
火
し
や
す
い
物
質
又
は
廃

棄
物運

搬
中
に
お
け
る
通
常
の
条
件

の
下
で
自
然
に
発
熱
す
る
こ
と
に

よ
り
又
は
空
気
と
作
用
し
て
発
熱

す
る
こ
と
に
よ
り
発
火
し
や
す
い

物
質
又
は
廃
棄
物

可
燃
性
の
固
体

可
燃
性
の
固
体
固
体
又
は
固
体

廃
棄
物
（
爆
発
性
に
分
類
さ
れ
る

も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
運
搬

中
に
起
こ
る
こ
と
の
あ
る
条
件
の

下
で
、
燃
焼
し
や
す
く
又
は
摩
擦

に
よ
り
、
燃
焼
を
引
き
起
こ
し
若

し
く
は
燃
焼
を
助
け
る
も
の

六
十
・
五
度
以
下
又
は
開
放
容
器

試
験
に
お
い
て
摂
氏
六
十
五
・
六

度
以
下
の
温
度
で
引
火
性
の
蒸
気

を
発
生
す
る
も
の
を
い
う
（
開
放

容
器
試
験
及
び
密
閉
容
器
試
験
の

結
果
は
、
厳
密
に
同
じ
も
の
で
は

な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
同
一

の
試
験
に
よ
る
個
々
の
結
果
さ
え

も
異
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
相
違
を
考
慮
に
入
れ
る

た
め
こ
れ
ら
の
数
値
と
は
異
な
る

基
準
を
設
け
る
こ
と
は
、
こ
の
定

義
の
考
え
方
の
許
容
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
）。

９ ９ ９

Ｈ
13

Ｈ
12

Ｈ
11

処
分
の
後
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ

り
、
こ
の
表
に
掲
げ
る
特
性
を
有
す

る
他
の
物
（
例
え
ば
、
浸
出
液
）
を

生
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
物

生
態
毒
性

放
出
さ
れ
た
場
合
に
、
生
物
濃
縮

に
よ
り
又
は
生
物
系
に
対
す
る
毒
性

作
用
に
よ
り
、
環
境
に
対
し
即
時
又

は
遅
発
性
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
又
は

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
物
質
又
は
廃

棄
物

毒
性
（
遅
発
性
又
は
慢
性
）

吸
入
し
若
し
く
は
摂
取
し
又
は
皮

膚
に
浸
透
し
た
場
合
に
、
発
が
ん
性

を
含
む
遅
発
性
又
は
慢
性
の
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
あ
る
物
質
又
は
廃
棄

物

９ ８ ６
・
２

６
・
１

５
・
２

５
・
１

Ｈ
10

Ｈ
８

Ｈ
６
・
２

Ｈ
６
・
１

Ｈ
５
・
２

Ｈ
５
・
１

空
気
又
は
水
と
作
用
す
る
こ
と
に

よ
る
毒
性
ガ
ス
の
発
生

空
気
又
は
水
と
の
相
互
作
用
に

よ
り
、
危
険
な
量
の
毒
性
ガ
ス
を

発
生
し
や
す
い
物
質
又
は
廃
棄
物

腐
食
性

化
学
作
用
に
よ
り
、
生
体
組
織

に
接
触
し
た
場
合
に
重
大
な
傷
害

を
生
じ
又
は
漏
出
し
た
場
合
に
他

の
物
品
若
し
く
は
運
搬
手
段
に
著

し
い
損
害
を
与
え
若
し
く
は
こ
れ

ら
を
破
壊
す
る
物
質
又
は
廃
棄
物

（
こ
れ
ら
の
物
質
又
は
廃
棄
物

は
、
他
の
有
害
な
作
用
も
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
。）

病
毒
を
う
つ
し
や
す
い
物
質

動
物
若
し
く
は
人
に
疾
病
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
若
し
く

は
疑
わ
れ
て
い
る
生
き
た
微
生
物

又
は
そ
の
毒
素
を
含
有
す
る
物
質

又
は
廃
棄
物

毒
性
（
急
性
）

え
ん
下
し
、
吸
入
し
又
は
皮
膚

接
触
し
た
場
合
に
、
死
若
し
く
は

重
大
な
傷
害
を
引
き
起
こ
し
又
は

人
の
健
康
を
害
し
や
す
い
物
質
又

は
廃
棄
物

有
機
過
酸
化
物

二
価
の
―
０
―
０
―
構
造
を
含

む
有
機
物
質
又
は
廃
棄
物
は
、
発

熱
を
伴
う
自
己
加
速
的
な
分
解
を

行
う
こ
と
の
あ
る
熱
に
対
し
て
不

安
定
な
物
質
で
あ
る
。

酸
化
性

そ
れ
自
体
に
は
必
ず
し
も
燃
焼

性
は
な
い
が
、
一
般
的
に
酸
素
を

発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
物
を

燃
焼
さ
せ
又
は
他
の
物
の
燃
焼
を

助
け
る
物
質
又
は
廃
棄
物
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に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
内
的
な
試
験
を
開
発
し
て

き
た
。

附
属
書
Ⅳ

処
分
作
業

Ａ

資
源
回
収
、
再
生
利
用
、
回
収
利
用
、
直
接
再
利
用

又
は
代
替
的
利
用
の
可
能
性
に
結
び
つ
か
な
い
作
業

こ
の
Ａ
表
は
、
資
源
回
収
、
再
生
利
用
、
回
収
利
用
、
直
接
再

利
用
又
は
代
替
的
利
用
の
可
能
性
に
結
び
つ
か
な
い
処
分
作
業
で

あ
っ
て
実
際
に
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
含
む
。

Ｄ
１

地
中
又
は
地
上
へ
の
投
棄
（
例
え
ば
、
埋
立
て
）

Ｄ
２

土
壌
処
理
（
例
え
ば
、
液
状
又
は
泥
状
の
廃
棄
物
の
土
中

に
お
け
る
生
物
分
解
）

Ｄ
３

地
中
の
深
部
へ
の
注
入
（
例
え
ば
、
井
戸
、
岩
塩
ド
ー
ム

又
は
天
然
の
貯
留
場
所
へ
の
ポ
ン
プ
注
送
が
可
能
な
廃
棄
物

の
注
入
）

Ｄ
４

表
面
貯
留
（
例
え
ば
、
液
状
又
は
泥
状
の
廃
棄
物
を
く
ぼ

地
、
池
又
は
潟
に
貯
留
す
る
こ
と
。）

Ｄ
５

特
別
に
設
計
さ
れ
た
処
分
場
に
お
け
る
埋
立
て
（
例
え
ば
、

ふ
た
を
さ
れ
、
か
つ
、
相
互
に
及
び
周
囲
か
ら
隔
離
さ
れ
て

い
る
遮
水
さ
れ
た
区
画
群
に
埋
め
立
て
る
こ
と
。）

Ｄ
６

海
洋
を
除
く
水
域
へ
の
放
出

Ｄ
７

海
洋
へ
の
放
出
（
海
底
下
へ
の
挿
入
を
含
む
。）

Ｄ
８

こ
の
附
属
書
に
お
い
て
他
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
生
物
学

的
処
理
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
生
ず
る
最
終
的
な
化
合
物
又

は
混
合
物
が
こ
の
Ａ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
方
法
に

よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の

Ｄ
９

こ
の
附
属
書
に
お
い
て
他
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
物
理
化

学
的
処
理
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
生
ず
る
最
終
的
な
化
合
物

又
は
混
合
物
が
こ
の
Ａ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
方
法

に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の（
例
え
ば
、
蒸
発
、

乾
燥
、
煆か

焼
、
中
和
、
沈
殿
）

101112
Ｄ

陸
上
に
お
け
る
焼
却

Ｄ

海
洋
に
お
け
る
焼
却

Ｄ

永
久
保
管
（
例
え
ば
、
容
器
に
入
れ
鉱
坑
に
お
い
て
保
管

す
る
こ
と
。）

Ｄ
13

こ
の
Ａ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
に
先
立
つ
調
合

又
は
混
合

Ｄ
14

こ
の
Ａ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
に
先
立
つ
こ
ん

包

Ｄ
15

こ
の
Ａ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
が
行
わ
れ
る
ま

で
の
間
の
保
管

Ｂ

資
源
回
収
、
再
生
利
用
、
回
収
利
用
、
直
接
再
利
用

又
は
代
替
的
利
用
に
結
び
つ
く
作
業

こ
の
Ｂ
表
は
、
有
害
廃
棄
物
で
あ
る
と
法
的
に
定
義
さ
れ
又
は

認
め
ら
れ
て
い
る
物
で
あ
っ
て
、
こ
の
Ｂ
表
に
掲
げ
る
作
業
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
Ａ
表
に
掲
げ
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い

た
は
ず
の
も
の
に
関
す
る
す
べ
て
の
作
業
を
含
む
。

Ｒ
１

燃
料
と
し
て
の
利
用
（
直
接
焼
却
を
除
く
。）
又
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
た
め
の
他
の
手
段
と
し
て
の
利
用

Ｒ
２

溶
剤
の
回
収
利
用
又
は
再
生

Ｒ
３

溶
剤
と
し
て
使
用
し
な
い
有
機
物
の
再
生
利
用
又
は
回
収

利
用

Ｒ
４

金
属
及
び
金
属
化
合
物
の
再
生
利
用
又
は
回
収
利
用

Ｒ
５

そ
の
他
の
無
機
物
の
再
生
利
用
又
は
回
収
利
用

Ｒ
６

酸
又
は
塩
基
の
再
生

Ｒ
７

汚
染
の
除
去
の
た
め
に
使
用
し
た
成
分
の
回
収

Ｒ
８

触
媒
か
ら
の
成
分
の
回
収

Ｒ
９

使
用
済
み
の
油
の
精
製
又
は
そ
の
他
の
再
利
用

Ｒ
10

農
業
又
は
生
態
系
の
改
良
に
役
立
つ
土
壌
処
理

Ｒ
11

10

Ｒ
１
か
ら
Ｒ　

ま
で
に
掲
げ
る
作
業
か
ら
得
ら
れ
た
残

滓
の
利
用

Ｒ
12

11

Ｒ
１
か
ら
Ｒ 

　

ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
提
供
す
る
た
め

の
廃
棄
物
の
交
換

Ｒ
13

こ
の
Ｂ
表
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
の
た
め
の
物
の

集
積

附
属
書

Ⅴ
Ａ

通
告
の
際
に
提
供
す
る
情
報

１

廃
棄
物
の
輸
出
の
理
由

２

廃
棄
物
の
輸
出
者
（
注
１
）

３

廃
棄
物
の
発
生
者
及
び
発
生
の
場
所
（
注
１
）

４

廃
棄
物
の
処
分
者
及
び
実
際
の
処
分
の
場
所
（
注
１
）

５

判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
運

搬
者
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
た
者
（
注
１
）

６

廃
棄
物
の
輸
出
国

権
限
の
あ
る
当
局
（
注
２
）

７

予
定
さ
れ
て
い
る
通
過
国

権
限
の
あ
る
当
局
（
注
２
）

８

廃
棄
物
の
輸
入
国

権
限
の
あ
る
当
局
（
注
２
）

９

包
括
的
な
通
告
で
あ
る
か
個
別
的
な
通
告
で
あ
る
か
の
別

10

予
定
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
発
送
日
及
び
輸
出
の
期
間
並

び
に
予
定
さ
れ
て
い
る
運
搬
経
路
（
入
国
及
び
出
国
の
地
点
を

含
む
。
）（
注
３
）

11

予
定
さ
れ
て
い
る
運
搬
手
段
（
道
路
、
鉄
道
、
海
路
、
空
路

及
び
内
水
航
路
）

12

保
険
に
関
す
る
情
報
（
注
４
）

13

廃
棄
物
の
名
称
及
び
性
状
（
Ｙ
番
号
、
国
際
連
合
番
号
及
び

組
成
（
注
５
）
を
含
む
。
）
並
び
に
そ
の
取
扱
い
の
た
め
の
特
別

の
要
件
（
事
故
の
場
合
の
緊
急
の
措
置
を
含
む
。
）
に
関
す
る
情

報
14

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
ん
包
の
形
態
（
例
え
ば
、
ば
ら
積
み
、

ド
ラ
ム
缶
入
り
、
タ
ン
カ
ー
）

15

重
量
及
び
体
積
の
見
積
り
（
注
６
）

16

廃
棄
物
が
発
生
し
た
過
程
（
注
７
）

17

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
附
属
書
Ⅲ
に

よ
る
分
類
（
有
害
な
特
性
、
Ｈ
番
号
及
び
国
際
連
合
分
類
区
分
）

18

附
属
書
Ⅳ
に
従
っ
た
処
分
の
方
法

19

情
報
が
正
確
で
あ
る
旨
の
発
生
者
及
び
輸
出
者
に
よ
る
申

告
20

廃
棄
物
の
処
分
者
か
ら
輸
出
者
又
は
発
生
者
に
送
付
さ
れ

た
情
報
（
施
設
に
関
す
る
技
術
的
な
記
述
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、

当
該
廃
棄
物
が
輸
入
国
の
法
令
に
従
っ
て
環
境
上
適
正
な
方
法

で
処
理
さ
れ
な
い
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
は
な
い
と
の
処
分

者
の
評
価
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の

21

輸
出
者
と
処
分
者
と
の
間
の
契
約
に
関
す
る
情
報

注
釈

12



注
１

正
式
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号
並
び
に
連
絡
責
任
者
の
氏
名
及
び
住

所
並
び
に
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

注
２

正
式
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

注
３

複
数
回
の
運
搬
を
対
象
と
す
る
包
括
的
な
通
告
の
場
合
に

お
い
て
、
個
々
の
運
搬
の
予
定
日
又
は
こ
れ
が
不
明
の
と
き

は
、
運
搬
の
予
定
回
数
を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

注
４

関
連
す
る
保
険
の
要
件
に
関
す
る
情
報
並
び
に
輸
出
者
、

運
搬
者
及
び
処
分
者
が
当
該
要
件
を
ど
の
よ
う
に
満
た
し
て

い
る
か
に
関
す
る
情
報

注
５

廃
棄
物
の
取
扱
い
及
び
予
定
さ
れ
て
い
る
処
分
の
方
法
の

双
方
に
お
い
て
当
該
廃
棄
物
が
も
た
ら
す
毒
性
そ
の
他
の
危

険
性
の
観
点
か
ら
最
も
有
害
な
諸
成
分
の
性
質
及
び
濃
度

注
６

複
数
回
の
運
搬
を
対
象
と
す
る
包
括
的
な
通
告
の
場
合
に

は
、
総
量
の
見
積
り
及
び
個
別
の
運
搬
量
の
見
積
り
の
双
方

を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

注
７

有
害
性
を
評
価
し
及
び
予
定
さ
れ
て
い
る
処
分
作
業
の
妥

当
性
を
判
定
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
に
限
る
。

附
属
書
Ⅴ
Ｂ

移
動
書
類
に
記
載
す
る
情
報

１

廃
棄
物
の
輸
出
者
（
注
１
）

２

廃
棄
物
の
発
生
者
及
び
発
生
の
場
所
（
注
１
）

３

廃
棄
物
の
処
分
者
及
び
実
際
の
処
分
の
場
所
（
注
１
）

４

廃
棄
物
の
運
搬
者
（
注
１
）
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
た
者

５

包
括
的
な
通
告
で
あ
る
か
個
別
的
な
通
告
で
あ
る
か
の
別

６

国
境
を
越
え
る
移
動
の
開
始
の
日
付
並
び
に
廃
棄
物
に
責
任

を
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
に
よ
る
受
領
の
日
付
及
び
署
名

７

運
搬
手
段
（
道
路
、
鉄
道
、
内
水
航
路
、
海
路
及
び
空
路
）

並
び
に
輸
出
国
、
通
過
国
及
び
輸
入
国
並
び
に
指
定
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
入
国
及
び
出
国
の
地
点

８

廃
棄
物
の
概
要
（
性
状
、
危
険
物
の
運
搬
に
関
す
る
国
際
連

合
勧
告
に
規
定
す
る
正
規
の
品
名
、
国
際
連
合
分
類
区
分
及
び

国
際
連
合
番
号
並
び
に
該
当
す
る
Ｙ
番
号
及
び
Ｈ
番
号
）

９

事
故
の
場
合
の
緊
急
の
措
置
を
含
む
取
扱
い
の
た
め
の
特
別

の
要
件
に
関
す
る
情
報

10

こ
ん
包
の
形
態
及
び
数

11

重
量
及
び
体
積

12

情
報
が
正
確
で
あ
る
旨
の
発
生
者
又
は
輸
出
者
に
よ
る
申

告
13

締
約
国
で
あ
る
い
ず
れ
の
関
係
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
か

ら
も
異
議
が
な
い
こ
と
を
示
す
発
生
者
又
は
輸
出
者
に
よ
る
申

告
14

指
定
さ
れ
た
処
分
施
設
に
お
い
て
受
領
し
た
旨
の
処
分
者

に
よ
る
証
明
並
び
に
処
分
の
方
法
及
び
処
分
の
予
定
日
の
指
定

注
釈

移
動
書
類
に
必
要
な
情
報
は
、
可
能
な
場
合
に
は
、
運
搬
規
則

に
基
づ
く
必
要
な
情
報
と
と
も
に
一
の
書
類
に
統
合
す
る
。
こ
れ

が
可
能
で
な
い
場
合
に
は
、
移
動
書
類
に
必
要
な
情
報
は
、
運
搬

規
則
に
基
づ
く
必
要
な
情
報
と
重
複
す
る
よ
り
は
こ
れ
を
補
完
す

る
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
移
動
書
類
に
は
、
い
ず
れ
の
者
が

情
報
を
提
供
し
及
び
書
式
に
記
入
す
る
か
に
つ
い
て
の
指
示
を
明

記
す
る
。

注
１

正
式
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号
並
び
に
緊
急
の
場
合
の
連
絡
責

任
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

附
属
書
Ⅵ

仲
裁

第
一
条

仲
裁
手
続
は
、
こ
の
条
約
第
二
十
条
に
規
定
す
る
合
意
に
別
段

の
定
め
が
な
い
限
り
、
こ
の
附
属
書
の
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の

規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

第
二
条

申
立
国
で
あ
る
締
約
国
は
、
紛
争
当
事
国
が
、
こ
の
条
約
第
二

十
条
の
２
又
は
３
の
規
定
に
従
っ
て
紛
争
を
仲
裁
に
付
す
る
こ
と

に
合
意
し
た
旨
を
事
務
局
に
通
告
す
る
。
通
告
に
は
、
特
に
、
そ

の
解
釈
又
は
適
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
の
条
約
の
条
文
を
含

む
。
事
務
局
は
、
受
領
し
た
情
報
を
こ
の
条
約
の
す
べ
て
の
締
約

国
に
対
し
送
付
す
る
。

第
三
条

仲
裁
裁
判
所
は
、
三
人
の
仲
裁
人
で
構
成
す
る
。
各
紛
争
当
事

国
は
、
各
一
人
の
仲
裁
人
を
任
命
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
任
命
さ

れ
た
二
人
の
仲
裁
人
は
、合
意
に
よ
り
第
三
の
仲
裁
人
を
指
名
し
、

第
三
の
仲
裁
人
は
、
当
該
仲
裁
裁
判
所
に
お
い
て
議
長
と
な
る
。

議
長
は
、い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
の
国
民
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
の
領
域
に
日
常
の
住
居
を
有
し
て
は
な

ら
ず
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
国
に
よ
っ
て
も
雇
用
さ
れ
て
は
な
ら

ず
、
及
び
仲
裁
に
付
さ
れ
た
紛
争
を
仲
裁
人
以
外
の
い
か
な
る
資

格
に
お
い
て
も
取
り
扱
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条

１

第
二
の
仲
裁
人
が
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
仲
裁

裁
判
所
の
議
長
が
指
名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
国
際
連
合

事
務
総
長
は
、
い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
の
要
請
に
応
じ
、
更

に
二
箇
月
の
期
間
内
に
議
長
を
指
名
す
る
。

２

い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
が
要
請
を
受
け
た
後
二
箇
月
以
内

に
仲
裁
人
を
任
命
し
な
い
場
合
に
は
、他
方
の
紛
争
当
事
国
は
、

国
際
連
合
事
務
総
長
に
そ
の
旨
を
通
報
し
、
同
事
務
総
長
は
、

更
に
二
箇
月
の
期
間
内
に
仲
裁
裁
判
所
の
議
長
を
指
名
す
る
。

指
名
の
際
に
、
仲
裁
裁
判
所
の
議
長
は
、
仲
裁
人
を
任
命
し
て

い
な
い
紛
争
当
事
国
に
対
し
、
二
箇
月
以
内
に
仲
裁
人
を
任
命

す
る
よ
う
要
請
す
る
。
当
該
任
命
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
当
該

期
間
が
経
過
し
た
後
は
、
議
長
は
、
そ
の
旨
を
同
事
務
総
長
に

通
報
し
、
同
事
務
総
長
は
、
更
に
二
箇
月
の
期
間
内
に
当
該
任

命
を
行
う
。

第
五
条

１

仲
裁
裁
判
所
は
、
国
際
法
及
び
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
い
、

そ
の
決
定
を
行
う
。

２

こ
の
附
属
書
の
規
定
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
る
仲
裁
裁
判
所
は
、

そ
の
手
続
規
則
を
定
め
る
。

第
六
条

１

手
続
及
び
実
体
に
関
す
る
仲
裁
裁
判
所
の
決
定
は
、
い
ず
れ

も
そ
の
仲
裁
人
の
過
半
数
に
よ
る
議
決
で
行
う
。

２

仲
裁
裁
判
所
は
、
事
実
を
確
定
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
適
当

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
裁
裁
判
所
は
、
い
ず
れ
か

13



の
紛
争
当
事
国
の
要
請
に
応
じ
、
不
可
欠
な
保
全
の
た
め
の
暫

定
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

紛
争
当
事
国
は
、
仲
裁
手
続
の
効
果
的
な
実
施
に
必
要
な
す

べ
て
の
便
益
を
提
供
す
る
。

４

一
の
紛
争
当
事
国
の
欠
席
は
、
仲
裁
手
続
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
。第

七
条

仲
裁
裁
判
所
は
、
紛
争
の
対
象
で
あ
る
事
項
か
ら
直
接
に
生
ず

る
反
対
請
求
に
つ
い
て
聴
取
し
及
び
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

仲
裁
裁
判
所
が
仲
裁
に
付
さ
れ
た
紛
争
の
特
別
の
事
情
に
よ
り

別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、仲
裁
裁
判
所
の
費
用
（
仲

裁
人
の
報
酬
を
含
む
。）
は
、
紛
争
当
事
国
が
均
等
に
負
担
す
る
。

仲
裁
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
費
用
に
関
す
る
記
録
を
保
持
す
る
も

の
と
し
、
紛
争
当
事
国
に
対
し
て
最
終
的
な
費
用
の
明
細
書
を
提

出
す
る
。

第
九
条

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
紛
争
の
対
象
で
あ
る
事
項
に
つ
き
当
該

仲
裁
の
決
定
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
法
律
上
の
利

害
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
仲
裁
裁
判
所
の
同
意
を
得
て
仲
裁

手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

１

仲
裁
裁
判
所
は
、
設
置
の
日
よ
り
五
箇
月
以
内
に
そ
の
仲
裁

判
断
を
行
う
。
た
だ
し
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
五
箇
月

を
超
え
な
い
期
間
そ
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

仲
裁
裁
判
所
の
仲
裁
判
断
に
は
、
理
由
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
仲
裁
判
断
は
、
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

紛
争
当
事
国
を
拘
束
す
る
。

３

仲
裁
判
断
の
解
釈
又
は
履
行
に
関
し
紛
争
当
事
国
間
で
生
ず

る
い
か
な
る
紛
争
も
、
い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
が
、
当
該
仲

裁
判
断
を
行
っ
た
仲
裁
裁
判
所
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
、
ま
た
、
当
該
仲
裁
裁
判
所
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
最
初
の
も
の
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
こ
の
た

め
に
構
成
す
る
別
の
仲
裁
裁
判
所
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
属
書
Ⅷ

Ａ
表

こ
の
附
属
書
に
掲
げ
る
廃
棄
物
は
、
こ
の
条
約
第
一
条
１
⒜
の

規
定
に
従
い
有
害
な
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
附
属
書
に
掲
げ
る
廃

棄
物
へ
の
指
定
は
、
当
該
廃
棄
物
が
有
害
で
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
に
附
属
書
Ⅲ
を
利
用
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。

Ａ
１

金
属
の
廃
棄
物
及
び
金
属
を
含
有
す
る
廃
棄
物

Ａ
一
〇
一
〇

次
の
い
ず
れ
か
の
金
属
の
廃
棄
物
及
び
当
該
金

属
の
合
金
か
ら
成
る
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
特
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。）

ア
ン
チ
モ
ン

砒
素

ベ
リ
リ
ウ
ム

カ
ド
ミ
ウ
ム

鉛水
銀

セ
レ
ン

テ
ル
ル

タ
リ
ウ
ム

Ａ
一
〇
二
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
成
分
又
は
汚
染
物
質
と
し
て

含
む
廃
棄
物
（
塊
状
の
金
属
の
も
の
を
除
く
。
）

ア
ン
チ
モ
ン
、
ア
ン
チ
モ
ン
化
合
物

ベ
リ
リ
ウ
ム
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
化
合
物

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
化
合
物

鉛
、
鉛
化
合
物

セ
レ
ン
、
セ
レ
ン
化
合
物

テ
ル
ル
、
テ
ル
ル
化
合
物

Ａ
一
〇
三
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
成
分
又
は
汚
染
物
質
と
し
て

含
む
廃
棄
物

砒
素
、
砒
素
化
合
物

水
銀
、
水
銀
化
合
物

タ
リ
ウ
ム
、
タ
リ
ウ
ム
化
合
物

Ａ
一
〇
四
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
成
分
と
し
て
含
む
廃
棄
物

金
属
カ
ル
ボ
ニ
ル

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

Ａ
一
〇
五
〇

め
っ
き
汚
泥

Ａ
一
〇
六
〇

金
属
の
酸
洗
い
か
ら
生
ず
る
廃
液

Ａ
一
〇
七
〇

亜
鉛
精
錬
の
過
程
か
ら
生
ず
る
浸
出
残
滓
並
び

に
ジ
ャ
ロ
サ
イ
ト
、
赤
鉄
鉱
等
の
粉
じ
ん
及
び
汚

泥

Ａ
一
〇
八
〇

Ｂ
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
亜
鉛
の
廃
棄
物
の

残
滓
で
、
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
の
に
十
分
な

濃
度
で
鉛
及
び
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
含
む
も
の

Ａ
一
〇
九
〇

絶
縁
銅
線
の
焼
却
か
ら
生
ず
る
灰

Ａ
一
一
〇
〇

銅
精
錬
所
の
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
生
ず
る
粉
じ

ん
及
び
残
滓

Ａ
一
一
一
〇

銅
の
電
解
精
錬
及
び
電
解
採
取
工
程
か
ら
生
ず

る
使
用
済
み
電
解
液

Ａ
一
一
二
〇

銅
の
電
解
精
錬
及
び
電
解
採
取
工
程
に
お
け
る

電
解
液
の
浄
化
設
備
か
ら
生
ず
る
汚
泥
（
陽
極
ス

ラ
イ
ム
を
除
く
。）

Ａ
一
一
三
〇

溶
解
し
た
銅
を
含
む
使
用
済
み
エ
ッ
チ
ン
グ
溶

液

Ａ
一
一
四
〇

塩
化
第
二
銅
及
び
シ
ア
ン
化
銅
触
媒
の
廃
棄
物

Ａ
一
一
五
〇

Ｂ
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
印
刷
回
路
基
盤
の

焼
却
か
ら
生
ず
る
貴
金
属
の
灰
（
注
１
）

Ａ
一
一
六
〇

鉛
蓄
電
池
の
廃
棄
物
（
破
砕
さ
れ
て
い
る
か
い

な
い
か
を
問
わ
な
い
。）

Ａ
一
一
七
〇

分
別
さ
れ
て
い
な
い
電
池
の
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に

掲
げ
る
電
池
の
み
の
混
合
物
を
除
く
。
）及
び
Ｂ
表

に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
電
池
の
廃
棄
物
で
、
有
害

な
も
の
と
さ
れ
る
程
度
に
附
属
書
Ⅰ
の
成
分
を

含
む
も
の

Ａ
一
一
八
〇

電
気
部
品
及
び
電
子
部
品
の
廃
棄
物
又
は
そ
の

く
ず
（
注
２
）
で
、
Ａ
表
に
掲
げ
る
蓄
電
池
そ
の

他
の
電
池
、
水
銀
ス
イ
ッ
チ
、
陰
極
線
管
そ
の
他
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の
活
性
化
ガ
ラ
ス
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を

構
成
物
と
し
て
含
む
も
の
又
は
附
属
書
Ⅲ
に
掲

げ
る
特
性
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
程
度
に
附
属
書

Ⅰ
の
成
分
（
例
え
ば
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
水
銀
、
鉛
、

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い

る
も
の
（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
一
一
一
〇
参
照
）

（
注
３
）

Ａ
一
一
九
〇

附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程
度
に
、
コ
ー
ル
タ

ー
ル
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
の
有

機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
又
は
附
属
書
Ⅰ
の
そ
の
他

の
成
分
を
含
み
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
被
覆
さ
れ
又
は
絶
縁
さ
れ
た
金

属
ケ
ー
ブ
ル
廃
棄
物

注
１

Ｂ
表
の
対
象
項
目
（
Ｂ
一
一
六
〇
）
は
、
例
外
を
明

記
し
て
い
な
い
。

注
２

こ
の
項
目
に
は
、
発
電
所
か
ら
生
ず
る
部
品
の
く
ず

は
含
ま
な
い
。

注
３

Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
つ
い
て
は
濃
度
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の

Ａ
２

無
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
及
び
有
機
物
を
含
む
可
能

性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ａ
二
〇
一
〇

陰
極
線
管
そ
の
他
の
活
性
化
ガ
ラ
ス
か
ら
生
ず

る
ガ
ラ
ス
の
く
ず

Ａ
二
〇
二
〇

液
状
又
は
泥
状
の
無
機
ふ
っ
素
化
合
物
の
廃
棄

物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

Ａ
二
〇
三
〇

触
媒
の
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

Ａ
二
〇
四
〇

化
学
工
業
の
工
程
か
ら
生
ず
る
石
膏
こ
う
の
廃

棄
物
（
附
属
書
Ⅲ
の
有
害
な
特
性
を
示
す
程
度
に

附
属
書
Ⅰ
の
成
分
を
含
む
場
合
に
限
る
。
）（
Ｂ
表

の
関
連
項
目
Ｂ
二
〇
八
〇
参
照
）

Ａ
二
〇
五
〇

石
綿
の
廃
棄
物
（
粉
じ
ん
及
び
繊
維
状
の
も
の
）

Ａ
二
〇
六
〇

石
炭
火
力
発
電
所
の
飛
灰
で
附
属
書

の
特

性
を
示
す
の
に
十
分
な
濃
度
で
附
属
書
Ⅰ Ⅲ

の
物

質
を
含
む
も
の
（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
二
〇
五
〇

参
照
）

Ａ
３

有
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
及
び
無
機
物
を
含
む
可
能

性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ａ
三
〇
一
〇

石
油
コ
ー
ク
ス
及
び
ビ
チ
ュ
ー
メ
ン
の
製
造
及

び
処
理
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

Ａ
三
〇
二
〇

当
初
に
意
図
し
た
使
用
に
適
し
な
い
廃
鉱
油

Ａ
三
〇
三
〇

鉛
ア
ン
チ
ノ
ッ
ク
剤
の
汚
泥
を
含
み
、
こ
れ
か

ら
成
り
又
は
こ
れ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

Ａ
三
〇
四
〇

熱
交
換
用
媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ
た
液
体
の
廃

棄
物

Ａ
三
〇
五
〇

樹
脂
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
、
可
塑
剤
及
び
接
着
剤
の

製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
Ｂ

表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）（
Ｂ
表
の
関
連
項
目

Ｂ
四
〇
二
〇
参
照
）

Ａ
三
〇
六
〇

ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
の
廃
棄
物

Ａ
三
〇
七
〇

液
状
又
は
泥
状
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
廃
棄
物
又
は

フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
の
廃
棄
物
（
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ

ー
ル
を
含
む
。
）

Ａ
三
〇
八
〇

エ
ー
テ
ル
の
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）

Ａ
三
〇
九
〇

革
の
粉
じ
ん
、
灰
、
汚
泥
及
び
粉
（
六
価
ク
ロ

ム
化
合
物
又
は
駆
除
剤
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）

（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
三
一
〇
〇
参
照
）

Ａ
三
一
〇
〇

革
又
は
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
レ
ザ
ー
の
削
り
く
ず

そ
の
他
の
廃
棄
物
で
、
革
製
品
の
製
造
に
適
し
な

い
も
の
（
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
又
は
駆
除
剤
を
含

む
も
の
に
限
る
。）（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
三
〇
九

〇
参
照
）

Ａ
三
一
一
〇

獣
皮
の
廃
棄
物
（
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
駆
除

剤
又
は
病
毒
を
う
つ
し
や
す
い
物
質
を
含
む
も
の

に
限
る
。
）（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
三
一
一
〇
参
照
）

Ａ
三
一
二
〇

寸
断
か
ら
生
ず
る
軽
量
片
（
け
ば
）

Ａ
三
一
三
〇

有
機
り
ん
化
合
物
の
廃
棄
物

Ａ
三
一
四
〇

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
て
い
な
い
有
機
溶
剤
の
廃
棄

物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

Ａ
三
一
五
〇

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
有
機
溶
剤
の
廃
棄
物

Ａ
三
一
六
〇

有
機
溶
剤
の
回
収
作
業
か
ら
生
ず
る
非
水
溶
性

の
蒸
留
残
滓
（
ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
て
い
る
か
い
な

い
か
を
問
わ
な
い
。）

Ａ
三
一
七
〇

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
脂
肪
族
の
炭
化
水
素
の
製

造
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
例
え
ば
、
ク
ロ
ロ
メ
タ

ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
塩
化
ビ
ニ
ル
、
塩
化
ビ

ニ
リ
デ
ン
、
塩
化
ア
リ
ル
及
び
エ
ピ
ク
ロ
ル
ヒ
ド

リ
ン
）

Ａ
三
一
八
〇

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）、
ポ
リ
塩
化

テ
ル
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）、
ポ
リ
塩
化
ナ
フ
タ
レ

ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｎ
）
又
は
ポ
リ
臭
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ

Ｂ
Ｂ
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
化
合
物
に
類
似
の
ポ

リ
臭
化
化
合
物
を
含
み
、
こ
れ
ら
か
ら
成
り
又
は

こ
れ
ら
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
質
及
び
廃
棄

物
品
で
、
濃
度
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
十
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
（
注
）

Ａ
三
一
九
〇

有
機
物
の
精
製
、
蒸
留
及
び
あ
ら
ゆ
る
熱
分
解

処
理
か
ら
生
ず
る
タ
ー
ル
状
の
残
滓
（
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
セ
メ
ン
ト
を
除
く
。）

Ａ
三
二
〇
〇

道
路
の
建
設
及
び
維
持
か
ら
生
ず
る
タ
ー
ル
を

含
む
瀝
青
物
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
廃
棄
物
）（
Ｂ
表
の

関
連
項
目
Ｂ
二
一
三
〇
参
照
）

注

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
濃
度
は
、
す

べ
て
の
廃
棄
物
に
対
し
国
際
的
に
実
際
的
な
濃
度
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
国
に
お
い
て
、
特
定
の
廃
棄
物
に

つ
き
、
よ
り
低
い
規
制
濃
度
（
例
え
ば
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
４

無
機
物
又
は
有
機
物
の
い
ず
れ
か
を
成
分
と
し
て
含
む
可

能
性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ａ
四
〇
一
〇

医
薬
品
の
製
造
、
調
剤
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る

廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

Ａ
四
〇
二
〇

医
療
及
び
そ
の
関
連
廃
棄
物
（
医
療
、
看
護
、

歯
科
治
療
、
獣
医
科
治
療
又
は
類
似
の
行
為
か
ら
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生
ず
る
廃
棄
物
及
び
病
院
そ
の
他
の
施
設
に
お
い

て
患
者
の
検
査
若
し
く
は
治
療
又
は
研
究
事
業
の

間
に
発
生
し
た
廃
棄
物
を
い
う
。
）

Ａ
四
〇
三
〇

駆
除
剤
及
び
植
物
用
薬
剤
の
製
造
、
調
合
及
び

使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
規
格
外
の
、
使
用
期

限
を
過
ぎ
た
（
注
１
）
又
は
当
初
に
意
図
し
た
使

用
に
適
し
な
い
駆
除
剤
及
び
除
草
剤
の
も
の
を
含

む
。）

Ａ
四
〇
四
〇

木
材
保
存
用
薬
剤
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か

ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
注
２
）

Ａ
四
〇
五
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
含
み
、
こ
れ
か
ら
成
り
又
は

こ
れ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

無
機
シ
ア
ン
化
合
物
（
貴
金
属
を
含
有
す
る
固

形
状
の
残
滓
で
無
機
シ
ア
ン
化
合
物
を
微
量
に
含

む
も
の
を
除
く
。）

有
機
シ
ア
ン
化
合
物

Ａ
四
〇
六
〇

油
と
水
又
は
炭
化
水
素
と
水
の
混
合
物
又
は
乳

濁
物
で
あ
る
廃
棄
物

Ａ
四
〇
七
〇

イ
ン
キ
、
染
料
、
顔
料
、
塗
料
、
ラ
ッ
カ
ー
及

び
ワ
ニ
ス
の
製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る

廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）（
Ｂ
表

の
関
連
項
目
Ｂ
四
〇
一
〇
参
照
）

Ａ
四
〇
八
〇

爆
発
性
の
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

Ａ
四
〇
九
〇

酸
性
又
は
塩
基
性
の
溶
液
の
廃
棄
物
（
Ｂ
表
の

対
応
項
日
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
（
Ｂ
表
の
関

連
項
目
Ｂ
二
一
二
〇
参
照
）

Ａ
四
一
〇
〇

産
業
排
ガ
ス
浄
化
の
た
め
の
公
害
防
止
装
置
か

ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
Ｂ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

Ａ
四
一
一
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
含
み
、
こ
れ
か
ら
成
り
又
は

こ
れ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
類

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
ジ
オ
キ
シ
ン
類

Ａ
四
一
二
〇

過
酸
化
物
を
含
み
、
こ
れ
か
ら
成
り
又
は
こ
れ

に
汚
染
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

Ａ
四
一
三
〇

包
装
材
又
は
容
器
の
廃
棄
物
で
、
附
属
書
Ⅲ
の

有
害
な
特
性
を
示
す
の
に
十
分
な
濃
度
で
附
属
書

Ⅰ
の
物
質
を
含
む
も
の

Ａ
四
一
四
〇

附
属
書
Ⅰ
の
分
類
に
対
応
し
及
び
附
属
書
Ⅲ

の
有
害
な
特
性
を
示
す
化
学
物
質
で
、
規
格
外
の

又
は
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
（
注
１
）
も
の
か
ら
成

り
又
は
こ
れ
を
含
む
廃
棄
物

Ａ
四
一
五
〇

研
究
開
発
又
は
教
育
上
の
活
動
か
ら
生
ず
る
同

定
さ
れ
て
い
な
い
又
は
新
規
の
廃
化
学
物
質
で
、

人
の
健
康
又
は
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
が
未
知
の
も

の

Ａ
四
一
六
〇

Ｂ
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
使
用
済
み
の
活
性

炭
（
Ｂ
表
の
関
連
項
目
Ｂ
二
〇
六
〇
参
照
）

注
１

「
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
」
と
は
、
製
造
業
者
が
推
奨

す
る
期
間
内
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

注
２

こ
の
項
目
は
、
木
材
保
存
用
薬
剤
で
処
理
さ
れ
た
木

材
を
含
ま
な
い
。

附
属
書
Ⅸ

Ｂ
表

こ
の
附
属
書
に
掲
げ
る
廃
棄
物
は
、
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す

程
度
に
附
属
書
Ⅰ

の
物
を
含
む
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
第

一
条
１
⒜
に
規
定
す
る
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
。

Ｂ
１

金
属
の
廃
棄
物
及
び
金
属
を
含
有
す
る
廃
棄
物

Ｂ
一
〇
一
〇

金
属
及
び
合
金
の
廃
棄
物
で
、
金
属
状
の
及
び

飛
散
性
を
有
し
な
い
形
状
の
も
の

貴
金
属
（
金
、
銀
及
び
白
金
族
と
し
、
水
銀
を

除
く
。）

鉄
鋼
の
く
ず

銅
の
く
ず

ニ
ッ
ケ
ル
の
く
ず

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
く
ず

亜
鉛
の
く
ず

す
ず
の
く
ず

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
く
ず

モ
リ
ブ
デ
ン
の
く
ず

タ
ン
タ
ル
の
く
ず

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
く
ず

コ
バ
ル
ト
の
く
ず

ビ
ス
マ
ス
の
く
ず

チ
タ
ン
の
く
ず

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
の
く
ず

マ
ン
ガ
ン
の
く
ず

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
の
く
ず

バ
ナ
ジ
ウ
ム
の
く
ず

ハ
フ
ニ
ウ
ム
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
ニ
オ
ブ
、
レ

ニ
ウ
ム
及
び
ガ
リ
ウ
ム
の
く
ず

ト
リ
ウ
ム
の
く
ず

希
土
類
金
属
の
く
ず

ク
ロ
ム
の
く
ず

Ｂ
一
〇
二
〇

次
の
清
浄
な
及
び
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
金
属

（
合
金
を
含
む
。）
の
く
ず
で
、
最
終
形
状
が
塊

状
の
も
の
（
薄
板
、
板
、
梁
材
、
棒
等
）

ア
ン
チ
モ
ン
の
く
ず

べ
リ
リ
ウ
ム
の
く
ず

カ
ド
ミ
ウ
ム
の
く
ず

鉛
の
く
ず
（
鉛
蓄
電
池
を
除
く
。
）

セ
レ
ン
の
く
ず

テ
ル
ル
の
く
ず

Ｂ
一
〇
三
〇

残
滓
を
含
む
耐
火
性
の
金
属

Ｂ
一
〇
三
一

モ
リ
ブ
デ
ン
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
チ
タ
ン
、
タ

ン
タ
ル
、
ニ
オ
ブ
及
び
レ
ニ
ウ
ム
の
金
属
及
び
合

金
の
廃
棄
物
で
、
金
属
飛
散
性
を
有
す
る
形
状
の

も
の
（
金
属
の
粉
末
）
。（
Ａ
表
項
目
Ａ
一
〇
五
〇

め
っ
き
汚
泥
に
該
当
す
る
廃
棄
物
を
除
く
。）

Ｂ
一
〇
四
〇

発
電
用
の
部
品
の
く
ず
で
、
有
害
な
も
の
と
さ

れ
る
程
度
に
潤
滑
油
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｔ
で
汚

染
さ
れ
て
い
な
い
も
の

Ｂ
一
〇
五
〇

非
鉄
金
属
混
合
物
の
重
量
片
の
く
ず
（
附
属
書
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の
特
性
を
示
す
の
に
十
分
な
濃
度
で
附
属
書

Ⅰ Ⅲ
の
物
を
含
む
も
の
を
除
く
。
）（
注
１
）

Ｂ
一
〇
六
〇

金
属
状
の
セ
レ
ン
の
廃
棄
物
及
び
テ
ル
ル
の
廃

棄
物
（
粉
末
を
含
む
。）

Ｂ
一
〇
七
〇

飛
散
性
を
有
す
る
形
状
の
銅
又
は
銅
合
金
（
附

属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程
度
に
附
属
書
Ⅰ
の
成

分
を
含
む
も
の
を
除
く
。）

Ｂ
一
〇
八
〇

亜
鉛
の
灰
及
び
残
滓
（
飛
散
性
を
有
す
る
形
状

の
亜
鉛
合
金
の
残
滓
を
含
む
も
の
と
し
、
附
属
書

Ⅲ
の
特
性
を
示
す
濃
度
で
附
属
書
Ⅰ
の
成
分
を

含
む
も
の
又
は
Ｈ
４
・
３
の
有
害
な
特
性
を
示
す

も
の
を
除
く
。
）（
注
２
）

Ｂ
一
〇
九
〇

規
格
に
適
合
す
る
電
池
（
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
又

は
水
銀
を
用
い
て
作
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）の
廃

棄
物

Ｂ
一
一
〇
〇

金
属
の
溶
解
、
精
錬
及
び
精
製
か
ら
生
ず
る
金

属
を
含
有
す
る
廃
棄
物

ハ
ー
ド
ジ
ン
ク
ス
ペ
ル
タ
ー

亜
鉛
を
含
む
ド
ロ
ス

厚
板
の
亜
鉛
め
っ
き
に
伴
い
上
部
に
生
ず

る
ド
ロ
ス
（
含
有
率
が
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
も
の
）

厚
板
の
亜
鉛
め
っ
き
に
伴
い
下
部
に
生
ず

る
ド
ロ
ス
（
亜
鉛
の
含
有
率
が
九
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
）

亜
鉛
の
ダ
イ
カ
ス
ト
ド
ロ
ス
（
亜
鉛
の
含

有
率
が
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も

の
）厚

板
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
（
連
続
工
程
で

な
い
も
の
）
に
伴
い
生
ず
る
ド
ロ
ス
（
亜
鉛

の
含
有
率
が
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

も
の
）

亜
鉛
の
ス
キ
ミ
ン
グ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
ス
キ
ミ
ン
グ
（
又
は
ス
キ

ム
）（
ソ
ル
ト
ス
ラ
グ
を
除
く
。
）

銅
の
処
理
又
は
精
錬
を
更
に
行
う
た
め
の
処

理
工
程
か
ら
生
ず
る
ス
ラ
グ
（
附
属
書
Ⅲ
の
有

害
な
特
性
を
示
す
程
度
に
砒
素
、
鉛
又
は
カ
ド

ミ
ウ
ム
を
含
む
も
の
を
除
く
。
）

銅
の
精
錬
に
用
い
る
耐
火
性
の
内
張
り
（
る

つ
ぼ
を
含
む
。
）
の
廃
棄
物

貴
金
属
の
精
錬
を
更
に
行
う
た
め
の
処
理
工

程
か
ら
生
ず
る
ス
ラ
グ

タ
ン
タ
ル
を
含
有
す
る
す
ず
の
ス
ラ
グ
で
、

す
ず
の
含
有
率
が
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の

も
の

Ｂ
一
一
一
〇

電
気
部
品
及
び
電
子
部
品

金
属
又
は
合
金
の
み
か
ら
成
る
電
子
部
品

電
気
部
品
及
び
電
子
部
品
（
印
刷
回
路
基
盤

を
含
む
。）
の
廃
棄
物
又
は
そ
の
く
ず
（
注
３
）

で
、
Ａ
表
に
掲
げ
る
蓄
電
池
そ
の
他
の
電
池
、

水
銀
ス
イ
ッ
チ
、
陰
極
線
管
そ
の
他
の
活
性
化

ガ
ラ
ス
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
コ
ン
デ
ン
サ
ー
等
を
構
成

物
と
し
て
含
ま
な
い
も
の
、
附
属
書
Ⅲ
に
掲
げ

る
特
性
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
程
度
に
附
属
書

Ⅰ
の
成
分
（
例
え
ば
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
水
銀
、

鉛
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
に
よ
り
汚
染
さ

れ
て
い
な
い
も
の
又
は
附
属
書
Ⅲ

に
掲
げ
る

特
性
の
い
ず
れ
も
有
し
な
い
程
度
に
こ
れ
ら
を

除
去
し
た
も
の
（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
一
一
八

〇
参
照
）

直
接
再
利
用
（
注
４
）
を
目
的
と
し
て
再
生

利
用
又
は
最
終
処
分
（
注
５
）
を
目
的
と
し
な

い
電
気
部
品
及
び
電
子
部
品（
印
刷
回
路
基
盤
、

電
子
機
器
の
構
成
物
及
び
電
線
を
含
む
。）

Ｂ
一
一
一
五

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
被
覆
さ
れ
又
は
絶
縁
さ
れ
た

金
属
ケ
ー
ブ
ル
廃
棄
物
（
Ａ
表
Ａ
一
一
九
〇
に
含

ま
れ
る
も
の
、
附
属
書
Ⅳ
Ａ
の
作
業
が
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
及
び
い
ず
れ
か
の
段
階
に
お
い
て
野

焼
き
等
規
制
さ
れ
て
い
な
い
熱
処
理
を
伴
う
処
分

作
業
を
除
く
。
）

Ｂ
一
一
二
〇

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
使
用
済
み
触
媒
（
触
媒

と
し
て
利
用
さ
れ
る
液
体
を
除
く
。）

Ａ
表
に
掲
げ
る
触
媒
（
使
用
済
触
媒
、
液
体
の

使
用
済
み
触
媒
そ
の
他
の
触
媒
）
の
廃
棄
物
を
除

く
遷
移
金
属

ス
カ
ン
ジ
ウ
ム

チ
タ
ン

バ
ナ
ジ
ウ
ム

ク
ロ
ム

マ
ン
ガ
ン

鉄コ
バ
ル
ト

ニ
ッ
ケ
ル

銅亜
鉛

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

ニ
オ
ブ

モ
リ
ブ
デ
ン

ハ
フ
ニ
ウ
ム

タ
ン
タ
ル

タ
ン
グ
ス
テ
ン

レ
ニ
ウ
ム

ラ
ン
タ
ノ
イ
ド
（
希
土
類
金
属
）

ラ
ン
タ
ン

セ
リ
ウ
ム

プ
ラ
セ
オ
ジ
ム

ネ
オ
ジ
ム

サ
マ
リ
ウ
ム

ユ
ー
ロ
ピ
ウ
ム

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム

テ
ル
ビ
ウ
ム

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム

ホ
ル
ミ
ウ
ム

エ
ル
ビ
ウ
ム

ツ
リ
ウ
ム
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イ
ッ
テ
ル
ビ
ウ
ム

ル
テ
チ
ウ
ム

Ｂ
一
一
三
〇

貴
金
属
を
含
有
す
る
浄
化
さ
れ
た
使
用
済
み
触

媒

Ｂ
一
一
四
〇

貴
金
属
を
含
有
す
る
固
形
状
の
残
滓
で
、
無
機

シ
ア
ン
化
合
物
を
微
量
に
含
む
も
の

Ｂ
一
一
五
〇

飛
散
性
を
有
す
る
非
液
状
の
貴
金
属
（
金
、
銀

及
び
白
金
族
と
し
、
水
銀
を
除
く
。）
及
び
当
該
貴

金
属
の
合
金
の
廃
棄
物
で
、
適
切
に
梱
包
さ
れ
及

び
表
示
さ
れ
た
も
の

Ｂ
一
一
六
〇

印
刷
回
路
基
盤
の
焼
却
か
ら
生
ず
る
貴
金
属
の

灰
（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
一
一
五
〇
参
照
）

Ｂ
一
一
七
〇

写
真
用
フ
ィ
ル
ム
の
焼
却
か
ら
生
ず
る
貴
金
属

の
灰

Ｂ
一
一
八
〇

ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
及
び
銀
を
含
む
写
真
用
フ
ィ
ル

ム
の
廃
棄
物

Ｂ
一
一
九
〇

ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
及
び
銀
を
含
む
写
真
用
の
紙
の

廃
棄
物

Ｂ
一
二
〇
〇

鉄
鋼
の
製
造
か
ら
生
ず
る
粒
状
ス
ラ
グ

Ｂ
一
二
一
〇

鉄
鋼
の
製
造
か
ら
生
ず
る
ス
ラ
グ
（
二
酸
化
チ

タ
ン
及
び
バ
ナ
ジ
ウ
ム
の
原
料
と
な
る
ス
ラ
グ
を

含
む
。）

Ｂ
一
二
二
〇

亜
鉛
の
製
造
か
ら
生
ず
る
ス
ラ
グ
で
、
化
学
的

に
安
定
し
、
鉄
の
含
有
率
が
高
く
（
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
て
い
る
こ
と
）
、主
と
し
て
建
設
に
関

す
る
工
業
規
格
（
例
え
ば
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
四
三
〇
一
）

に
従
っ
て
処
理
さ
れ
た
も
の

Ｂ
一
二
三
〇

鉄
鋼
の
製
造
か
ら
生
ず
る
ミ
ル
ス
ケ
ー
ル

Ｂ
一
二
四
〇

酸
化
銅
の
ミ
ル
ス
ケ
ー
ル

Ｂ
一
二
五
〇

液
状
物
又
は
他
の
有
害
な
諸
成
分
を
含
ま
な
い

廃
自
動
車

注
１

当
初
附
属
書
Ⅰ

の
物
に
よ
る
汚
染
の
程
度
が
低
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
再
生
工
程
を
含
む
そ
の
後
の
工
程

に
よ
り
断
片
に
お
け
る
当
該
附
属
書
Ⅰ
の
物
の
濃
度

を
著
し
く
高
め
る
こ
と
が
あ
る
。

注
２

亜
鉛
の
灰
の
位
置
付
け
は
、現
在
検
討
さ
れ
て
お
り
、

亜
鉛
の
灰
は
危
険
な
物
品
で
は
な
い
と
い
う
国
際
連
合

貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
の
勧
告
が
あ
る
。

注
３

こ
の
項
目
は
、発
電
か
ら
生
ず
る
く
ず
を
含
ま
な
い
。

注
４

再
利
用
に
は
、
修
理
、
更
新
又
は
改
良
を
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、主
要
な
再
組
立
を
含
ま
な
い
。

注
５

一
部
の
国
に
お
い
て
は
、
直
接
再
利
用
を
目
的
と
す

る
物
は
、
廃
棄
物
と
み
な
さ
れ
な
い
。

Ｂ
２

無
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
及
び
有
機
物
を
含
む
可
能

性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ｂ
二
〇
一
〇

採
掘
作
業
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
で
、
飛
散
性
を

有
し
な
い
形
状
の
も
の

天
然
黒
鉛
の
廃
棄
物

ス
レ
ー
ト
の
廃
棄
物
（
粗
削
り
し
て
あ
る
か

な
い
か
又
は
の
こ
ぎ
り
で
ひ
く
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
単
に
切
っ
て
あ
る
か
な
い
か
を
問

わ
な
い
。）

雲
母
の
廃
棄
物

白
榴
石
、
ネ
フ
ェ
リ
ン
及
び
ネ
フ
ェ
リ
ン
サ

イ
ア
ナ
イ
ト
の
廃
棄
物

長
石
の
廃
棄
物

ほ
た
る
石
の
廃
棄
物

固
形
状
の
け
い
素
の
廃
棄
物
（
鋳
造
作
業
で

使
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

Ｂ
二
〇
二
〇

飛
散
性
を
有
し
な
い
形
状
の
ガ
ラ
ス
の
廃
棄
物

ガ
ラ
ス
く
ず
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
の
廃
棄
物
（
陰
極

線
管
そ
の
他
の
活
性
化
ガ
ラ
ス
か
ら
生
ず
る
も
の

を
除
く
。）

Ｂ
二
〇
三
〇

飛
散
性
を
有
し
な
い
形
状
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の

廃
棄
物サ

ー
メ
ッ
ト
（
金
属
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
複

合
材
）
の
廃
棄
物
及
び
く
ず

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
（
他
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）

Ｂ
二
〇
四
〇

無
機
物
を
主
成
分
と
す
る
他
の
廃
棄
物

排
煙
脱
硫
（
Ｆ
Ｇ
Ｄ
）
に
よ
り
生
産
さ
れ
る

部
分
的
に
精
製
さ
れ
た
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

建
物
の
取
り
壊
し
か
ら
生
ず
る
石
膏
こ
う
板

の
廃
棄
物
又
は
プ
ラ
ス
タ
ー
板
の
廃
棄
物

銅
の
製
造
か
ら
生
ず
る
ス
ラ
グ
で
、
化
学
的

に
安
定
し
、
鉄
の
含
有
率
が
高
く
（
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
こ
と
）
、
主
と
し
て
建
設

又
は
研
磨
に
関
す
る
工
業
規
格
（
例
え
ば
Ｄ
Ｉ

Ｎ
四
三
〇
一
及
び
Ｄ
Ｉ
Ｎ
八
二
〇
一
）
に
従
っ

て
処
理
さ
れ
た
も
の

固
形
状
の
硫
黄

カ
ル
シ
ウ
ム
シ
ア
ナ
ミ
ド
の
製
造
か
ら
生
ず

る
石
灰
石
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
九
未
満

の
も
の
）

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム
及
び
塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム

カ
ー
ボ
ラ
ン
ダ
ム
（
炭
化
け
い
素
）

壊
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

リ
チ
ウ
ム
―
タ
ン
タ
ル
及
び
リ
チ
ウ
ム
―
二

オ
ブ
を
含
む
ガ
ラ
ス
の
く
ず

Ｂ
二
〇
五
〇

石
炭
火
力
発
電
所
の
飛
灰
（
Ａ
表
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
二
〇
六
〇
参

照
）

Ｂ
二
〇
六
〇

使
用
済
み
の
活
性
炭
（
飲
料
水
の
処
理
、
食
品

工
業
の
加
工
及
び
ビ
タ
ミ
ン
の
製
造
か
ら
生
ず
る

炭
で
あ
っ
て
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程
度
に

附
属
書
Ⅰ
の
い
ず
れ
の
成
分
も
含
ま
な
い
も
の
）

（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
四
一
六
〇
参
照
）

Ｂ
二
〇
七
〇

ふ
っ
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
汚
泥

Ｂ
二
〇
八
〇

化
学
工
業
の
工
程
か
ら
生
ず
る
石
膏
の
廃
棄
物

（
Ａ
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）（
Ａ
表
の
関
連

項
目
Ａ
二
〇
四
〇
参
照
）

Ｂ
二
〇
九
〇

石
油
コ
ー
ク
ス
又
は
ビ
チ
ュ
ー
メ
ン
か
ら
成
る

陽
極
端
で
、
鉄
鋼
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
造
に

伴
っ
て
使
用
さ
れ
及
び
通
常
の
工
業
規
格
に
従
っ

て
浄
化
さ
れ
た
も
の
（
塩
化
ア
ル
カ
リ
電
解
及
び

冶
や
金
産
業
か
ら
生
ず
る
陽
極
端
を
除
く
。
）の
廃
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棄
物

Ｂ
二
一
〇
〇

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
水
和
物
の
廃
棄
物
、
酸
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
廃
棄
物
又
は
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

の
生
産
か
ら
生
ず
る
残
滓
（
ガ
ス
の
浄
化
、
沈
殿

又
は
濾
ろ
過
工
程
に
使
用
さ
れ
た
物
を
除
く
。
）

Ｂ
二
一
一
〇

ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
残
滓
（「
赤
泥
」
）（
水
素
イ
オ

ン
濃
度
指
数
が
十
一
・
五
未
満
に
調
整
さ
れ
た
も

の
）

Ｂ
二
一
二
〇

酸
性
又
は
塩
基
性
の
溶
液
の
廃
棄
物
で
、
水
素

イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
二
を
超
え
十
一
・
五
未
満
の

も
の
の
う
ち
腐
食
性
そ
の
他
の
有
害
性
を
有
し
な

い
も
の
（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
四
〇
九
〇
参
照
）

Ｂ
二
一
三
〇

道
路
の
建
設
及
び
維
持
か
ら
生
ず
る
タ
ー
ル
を

含
ま
な
い
瀝
青
物
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
廃
棄
物
）（
Ａ

表
の
関
連
項
目
Ａ
三
二
〇
〇
参
照
）

Ｂ
３

有
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
及
び
無
機
物
を
含
む
可
能

性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ｂ
三
〇
一
〇

固
形
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃
棄
物

次
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混

合
物
で
、
他
の
廃
棄
物
と
混
合
さ
れ
て
お
ら
ず
、

か
つ
、
規
格
に
従
っ
て
調
整
さ
れ
た
も
の

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
て
い
な
い
重
合
体
及
び
共

重
合
体
の
く
ず
で
、
次
の
も
の
を
含
む
が
こ
れ

ら
に
限
定
さ
れ
な
い
。（
注
１
）

エ
チ
レ
ン

ス
チ
レ
ン

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

ブ
タ
ジ
エ
ン

ポ
リ
ア
セ
タ
ー
ル

ポ
リ
ア
ミ
ド

ポ
リ
ブ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

ポ
リ
エ
ー
テ
ル

ポ
リ
フ
ェ
ニ
レ
ン
硫
化
物

ア
ク
リ
ル
重
合
体

ア
ル
カ
ン
Ｃ
１０
―
Ｃ
１
３
（
可
塑
剤
）

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
ｓ
を
含
む
も
の

を
除
く
。）

ポ
リ
シ
ロ
キ
サ
ン

ポ
リ
メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ブ
チ
ラ
ー
ル

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
セ
テ
ー
ト

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
硬
化
し
た
樹
脂
又
は

縮
合
物
の
廃
棄
物

尿
素
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂

フ
ェ
ノ
ー
ル
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂

メ
ラ
ミ
ン
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂

エ
ポ
キ
シ
樹
脂

ア
ル
キ
ド
樹
脂

ポ
リ
ア
ミ
ド

次
の
い
ず
れ
か
の
ふ
っ
化
重
合
体
の
廃
棄
物

（
注
２
）

パ
ー
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
プ
ロ
ピ
レ
ン

（
Ｆ
Ｅ
Ｐ
）

パ
ー
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
コ
キ
シ
ア
ル
カ
ン

テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
パ
ー
フ

ル
オ
ロ
ビ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）

テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
パ
ー
フ

ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ビ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｍ
Ｆ

Ａ
）

ふ
っ
化
ポ
リ
ビ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｖ
Ｆ
）

ふ
っ
化
ポ
リ
ビ
ニ
リ
デ
ン
（
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
）

Ｂ
三
〇
二
〇

紙
、
板
紙
及
び
紙
製
品
の
廃
棄
物

次
の
物
で
、
有
害
廃
棄
物
と
混
合
さ
れ
て
い

な
い
も
の

紙
又
は
板
紙
の
廃
棄
物
及
び
く
ず
で
、
次
の

も
のさ

ら
し
て
な
い
紙
又
は
板
紙
の
も
の
及
び
コ

ル
ゲ
ー
ト
加
工
を
し
た
紙
又
は
板
紙
の
も
の

そ
の
他
の
紙
又
は
板
紙
（
主
と
し
て
さ
ら
し

た
化
学
パ
ル
プ
か
ら
製
造
し
た
も
の
に
限
る
も

の
と
し
、
全
体
を
着
色
し
た
も
の
を
除
く
。）
の

も
の主

と
し
て
機
械
パ
ル
プ
か
ら
製
造
し
た
紙
又

は
板
紙
（
例
え
ば
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
印
刷
物
）
の
も
の

そ
の
他
の
も
の
（
⑴
積
層
し
た
板
紙
⑵
分
別

さ
れ
て
い
な
い
く
ず
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
に
限

定
さ
れ
な
い
。
）

Ｂ
三
〇
二
六

液
体
の
た
め
の
混
合
包
装
の
前
処
理
か
ら
生
ず

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
若
干
量
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
若
干
量
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
混
合
し
た
物

Ｂ
三
〇
二
七

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
さ
れ
た
接
着
性
ラ
ベ
ル
の
廃

棄
物
で
あ
っ
て
、
ラ
ベ
ル
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る

原
材
料
を
含
有
す
る
も
の

Ｂ
三
〇
三
〇

繊
維
の
廃
棄
物

次
の
物
で
、
他
の
廃
棄
物
と
混
合
さ
れ
て
お

ら
ず
、
か
つ
、
規
格
に
従
っ
て
調
整
さ
れ
た
も

の
絹
の
廃
棄
物
（
繰
糸
に
適
し
な
い
繭
、
糸
く

ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
）

カ
ー
ド
及
び
コ
ー
ム
の
い
ず
れ
も
し
て
な

い
も
の

そ
の
他
の
も
の

羊
毛
、
繊
獣
毛
又
は
粗
獣
毛
の
廃
棄
物
（
糸

く
ず
を
含
む
も
の
と
し
、
反
毛
し
た
繊
維
を
除

く
。）

羊
毛
又
は
繊
獣
毛
の
ノ
イ
ル

羊
毛
又
は
繊
獣
毛
の
そ
の
他
の
も
の

粗
獣
毛
の
も
の

る
次
の
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を

示
す
の
に
十
分
な
濃
度
で
附
属
書
Ⅰ
の
物
を
含
有

し
な
い
も
の
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綿
の
廃
棄
物
（
糸
く
ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維

を
含
む
。） 

糸
く
ず

反
毛
し
た
繊
維

そ
の
他
の
も
の

亜
麻
の
ト
ウ
及
び
廃
棄
物

大
麻
（
カ
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
ヴ
ァ
）
の
ト
ウ

及
び
廃
棄
物
（
糸
く
ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維
を

含
む
。） 

ジ
ュ
ー
ト
そ
の
他
の
紡
織
用
靱
じ
ん
皮
繊
維

（
亜
麻
、
大
麻
及
び
ラ
ミ
ー
を
除
く
。）
の
ト
ウ

及
び
廃
棄
物
（
糸
く
ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維
を

含
む
。） 

サ
イ
ザ
ル
そ
の
他
の
ア
ゲ
ー
ブ
属
の
紡
織
用

繊
維
の
ト
ウ
及
び
廃
棄
物
（
糸
く
ず
及
び
反
毛

し
た
繊
維
を
含
む
。） 

コ
コ
や
し
の
ト
ウ
、ノ
イ
ル
及
び
廃
棄
物（
糸

く
ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。） 

ア
バ
カ
（
マ
ニ
ラ
麻
又
は
ム
サ
・
テ
ク
ス
テ

ィ
リ
ス
）
の
ト
ウ
、
ノ
イ
ル
及
び
廃
棄
物
（
糸

く
ず
及
び
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。） 

ラ
ミ
ー
そ
の
他
の
植
物
性
紡
織
用
繊
維
の
ト

ウ
、
ノ
イ
ル
及
び
廃
棄
物
（
糸
く
ず
及
び
反
毛

し
た
繊
維
を
含
む
も
の
と
し
、
他
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
） 

人
造
繊
維
の
廃
棄
物
（
ノ
イ
ル
、
糸
く
ず
及

び
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。）
で
、
次
の
も
の

合
成
繊
維
の
も
の

人
造
繊
維
の
も
の

中
古
の
衣
類
そ
の
他
の
繊
維
製
品

使
用
さ
れ
た
ぼ
ろ
及
び
く
ず
（
ひ
も
、
綱
若

し
く
は
ケ
ー
ブ
ル
又
は
こ
れ
ら
の
製
品
の
も
の

に
限
る
。
）（
紡
織
用
繊
維
の
も
の
に
限
る
。）

分
別
し
た
も
の

そ
の
他
の
も
の

Ｂ
三
〇
三
五

床
を
覆
う
繊
維
の
廃
棄
物
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

Ｂ
三
〇
四
〇

ゴ
ム
の
廃
棄
物

他
の
廃
棄
物
と
混
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

次
の
物

硬
質
ゴ
ム
（
例
え
ば
、
エ
ボ
ナ
イ
ト
）
の
廃
棄

物
又
は
く
ず

そ
の
他
の
ゴ
ム
の
廃
棄
物
（
他
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。） 

Ｂ
三
〇
五
〇

処
理
さ
れ
て
い
な
い
コ
ル
ク
又
は
木
材
の
廃
棄

物
木
く
ず
（
丸
太
状
、
ブ
リ
ケ
ッ
ト
状
、
ペ
レ
ッ

ト
状
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
形
状
に
凝
結
さ
せ

て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
。
） 

コ
ル
ク
く
ず
及
び
破
砕
し
、
粒
に
し
又
は
粉
砕

し
た
コ
ル
ク

Ｂ
三
〇
六
〇

農
業
食
品
産
業
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
で
、
病
毒

を
う
つ
し
や
す
い
も
の
で
な
い
も
の

ぶ
ど
う
酒
か
す

飼
料
用
に
供
す
る
種
類
の
乾
燥
し
又
は
殺
菌
し

た
植
物
の
廃
棄
物
、
残
滓
及
び
副
産
物
（
ペ
レ
ッ

ト
状
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
な
い
も
の
と
し
、

他
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

デ
グ
ラ
ス
及
び
脂
肪
性
物
質
又
は
動
物
性
若
し

く
は
植
物
性
の
ろ
う
の
処
理
か
ら
生
ず
る
残
滓

骨
及
び
ホ
ー
ン
コ
ア
（
加
工
し
て
な
い
も
の
及

び
脱
脂
し
、
単
に
整
え
、
酸
処
理
し
又
は
脱
膠
こ

う
し
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
特
定
の
形
状
に

切
っ
た
も
の
を
除
く
。）
の
も
の

魚
の
も
の

カ
カ
オ
豆
の
殻
、
皮
そ
の
他
の
も
の

農
業
食
品
工
業
か
ら
生
ず
る
そ
の
他
の
も
の

（
人
間
又
は
動
物
に
よ
る
消
費
の
た
め
の
国
内
及

び
国
際
的
要
件
及
び
基
準
に
合
致
す
る
副
産
物
を

除
く
。）

Ｂ
三
〇
六
五

動
物
性
又
は
植
物
性
の
食
用
油
脂
及
び
油
の
廃

棄
物
（
揚
げ
油
等
）
で
、
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
示

さ
な
い
も
の

Ｂ
三
〇
七
〇

次
の
廃
棄
物

人
髪
の
も
の

わ
ら
の
も
の

動
物
の
飼
料
用
に
供
す
る
た
め
の
ペ
ニ
シ
リ

ン
の
製
造
か
ら
生
ず
る
不
活
性
化
し
た
菌
類
の

菌
糸
体

Ｂ
三
〇
八
〇

ゴ
ム
の
切
り
く
ず
及
び
廃
棄
物

Ｂ
三
〇
九
〇

革
製
品
の
製
造
に
適
し
な
い
革
又
は
コ
ン
ポ
ジ

シ
ョ
ン
レ
ザ
ー
の
切
り
く
ず
そ
の
他
の
廃
棄
物

（
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
又
は
駆
除
剤
を
含
む
も
の

及
び
汚
泥
を
除
く
。）
（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
三
一

〇
〇
参
照
）

Ｂ
三
一
〇
〇

革
の
粉
じ
ん
、
灰
、
汚
泥
又
は
粉
（
六
価
ク
ロ

ム
化
合
物
又
は
駆
除
剤
を
含
む
も
の
を
除
く
。
）

（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
三
〇
九
〇
参
照
） 

Ｂ
三
一
一
〇

獣
皮
の
廃
棄
物
（
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
駆
除

剤
又
は
病
毒
を
う
つ
し
や
す
い
物
質
を
含
む
も
の

を
除
く
。
）（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
三
一
一
〇
参
照
） 

Ｂ
三
一
二
〇

食
品
着
色
料
か
ら
成
る
廃
棄
物

Ｂ
三
一
三
〇

過
酸
化
物
を
生
成
し
な
い
重
合
体
エ
ー
テ
ル
の

廃
棄
物
及
び
有
害
で
な
い
単
量
体
エ
ー
テ
ル
の
廃

棄
物

Ｂ
三
一
四
〇

空
気
タ
イ
ヤ
の
廃
棄
物
（
附
属
書
Ⅳ
Ａ
の
作
業

が
予
定
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
） 

注
１

こ
の
よ
う
な
く
ず
は
、
完
全
に
重
合
化
さ
れ
て
い
る

と
理
解
さ
れ
る
。

注
２

消
費
者
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
廃
棄
物
は
、
こ
の
項

目
か
ら
除
く
。

廃
棄
物
は
、
混
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

野
外
で
行
う
焼
却
の
方
法
か
ら
生
ず
る
問
題
を
考
慮

す
る
。

Ｂ
４

無
機
物
又
は
有
機
物
の
い
ず
れ
か
を
成
分
と
し
て
含
む
可

能
性
を
有
す
る
廃
棄
物

Ｂ
四
〇
一
〇

主
と
し
て
水
を
も
と
と
す
る
塗
料
、
ラ
テ
ッ
ク

ス
の
塗
料
、
イ
ン
キ
及
び
硬
化
ワ
ニ
ス
か
ら
成
る

廃
棄
物
（
有
害
な
も
の
と
さ
れ
る
程
度
に
有
機
溶

剤
、
重
金
属
又
は
駆
除
剤
を
含
む
も
の
を
除
く
。）

（
Ａ
表
の
関
連
項
目
Ａ
四
〇
七
〇
参
照
）

Ｂ
四
〇
二
〇

樹
脂
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
、
可
塑
剤
及
び
接
着
剤
の
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製
造
、
調
合
及
び
使
用
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
で
、

Ａ
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
又
は
附
属
書

Ⅲ
の
特
性
を
示
す
程
度
に
溶
剤
そ
の
他
の
汚
染

物
質
を
含
ま
な
い
も
の
（
例
え
ば
、
水
を
も
と
と

す
る
も
の
又
は
カ
ゼ
イ
ン
で
ん
粉
、
デ
キ
ス
ト
リ

ン
、
セ
ル
ロ
ー
ス
エ
ー
テ
ル
若
し
く
は
ポ
リ
ビ
ニ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
も
と
と
す
る
膠
こ
う
着
剤
（
Ａ

表
の
関
連
項
目
Ａ
三
〇
五
〇
参
照
）

Ｂ
四
〇
三
〇

使
用
済
み
の
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
で
、
Ａ
表

に
掲
げ
る
電
池
を
含
ま
な
い
も
の
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  〇回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に関する理事会決定 
［Ｃ（２００１）１０７／ＦＩＮＡＬ］（仮訳） 

理事会は、
１．１９６０年１２月１４日の経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）条約第５条 a）を考慮し： 
２．回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の機能的な規制システムを確立するべく改正された、回収作

業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に関する１９９２年３月３０日の理事会決定［Ｃ（９２）３９
／ＦＩＮＡＬ］を考慮し、

３．１９９２年５月５日に発効した有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約の
第１条第１項（a）に従って有害であると分類される廃棄物、及び条約第１条第１項（a）に該当しない廃棄物
について、各々リスト化した条約附属書Ⅷ及びⅨが追加され、１９９８年１１月６日に改正されたバーゼル条
約を考慮し、

４．殆どのＯＥＣＤ加盟国（以下「加盟国」という。）及び欧州共同体がバーゼル条約の締約国となっているこ
とに留意し、

５．１９９８年１０月にウィーンで開催された廃棄物管理政策ワーキンググループにおいて、ＯＥＣＤ決定［Ｃ
（９２）３９／ＦＩＮＡＬ］における手続及び規則と、バーゼル条約におけるそれらとを更に調和させること
を加盟国が合意したことに留意し、

６．廃棄物からの貴重な原材料及びエネルギーの回収が国際経済体制の不可欠の一部を占めていること、また、
これらの廃棄物の収集及び処理のために確立した国際市場が加盟国間に存在することに留意し、 

７．更に、加盟国における多くの産業分野が、既に、環境上適正であり、かつ経済上も効率的な方法で廃棄物を
回収する技術を実施し、これにより資源効率を上げ、持続可能な開発に寄与していることに留意し、また、こ
の方向への更なる努力が必要とされ、かつ奨励されるべきであることを確信し、

８．廃棄物の環境上適正かつ経済上効率的な回収は、加盟国間の廃棄物の越境移動を正当化しうることを認識し、 
９．決定［Ｃ（９２）３９／ＦＩＮＡＬ］により確立された機能的な規制システムが、回収作業が行われる廃棄

物の国境を越える移動を加盟国が環境上適正かつ経済上効率的に実施するための貴重な枠組であることを認識
し、

10．そのため、バーゼル条約第１１条第２項の下でこの協定を継続することを希望し、
11．加盟国が、その管轄下にある地域内において、人の健康及び環境の更なる保全のために本決定及び国際法の

規則に基づく規制を課すことが出来ることを認識し、
12．規制システムの一部を改善し、バーゼル条約との調和を拡大するために、決定［Ｃ（９２）３９／ＦＩＮＡ

Ｌ］を改正する必要があることを認識し、
環境政策委員会の提案に基づいて、
決定［Ｃ（９２）３９／ＦＩＮＡＬ］を次のとおり改正することを決定する。

第Ⅰ章
１ 加盟国が、ＯＥＣＤ地域内の回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制を、本決定第Ⅱ章及びそ

の附属書において規定される条項に基づき行うことを決定する。
２ 環境政策委員会に対し、関連する他のＯＥＣＤの機関とりわけ貿易委員会と協力して、本規制システムと、

環境上適正かつ経済上効率的な廃棄物の回収を行う加盟国のニーズとの両立が保証されるよう指示する。
３ 加盟国に対し、通告書類及び移動書類には本決定附属書８にある様式を使用するよう勧告する。
４ 環境政策委員会に対し、必要に応じて通告書類及び移動書類の様式を改正するよう指示する。
５ 環境政策委員会に対し、本決定採択後遅くとも７年以内に、第Ⅱ章Ｂ（３）に基づく廃棄物リスト改正の手

続をレビューすることを指示する。
６ 加盟国に対し、本決定の実施に必要な情報、及び附属書７に掲げる情報を通報するよう要請する。
７ 事務総長に対し、本決定を国際連合環境計画及びバーゼル条約事務局に送付することを要請する。

第Ⅱ章
Ａ． 定義
  本決定の適用上：
１ 「廃棄物」とは、他の国際的な協定の適用対象となる放射性物質以外の物質又は物体をいい、

（ⅰ）処分作業がされ、又は回収作業が行われているもの
又は、
（ⅱ）処分作業又は回収作業が意図されているもの
又は、
（ⅲ）国内法の規定により、処分作業又は回収作業が義務づけられているもの
をいう。

２ 「有害廃棄物」とは、
（ⅰ）本決定附属書１に掲げるいずれかの分類に属する廃棄物（本決定附属書２に掲げるいずれの特性も有し

ないものを除く。）
及び
（ⅱ）（ⅰ）に規定する廃棄物には該当しないが、輸出国、輸入国又は通過国であるＯＥＣＤ加盟国の国内法

令により有害であると定義され又は認められている廃棄物をいう。加盟国は、自国の国内法令以外のもの
を執行しなければならない義務はない。

３ 「処分」とは、本決定附属書５．Ａに掲げる作業をさす。
４ 「回収」とは、本決定附属書５．Ｂに掲げる作業をさす。
５ 「越境移動」とは、一のＯＥＣＤ加盟国の管轄にある地域から、他の加盟国の管轄の下にある地域へ移動す

ることをさす。
６ 「回収施設」とは、輸入国において適用される法の下で、廃棄物を受領し回収作業を実施するために作業し

ている、もしくは作業することが認可されている施設をさす。
７ 「輸出国」とは、自国からの廃棄物の越境移動の開始が計画され、もしくは開始されたＯＥＣＤ加盟国をさ
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す。
８ 「輸入国」とは、自国内への廃棄物の越境移動が計画され、もしくは行なわれているＯＥＣＤ加盟国をさす。 
９ 「通過国」とは、輸出国及び輸入国を除き、自国内を通過する廃棄物の越境移動が計画され、もしくは行な

われているＯＥＣＤ加盟国をさす。
10 「関係国」とは、上で定義されている輸出国、輸入国、及び通過国をさす。
11 「ＯＥＣＤ地域」とは、ＯＥＣＤ加盟国の国家管轄権に服する全ての陸地及び海域をさす。
12 「権限ある当局」とは、本決定の適用対象となる廃棄物の越境移動に対して管轄権を有する関係国の規制当

局をさす。
13 「者」とは、自然人又は法人をさす。
14 「輸出者」とは、輸出国の管轄権に服する者で、廃棄物の越境移動を開始する者、又は、計画された越境移

動が開始された時点で廃棄物に対する占有もしくは他の形態の法的支配を有する者をさす。
15 「輸入者」とは、輸入国の管轄権に服する者で、廃棄物が輸入国において受領される時点で、当該廃棄物に

対する占有もしくは他の形態の法的支配が託される者をさす。
16 「承認された貿易業者」とは、加盟国の管轄権に服する者で、関係国のしかるべき認可を得て、自ら廃棄物

を購入し、その後売却する者をさす；この者は、回収作業のための廃棄物の越境移動を取決め、促進するため
に活動する。

17 「発生者」とは、その活動が廃棄物を発生させる者をさす。
18 「混合廃棄物」とは、２種類以上の廃棄物を意図的、又は非意図的に混合した結果生ずる廃棄物をいう。廃

棄物の単一の積荷が、２種類以上の廃棄物から構成され、それらが個別に分けられている場合には、混合廃棄
物には当たらない。

Ｂ．一般規定
（1）条件

本決定が対象とする廃棄物の越境移動に対し、以下の条件が適用される：
（a） 廃棄物は、その施設に適用される国内法令及び運用に基づいて環境上適正な方法で行われる回収施設内

での回収作業に向けられる。
（b） 回収作業のための廃棄物の越境移動に係る契約又は取り決めに関与する者は全て、国内法令に基づく適

切な法的地位を有していなければならない。
（c） 越境移動は、適用される国際的な輸送に関する協定の条件の下で実施される。
（d） 非加盟国を通過するいかなる廃棄物も、国際法及び適用されるすべての国内法令の対象とされる。

（2）規制手続
２段階の制度により、廃棄物の越境移動に適用される規制が具体化される：
（a）「緑」級規制手続

緑級規制手続の対象となる廃棄物は、本決定附属書３に掲げる廃棄物である。当該附属書は２つの部分か
らなる。
・第１部：バーゼル条約附属書Ⅸに掲げる廃棄物。この中のいくつかの物は、本決定の目的に合致させるた

めの注釈が適用される。
・第２部：本決定附属書６に引用されている基準に照らし、ＯＥＣＤ加盟国が緑級規制手続を適用すること

で合意した追加の廃棄物。
  緑級規制手続は、Ｃ条に示されている。

（b）「黄」級規制手続
黄級規制手続の対象となる廃棄物は、本決定附属書４に掲げる廃棄物である。当該附属書は２つの部分か

らなる。
・第１部：バーゼル条約附属書Ⅱ及びⅧに掲げる廃棄物。この中のいくつかの物は、本決定の目的に合致さ

 せるための注釈が適用される。
・第２部：本決定附属書６に引用されている基準に照らし、ＯＥＣＤ加盟国が黄級規制制度を適用すること

 で合意した追加の廃棄物。
  黄級規制手続は、Ｄ条に示されている。
（3）附属書３及び４に掲げる廃棄物のリストへの修正手続

通常、その他の公式な決定がなくても、バーゼル条約附属書Ⅸになされた修正は、本決定附属書３の第１部
に、バーゼル条約附属書Ⅱ及びⅧになされた修正は、本決定附属書４の第１部にそれぞれ適用される。発効の
日は、バーゼル条約の修正（以下「修正」という）の発効の日と同日とする。また、同日、附属書３又は４の
第２部への必要な変更も自動的に行われる。
例外：
（a） 修正に関し、附属書６の基準に照らしたところ、１つの又は複数の廃棄物について別級の規制を適用す

ることが正当であると決定した加盟国は、バーゼル条約締約国会議により当該修正が採択された日から６
０日以内に、ＯＥＣＤ事務局に対し書面により異議を申し立てることができる。このような異議について
は、本決定の関連する附属書又は付録への代替的な適用案を含むものとし、ＯＥＣＤ事務局より全加盟国
に即時に伝達される。

（b） ＯＥＣＤ事務局への異議に関する通報により、当該廃棄物の本決定附属書への適用は留保される。適切
なＯＥＣＤの機関による審査が終了するまで、当該廃棄物には、第 6 部（b）及び（c）の条項が適用され
る。

（c） 適切なＯＥＣＤの機関は、提起された異議及び関連する代替的な適用案について迅速に審査し、当該修
正がバーゼル条約締約国間で発効する１ヶ月前までに合意に達すること。

（d） 適切なＯＥＣＤの機関において期限までに合意に達した場合には、関連する本決定附属書は適切に集成
される。いかなる修正も、バーゼル条約の修正がバーゼル条約締約国間で発効する日と同日に発効する。

（e） 適切なＯＥＣＤの機関において期限までに合意に達しなかった場合には、当該修正はＯＥＣＤ規制制度
には適用されない。その廃棄物に関しては、本決定の適当な附属書は適切に修正される。各加盟国は、そ
の国内法及び国際法に従い、当該廃棄物を規制する権利を有する。

（4）特別な国の規制に関する条項
（a） 本決定は、人の健康および環境を保護するため、国内法および国際法の原則に従い、例外的に特定の廃
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棄物に異なる規制を行う加盟国の権利を害するものではない。
（b） 従って、加盟国は緑級規制手続が適用される廃棄物を、黄級規制手続が適用される廃棄物として規制す

ることができる。
（c） 加盟国はその国内法に従い、本決定附属書２に掲げる有害特性のいずれをも呈さないとの国内手続を用

いた決定により、黄級規制手続が適用される廃棄物を緑級規制手続が適用される廃棄物として法的に定義
し、又は認めることができる。

（d） 輸入国によってのみ黄級規制手続が適用される廃棄物であると法的に定義され又は認められている廃棄
物の越境移動の場合においては、輸出者及び輸出国について適用するＤ条の規定は、必要な変更を加えて、
それぞれ輸入者及び輸入国に適用する。

（5）情報の要求
別級の規制を適用する権利を行使している加盟国は、ＯＥＣＤ事務局に対し、当該廃棄物の名称と適用され

る法律上の要件とを列挙した報告を速やかに行なう。加盟国で、本決定附属書２に掲げる一つまたはそれ以上
の有害特性を呈しているかどうかを決定するために、特定の試験または試験手続の利用を規定している国は、
ＯＥＣＤ事務局に対し、いずれの試験および試験手続が利用されているかを報告する。さらに、可能であれば、
当該国内手続の適用に基づいて、どの廃棄物が有害廃棄物であると法的に定義されまたは認められるかにつき
報告する。上記全ての情報の要求は本決定附属書７に特定されている。

（6）本決定附属書３又は４に掲げられていない廃棄物
回収作業のための廃棄物で、本決定附属書３又は４に未だ割り当てられていないものは、以下の条件に服す

ることにより本決定に従った越境移動に適するものとなる：
（a） 加盟国はこれらの廃棄物を特定し、適当である場合は、バーゼル条約の該当する附属書を修正するため

に、バーゼル条約技術作業部会に対し申請を行う。
（b） 当該廃棄物は、リストの一つに割り当てられるまでは、関係国の国内法で要求される廃棄物の越境移動

に対する規制に服するが、これは、いかなる国も自国の法以外の法の実施を義務付けられないようにする
ためである。

（c） しかしながら、仮に、当該廃棄物が国内的手続及び適用される国際協定の適用によって、本決定附属書
２に掲げる有害特性を呈すると決定された場合には、当該廃棄物には黄級規制手続が適用される。

（7）混合又は変質した廃棄物の発生者
仮に、二つもしくはそれ以上の廃棄物が混合され、さらに／あるいは物理的もしくは化学的な変質をもたら

す作業の対象とされるならば、右作業を行なう者は、この作業の結果生じる新たな廃棄物の発生者とみなされ
る。

（8）混合廃棄物に係る手続
本決定前文１１項に関し、いずれにも該当しない混合廃棄物については、以下の規制手続が適用される。
（ⅰ） 二つもしくはそれ以上の緑級廃棄物の混合物は、この混合の構成が環境上適正な回収作業を阻害し

ない場合には、緑級規制手続が適用される。
（ⅱ） 一つの緑級廃棄物と、相当量の１つの黄級廃棄物、又は、２つもしくはそれ以上の黄級廃棄物との

混合物は、その構成が環境上適正な回収作業を阻害しない場合には、黄級規制手続が適用される。
Ｃ．緑級規制手続
  緑級規制手続が適用される廃棄物の越境移動は、商取引に通常適用される現行の全ての規制に従う。
  緑級規制手続が適用される廃棄物リスト（附属書３）に掲げられているか否かにかかわらず、本決定附属書

６の基準を考慮にいれた場合に、黄級廃棄物リストへの記載を適当とするに十分なほど当該廃棄物の危険性を
増大させる程度にまで、あるいは、当該廃棄物の環境保全上適正な回収作業を阻害する程度にまで他の物質に
よって汚染されているものに対しては、緑級規制手続は適用されない。

Ｄ．黄級規制手続
（1）条件

（a）契約
黄級規制手続が適用される廃棄物の越境移動は、書面による有効な単独のもしくは一連の契約、又は、同

一の法的主体により管理されている施設間の契約相当の取決めの条件に基づいてのみ行うことができ、この
越境移動は、輸出者に始まり回収施設で終了する。当該契約ないし取決めに関与するすべての者は、しかる
べき法的地位を有する。

当該契約書は、
ⅰ） 以下を明確に特定する：個々の種類の廃棄物の発生者、廃棄物及び回収施設に対し法的に支配を有す

る者及び回収施設。
ⅱ） 本決定の該当要件が考慮され、かつ、契約の全当事者がこれに拘束されていることを規定する。
ⅲ） 次の事項について、契約の当事者のうち該当する者が特定されていること。

（i）適用される法令の要件に従い、必要な場合にはＤ条下記（3）（a）に基づく廃棄物の回収を含む当
該廃棄物の代替的管理に対する責任を、契約のどの当事者が負うかが特定されていること、及び、

（ii）事情に応じて、Ｄ条下記３(b）に基づく第３国への再輸出に係る通告を行う者が特定されている
こと。

輸出国あるいは輸入国の権限ある当局の要求に従い、輸出者は当該契約書かその一部の写しを送付する。
上記条項の条件の下で作成された契約書に含まれる情報は、国内法に従って、そこで求められる範囲にお

いて極秘扱いされる。
（b）金銭的保証

国内法又は国際法の要件に従い、輸出者あるいは輸入者は、越境移動及び回収作業に関する取り決めが予
定どおり実行できない場合に、代替的な再生利用、処分、あるいはその他の廃棄物の環境上適正な管理を行
うための金銭的保証を担保する。

（c）試験分析のための黄級廃棄物の越境移動
加盟国は、廃棄物の物理化学的特性を評価するため、あるいは、廃棄物の回収作業の適性を決定するため

の分析試験を行うことが明らかである場合には、その廃棄物の越境移動を黄級規制制度の適用から除外する
ことができる。適用除外される廃棄物の量は、各々の場合において分析を適性に実行するのに必要とする妥
当な最低量によって決定されるが、２５ｋｇ以下でなければならない。分析試料は、適正に梱包及び表示さ
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れていなければならず、本決定第Ⅱ章Ｂ条（1）（c）及び（d）で規定されている条件に従う。輸入国あるい
は輸出国の権限ある当局が通報を受けることが国内法で求められている場合には、輸出者は、当該分析試料
の越境移動について権限ある当局に通報しなければならない。

（2）黄級規制手続の機能
黄級規制手続の下では、以下の二つのケースに対し手続が用意されている：

ケース１：回収施設への個別的あるいは包括的な越境移動
ケース２：事前の同意が与えられている回収施設への越境移動

ケース１：回収施設への個別的あるいは包括的な越境移動
（a） 廃棄物の越境移動の開始に先だって、輸出者は、関係国の権限ある当局に対し書面で通告（「個別的

通告」）を行う。この通告には本決定附属書８．Ａ．に記載されているすべての情報が含まれる。輸出
国の権限ある当局は、国内法に従って、輸出者に代って本通告を送付することができる。

（b） Ｄ条上記（1）に規定されている契約について、権限ある当局が審査を行うことが国内法で求められ
ている場合、当該審査が適切に実行されるようにするため、通告書類とともに契約書あるいはその一部
を送付しなければならない。

（c） 関係国の権限ある当局は、当該通告書類が完全でない場合、追加的な情報を要求する。輸入国の権限
ある当局、及び適用される場合の輸出国の権限ある当局は、上記（a）で言及された不備なき通告を受
けると、その通告受領から３就業日以内に、輸出者に対し受領通知を送付するとともに他の関係国の権
限ある当局に対し写しを送付しなければならない。

（d） 関係国の権限ある当局は、それぞれの国内法に従い、３０日以内であれば、提案された越境移動に反
対することができる。この３０日という期間は、輸入国の権限ある当局の受領通知の発給の時点より起
算する。

（e） 関係国による反対は、３０日という期間内に、輸出者および他の関係国の権限ある当局に対し書面で
示されなければならない。

（f） 何らの反対も示されない場合（黙示の同意）、３０日の期間の経過後に越境移動を開始してもよい。
黙示の同意は、３０日の期間の終了から起算して一暦年以内でその効力を失う。

（g） 関係国の権限ある当局は、輸入国の権限ある当局の受領通知の発給時点から起算して３０日に満たぬ
期間内であれば、越境移動に反対せず同意することを書面により示すことができる。廃棄物の越境移動
は、全ての同意が受領され次第、開始することができる。書面による同意の写しは関係国全ての権限あ
る当局に送付されるものとする。書面による同意は、同意通知の発給日から起算して一年間を上限とし
て有効である。

（h） 書面による同意ないし反対は、郵送、デジタル署名入り電子メール、郵送に先立つデジタル署名なし
電子メール、もしくは郵送に先立つファックスによって示すことができる。他に特段の規定がない限り、
右同意は一暦年の内にその効力を失う。

（i） 廃棄物の越境移動は、関係国全ての同意（黙示もしくは書面による同意）が有効である期間のみ行う
ことができる。

（j） 廃棄物の越境移動には、本決定附属書８に記載されている情報を含む移動書類を伴うものとする。
（k） 回収施設が廃棄物を受領してから３日以内に、右回収施設は、輸出者および関係国（輸出国、輸入国

及び通過国）の権限ある当局に対し、署名のなされた移動書類の写しを一通提出しなければならない。
通過国で署名のなされた移動書類の写しを受け取ることを望まない国は、ＯＥＣＤ事務局にその旨通報
する。右回収施設は、移動書類の原本を３年間保管しなければならない。

（l） 可能な限り早急に、遅くとも廃棄物の回収作業の終了後３０日以内、かつ廃棄物を受領してから一暦
年以内に、回収施設は、輸出者及び輸出入国の権限ある当局に対し、回収完了証明書を、郵送、デジタ
ル署名入り電子メール、郵送に先立つデジタル署名なし電子メール、もしくは郵送に先立つファックス
によって送付しなければならない。

（m） 本質的に類似した廃棄物（例えば、本質的に類似した物理的及び化学的特性を有するもの）が、定
期的に、同一の輸出者から同一の回収施設に送られる場合、関係国の権限ある当局は、当該輸送に関し
て一年間を上限として一通の「包括的通告」を受理することを選択しうる。この場合、各輸送毎に本決
定附属書８に記載されている情報を含む移動書類を伴わなければならない。

（n） 右受理の撤回は、関係国の権限ある当局から輸出者に対する公的な通知により行なわれる。本規定の
下で以前に与えられた越境移動に対する受理を撤回する通知は、当該受理を撤回する国の権限ある当局
から、すべての関係国の権限ある当局に対して出される。

ケース２：事前の同意が与えられている回収施設への廃棄物の越境移動
（a） 輸入国の権限ある当局が管轄下に特定の回収施設を有する場合、特定の回収施設（事前の同意が与え

られている回収施設）への特定の種類の廃棄物の越境移動に反対しないことを決定することができる。
右決定の効力は特定の期間に限定することができ、且つ、いつでも撤回することができる。

（b） 右対応を選択する権限ある当局は、ＯＥＣＤ事務局に対し、回収施設の名称、住所、用いられている
技術、事前の同意がなされる廃棄物の種類、および適用期間を通報する。いかなる撤回も又、ＯＥＣＤ
事務局に対し通告されなければならない。

（c） 当該回収施設への廃棄物の越境移動すべてに、ケース１（a）、（b）及び（c）を適用する。
（d） 輸出国及び通過国の権限ある当局は、その国内法に照らして、７就業日以内に提案された廃棄物の越

境移動に反対することができる。この７就業日というという期間は、輸入国の権限ある当局による受領
通知の発給の時点より起算する。例外として、輸出国の権限ある当局が、その国内法の要件により、必
要に応じて輸出者から追加情報を受け取るために７就業日以上必要とする場合には、輸出国の権限ある
当局は、輸出者に対し、７就業日以内に追加の時間が必要である旨通報する。この追加の時間は、輸入
国の権限ある当局による受領通知の発給の時点より起算して３０日以内とする。

（e） ケース１（e）、（f）及び（g）においては、３０日という期間の代わりに７日を適用するが、上記（d）
に記載されている場合には３０日という期間をそのまま適用する。

（f） ケース１（h）、（i）、（j）、（k）及び（l）を適用する。
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（g） 包括的通告を受領した場合には、ケース１（m）には、輸送の期間を３年間までとすることができる
という例外を適用する。右受理の撤回には、ケース１（n）を適用する。

（3）黄級規制手続が適用される廃棄物の返還又は再輸出の義務
関係国の同意が得られている黄級規制手続が適用される廃棄物の越境移動が、不法取引のような理由で、

契約の条件に従って完了することが出来ない場合、輸入国の権限ある当局は、輸出国の権限ある当局に対し
て即時に通報する。輸入国において当該廃棄物が環境上適正な方法で回収されるための代替措置をとること
ができないときは、以下の条項を場合に応じて適用する。

（a） 輸入国から輸出国への返還
輸入国の権限ある当局は、輸出国及び通過国の権限ある当局に対して、特に廃棄物の返還の理由を示し、

その返還について通報する。輸出国の権限ある当局は、当該廃棄物の返還について再認しなければならない。
また、輸出国及び通過国の権限ある当局は、当該廃棄物の返還に反対し、及びその返還を妨害し又は防止し
てはならない。返還は、輸入国が輸出国に対してその旨を通報した時から９０日以内に又は関係加盟国が同
意する他の期間内に行わなければならない。新たな通過国には新たな通告を必要とする。

（b）輸入国から当初の輸出国以外の国への再輸出
黄級規制手続が適用される廃棄物の輸入国からの再輸出は、輸入国における輸出者から関係国への通告の

みならず、当初の輸出国への通告をもなされた後にのみ行うことができる。通告及び規制手続は、Ｄ条（2）
のケース１の関係国の権限ある当局に関する条項を、当初の輸出国の権限ある当局にも当てはめて適用する
ものとする。

（4）通過国からの黄級規制手続が適用される廃棄物の返還の義務
関係国の同意が得られている黄級規定手続が適用される廃棄物の越境移動が、通告書や移動書類の事項と

不一致がある、あるいはその他の不法取引にあたると通過国の権限ある当局が判断した場合には、通過国の
権限ある当局は、輸出国、輸入国及びその他通過国の権限ある当局に対して即時に通報する。

当該廃棄物が環境上適正な方法で回収されるための代替措置をとることができないときは、輸出国の権限
ある当局は、当該廃棄物の返還について再認しなければならない。また、輸出国及び他の通過国の権限ある
当局は、当該廃棄物の返還に反対し、及びその返還を妨害し又は防止してはならない。返還は、通過国が輸
出国に対してその旨を通報した時から９０日以内に又は関係国が同意する他の期間内に行わなければならな
い。

（5）承認された貿易業者に関する規定
（a） 承認された貿易業者は、廃棄物に対し、輸出者ないしは輸入者であることに伴う全責任を負って輸出者

もしくは輸入者として行動しうる。
（b） 第Ⅱ章Ｄ条（2）ケース１（a）で求められている通告書類は、第Ⅱ章Ｄ条（1）（a）に記載されている

適切な契約が整い、すべての関係国において法的に履行可能である旨の、輸入者による署名を添えた宣言
を含む。

（6）交換（Ｒ１２）および集積（Ｒ１３）作業に関する規定
交換（Ｒ１２）又は集積（Ｒ１３）作業のための廃棄物の越境移動には、ケース１の（a）から（j）、（m）

及び（n）を適用する。
（a） 本決定附属書５Ｂに指定されているＲ１２又はＲ１３の回収作業を行う回収施設への廃棄物である場

合、附属書５Ｂに指定されているＲ１からＲ１１のその後の作業を行う又は行いうる回収施設についても
通告書類に記載する。

（b） Ｒ１２又はＲ１３の作業を行う回収施設が廃棄物を受領してから３日以内に、右回収施設は、輸出者及
び輸出入国の権限ある当局に対し、署名のなされた移動書類の写しを一通提出しなければならない。右回
収施設は、移動書類の原本を３年間保管しなければならない。

（c） 可能な限り早急に、遅くともＲ１２又はＲ１３の回収作業の終了後３０日以内、あるいは廃棄物を受領
してから一暦年以内に、Ｒ１２又はＲ１３の作業を行った回収施設は、輸出者及び輸出入国の権限ある当
局に対し、回収完了証明書を、郵送、デジタル署名入り電子メール、郵送に先立つデジタル署名なし電子
メール、もしくは郵送に先立つファックスによって送付しなければならない。

（d） Ｒ１２又はＲ１３の作業を行った回収施設が、輸入国にあるＲ１からＲ１１の作業を行う回収施設へ廃
棄物を輸送した時は、可能な限り早急に、遅くとも廃棄物の輸送後一暦年以内に、当該施設における廃棄
物の回収作業が完了した旨の証明書をＲ１からＲ１１の作業を行う回収施設より受領する。Ｒ１２又はＲ
１３の作業を行った回収施設は、輸入国及び輸出国の権限ある当局に対し、証明書の施設への越境移動で
あることを特定し、当該証明書を送付する。

（e） Ｒ１２又はＲ１３の作業を行う回収施設が、回収目的で次の場所にあるＲ１からＲ１１の回収作業を行
う回収施設へ廃棄物を輸送する時

ⅰ） 当初の輸出国の場合、Ｄ条（2）に基づく新たな通告が必要となる。
  また、
    ⅱ） 当初の輸出国以外の第三国の場合、Ｄ条（3）（b）に基づく新たな通告が必要となる。 

附属書１：
規制する廃棄物の分類
廃棄の経路
Ｙ１ 病院、医療センター及び診療所における医療行為から生ずる医療廃棄物
Ｙ２ 医薬品の製造及び調剤から生ずる廃棄物
Ｙ３ 廃医薬品
Ｙ４ 駆除剤及び植物用薬剤の製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ５ 木材保存用薬剤の製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ６ 有機溶剤の製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ７ 熱処理及び焼戻作業から生ずるシアン化合物を含む廃棄物
Ｙ８ 当初に意図した使用に適用しない廃鉱油
Ｙ９ 油と水又は炭化水素と水の混合物又は乳濁物である廃棄物
Ｙ10 ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）、ポリ塩化テルフェニル（ＰＣＴ）若しくはポリ臭化ビフェニル（ＰＢＢ）
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を含み又はこれらにより汚染された廃棄物質及び廃棄物品
Ｙ11 精製、蒸留及びあらゆる熱分解処理から生ずるタール状の残滓
Ｙ12 インキ、染料、顔料、ラッカー及びワニスの製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ13 樹脂、ラテックス、可塑剤及び接着剤の製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ14 研究開発又は教育上の活動から生ずる同定されていない又は新規の廃化学品であって、人又は環境に及ぼ

す影響が未知のもの
Ｙ15 この条約以外の法的な規制の対象とされていない爆発性の廃棄物
Ｙ16 写真用化学薬品及び現像剤の製造、調合及び使用から生ずる廃棄物
Ｙ17 金属及びプラスチックの表面処理から生ずる廃棄物
Ｙ18 産業廃棄物の処分作業から生ずる廃棄物

次に掲げる成分を含有する廃棄物
Ｙ19 金属カルボニル
Ｙ20 ベリリウム、ベリリウム化合物
Ｙ21 六価クロム化合物
Ｙ22 銅化合物
Ｙ23 亜鉛化合物
Ｙ24 砒素、砒素化合物
Ｙ25 セレン、セレン化合物
Ｙ26 カドミウム、カドミウム化合物
Ｙ27 アンチモン、アンチモン化合物
Ｙ28 テルル、テルル化合物
Ｙ29 水銀、水銀化合物
Ｙ30 タリウム、タリウム化合物
Ｙ31 鉛、鉛化合物
Ｙ32 ふっ化カルシウムを除く無機ふっ素化合物
Ｙ33 無機シアン化合物
Ｙ34 酸性溶液又は固体状の酸
Ｙ35 塩基性溶液又は固体状の塩素
Ｙ36 石綿（粉じん及び繊維状のもの）
Ｙ37 有機りん化合物
Ｙ38 有機シアン化合物
Ｙ39 フェノール、フェノール化合物（クロロフェノールを含む。）
Ｙ40 エーテル
Ｙ41 ハロゲン化された有機溶剤
Ｙ42 ハロゲン化された溶剤を除く有機溶剤
Ｙ43 ポリ塩化ジベンゾフラン類
Ｙ44 ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン類
Ｙ45 この附属書（例えばＹ39及び Y41から Y44 まで）に掲げる物質以外の有機ハロゲン化合物 

附属書２：
有害な特性の表
分類番号：特性
Ｈ１：爆発性
  爆発性の物質又は廃棄物とは、固体又は液体の物質又は廃棄物（又はこれらの混合物）であって、化学反応

によりそれ自体が周囲に対して損害を引き起こすような温度、圧力 及び速度でガスを発生することが可能な
ものをいう。

Ｈ３：引火性の液体
  引火性の液体とは、液体、液体の混合物、固体を溶解した液体又は懸濁液（例えば、塗料、ワニス、ラッカ

ー等が該当するが、危険な特性により他に分類される物質及び廃棄物は、除く。）であって、密閉容器試験に
おいて摂氏六十・五度以下又は開放容器試 験において摂氏六十五・六度以下の温度で引火性の蒸気を発生す
るものをいう（開放法 規試験及び密閉容器試験の結果は、厳密に同じものではないこともあり、また、同一
の試験による個々の結果さえも異なることが多いので、このような相違を考慮に入れるためこれらの数値とは
異なる基準を設けることは、この定義の考え方の許容するところである。）

Ｈ4.1：可燃性の固体
  固体又は固体廃棄物（爆発性に分類されるものを除く。）であって、運搬中に起こることのある条件の下で、

燃焼しやすく又は摩擦により、燃焼を引き起こし若しくは燃焼を助けるもの。
Ｈ4.2：自然発火しやすい物質又は廃棄物
  運搬中における通常の条件の下で自然に発熱することにより又は空気と作用して発熱することにより発火し

やすい物質又は廃棄物
Ｈ4.3：水と作用して引火性のガスを発生する物質又は廃棄物
  水との相互作用により、自然発火しやすくなり又は危険な量の引火性ガスを発生しやすい物質又は廃棄物
Ｈ5.1：酸化性
  それ自体には必ずしも燃焼性はないが、一般的に酸素を発生することにより他の物を燃焼させ又は他の物の

燃焼を助ける物質又は廃棄物
Ｈ5.2：有機過酸化物
  二価の－０－０－構造を含む有機物質又は廃棄物は、発熱を伴う自己加速的な分解を行うことのある熱に対

して不安定な物質である。
Ｈ6.1：毒性（急性）
  えん下し、吸入し又は皮膚接触した場合に、死若しくは重大な傷害を引き起こし又は人の健康を害しやすい
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物質又は廃棄物
Ｈ6.2：病毒をうつしやすい物質
  動物若しくは人に疾病を引き起こすことが知られ若しくは疑われている生きた微生物又はその毒素を含有す

る物質又は廃棄物
Ｈ８：腐食性
  化学作用により、生体組織に接触した場合に重大な傷害を生じ又は漏出した場合に他の物品若しくは運搬手

段に著しい損害を与え若しくはこれらを破壊する物質又は廃棄物（これらの物質又は廃棄物は、他の有害な作
用も引き起こすことがある。）

Ｈ10：空気又は水と作用することによる毒性ガスの発生
  空気又は水との相互作用により、危険な量の毒性ガスを発生しやすい物質又は廃棄物
Ｈ11：毒性（遅発性又は慢性）
  吸入し若しくは摂取し又は皮膚に浸透した場合に、発がん性を含む遅発性又は慢性の影響を及ぼすことのあ

る物質又は廃棄物
Ｈ12：生態毒性
  放出された場合に、生物濃縮により又は生物系に対する毒性作用により、環境に対し即時又は遅発性の悪影

響を及ぼし又は及ぼすおそれのある物質又は廃棄物
Ｈ13： 
  処分の後、何らかの方法により、この表に掲げる特性を有する他の物（例えば浸出液）を生成することが可

能な物
  試験
 ある種の廃棄物がもたらす潜在的な危害は、まだ完全に立証されておらず、このような危害を定量的に明らか
にする試験は、存在しない。当該廃棄物がもたらす人又は環境への潜在的な危害の特性を表す方法を開発するた
め、更に、研究が必要である。標準的な試験は、不純物を含まない物質及び物に関して開発されてきたものであ
る。附属書５．Ａ又は５．Ｂに掲げる処分又は回収が行われる物質が、この附属書に掲げるいずれの特性を示す
かを決定するため、多数の加盟国がこれらの物質について適用することのできる試験を開発してきた。

附属書３：
緑級規制手続が適用される廃棄物のリスト

廃棄物が本リストに記載されているか否かにかかわらず、（a）本決定附属書６の基準を考慮にいれれば、黄級
廃棄物リストへの記載を適当とするに十分なほど当該廃棄物の危険性を増大させる程度にまで他の物質によって
汚染されているもの、あるいは、（b）当該廃棄物の環境保全上適正な回収作業を阻害する程度にまで他の物質に
よって汚染されているものに対しては、緑級規制手続は適用されない。

第１部：
バーゼル条約附属書Ⅸに掲げる廃棄物
本決定の目的のために、
（a） バーゼル条約附属書ⅨにあるリストＡに関する注釈は、本決定附属書４に関する注釈として理解される

ものとする。
（b） バーゼル条約のＢ１０２０中の用語「塊状のもの」には、全ての飛散性を有しない形状の金属スクラッ

プが含まれるものとする。
（c） 「銅の処理から生ずるスラグ」等に関するバーゼル条約のＢ１１００は適用せず、代わりに第２部にあ

るＯＥＣＤのＧＢ０４０を適用するものとする。
  （d）バーゼル条約のＢ１１１０は適用せず、代わりに第２部にあるＯＥＣＤのＧＣ０１０及びＧＣ０２０を適

用するものとする。
（e） バーゼル条約のＢ２０５０は適用せず、代わりに第２部にあるＯＥＣＤのＧＧ０４０を適用するものと

する。
（f） バーゼル条約のＢ３０１０にあるふっ化重合体の廃棄物に関する記載には、ふっ化エチレン重合体及び

共重合体（ＰＴＦＥ）も含むものとする。
第２部：

 次に掲げる廃棄物にも緑級規制手続が適用される。
金属性、非飛散性形態の金属及び合金
ＧＡ３００ 例 ８１１２２０  クロムの廃棄物及びスクラップ
金属の溶解、精錬又は精製に伴い生ずる金属を含む廃棄物
ＧＢ０４０    ７１１２   貴金属又は銅の高度精錬に伴い生ずるスラグ

  ２６２０３０
２６２０９０

金属を含むその他の廃棄物
ＧＣ０１０   金属又は合金のみから成る電気部品
ＧＣ０２０   卑金属又は貴金属の回収に適した電子スクラップ（例えば、プリント配線板、

電子部品、電線等）及び規格外の電子部品
ＧＣ０３０ 例 ８９０８００  解体される船舶及び海上浮体構造物（貨物及び船舶の運航に伴い生ずる物で

あって危険な物質又は廃棄物とされるものを除去したものに限る。）
ＧＣ０４０ 例 ８７０１－０５ 廃自動車（液状の物を除去したものに限る。）

８７０９－１１ 
ＧＣ０５０   使用済みの液体接触分解（ＦＣＣ）触媒（例えば、酸化アルミニウム、ゼオ

ライト）
次の金属性、飛散性形態の金属及び合金
ＧＣ０９０    モリブデン
ＧＣ１００ タングステン
ＧＣ１１０ タンタル
ＧＣ１２０ チタン
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ＧＣ１３０ ニオブ
ＧＣ１４０ レニウム
非飛散性形態のガラスの廃棄物
ＧＥ０２０ 例 ７００１  グラスファイバーの廃棄物

 例 ７０１９３９  
非飛散性形態の陶磁器の廃棄物
ＧＦ０１０    成形後焼成されている陶磁器の廃棄物（セラミック製の容器を含み、使用前

であるか否かを問わない。）
無機物を主成分とし、金属又は有機物を含むおそれのあるその他の廃棄物
ＧＧ０３０ 例 ２６２１  石炭火力発電所から生じる燃え殻及びスラグタップ
ＧＧ０４０ 例 ２６２１  石炭火力発電所から生じる飛灰
ＧＧ１６０   道路の建設や補修から生ずるタールを含まない瀝青物質（アスファルトの廃

棄物）
固形状の廃プラスチック類
ＧＨ０１３   ３９１５３０  塩化ビニルの重合体

例 ３９０４１０－４０
繊維の廃棄物
ＧＪ１４０ 例 ６３１０  廃繊維製カーペット類
食品工業から生ずる廃棄物
ＧＭ１４０ 例 ５００    動物性又は植物性の食用油脂（例 揚油等）
なめし処理、皮革加工又は皮革利用から生ずる廃棄物
ＧＮ０１０ 例 ０５０２００  豚毛、いのししの毛、あなぐまの毛その他ブラシ製造用の獣毛の廃棄物
ＧＮ０２０ 例 ０５０３００ 馬毛の廃棄物（支持物を使用することなく、又は支持物を使用して層状にし

てあるか否かを問わない。）
ＧＮ０３０ 例 ０５０５９０ 羽毛皮その他の羽毛付きの鳥の部分、羽毛及びその部分（縁を整えてあるか

否かを問わない。）並びに鳥の綿毛の廃棄物（単に清浄にし、消毒し又は保
存のために処理したものに限る。）

附属書４：
黄級規制手続が適用される廃棄物

第１部：
バーゼル条約附属書Ⅱ及びⅧに掲げる廃棄物
本決定の目的のために、
（a） バーゼル条約附属書ⅧにあるリストＢに関する注釈は、本決定附属書３に関する注釈として理解される

ものとする。
（b） バーゼル条約のＡ１０１０中の用語「Ｂ表（附属書Ⅸ）に特に掲げるものを除く」は、附属書３の第１

部（b）にあるバーゼル条約のＢ１０２０及びその注釈の両方を言及したものとする。
（c） バーゼル条約Ａ１１８０及びＡ２０６０は適用せず、代わりに附属書３にあるＯＥＣＤのＧＣ０１０、

ＧＣ０２０及びＧＧ０４０を適切な場合には適用する。加盟国はこれらの廃棄物を、附属書３又は４に掲
げられていない廃棄物に関する本決定第Ⅱ章Ｂ条（６）の規定、及び、附属書３の前書きに基づき、規制
することができる。

（d） バーゼル条約のＡ４０５０には、Ｙ３３の無機シアン化合物を含有することから、使用済みのアルミニ
ウムの精錬に用いる電解槽の内張りを含むものとする。シアンが破壊されている場合には、Ｙ３２のふっ
化カルシウムを除く無機ふっ素化合物を含有することから、使用済みの電解槽の内張りは第２部のＡＢ１
２０に該当する。

第２部：
 次に掲げる廃棄物にも黄級規制手続が適用される：
金属を含む廃棄物
ＡＡ０１０   ２６１９００ 鉄鋼の製造に伴い生ずるドロス、スケールその他の廃棄物
ＡＡ０６０   ２６２０５０ バナジウムを含む灰及び残滓
ＡＡ１９０   ８１０４２０ 可燃性若しくは自然発火性を有するもの又は水と作用して危険な量の可

 例 ８１０４３０ 燃性ガスを発生するマグネシウムの廃棄物及びスクラップ
無機物を主成分とし、金属又は有機物を含むおそれのある廃棄物
ＡＢ０３０  シアン化合物を使用しない金属の表面処理に伴い生ずる廃棄物
ＡＢ０７０  鋳物砂
ＡＢ１２０ 例 ２８１２９０ 無機ハロゲン化合物（他に掲げるものを除く。）

 例 ３８２４
ＡＢ１３０  使用済みのブラスト砂
ＡＢ１５０ 例 ３８２４９０ 精製されていない脱硫石膏及び排煙脱硫石膏
有機物を主成分とし、金属又は無機物を含むおそれのある廃棄物
ＡＣ０２０  瀝青物質（アスファルトの廃棄物）（他に掲げるものを除く。）
ＡＣ０６０ 例 ３８１９００ 水圧液体
ＡＣ０７０ 例 ３８１９００ ブレーキ用液体
ＡＣ０８０ 例 ３８１９００ 不凍液
ＡＣ１５０ 例  クロロフルオロカーボン類
ＡＣ１６０  ハロン類
ＡＣ１７０ 例 ４４０３１０ 化学処理されたコルク及び木材の廃棄物
ＡＣ２５０  界面活性剤
ＡＣ２６０ 例 ３１０１ 豚のふん尿
ＡＣ２７０  下水汚泥
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無機物又は有機物を含むおそれのある廃棄物
ＡＤ０９０ 例 ３８２４９０ 複写用又は写真用の化学品又は材料の製造、調合又は使用に伴い生ずる廃棄物 

  （他に掲げるものを除く。）
ＡＤ１００          シアン化合物を使用しないプラスチックの表面処理から生ずる廃棄物
ＡＤ１２０ 例 ３９１４００ イオン交換樹脂

 例 ３９１５
ＡＤ１５０  ろ材として使用された自然由来の有機物（バイオフィルター等）
有機物を主成分とし、金属又は無機物を含むおそれのある廃棄物
ＲＢ０２０  物理化学的に石綿と性状が類似しているセラミックファイバー

附属書５．Ａ：
処分作業
附属書５Ａは、環境保全の観点から適切であるか否かにかかわらず、実際に行われる処分作業の全てのものを含
む。
Ｄ１ 地中又は地上への投棄（例えば、埋立て）
Ｄ２ 土壌処理（例えば、液状又は泥状の廃棄物の土中における生物分解）
Ｄ３ 地中の深部への注入（例えば、井戸、岩塩ドーム又は天然の貯留場所へのポンプ注送が可能な廃棄物の注

入）
Ｄ４ 表面貯留（例えば、液状又は泥状の廃棄物をくぼ地、池又は潟に貯留すること。）
Ｄ５ 特別に設計された処分場における埋立て（例えば、ふたをされ、かつ、相互に及び周囲から隔離されてい

る遮水された区画群に埋め立てること。）
Ｄ６ 海洋を除く水域への放出
Ｄ７ 海洋への放出（海底下への挿入を含む。）
Ｄ８ この附属書において他に規定されていない生物学的処理であって、その結果生ずる最終的な化合物又は混

合物が附属書５Ａに掲げるいずれかの作業方法によって廃棄されることとなるもの。
Ｄ９ この附属書において他に規定されていない物理化学的処理であって、その結果生ずる最終的な化合物又は

混合物が附属書５Ａに掲げるいずれかの作業方法によって廃棄されることとなるもの。（例えば、蒸留、乾
燥、煆焼）

Ｄ10 陸上における焼却
Ｄ11 海洋における焼却
Ｄ12 永久保管（例えば、容器に入れ鉱坑において保管すること。）
Ｄ13 附属書５．Ａに掲げるいずれかの作業に先立つ調合又は混合
Ｄ14 附属書５．Ａに掲げるいずれかの作業に先立つ梱包
Ｄ15 附属書５．Ａに掲げるいずれかの作業が行われるまでの間の保管

附属書５．Ｂ：
回収作業
附属書５．Ｂは、有害廃棄物であると見なされ又は法的に定義されている物であって、この附属書に掲げる作業
が行われなかった場合には、附属書５．Ａに掲げる作業が行われていたはずのものに関する全ての作業を含む。
Ｒ１ 燃料としての利用（直接焼却を除く。）又はエネルギーを得るための他の手段としての利用
Ｒ２ 溶剤の回収又は再生
Ｒ３ 溶剤として利用しない有機物の再生利用又は回収利用
Ｒ４ 金属及び金属化合物の再生利用又は回収利用
Ｒ５ その他の無機物の再生利用又は回収利用
Ｒ６ 酸又は塩基の再生
Ｒ７ 汚染の除去のために使用した成分の回収
Ｒ８ 触媒からの成分の回収
Ｒ９ 使用済みの油の精製又はその他の再利用
Ｒ10 農業又は生態系の改良に役立つ土壌処理
Ｒ11 Ｒ１からＲ１０までに掲げる作業から得られた残滓の利用
Ｒ12 Ｒ１からＲ１１までに掲げる作業に提供するための廃棄物の交換
Ｒ13 附属書５．Ｂに掲げるいずれかの作業のための物の集積

附属書６：
ＯＥＣＤの危険性に基づくアプローチの基準
Ａ） 特性

（1） 通常、その廃棄物は本決定附属書２の有害特性を有しているか。さらに、一以上の加盟国において有害
廃棄物であると法的に定義され又はみなされているかを知ることは有益である。

（2） その廃棄物は典型的に汚染されているか。
（3） その廃棄物の物理的状態はどのようなものか。
（4） 事故的漏洩あるいは管理の不備の際、浄化の困難度はどれぐらいか。
（5） 歴史的価格変動を考慮した際、その廃棄物の経済的価値はどの程度か。

Ｂ） 管理
（6） その廃棄物を回収する技術力は存在しているか。
（7） その廃棄物の越境移動、あるいはそれに伴う回収作業により環境への有害な事故が生じたことがあるか。 
（8） その廃棄物は、定期的に確立された経路によって取引されているか。また、商業分類による証明がある

か。
（9） その廃棄物は有効な一つの、あるいは一連の契約の条件の下で、通常国際間を移動するか。

（10） その廃棄物の再生利用及び回収利用の程度はどれぐらいか。また、その廃棄物の中で回収管理されない
部分の割合はどれぐらいか。
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11） 回収作業から生じる総合的な環境上の利益はどれぐらいか。

附属書７：
加盟国より提供される実用的情報
（1） 権限ある当局：回収作業が行われる廃棄物の越境移動に対して管轄権を有する規制当局の住所、電話番号、

電子メールのアドレス及びファックス番号を記載する。異なる移動の形態により別の権限ある当局があるこ
とが知られている場合（例：通過の場合には、輸出入の場合とは異なる権限ある当局となる場合）にはこれ
も記載する。適用される場合は、国の権限ある当局のコードナンバーも記載する。

（2） 中央連絡先：個人が望む場合には、そこを通じて追加的あるいは補完的情報を得ることができるような通
信窓口の住所、電話番号、電子メールのアドレス、ファックス番号等を提供する。

（3） 受け入れ可能な言語：通告書類を受け取る権限ある当局が理解可能な、輸出者が使用することができる言
語を記載する。

（4） 要求される輸出入地：回収作業が行われる廃棄物の輸送を行う場合、特定の税関を通関してその管轄下に
ある地域から輸出入をしなければならないことが国内法で規定されている場合は、記載する。

（5） 事前の同意が与えられている回収施設：第Ⅱ章Ｄ条（2）のケース２に従って、加盟国がその管理下にあ
る地域内に、特定の廃棄物を受け入れられる一あるいはそれ以上の事前の同意が与えられている回収施設を
有する場合には、それを記載する。施設の所在地、事前の同意の有効期限、受け入れ可能な廃棄物の種類及
び量に関する詳細な情報が判明した時点で記載する。

（6） 分類の相違：本決定Ｂ条（4）の規定に基づき、国のリストにＯＥＣＤ附属書３及び４と異なる分類があ
る場合には、それを記載することを本条項は意味する。

（7） 禁止事項：加盟国の適切な国内法規の下で、輸出入が特に禁止されている廃棄物に関する情報を提供する。 
（8） 契約要件：権限ある当局がその契約について審査するか否かについても含む、輸出者と輸入者の間の契約

に関する要件を記載する。
（9） 書面による同意：加盟国が輸出あるいは輸入の際に書面による同意を必要とする場合には記載する。

（10） 環境上適正な管理に関する情報：廃棄物の環境上適正な管理に関する国内法令の条項に基づく追加的情報
を記載する。

（11） 輸出通告：輸出者の代わりに権限ある当局が輸出通告を行うかを記載する。
（12） 移動書類：輸入国において回収施設により廃棄物が受領された旨記載した、署名入りの移動書類の写しを

受け取ることを通過国が望まない場合は記載する。
（13） 金銭的要件：加盟国が回収される廃棄物の越境移動の際に金銭的保証を要求する場合には、その要件は本

項に特定されることになる。提供される情報には、とりわけ、保証の形態（例：保険条項、銀行の書簡、証
書等）、補償額（もしあれば最低額及び最高額）、廃棄物の量あるいは有害性により補償が異なるのか、補
償される損害を含むものとする。

（14） 関係する国内法規：本決定の条件に関する条項を含む関連する国内法規の引用を記載する。
（15） その他は以下について記載するために使用される：

・本決定と国の条項との相違に関する追加情報
・関連する国内法規の保留修正
・加盟国により適当であると見なされたその他要件及び事項

附属書８：
通告書及び移動書類
Ａ．通告書類に含まれる情報
（1） 移動書類の連番もしくは他の識別番号
（2） 輸出者の氏名、住所、電話番号、ファックス番号、電子メールのアドレス及び連絡責任者
（3） 回収施設の名称、住所、電話番号、ファックス番号、電子メールのアドレス及び適用される技術
（4） 輸入者の氏名、住所、電話番号、ファックス番号及び電子メールのアドレス
（5） 予定される運搬者あるいはその代理人の住所、電話番号、ファックス番号、電子メールのアドレス
（6） 輸出国及び所管の権限ある当局
（7） 通過国及び所管の権限ある当局
（8） 輸入国及び所管の権限ある当局
（9） 個別的通告か包括的通告か。包括的通告である場合、要請された有効期間。

（10） 越境移動開始の予定日
（11） 予定される輸送手段
（12） 適用可能な保険もしくはその他の金銭的保証が、現に有効である、もしくは将来発効することの証明
（13） しかるべきリスト（附属書３又は４の第１部又は２部）への廃棄物の種類の指定及びその記述、各推定

総量、有害特性
（14） 本決定附属書５．Ｂに基づく回収作業の特定
（15） 本決定により要求されている書面による単一あるいは一連の契約、もしくは契約相当の取り決めが存在

することの証明
（16） 輸出者の知る限りにおいて、情報が完全かつ正確であることについての輸出者自身による証明
Ｂ．移動書類に含まれる情報
上記Ａに含まれる全ての情報に以下の情報を加える。
（a） 輸送が開始された日
（b） 運搬者の名称、住所、電話番号、ファックス番号及び電子メールのアドレス
（c） 梱包の形式
（d） 運搬者によって講じられるべき、あらゆる特別な予防措置
（e） 全関係国の権限ある当局から何ら反対が申し立てられていないとの輸出者による宣言。この宣言には輸出

者の署名を必要とする。
（f） 個々の保管の移転に際する適切な署名
Ｃ．推奨される通告及び移動書類の様式（第Ⅰ章パラグラフ３参照）
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注：
 通告及び移動書類は今後、当該Ｃ（９２）３９／ＦＩＮＡＬ修正が最終採択のために理事会に提出される前に
注釈とともに再製される。
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有害廃棄物の移動及びその処分の規制に関する

財団法人交流協会と亜東関係協会との間の取決め

財団法人交流協会（以下「交流協会」という。）及び亜東関係協会は、1972 年 12 月 26 日に締
結した「財団法人交流協会と亜東関係協会との間の在外事務所設置に関する取決め」の第３項

(5)、(7)及び(12)に関連し、「有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバー
ゼル条約」（以下「バーゼル条約」という。）の趣旨に従い、有害廃棄物の日台間の移動及びそ

の処分が適切に行われることを確保するため、次に掲げる事項が確保されるために必要な関係

当局の協力が得られるよう相互に協力することに合意した。

１．この取決めの適用範囲は、バーゼル条約第１条に規定する同条約の適用範囲と同一とする。

２．この取決めの適用上、「有害廃棄物」及び「他の廃棄物」とは、バーゼル条約第１条１及び

２が定めるそれぞれの用語と同一の意義を有する。その他の用語の意義は、バーゼル条約

において当該各用語が規定されている場合には、その用語と同一とする。

３．有害廃棄物又は他の廃棄物の日台間の移動は、次の原則に従って行われる。

（１）有害廃棄物又は他の廃棄物を輸出する場合には、バーゼル条約第６条１が規定する内容

に従い、輸出側の協会から輸入側の協会への書面による事前通告及び輸入側の協会から

輸出側の協会への書面による同意を必要とする。バーゼル条約第６条３が規定する内容

に従い、輸出側の協会が同項に規定される事項を書面により確認するまでは、発生者又

は輸出者は、日台間の移動を開始してはならない。両協会は、右書面による同意の発出

を可能な限り迅速に行うよう努める。

（２）同一の物理的及び化学的特性を有する有害廃棄物又は他の廃棄物が同一の税関を経由し

て同一の処分者に定期的に運搬される場合には、（１）に規定する通告はバーゼル条約第

６条６から同条８までが規定する内容に従い、行うことができる。

（３）有害廃棄物及び他の廃棄物は、バーゼル条約第４条７が規定する内容に従い、梱包され、

表示され、運搬され及び処分される。

（４）輸出許可を得て行われる有害廃棄物又は他の廃棄物の日台間の移動が、その有害廃棄物

及び他の廃棄物について環境上適正な処理がされることを明言する輸出者と処分者との

間の契約の条件に従って完了することができない場合には、バーゼル条約第８条が規定

する内容に従う。

４．両協会は、日台双方の関連法令及び輸出入実績について、それらの法令及び実績にかかる

資料を送付することを含め、定期的に情報交換する。

５．この取決めに明文の定めのない事項については、バーゼル条約の趣旨が尊重される。

６．両協会は、この取決めの円滑な実施のために双方が特に必要と認める場合には、所要の調

整を図るために協議し、必要に応じこの取決めを改正する。

７．この取決めは、２００６年１月１日に効力を生ずるものとし、いずれか一方の協会がこの

取決めを終了させる意思を他方の協会に通告する場合には、当該他方の協会がその通告を受

領した日の後９０日で終了するものとする。終了前に、この取決めにより実施された行為に

如何なる影響をも及ぼすものではない。

本取決めは日本語及び中国語により作成し、双方の代表は、以上の証拠として、２００５年

１２月１日、東京において、これに署名した。

財団法人交流協会代表 服部禮次郎 亜東関係協会代表 羅福全
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特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律概要

＜バーゼル条約＞
・有害廃棄物等の国内処理の原則

・有害廃棄物等を輸出する際の輸入国・通過国への事前通告、同意取得の義務付け

・非締約国との有害廃棄物等の輸出入の禁止

・不法取引が行われた場合等の輸出者による再輸入義務等

・移動書類の携帯等

［国内法の整備］

＜特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律＞

条約附属書に掲げる有害特性を有する廃棄物等若しくは家庭系の廃棄

定 義 物又はこれらに類する有害廃棄物等（廃棄物だけでなく再生資源とし

「特定有害廃棄物等」 て利用される各種金属スクラップ等有価物を含むもの。）として条約

の規定に基づき締約国が指定したもの。

基本的事項の公表 経済産業大臣及び環境大臣は、必要な基本的事項を定め、公表するも

のとする。

（輸出の承認） （輸入の承認）
① 特定有害廃棄物等を輸出しようとする者 ① 特定有害廃棄物等を輸入しようとする者

は、外為法に基づく輸出の承認を受ける。 は、外為法に基づく輸入の承認を受ける。

② 環境大臣は、経済産業大臣から環境汚染 ② 環境大臣は、必要がある場合には、経済

を防止するため特に必要があるものについ 産業大臣に対し意見を述べることができ

て、その申請の写しの送付を受け、環境保 る。

全上支障がない旨の確認を行い、経済産業

大臣に通知する。

③ 経済産業大臣は、環境大臣の通知を受け

た後でなければ①の承認をしてはならない

※ 再生利用等目的輸入事業者が再生利用等

事業者が再生利用等を行うために使用する

目的で特定有害廃棄物等を輸入しようとす

る場合は、輸入の承認を不要とする。

ものとする。

（移動書類）
特定有害廃棄物等を輸出入する場合において、移動書類を携帯して運搬することを義務

付けるとともに、輸入された特定有害廃棄物等の処分が完了した場合等において、その旨

を輸入の相手方、輸出国に通知するものとする。

（措置命令）
① 経済産業大臣及び環境大臣は、必要があると認めるときは、特定有害廃棄物等を輸出した者等

に対し、当該特定有害廃棄物等の回収、処分他の必要な措置をとるべきことを命ずることができ

る。

② 経済産業大臣及び環境大臣は、必要があると認めるときは、特定有害廃棄物等を輸入した者等

に対し、当該特定有害廃棄物等を適正に処分することその他の必要な措置をとるべきことを命ず

ることができる。
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「特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律に基づく特
定有害廃棄物等の範囲等を定める省令（平成30年環境省令第12
号）」の概要

規 制 対 象 外 規 制 対 象

※ 別表５及び６に掲げるもののうち、物質名が特定されていない等の一
部のものについては、別表第７中欄に掲げる試験により、同表下欄に
掲げる性状を示さない場合には非該当となる。

非該当別表３（非対象ﾘｽﾄ）
鉄屑、繊維屑等

６１種類

該当

該当該当

別表５及び６
鉛、ヒ素

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等を
一定以上含むも
の等※

別表４（対象ﾘｽﾄ）

めっき汚泥、鉛蓄電
池、PCB、雑品スク
ラップ 等

６１種類

非該当

以下のいずれかに該当
①リサイクル目的かつOECD
加盟国に向けた輸出

②リサイクル目的の輸入

別表２ （OECD理事会決
定のグリーン対象物）

非該当

該当 該当

規
制
対
象
外

非該当

輸出又は輸入しようとする廃棄物等
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バーゼル条約の規制対象廃棄物の考え方

附属書Ⅰ（廃棄の経路・含有成分） 附属書Ⅲ（有害特性）

経路 (18 経路 ) ・爆発性

・医療行為から生ずる廃棄物 ・腐食性

・有機溶剤の製造に伴う廃棄物等 ・急性毒性

含有成分 (27 種類） ・慢性毒性 等

・ヒ素 ・鉛等

附属書Ⅰ

規 制 対 象

・附属書Ⅰに該当するものであ

って附属書Ⅲの有害特性を有す

るもの

附属書Ⅲ

規制対象の明確化（ ﾘｽﾄ化）

附属書Ⅷ 附属書Ⅸ

（原則規制対象） （原則規制対象外）

鉛蓄電池 鉄屑、貴金属の屑

廃駆除剤 固形プラスチックくず

めっき汚泥 紙屑、繊維くず

廃石綿 ゴムくず 等

シュレッダーダスト 等

＊ 附属書Ⅷに該当する品目であっても附属書Ⅲの有害特性を有しな

いものは規制対象外

＊ 附属書Ⅸに該当する品目であっても有害物質に汚染されている等

により附属書Ⅲの有害特性を有するものは規制対象

＊ なお、附属書Ⅷ又はⅨに掲載されていない物については、従来ど

おり、附属書Ⅰ及びⅢを参照して判断する。
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輸出するときの手続きの流れ
■特定有害廃棄物等を輸出することとなった段階

企業間のやり取り

企業と政府のやり取り

政府間のやり取り

輸出者 輸入者,処分者 

経済産業省 環境省

輸入国,通過国 

税関

輸出者

輸入者

運搬者

処分者

環境省

【輸出手続の流れ】 

① 外為法に基づく輸出承認申請

② 申請書類写し送付

②’環境汚染に係る確認

③ 相手国への通告

④ 回答の受領

⑤ 回答の送付

⑥ 外為法に基づく輸出承認

⑦ 輸出移動書類の交付申請

及び交付

⑦’輸出移動書類写しの送付

⑧ 関税法に基づく輸出申告

⑨ 関税法に基づく輸出許可

⑩ 引渡し及び移動書類携帯の

義務

⑪ 処分完了の通知等

※税関で有害廃棄物でないと主張する場

合、有害性がないことを立証する必要があ

ります。

①

⑧

⑩

⑩

⑩

⑪

⑤

②
③ ④

契約

輸出者

⑪

⑥
②’

■特定有害廃棄物等の輸出の準備が完了し、実際に貨物を運

搬しようとする段階

⑨

経済産業省

⑦

⑦

⑦’
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輸入するときの手続きの流れ

 

輸出者 輸出国

輸入者

経済産業省 環境省

輸出者 輸出国

輸入者

経済産業省

輸入者

輸入者

運搬者

処分者

経済産業省 環境省

【輸入手続の流れ】 

① 移動計画の通告

①’通告関係書類の提出

② 通告の写しの送付

③ 外為法に基づく輸入承認申請

④ 外為法に基づく輸入承認

⑤ 輸入承認の通知

⑥ 同意の回答

⑦ 移動書類

⑧ 輸入移動書類の交付申請

⑨ 輸入移動書類の交付

⑨’輸入移動書類写しの送付

⑩ 関税法に基づく輸入申告

⑪ 関税法に基づく輸入許可

⑫ 引渡し及び両移動書類携帯の

義務

⑬ 処分完了の通知等の送付

⑭ 処分完了の届出

（⑬で送付した通知の写しを送付）

企業間のやり取り

企業と政府のやり取り

政府間のやり取り

※税関で有害廃棄物でないと主張する場

合、有害性がないことを立証する必要があ

ります。

税関

輸出者等

環境省

③

⑧

⑩

⑪

⑫

⑫

⑬

① ⑥
②

⑤

⑦

⑨’

⑭

■特定有害廃棄物等が到着し、輸入、運搬及び処分する段階

■特定有害廃棄物等の輸出が開始された後、輸入申告するまでの

■特定有害廃棄物等を輸入することとなった段階

⑨

①’

契約

④
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認定制度を利用した輸入手続きの流れ

 

輸出者 輸出国

輸入者

経済産業省 環境省

輸出者 輸出国

輸入者

輸入者

輸入者

運搬者

処分者

経済産業省 環境省

【輸入手続の流れ】 

① 移動計画の通告

② 通告の写しの送付

③ 同意の回答

④ 移動書類

⑤ 移動書類の作成（事業者自ら

行うこと）

⑥ 関税法に基づく輸入申告

⑦ 関税法に基づく輸入許可

⑧ 引渡し・移動書類携帯の義務

⑨ 処分完了の通知等の送付

⑩ 年に 1回処分完了等の届出

（⑤で作成した移動書類と⑨で送付

した通知の写しを添付）

企業間のやり取り

企業と政府のやり取り

政府間のやり取り

※税関で有害廃棄物でないと主張する場

合、有害性がないことを立証する必要があ

ります。

税関

輸出者等

⑥

⑦

⑧

⑧

⑨

① ③

②

④

⑩

■特定有害廃棄物等が到着し、輸入、運搬及び処分する段階

■特定有害廃棄物等の輸出が開始された後、輸入申告するまでの

■特定有害廃棄物等を輸入することとなった段階

 

契約

②

⑤
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特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制

に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
等
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施

を
確
保
す
る
た
め
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
の
規
制

に
関
す
る
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
等
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
物
（
船

舶
の
航
行
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
並
び
に
放
射
性
物

質
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
除
く
。
）
を
い
う
。

一

条
約
附
属
書
Ⅳ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
（
以
下
「
処
分
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め

に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
（
条
約
第
十
一
条
に
規
定
す
る
二
国
間
の
、
多
数
国
間
の
又
は
地
域
的
な
協
定

又
は
取
決
め
（
以
下
「
条
約
以
外
の
協
定
等
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
そ
の
輸
出
、

輸
入
、
運
搬
（
こ
れ
に
伴
う
保
管
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
処
分
に
つ
い
て
規

制
を
行
う
必
要
が
な
い
物
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
） 

イ

条
約
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
物
の
う
ち
、
条
約
附
属
書
Ⅲ
に
掲
げ
る
有
害
な

特
性
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
処
分
の
目
的
ご
と
に
、
か

つ
、
輸
出
及
び
輸
入
の
別
に
応
じ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

ロ

条
約
附
属
書
Ⅱ
に
掲
げ
る
物

ハ

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条
約
第
三
条
１
又
は
２
の
規
定
に
よ
り
我

が
国
が
条
約
の
事
務
局
へ
通
報
し
た
物

ニ

条
約
第
三
条
３
の
規
定
に
よ
り
条
約
の
事
務
局
か
ら
通
報
さ
れ
た
物
で
あ

っ
て
、
当
該
通
報
に
係
る
地
域
を
仕
向
地
若
し
く
は
経
由
地
と
す
る
輸
出
又
は

当
該
地
域
を
原
産
地
、
船
積
地
域
若
し
く
は
経
由
地
と
す
る
輸
入
に
係
る
も
の

と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

ホ

条
約
の
締
約
国
で
あ
る
外
国
（
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
「
条
約
締
約
国
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
条
約
第
一
条
１
に
規
定
す
る
有
害
廃
棄
物
と
さ
れ
て
い
る

物
で
あ
っ
て
、
当
該
条
約
締
約
国
を
仕
向
地
又
は
経
由
地
と
す
る
輸
出
に
係
る

も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

二

条
約
以
外
の
協
定
等
に
基
づ
き
そ
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に
つ
い
て

規
制
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
物
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
移
動
書
類
」
と
は
、
条
約
附
属
書
Ⅴ
Ｂ
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
条
約
第
四
条
７

の
移
動
書
類
及
び
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
あ
っ
て
条

約
以
外
の
協
定
等
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
イ
、
ニ
及
び
ホ
の
環
境
省
令
を
定
め
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
基
本
的
事
項
の
公
表
）

第
三
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
条
約
及
び
条
約
以
外
の
協
定
等
（
以
下

「
条
約
等
」
と
い
う
。
）
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
定
め
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に
伴
っ
て
生
ず
る
お
そ

れ
の
あ
る
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
の

実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
の
事
業
を
行
う
者
が
そ

の
事
業
を
適
正
に
行
う
た
め
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
事
項

三

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
の
抑
制
及
び
適
正
な
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
に
国
民
が
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬

及
び
処
分
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
事
項

（
輸
出
の
承
認
）

第
四
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

⒞
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り
、
輸
出
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
そ
の
輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
い
生
ず

る
お
そ
れ
の
あ
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
そ
の
他
の
環
境
の
汚
染
（
以
下
単
に

「
環
境
の
汚
染
」
と
い
う
。
）
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
経
済

産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省

令
で
定
め
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
つ
い
て
前
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
申
請
書
の
写
し
を
環
境
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
申
請
書
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
つ
い
て
環
境
省
令
で
定
め
る
環

境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る

４

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
旨
の
環
境
大
臣
の
通
知
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
第

一
項
の
輸
出
の
承
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
等
）

第
五
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
輸
出
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類

（
以
下
「
輸
出
移
動
書
類
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
を
交
付
し
た
と
き
は
、

当
該
輸
出
移
動
書
類
の
写
し
を
環
境
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
輸
出
移
動

書
類
が
汚
損
さ
れ
、
又
は
失
わ
れ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
前
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
失
わ
れ
た
輸

出
移
動
書
類
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
輸
出
移
動
書
類
を
添
付
し
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

輸
出
移
動
書
類
の
様
式
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
。

（
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
）

第
六
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
が
交
付
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄

物
等
（
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

輸
出
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
」
と
い
う
。
）

の
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
当
該
輸
出
移
動
書
類
を
携
帯
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
を
携
帯
し
て
運
搬
を
行
う
者
は
、
当
該
輸
出

移
動
書
類
に
そ
の
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
日
付
そ
の
他
の
経

済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
署
名
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
当
該
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物

等
に
係
る
輸
出
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
に
つ
い
て
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
法
律
の
政
令
で
定
め
る
規
定
に
よ
る
命
令

が
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
輸
出
移
動
書
類
に
係
る
届
出
）

第
七
条

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次

に
掲
げ
る
場
合
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

輸
出
移
動
書
類
を
添
付
し
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

輸
出
移
動
書
類
に
係
る
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
又
は
運
搬
を
行
わ
な

い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

二

輸
出
移
動
書
類
に
係
る
輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
失
っ
た
と
き
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
八
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
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易
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
第
十
五
条
第
一

項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
同
項
の
認
定
に
係
る
条
約
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲
げ
る
処
分

作
業
（
以
下
「
再
生
利
用
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
目
的
で
、
特
定

有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

環
境
大
臣
は
、
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
前
項
の
承
認
を
行
う
に
際
し
、
事
前
に
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、

必
要
な
説
明
を
求
め
、
及
び
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
輸
入
移
動
書
類
の
交
付
等
）

第
九
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
輸
入
の
承
認
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
承
認
を
受
け
た
者
か
ら
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
の
提
出
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
移
動
書
類
が
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
関
し
条
約
第
六
条

１
の
規
定
に
よ
り
通
告
さ
れ
た
内
容
（
同
条
２
又
は
４
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し

て
同
意
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
条
件
を
付
し
た
も
の
）
と
一
致
す
る
こ
と
を

確
認
の
上
、
速
や
か
に
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
証
明
す
る
文

書
（
以
下
「
輸
入
移
動
書
類
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
又
は
第
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
輸
入
移
動
書
類
と
と
も
に
当
該
輸
入
移
動
書
類
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等

を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
そ
の
引
渡
し
を
受
け
た
者
（
以
下
「
輸
入
移
動
書
類
の
交

付
を
受
け
た
者
等
」
と
い
う
。
）
が
当
該
輸
入
移
動
書
類
を
汚
損
し
、
又
は
失
っ
た
と

き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産

業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
輸
入
移
動
書

類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産

業
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
輸
入
移
動

書
類
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
失
っ
た
輸
入
移
動
書
類
を
回
復
す

る
に
至
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
輸
入
移
動

書
類
を
添
付
し
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

第
五
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
輸
入
移
動
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
九
条
第
一
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
）

第
十
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
移
動
書
類
が
交
付
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄

物
等
（
以
下
「
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
」
と
い
う
。
）
の
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
場

合
は
、
当
該
輸
入
移
動
書
類
を
携
帯
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
移
動
書
類
を
携
帯
し
て
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
者
は
、

当
該
輸
入
移
動
書
類
に
そ
の
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
日
付
そ

の
他
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
署
名
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
場
合
は
、
当
該
輸
入
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
係
る
輸
入
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
そ
の
他
輸
入
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
の
適
正
な
実
施
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
法
律
の
政
令
で
定
め
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
き
。

二

当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て
第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
法
律
の
政
令
で
定
め
る
規
定
に

よ
る
命
令
が
さ
れ
た
と
き
。

４

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
規
定
に
よ

り
、
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
命
令
に
従
っ
て
、
運
搬
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

当
該
輸
入
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
異
な
る
運
搬
を
行
っ
た
と
き
は
、
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届

け
出
て
、
そ
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
移
動
書
類
の
書
換
え
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
譲
渡
等
）

第
十
一
条

輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
譲
り
受
け
、
又
は
引

き
渡
し
、
若
し
く
は
そ
の
引
渡
し
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物

等
に
係
る
輸
入
移
動
書
類
と
と
も
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
移
動
書
類
に
係
る
届
出
）

第
十
二
条

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
経
済

産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
輸
入
移
動
書
類
を
添
付
し

て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
っ
た
と
き
。

二

輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
を
行
わ
な

い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

三

輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
失
っ
た
と
き
。

２

輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
廃
棄
物
（
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
廃
棄

物
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
省
令
」
と
、「
経
済
産
業

大
臣
及
び
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
」
と
す
る
。

（
通
知
）

第
十
三
条

輸
入
移
動
書
類
に
係
る
処
分
を
行
う
者
は
、
当
該
輸
入
移
動
書
類
に
係
る

輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
、
及
び
当
該
輸
入
移
動
書
類
に

記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、

経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
次

に
掲
げ
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
の
相
手
方

二

当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
原
産
地
、
船
積
地
域
又
は
経
由
地
の
権
限
の

あ
る
当
局

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
）

第
十
四
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環

境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
輸
入
の
目
的
が
、
次
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
認
定
に

係
る
再
生
利
用
等
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
輸
入
を
行
お
う
と
す
る
者
が
、
当
該
輸
入
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

者
と
し
て
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

三

当
該
輸
入
及
び
次
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
施
設
へ
の
運
搬
が
、
人
の
健
康
の

保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
の
な
い
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
、
環
境

省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
、

環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
番
号
及
び
代

表
者
の
氏
名

二

前
項
第
三
号
に
係
る
次
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
関
す
る
事
項

三

輸
入
し
よ
う
と
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
種
類
及
び
輸
入
の
方
法

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
を
す
る
も

の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
認
定
は
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ

の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業

大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
が

経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
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６

第
三
項
の
規
定
は
、
第
四
項
の
認
定
の
更
新
及
び
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
同
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
項
各
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
第
五
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省

令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
同
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
第
五
項
若
し
く
は
前
項
の

規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

９

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
及
び
第
五
項
の
認
定
並
び
に
第
四
項

の
認
定
の
更
新
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
）

第
十
五
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業

省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

当
該
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
者
が
、
当
該
再
生
利
用
等
を
的
確
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
者
が
設
置
し
、
又
は
設
置
し
よ
う
と
す
る

当
該
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設
及
び
当
該
施
設
に
お
け
る
当
該
再
生

利
用
等
が
、
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
の
な
い
も
の
と
し

て
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
、

環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
番
号
及
び
代

表
者
の
氏
名

二

再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設

三

再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
種
類
及
び
処
理
の
方
法

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
を
す
る
も

の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
認
定
は
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ

の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５

前
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
二

項
各
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
三
項
の
」
と
、

「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
四
項
」
と
、「
第
三
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
条

第
三
項
中
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る

前
条
第
五
項
の
認
定
並
び
に
第
四
項
の
認
定
の
更
新
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
輸
入
移
動
書
類
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
十
六
条

前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
よ
る
同
項
の
認
定
に
係
る
再
生
利
用

等
に
使
用
す
る
目
的
で
、
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
特
定
有
害
廃
棄

物
等
を
輸
入
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
二
項
前
段
及
び
第
三
項
並
び
に
第

十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。
）
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
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（
措
置
命
令
）

第
十
七
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
又
は
こ

れ
に
伴
う
運
搬
若
し
く
は
処
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

第
十
条
第
一
項

第
九
条
第
三
項

第
九
条
第
二
項
前
段

当
該
輸
入
移
動
書
類

前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
輸
入
移
動
書
類
が

交
付
さ
れ
た

当
該
輸
入
移
動
書
類
を

添
付
し
て
、
遅
滞
な
く

失
っ
た
輸
入
移
動
書
類

前
項
後
段
の
規
定
に
よ

り
輸
入
移
動
書
類
の
再

交
付
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、

輸
入
移
動
書
類
の
交
付

を
受
け
た
者
等

輸
入
移
動
書
類
の
交
付

を
受
け
た
者
等

当
該
輸
入
移
動
書
類

輸
入
移
動
書
類
と
と
も

に 前
項
の
規
定
に
よ
り
輸

入
移
動
書
類
の
交
付
を

受
け
た
者

当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄

物
等
に
係
る
移
動
書
類

第
十
四
条
第
一
項
の
認
定

を
受
け
た
者
に
よ
り
輸
入

さ
れ
た

遅
滞
な
く

失
っ
た
移
動
書
類

前
項
前
段
の
場
合
に
お
い

て
汚
損
し
、
若
し
く
は
失

っ
た
移
動
書
類
と
同
一
の

内
容
の
移
動
書
類
を
入
手

し
た
と
き
、
又
は

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事

業
者
等

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事

業
者
等

当
該
移
動
書
類

当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等

に
係
る
移
動
書
類
と
と
も

に 特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸

入
し
た
第
十
四
条
第
一
項

の
認
定
を
受
け
た
者

第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三

条
、
第
二
十
五
条
第
三
号
及

び
第
二
十
六
条
第
一
号

第
十
二
条
第
一
項

第
十
条
第
五
項
、
第
十
一
条

及
び
第
十
二
条
の
見
出
し

第
十
条
第
四
項

第
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項

輸
入
移
動
書
類

輸
入
移
動
書
類
に
係
る

当
該
輸
入
移
動
書
類

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を

受
け
た
者
等

輸
入
移
動
書
類

当
該
輸
入
移
動
書
類

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を

受
け
た
者
等

輸
入
移
動
書
類

移
動
書
類

移
動
書
類
に
係
る

当
該
再
生
利
用
等
目

的
輸
入
事
業
者
等
が

携
帯
す
る
移
動
書
類

再
生
利
用
等
目
的
輸

入
事
業
者
等

移
動
書
類

当
該
再
生
利
用
等
目

的
輸
入
事
業
者
等
が

携
帯
す
る
移
動
書
類

再
生
利
用
等
目
的
輸

入
事
業
者
等

移
動
書
類
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輸
出
等
」
と
い
う
。
）
が
こ
の
法
律
の
規
定
又
は
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
四
十

八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
そ
の
他
の
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
輸
出
等
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活

環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特

定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
た
者
又
は
輸
出
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を

行
う
者
若
し
く
は
そ
の
排
出
者
等
（
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
排
出
し
た
者
を
い

い
、
そ
の
者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
所

有
し
、
又
は
管
理
し
て
い
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
当
該
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
出
等
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
責
め
に
帰
す
る
事
由

が
あ
る
も
の
に
対
し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
回
収
又
は
適
正
な
処
分
の
た
め

の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
等
の
適
正
な
実
施
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
法
律
の
政
令
で
定
め
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
廃
棄
物
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
次
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入

等
」
と
い
う
。
）
が
こ
の
法
律
の
規
定
又
は
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
そ
の
他
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

輸
入
等
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄

物
等
を
輸
入
し
た
者
又
は
輸
入
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
若
し
く
は
処
分

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
適
正
な
処
分
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
輸
入
等
の
適
正
な
実
施
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
法
律
の
政

令
で
定
め
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
報
告
徴
収
）

第
十
八
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
た
者
、
輸
出
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
運
搬
を
行
う
者
又
は
そ
の
排
出
者
等
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
た
者
、
輸
入
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
若

し
く
は
処
分
を
行
う
者
又
は
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定

を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
十
九
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
た
者
、
輸
出
さ
れ
た
特
定

有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を
行
う
者
又
は
そ
の
排
出
者
等
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所

に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、

又
は
検
査
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を

収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

そ
の
職
員
に
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
た
者
、
輸
入
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
運
搬
若
し
く
は
処
分
を
行
う
者
又
は
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
検
査
の
た
め
に
必
要

な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
の
権
限
は
、
犯

罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
）

第
二
十
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
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二

輸
出
移
動
書
類
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

四

輸
入
移
動
書
類
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

五

輸
入
移
動
書
類
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六

第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

七

第
十
四
条
第
五
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

八

第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

九

第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
第
五
項
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

十

第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
移
動
書
類
の
書

換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
一
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
、
審
査
請
求
人
に
対
し
、
相
当
な

期
間
を
お
い
て
予
告
を
し
た
上
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
が
公

開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当

該
事
案
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条

の

規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
項
の
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

か
ら
第
五
項

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ

れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
条
約
附
属
書
Ⅰ
若
し
く
は
条
約
附
属
書
Ⅱ
に

掲
げ
る
物
、
条
約
附
属
書
Ⅲ
に
掲
げ
る
特
性
又
は
処
分
が
条
約
の
定
め
る
手
続
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
場
合
の
経
過
措
置
そ
の
他
の
条
約
等
の
実
施
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
必
要
な
規
定
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
三
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
）

第
二
十
四
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
二
十
五
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
五
条
第
三
項
前
段
又
は
第
九
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第

十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
六
条
第
二
項
又
は
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
輸
出
移
動
書
類
又

は
輸
入
移
動
書
類
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
若
し
く
は
第

十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
の
記
載
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、

又
は
署
名
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
署
名
を
し
た
者

四

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

五

第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

47



第
二
十
六
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
条
第
四
項
、
第
七
条
、
第
九
条
第
三
項
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
届
出
を
し
、
又
は
輸
出
移
動
書
類
若
し
く
は
輸
入

移
動
書
類
を
添
付
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
輸
出
移
動
書
類
若
し
く
は
虚
偽
の
輸

入
移
動
書
類
を
添
付
し
た
者

二

第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
通
知
を
し
た
者

第
二
十
七
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
三
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き

は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科

す
る
。附

則

（
平
成
四
年
十
二
月
十
六
日
法
律
第
百
八
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
（
平
成
五
年
一

二
月
一
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
法
律
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
条
の
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
の
承
認
の
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
特
定

有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と

い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後

の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い

う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
と
み
な
す
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
輸
入
さ
れ
た
旧
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特

定
有
害
廃
棄
物
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
特
定
有
害
廃
棄
物
等
」

と
い
う
。
）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
法
第
八
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
が

輸
入
し
よ
う
と
す
る
当
該
承
認
に
係
る
旧
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
う
ち
、
新
法
第
二

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
新
特
定
有
害
廃
棄
物
等
」
と
い
う
。
）
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
特
定

有
害
廃
棄
物
等
と
み
な
す
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
法
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定

は
、
新
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
う
ち
、
旧
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
輸
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経

過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の

施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施

行
令

（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）

内
閣
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法

律
第
百
八
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
十
条
第
三
項
第
一
号
、
第
十
四
条
及
び
第
十
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
船
舶
の
航
行
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
）

第
一
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
船
舶
の
航
行
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
は
、

次
に
掲
げ
る
物
と
す
る
。

一

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
油
又
は
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
有

害
液
体
物
質
等
で
あ
っ
て
、
輸
送
活
動
、
漁
ろ
う
活
動
そ
の
他
の
船
舶
の
通
常
の

活
動
に
伴
い
生
ず
る
不
要
な
も
の

二

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す

る
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、
船
舶
内
に
あ
る
船
員
そ
の
他
の
者
の
日
常
生
活
に
伴
い
生

ず
る
も
の
又
は
輸
送
活
動
、
漁
ろ
う
活
動
そ
の
他
の
船
舶
の
通
常
の
活
動
に
伴
い

生
ず
る
も
の

（
条
約
以
外
の
協
定
等
に
基
づ
き
規
制
を
行
う
必
要
が
な
い
物
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
の

回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
決

定
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
理
事
会
決
定
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
我
が
国
が
規

制
を
行
う
必
要
が
な
い
物
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
物
と
す
る
。

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
環
境
省
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣

に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
条
約
以
外
の
協
定
等
に
基
づ
き
規
制
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
物
）

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
理
事
会
決
定
に
基
づ
き

我
が
国
が
規
制
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
物
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
物
と
す
る
。

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
環
境
省
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣

に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
法
律

の
規
定
）

第
四
条

法
第
十
条
第
三
項
第
一
号
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
別
表
第
一
の
二
の
項
か
ら
四
の
項
ま
で
の
中
欄
に

掲
げ
る
法
律
と
し
、
同
号
の
政
令
で
定
め
る
規
定
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
法
律

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
規
定
と
す
る
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
）

第
五
条

法
第
十
四
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
第
八
条
第
三
号
に
お
い
て
「
輸

入
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、
五
年
と
す
る
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
証
の
交
付
）

第
六
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
、
同
条
第

四
項
の
認
定
の
更
新
又
は
同
条
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業

省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
証
の
再
交
付
）

第
七
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
証
を
汚
損

し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
証
の
返
納
）
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第
八
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
認
定
証
（
第
四
号
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、
回
復
し
た
認
定
証
）
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
返
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と

き
。

二

法
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
（
同
条
第
四
項
の
認
定
の
更
新
又
は
同
条
第
五
項

の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
。

三

輸
入
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

四

前
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
失
っ

た
認
定
証
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
）

第
九
条

法
第
十
五
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
（
第
十
二
条
第
三
号
に
お
い
て

「
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、
五
年
と
す
る
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
証
の
交
付
）

第
十
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
、
同
条
第

四
項
の
認
定
の
更
新
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
四

条
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
証
の
再
交
付
）

第
十
一
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
証
を
汚

損
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
証
の
返
納
）

第
十
二
条

第
十
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
認
定
証
（
第
四
号

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
回
復
し
た
認
定
証
）
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
返

納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二

法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
（
同
条
第
四
項
の
認
定
の
更
新
又
は
同
条
第
五
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
含

む
。
）
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
。

三

再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

四

前
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
失
っ

た
認
定
証
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
等
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
法
律
の
規
定
）

第
十
三
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲

げ
る
法
律
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
規
定
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
法
律
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
規
定
と
す
る
。

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
等
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
法
律
の
規
定
）

第
十
四
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
別
表
第
三
の
中
欄
に
掲

げ
る
法
律
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
規
定
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
法
律
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
規
定
と
す
る
。

（
手
数
料
）

第
十
五
条

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
別
表
第
四
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
者
が
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
同
表
の
第
三
欄
に
定
め
る
金
額
（
電
子
申
請

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
申
請
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
表
の
第
四
欄
に
定
め
る
金
額
）
と
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
十
三
条
関
係
）

四 三 二 一

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
） 

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
三
百

三
号
）

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
） 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
） 

法
律

第
十
一
条
第
二
項
（
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る

貯
蔵
及
び
導
管
に
よ
る
輸
送
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
条
の
六

第
一
項
（
高
圧
ガ
ス
の
販
売
に
係
る
貯
蔵
及
び

導
管
に
よ
る
輸
送
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

二
十
三
条
又
は
第
二
十
五
条

第
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
五

条
の
二
又
は
第
十
六
条

第
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
条
第
二
項
又
は
第

二
十
七
条
の
二

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
二

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
四
条

第
十
二
項
、
第
十
四
条
の
四
第
十
二
項
又
は
第

十
九
条
の
三
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で

規
定

五 四 三 二 一

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

高
圧
ガ
ス
保
安
法

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

火
薬
類
取
締
法

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律

法
律

第
三
十
九
条
第
三
項
又
は
第
四
十
条

第
三
十
九
条

第
十
五
条
の
三

第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項

（
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な

応
急
の
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

第
十
九
条
の
三
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で

規
定
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別
表
第
三
（
第
十
四
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
十
五
条
関
係
）

四 三 二 一

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

高
圧
ガ
ス
保
安
法

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

火
薬
類
取
締
法

法
律

第
三
十
九
条
第
三
項
又
は
第
四
十
条

第
三
十
九
条

第
十
五
条
の
三

第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
（
災
害

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な
応
急
の
措
置

に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

規
定

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一

法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

移
動
書
類
の
書
換
え
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
四
条
第
五
項
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
又
は

そ
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

法
第
十
四
条
第
五
項
の
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
者

法
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
又
は

そ
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

輸
入
移
動
書
類
の
書
換
え
を
受
け

よ
う
と
す
る
者

輸
入
移
動
書
類
の
再
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者

輸
出
移
動
書
類
の
再
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者

輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者

一
万
七
千
五
百
円

四
万
三
千
五
百
円

二
十
万
三
千
八
百
円

二
万
七
千
九
百
円

三
万
八
千
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
七
百
円

一
万
六
千
七
百
円

九
千
七
百
円

一
万
二
千
円

金
額

一
万
五
千
七
百
円

三
万
七
千
百
円

十
九
万
七
千
三
百
円

二
万
千
七
百
円

三
万
千
九
百
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
三
百
円

一
万
五
千
三
百
円

八
千
三
百
円

一
万
六
百
円

電
子
申
請
に
よ
る
場

合
に
お
け
る
金
額

53



特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則

（
平
成
五
年
総
理
府
・
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八

号
）
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

（
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
地
域
）

第
一
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
地
域
は
、
別
表
第

一
の
中
欄
に
掲
げ
る
地
域
と
す
る
。

（
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
）

第
二
条

法
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
特
定
有
害
廃
棄

物
等
は
、
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
（
同

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

環
境
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
が
輸
出
を
し
よ
う
と
す
る
当
該
確
認
に
係
る
も
の
及

び
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
範
囲
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
三
十
年
環
境
省
令
第
十
二
号
）
第
五
条
に

規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
輸
出
移
動
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
三
条

法
第
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該

輸
出
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
日
付
、
運
搬
を
開
始
し
た
日
付
及
び

運
搬
手
段
と
す
る
。

（
輸
出
移
動
書
類
に
係
る
届
出
）

第
四
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、

法
第
七
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
届
出
書

に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
移
動
書
類
及
び
移
動
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
五
条

法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
運
搬
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受

け
た
日
付
、
運
搬
を
開
始
し
た
日
付
及
び
運
搬
手
段
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
処
分
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け

た
日
付
及
び
量
並
び
に
処
分
を
予
定
し
て
い
る
日
付
又
は
行
っ
た
日
付
及
び
処
分
の

方
法
と
す
る
。

（
輸
入
移
動
書
類
に
係
る
届
出
）

第
六
条

輸
入
移
動
書
類
（
当
該
輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が

廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
一
項
の
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
法
第
十
二
条
第
一

項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
第
八
条
第

一
項
に
定
め
る
様
式
第
四
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め
る
様
式
第
五
に
よ
る
通
知
書
の

写
し
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
七
条

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
が
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
若
し

く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
、
又
は
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
が
移
動
書

類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
若
し
く
は
処
分
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な

っ
た
と
き
若
し
く
は
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
失
っ
た
と
き
は
、
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様
式
第
三
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
知
）

第
八
条

輸
入
移
動
書
類
又
は
移
動
書
類
に
係
る
処
分
を
行
う
者
は
、
正
当
な
事
由
の

な
い
限
り
、
当
該
輸
入
移
動
書
類
又
は
当
該
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
が
携

帯
す
る
移
動
書
類
（
こ
の
条
に
お
い
て
「
輸
入
移
動
書
類
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
輸

入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
日
か
ら
三
営
業
日
以
内
に
、
様
式
第
四

に
よ
る
通
知
書
に
よ
り
、
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
引
渡

し
を
受
け
た
こ
と
を
確
認
す
る
署
名
を
行
っ
た
当
該
輸
入
移
動
書
類
等
の
写
し
を
添

付
し
て
、
法
第
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

輸
入
移
動
書
類
又
は
移
動
書
類
に
係
る
処
分
を
行
う
者
は
、
正
当
な
事
由
の
な
い

限
り
、
当
該
輸
入
移
動
書
類
等
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
輸
入
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
処
分
を
行
っ
た
日
以
後
速
や
か
に
、
遅
く
と
も
当
該
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、

様
式
第
五
に
よ
る
通
知
書
に
よ
り
、
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
か

つ
、
処
分
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
署
名
を
行
っ
た
当
該
輸
入
移
動
書
類
等
の
写
し
を

添
付
し
て
、
法
第
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
者
は
、
そ
の
通
知
書
の
写
し
（
輸
入
移
動
書

類
又
は
移
動
書
類
の
写
し
を
含
む
。
）
を
、
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
を
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

第
九
条

法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
知
識

及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て

行
う
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

三

当
該
輸
入
を
行
お
う
と
す
る
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

法
、
廃
棄
物
処
理
法
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
法
令
で
別
表

第
二
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く
処
分
若
し
く
は
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
七
号
。
第
三
十
二
条
の
三
第
七
項
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
二
百
四
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
二
、
第
二

百
二
十
二
条
若
し
く
は
第
二
百
四
十
七
条
の
罪
若
し
く
は
暴
力
行
為
等
処
罰

ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
の
罪
を
犯
し
、
罰
金
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ

法
第
十
四
条
第
八
項
（
法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
又
は
廃
棄
物
処
理

法
第
七
条
の
四
第
一
項
（
同
項
第
四
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第

二
項
若
し
く
は
同
法
第
十
四
条
の
三
の
二
第
一
項
（
同
項
第
四
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
四
条
の
六
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消

さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ニ

当
該
申
請
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実

な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者

（
輸
入
及
び
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
施
設
へ
の
運
搬
の
基
準
）

第
十
条

法
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
は
、
次
の
よ
う
に
行
う
こ
と
。

イ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

運
搬
に
伴
う
悪
臭
、
騒
音
又
は
振
動
に
よ
っ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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ハ

運
搬
車
、
運
搬
船
及
び
運
搬
容
器
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
飛
散
し
、
及

び
流
出
し
、
並
び
に
悪
臭
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
の
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
周
囲
に
囲
い
（
保
管
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
荷

重
が
直
接
当
該
囲
い
に
か
か
る
構
造
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
荷
重
に

対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

ロ

保
管
の
場
所
か
ら
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に

浸
透
し
、
並
び
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ハ

騒
音
又
は
振
動
に
よ
っ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
性
状
、
数
量
又
は
運

搬
の
方
法
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
人
の
健
康
の
保
護
及
び
環
境
保
全
上
の
支
障

が
無
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
目
的
の
輸
入
に
際
し
て
他
の
法
令
に
基
づ
く
行

政
庁
の
許
可
、
認
可
、
承
認
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
許
可
等
」

と
い
う
。
）
を
必
要
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
等
を
得
て
い
る
こ
と
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
）

第
十
一
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

輸
入
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
再
生
利

用
等
事
業
者
の
認
定
証
の
写
し
及
び
当
該
認
定
を
受
け
た
再
生
利
用
等
事
業
者

と
の
輸
入
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
再
生
利
用
等
に
関
す
る
契
約
書
又

は
そ
れ
に
相
当
す
る
書
類

二

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は
寄
付
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明

書
三

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し

四

申
請
者
が
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ

と
を
誓
約
す
る
書
面

五

過
去
に
法
第
八
条
の
経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
及
び
当
該
承
認
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
直
前
三
年
間
の
輸
入
実
績
又

は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
行
為
の
業
務
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

六

当
該
申
請
に
係
る
輸
入
の
事
業
の
開
始
に
要
す
る
資
金
の
総
額
及
び
そ
の
資
金

の
調
達
方
法
を
記
載
し
た
書
類

七

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
当
該
法
人
設
立
の
日
以
後
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
） 

八

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
に
関
す
る
調
書

九

当
該
申
請
に
係
る
輸
入
事
業
計
画
書
（
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
） 

十

当
該
申
請
に
係
る
運
搬
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

十
一

当
該
申
請
に
係
る
運
搬
を
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
運

搬
を
行
う
者
の
名
簿
及
び
当
該
運
搬
を
行
う
者
が
前
条
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

十
二

認
定
に
係
る
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
他
の
法
令
に
基

づ
く
行
政
庁
の
許
可
等
を
得
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
等
を
得
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十
三

そ
の
他
法
第
十
四
条
第
一
項
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
認
定
の
参
考
と
な
る
書
類
及
び
図
面

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
の
更
新
の
申
請
）

第
十
二
条

法
第
十
四
条
第
四
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
認

定
の
有
効
期
間
満
了
の
日
六
十
日
前
ま
で
に
、
前
条
第
一
項
の
申
請
書
に
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
、
認
定
証
及
び
認
定
に
係
る
実
績
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付

し
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）
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第
十
三
条

法
第
十
四
条
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

七
に
よ
る
申
請
書
に
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
に
規
定
す

る
認
定
証
及
び
当
該
変
更
に
係
る
第
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
十
四
条

法
第
十
四
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
番
号
及
び
代

表
者
の
氏
名

二

輸
入
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
の
方
法

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
廃
止
の
届
出
）

第
十
五
条

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
は
、
そ
の
認
定
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
八
に
よ
る

届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
十
六
条

法
第
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
当
該
変
更
の
日
か

ら
十
日
（
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
日
）
以
内
に
、

様
式
第
九
に
よ
る
届
出
書
に
当
該
変
更
に
係
る
第
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
証
）

第
十
七
条

令
第
六
条
に
規
定
す
る
認
定
証
の
様
式
は
、
様
式
第
十
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

前
項
の
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境

大
臣
に
提
出
し
、
認
定
証
の
書
替
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
の
認
定
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
十
八
条

令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
の
申
請
は
、
様
式
第
十
二
に
よ
る
申
請

書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
認
定
証
が
汚
損
さ
れ
た
た
め
に
再
交
付
の
申
請
を
行
う
と
き
は
、
当
該
認
定

証
を
当
該
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
十
九
条

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
は
、
毎
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
そ
の

前
年
に
お
け
る
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
及
び
運
搬
に
関
し
、

当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
再
生
利
用
等
事
業
者
ご
と
に
様
式
第
十
三
に
よ
る

報
告
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
輸
入
し
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
有
害
廃
棄
物
の
国

境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
以
下
「
条
約
」

と
い
う
。
）
第
六
条
１
の
規
定
に
よ
る
通
告
の
書
面
の
写
し
及
び
当
該
特
定
有
害
廃
棄

物
等
に
係
る
移
動
書
類
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

第
二
十
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
知
識
及
び
技
能
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る

経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

三

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
自
ら
行
う
者
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
。

イ

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

法
、
廃
棄
物
処
理
法
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
法
令
で
別
表

第
二
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く
処
分
若
し
く
は
暴
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力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
又

は
刑
法
第
二
百
四
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
二
、
第

二
百
二
十
二
条
若
し
く
は
第
二
百
四
十
七
条
の
罪
若
し
く
は
暴
力
行
為
等
処

罰
ニ
関
ス
ル
法
律
の
罪
を
犯
し
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ

法
第
十
四
条
第
八
項
（
法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
廃
棄
物
処
理
法
第

七
条
の
四
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
二
項
若
し

く
は
同
法
第
十
四
条
の
三
の
二
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
若

し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
四
条
の
六
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十

三
号
）
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消

し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ニ

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者

（
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設
及
び
当
該
施
設
に
お
け
る
当
該
再
生
利
用
等

の
基
準
）

第
二
十
一
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設
及
び
再
生
利
用
等
が
次

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

自
重
、
積
載
荷
重
そ
の
他
の
荷
重
、
地
震
力
及
び
温
度
応
力
に
対
し
て
構
造

耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
。

ロ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及
び
残
さ
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
排
ガ
ス
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
施
設
に
お
い
て
使
用

す
る
薬
剤
等
に
よ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
及
び
施
設
等
の
腐
食
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
飛
散
及
び
流
出
並
び
に
悪
臭
の
発
散
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
構
造
の
も
の
で
あ
り
、
又
は
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

ニ

著
し
い
騒
音
及
び
振
動
を
発
生
し
、
周
囲
の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ホ

施
設
か
ら
排
ガ
ス
等
を
排
出
す
る
場
合
は
、
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

ヘ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
受
入
設
備
及
び
処
理
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
貯
留
設
備
が
、
施
設
の
処
理
能
力
に
応
じ
、
十
分
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ト

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
保
管
は
、
周
囲
に
囲
い
（
保
管
す
る
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
荷
重
が
直
接
当
該
囲
い
に
か
か
る
構
造
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
荷
重
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら
れ
て

い
る
場
所
で
行
う
こ
と
。

チ

イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
性
状
、
数

量
、
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
の
方
法
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
、
人
の
健
康
の
保

護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
に
際
し
て
、
他
の
法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
許

可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
等
を
得
て
い
る
こ
と
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
）

第
二
十
二
条

法
第
十
五
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
十
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

２

法
第
十
五
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
計
画

イ

事
業
計
画
の
概
要

ロ

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
の
内
容
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

⑴

再
生
利
用
等
を
行
う
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
種
類
、
性
状
及
び
予
定
輸
入

数
量

⑵

再
生
利
用
等
の
方
法
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⑶

再
生
利
用
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
再
生
品
」
と
い
う
。
）
の

種
類
及
び
性
状

ハ

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
に
係
る
事
務
所
及
び
事
業
場
の
所
在
地

ニ

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
他
の
法
令
に
基
づ
く

行
政
庁
の
許
可
等
を
得
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
等
に
係
る
事
業

の
範
囲
又
は
施
設
の
種
類

ホ

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
の
用
に
供
す
る
全
て
の
施
設
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
事
項

⑴

施
設
の
設
置
の
場
所

⑵

施
設
の
種
類

⑶

施
設
の
処
理
能
力

⑷

施
設
の
位
置
及
び
構
造

⑸

施
設
の
維
持
管
理
の
方
法

二

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
う
特
定
有
害
廃
棄
物
等
及
び
再
生
品
の
性

状
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
に
伴
い
生
ず
る
も
の
（
再
生
品
を
除
く
。
）
の
種

類
、
性
状
、
数
量
及
び
処
理
方
法
を
記
載
し
た
書
類

四

申
請
者
が
当
該
施
設
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
（
所
有
権
を
有
し
な
い
場
合
に

は
、
当
該
施
設
を
使
用
す
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
）
を
証
す
る
書
類

五

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明

書
六

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し

七

申
請
者
が
第
二
十
条
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を

誓
約
す
る
書
面

八

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
当
該
法
人
設
立
の
日
以
後
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
） 

九

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
に
関
す
る
調
書

十

法
第
八
条
に
基
づ
き
輸
入
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
再
生
利
用
等
の
直
前

三
年
間
の
実
績
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
処
理
の
実
績
を
示
す
書
類

十
一

当
該
申
請
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
の

直
前
三
年
間
の
実
績
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
処
理
の
実
績
を
示
す
書
類

十
二

当
該
申
請
に
係
る
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設
の
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
構
造
図
、
処
理
工
程
図
、
設
計
計
算
書
及
び
当
該
施
設

の
付
近
の
見
取
図

十
三

施
設
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
、
排
ガ
ス
中
の
ば
い
煙
量
及
び
ば
い
煙
濃

度
並
び
に
排
水
の
汚
染
状
態
（
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三

十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
汚
染
状
態
を
い
う
。
）
を
記
載
し
た
書
類

十
四

認
定
に
係
る
再
生
利
用
等
に
関
す
る
他
の
法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
許
可
等

を
得
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
等
を
得
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十
五

そ
の
他
法
第
十
五
条
第
一
項
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
認
定
の
参
考
と
な
る
書
類
及
び
図
面

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
の
更
新
の
申
請
）

第
二
十
三
条

法
第
十
五
条
第
四
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

認
定
の
有
効
期
間
満
了
の
日
前
六
十
日
ま
で
に
前
条
第
一
項
の
申
請
書
に
同
条
第
二

項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
四
条

法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第

五
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
五
に
よ
る
申
請
書
に
令

第
十
条
に
規
定
す
る
認
定
証
及
び
当
該
変
更
に
係
る
第
二
十
二
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
二
十
五
条

法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第

五
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

59



一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
番
号
及
び
代

表
者
の
氏
名

二

再
生
利
用
等
を
行
お
う
と
す
る
施
設
の
構
造
並
び
に
再
生
利
用
等
を
行
お
う
と

す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
種
類
及
び
処
理
の
方
法
で
あ
っ
て
、
人
の
健
康
の
保

護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
な
い
も
の

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
廃
止
の
届
出
）

第
二
十
六
条

再
生
利
用
等
事
業
者
は
、
そ
の
認
定
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
十
六
に
よ
る
届
出

書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
二
十
七
条

法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
当
該
変
更
の
日
か
ら
十
日
（
登
記
事
項
証
明

書
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
日
）
以
内
に
、
様
式
第
十
七
に
よ
る
届
出

書
に
当
該
変
更
に
係
る
第
二
十
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
経

済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
証
）

第
二
十
八
条

令
第
十
条
に
規
定
す
る
認
定
証
は
、
様
式
第
十
八
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
法
第
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
行
っ
た
と
き
は
、

様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
、
当
該
変

更
に
係
る
認
定
証
の
書
替
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
事
業
者
の
認
定
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
九
条

令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
様
式
第
二

十
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
認
定
証
が
汚
損
さ
れ
た
た
め
に
再
交
付
の
申
請
を
行
う
と
き
に
は
、
当
該
認

定
証
を
当
該
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
動
書
類
に
係
る
届
出
）

第
三
十
条

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
読
み
替
え
後
の
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
毎
年
二
月
二
十
八
日

ま
で
に
、
そ
の
前
年
に
お
け
る
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
再
生
利
用

等
に
関
し
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
（
再

生
利
用
等
を
行
っ
た
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
他
の
再
生
利
用
等
事
業
者
に
搬
出

し
た
場
合
に
は
、
当
該
他
の
再
生
利
用
等
事
業
者
を
含
む
。
）
ご
と
に
様
式
第
二
十
一

に
よ
る
報
告
書
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
再
生
利
用
等
を
行
っ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
様
式
第
四
に
よ
る
通
知
書
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
様
式
第
五

に
よ
る
通
知
書
及
び
移
動
書
類
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
三
十
一
条

法
第
十
九
条
第
三
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
二
十
二
の
と
お
り

と
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
九
条
、
第
二
十
条
関
係
）

附

則

（
略
）

様
式
第
一
～
様
式
第
二
十
二

（
略
）

二 一

前
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
地

域
以
外
の
地
域

経
済
協
力
開
発
機
構
の
我

が
国
以
外
の
加
盟
国

地
域

全
て
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等

条
約
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
る
鉛
蓄
電
池
（
破
砕
さ
れ
て
い
る
か

否
か
を
問
わ
な
い
。
） 

条
約
附
属
書
Ⅳ
Ａ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等

特
定
有
害
廃
棄
物
等

九 八 七 六 五 四 三 二 一

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）

振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）

悪
臭
防
止
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）

水
質
汚
濁
防
止
法

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

三
十
六
号
）

騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
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特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
範
囲
等
を
定
め
る
省
令

（
平
成
三
十
年
六
月
十
八
日

環
境
省
令
第
十
二
号
）

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
二
号
）
及
び
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制

に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
三
十
年
政
令
第
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
）
及
び
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸

出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規

制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
範
囲
等
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に

よ
る
。

（
理
事
会
決
定
に
基
づ
き
我
が
国
が
規
制
を
行
う
必
要
が
な
い
物
）

第
二
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
物
は
、
我
が
国
か
ら
経
済

協
力
開
発
機
構
の
我
が
国
以
外
の
加
盟
国
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
我
が
国
に
経
済
協
力

開
発
機
構
の
我
が
国
以
外
の
加
盟
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ

ル
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
と
し
て

別
表
第
一
の
二
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

別
表
第
二
中
欄
に
掲
げ
る
も
の

二

経
済
協
力
開
発
機
構
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動

の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
決
定
第
Ⅱ
章
Ｄ
⑴
（c）
に
基
づ
く
分
析
試
験
（
第
四
条

第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
分
析
試
験
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
重
量
が
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
以

下
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
」
と
い
う
。
）
を
五
十
ｐ
ｐ
ｍ
（
百
万
分
率
）
以
上
含
む
も
の
を
除

く
。
） 

（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
範
囲
）

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
環
境
省
令
で
定
め
る
物
の
う
ち
輸
出
に
係
る

も
の
は
、
別
表
第
三
中
欄
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
別
表
第
四
中
欄
、
別
表
第
五
上
欄
若
し
く
は
別
表
第
六
上
欄
に
掲
げ
る
物
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
（
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
本
文
の
政
令
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

第
四
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
環
境
省
令
で
定
め
る
物
の
う
ち
輸
入
に
係
る

も
の
は
、
別
表
第
三
中
欄
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
別
表
第
四
中
欄
、
別
表
第
五
上
欄
若
し
く
は
別
表
第
六
上
欄
に
掲
げ
る
物
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
含
む
も
の
（
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
本
文
の
政
令
に
定
め
る
も
の
及
び
経
済
協
力
開
発
機
構
の
我
が
国
以
外
の
加

盟
国
以
外
の
国
か
ら
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
条
第
一
号
又
は

第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
条
約
附
属
書
Ⅱ
に
掲
げ
る
物
の
う
ち
、
輸
入
に
係

る
も
の
で
あ
っ
て
、
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
量
が
二
十
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
も
の

と
み
な
す
。

（
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
外
国
に
お
い
て
有
害
廃
棄
物
と
さ
れ
て
い
る
物
）

第
五
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
環
境
省
令
で
定
め
る
物
は
、
中
華
人
民
共
和

国
香
港
特
別
行
政
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
香
港
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
条
約
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第
一
条
１
に
規
定
す
る
有
害
廃
棄
物
と
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
（
第
三
条
に
掲
げ
る

物
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
香
港
を
輸
出
の
仕
向
地
又
は
経
由
地
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
）

第
六
条

法
第
四
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）

の
処
分
（
処
分
の
た
め
の
運
搬
及
び
こ
れ
に
伴
う
保
管
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

を
行
う
場
合

次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
措
置

イ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
、
次
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

⑴

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
経
理

的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

⑵

輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
環
境
関
連

法
令
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

⑶

輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
環
境
関
連
法
令
に
関
す
る
違
反
又
は
他
の
法
令

の
重
大
な
違
反
が
な
い
こ
と
。

⑷

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
う
に
当
た
り
、
輸
出
の
相

手
国
に
お
い
て
必
要
な
許
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

⑸

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
関
し
、
不
正
又
は
不
誠
実
な

行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
で

な
い
こ
と
。

ロ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
が
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。

⑴

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
な
い
よ
う
に

必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

⑵

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
う
悪
臭
、
騒
音
又
は
振
動

に
よ
っ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

⑶

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
う
施
設
が
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
の
量
に
対
し
て
十
分
な
処
分
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

⑷

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
い
生
じ
る
排
ガ
ス
、
排
水

及
び
残
さ
が
、
我
が
国
に
お
い
て
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全

上
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
る
水
準
を
下
回
ら
な
い
方
法
に
よ
り
処
分
さ
れ
る

こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑸

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
う
施
設
に
お
い
て
、
人
の

健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
我
が
国
に
お
い
て
必
要

と
な
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

⑹

⑴
か
ら
⑸
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物

等
が
、
我
が
国
に
お
い
て
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観

点
か
ら
求
め
ら
れ
る
水
準
並
び
に
条
約
第
四
条
二
⒠
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た

基
準
を
下
回
ら
な
い
方
法
に
よ
り
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

⑺

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
人

の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）

の
処
分
を
行
う
場
合

次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
措
置

イ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
、
次
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

⑴

輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
環
境
関
連

法
令
に
関
す
る
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か

ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

⑵

輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
環
境
関
連
法
令
に
関
す
る
違
反
又
は
他
の
法
令

の
重
大
な
違
反
が
な
い
こ
と
。

ロ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
が
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。
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⑴

当
該
輸
出
の
目
的
が
、
条
約
附
属
書
Ⅳ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
と
し
て
別
表

第
一
に
掲
げ
る
処
分
作
業
に
係
る
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。

⑵

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
分
析
試
験
が
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等

及
び
そ
の
他
の
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限
度
に
す
る
た
め
、
環
境
上
適
正
な

廃
棄
物
低
減
技
術
、
再
生
利
用
の
方
法
並
び
に
良
好
な
管
理
及
び
処
分
の
体

制
の
開
発
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑶

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
量
が
、
分
析
試
験
に
必
要
な
最
小
限

度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑷

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
分
析
試
験
に
伴
い
生
じ
る
残
さ
が
、

輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観

点
か
ら
求
め
ら
れ
る
水
準
を
下
回
ら
な
い
方
法
に
よ
り
処
分
さ
れ
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑸

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
人

の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
環
境
大
臣
の
確
認
書
類
）

第
七
条

法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
確
認
を
行
う
た
め
の
書
類
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
の
輸
出
を
行

う
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
前
条
第

一
号
イ
⑵
及
び
⑶
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

ロ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
法
人
で

あ
る
場
合
に
は
、
直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益

計
算
書

ハ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
個
人
で

あ
る
場
合
に
は
、
資
産
に
関
す
る
調
書

ニ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
施
設
の
処
分

能
力
及
び
直
前
三
年
間
の
処
分
実
績
並
び
に
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処

分
計
画
に
関
す
る
書
類

ホ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

ヘ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
施
設
の
概
要

に
関
す
る
書
類

ト

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
生
じ
た
施
設
の
排
出
工
程
図

チ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
施
設
の
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
構
造
図
、
処
分
工
程
図
及
び
設
計
計
算

書
並
び
に
当
該
施
設
の
付
近
の
見
取
図

リ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及

び
残
さ
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
全
て
の
施
設
に
関
す
る
施
設
の
処
分
能
力

及
び
施
設
の
処
分
方
式
に
関
す
る
書
類

ヌ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及

び
残
さ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
濃
度
を
記
載
し
た
書
類

ル

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
輸
出
の

相
手
国
に
お
い
て
必
要
な
許
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ヲ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
関
し
て
遵
守
す
べ
き
輸
出
の
相
手
国
の
法

令
を
記
載
し
た
書
面

ワ

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
人

の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類

カ

そ
の
他
必
要
な
書
類

二

特
定
有
害
廃
棄
物
等
（
分
析
試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
の
輸
出
を
行

う
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
者
が
前
条
第

二
号
イ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

ロ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
分
析
試
験
の
目
的
、
方
法
、
工
程
図
及

び
期
間
を
記
載
し
た
書
類

ハ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
量
が
分
析
試
験
に
必
要
な
最
小
限
度

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
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ニ

輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に
伴
い
生
ず
る
残
さ
の
処
分
方

法
を
記
載
し
た
書
類

ホ

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
人

の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類

へ

そ
の
他
必
要
な
書
類

（
輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
に
係
る
届
出
）

第
八
条

輸
入
移
動
書
類
（
当
該
輸
入
移
動
書
類
に
係
る
輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）

第
二
条
第
一
項
の
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交

付
を
受
け
た
者
等
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
様
式

第
一
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
総
理
府
、
厚
生
省
、
通
商
産
業
省
令
第
一
号
。
以
下
「
施

行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
に
定
め
る
様
式
第
四
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め

る
様
式
第
五
に
よ
る
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
九
条

輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
等
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又

は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
環
境
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
に
係
る
届
出
）

第
十
条

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
（
当
該
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等

が
携
帯
す
る
移
動
書
類
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
第

一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
毎
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
そ
の
前
年
に
お
け
る

当
該
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
再
生
利
用
等
に
関
し
、
当
該
特
定
有
害
廃

棄
物
等
に
係
る
再
生
利
用
等
事
業
者
ご
と
に
施
行
規
則
第
三
十
条
第
一
項
に
定
め
る

様
式
第
二
十
一
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
施
行
規
則
第
八
条
第
一
項
に
定
め
る
様
式

第
四
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め
る
様
式
第
五
に
よ
る
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
、

環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
は
、
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
様

式
第
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
、
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
二
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
環
境
大
臣
の
権
限

は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲

げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
環
境
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
七
条
に
規
定
す
る
権
限

二

法
第
十
二
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
権
限

三

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
権
限

四

法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
権
限

五

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

附

則

（
略
）

様
式
第
一
・
第
二
（
略
）
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別
表
第
一

一二

条
約
附
属
書
Ⅳ
Ａ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
に
該
当

す
る
も
の

一

地
中
又
は
地
上
へ
の
投
棄

二

土
壌
処
理 

三

地
中
の
深
部
へ
の
注
入 

四

表
面
貯
留 

五

特
別
に
設
計
さ
れ
た
処
分
場
に
お
け
る
埋

立
て

六

海
洋
を
除
く
水
域
へ
の
放
出

七

海
洋
へ
の
放
出
（
海
底
下
へ
の
挿
入
を
含

む
。
） 

八

生
物
学
的
処
理
（
こ
の
表
に
お
い
て
他
に
規

定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
結
果
生
ず
る
最
終
的
な
化
合
物
又
は
混

合
物
が
こ
の
項
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業

方
法
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も

の
九

物
理
化
学
的
処
理
（
こ
の
表
に
お
い
て
他
に

規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
結
果
生
ず
る
最
終
的
な
化
合
物
又
は
混

合
物
が
こ
の
項
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業

方
法
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も

の
十

陸
上
に
お
け
る
焼
却

十
一

海
洋
に
お
け
る
焼
却 

十
二

永
久
保
管

十
三

第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
四
号

又
は
第
十
五
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業

に
先
立
つ
調
合
又
は
混
合

十
四

第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
又
は
第
十

五
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
作
業
に
先
立
つ

こ
ん
包

十
五

第
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
作
業
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
の

保
管

条
約
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲
げ
る
再
生
利
用
に
該
当

す
る
も
の

一

燃
料
と
し
て
の
利
用
（
直
接
焼
却
を
除
く
。
）

そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
る
た
め

の
手
段
と
し
て
の
利
用 

二

溶
剤
の
回
収
利
用
又
は
再
生

三

溶
剤
と
し
て
使
用
し
な
い
有
機
物
の
再
生

Ｄ
一

Ｄ
二

Ｄ
三

Ｄ
四

Ｄ
五

Ｄ
六

Ｄ
七

Ｄ
八

Ｄ
九

Ｄ
一
〇 

Ｄ
一
一 

Ｄ
一
二 

Ｄ
一
三 

Ｄ
一
四 

Ｄ
一
五 

Ｒ
一

Ｒ
二

Ｒ
三

利
用
又
は
回
収
利
用 

四

金
属
又
は
金
属
化
合
物
の
再
生
利
用
又
は

回
収
利
用

五

無
機
物
（
前
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
の

再
生
利
用
又
は
回
収
利
用

六

酸
又
は
塩
基
の
再
生

七

汚
染
の
除
去
の
た
め
に
使
用
し
た
成
分
の

回
収

八

触
媒
か
ら
の
成
分
の
回
収

九

使
用
済
み
の
油
の
精
製
又
は
そ
の
他
の
再

利
用

十

農
業
又
は
生
態
系
の
改
良
の
た
め
の
土
壌

処
理

十
一

第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
作
業
か
ら
得
ら
れ
た
残
滓
の

十
二

第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
作
業
に
提
供
す
る
た
め
の
廃
棄

物
の
交
換

十
三

第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
作
業
の
た
め
の
物
の
集
積

Ｒ
四

Ｒ
五

Ｒ
六

Ｒ
七

Ｒ
八

Ｒ
九

Ｒ
一
〇 

Ｒ
一
一 

Ｒ
一
二 

Ｒ
一
三 

備
考 下

欄
に
掲
げ
る
符
号
は
、
条
約
附
属
書
Ⅳ
の
番
号
で
あ
る
。 

別
表
第
二

一二三四五

貴
金
属
又
は
銅
の
高
度
製
錬
に
伴
い
生
ず
る

ス
ラ
グ
で
あ
っ
て
金
属
を
含
む
も
の 

金
属
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

一

金
属
の
み
か
ら
成
る
電
気
部
品 

二

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
、
電
子
部
品
、
電
線

そ
の
他
の
電
子
ス
ク
ラ
ッ
プ
又
は
規
格
外

の
電
子
部
品
で
あ
っ
て
卑
金
属
又
は
貴
金

属
の
回
収
に
適
し
た
も
の

三

解
体
さ
れ
る
船
舶
又
は
海
上
浮
体
構
造

物
（
貨
物
及
び
船
舶
の
運
行
に
伴
い
生
ず
る

物
を
除
去
し
た
も
の
に
限
る
。） 

四

使
用
済
み
の
流
動
触
媒
（
液
体
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
） 

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

成
形
後
焼
成
さ
れ
て
い
る
陶
磁
器
の
く
ず
（
セ

ラ
ミ
ッ
ク
製
の
容
器
を
含
む
。） 

無
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
又
は
有
機
物
を

Ｇ
Ｂ
〇
四
〇 

Ｇ
Ｃ
〇
一
〇 

Ｇ
Ｃ
〇
二
〇 

Ｇ
Ｃ
〇
三
〇 

Ｇ
Ｃ
〇
五
〇 

Ｇ
Ｅ
〇
二
〇 

Ｇ
Ｆ
〇
一
〇 

六七

含
む
お
そ
れ
の
あ
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物

一

燃
え
殻
又
は
ス
ラ
グ
タ
ッ
プ
か
ら
排
出

さ
れ
る
ス
ラ
グ
（
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
生

ず
る
も
の
に
限
る
。
）

二

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
生
ず
る
飛
灰 

塩
化
ビ
ニ
ル
の
重
合
体
の
く
ず

な
め
し
処
理
、
皮
革
加
工
又
は
皮
革
利
用
か
ら

生
ず
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

一

豚
毛
、
い
の
し
し
の
毛
、
あ
な
ぐ
ま
の
毛

そ
の
他
の
ブ
ラ
シ
製
造
用
の
獣
毛
の
く
ず 

二

馬
毛
の
く
ず

三

羽
毛
皮
そ
の
他
の
羽
毛
付
き
の
鳥
の
部

分
、
羽
毛
若
し
く
は
そ
の
部
分
（
加
工
し
て

い
な
い
も
の
又
は
単
に
清
浄
に
し
、
消
毒
し

若
し
く
は
保
存
の
た
め
に
処
理
し
た
も
の

に
限
る
。
）
又
は
鳥
の
綿
毛
（
加
工
し
て
い

な
い
も
の
又
は
単
に
清
浄
に
し
、
消
毒
し
若

し
く
は
保
存
の
た
め
に
処
理
し
た
も
の
に

限
る
。） 

Ｇ
Ｇ
〇
三
〇 

Ｇ
Ｇ
〇
四
〇 

Ｇ
Ｈ
〇
一
三 

Ｇ
Ｎ
〇
一
〇 

Ｇ
Ｎ
〇
二
〇 

Ｇ
Ｎ
〇
三
〇 

備
考 １ 

三
の
項
又
は
四
の
項
に
掲
げ
る
物
に
つ
い
て
は
飛
散
性
を
有
す
る

も
の
を
除
く
。 

２ 

各
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
符
号
は
、
理
事
会
決
定
附
属
書
３
の
番
号
で

あ
る
。 

３ 

こ
の
表
に
掲
げ
る
物
に
は
、
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物

の
い
ず
れ
か
が
付
着
し
、
又
は
混
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
条
約
附
属
書

Ⅲ
に
掲
げ
る
特
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
物
を
含
ま
な
い
も
の
と

す
る
。 
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別
表
第
三

一

金
属
（
金
属
化
合
物
を
含
む
。
第
十
二
号
イ
又
は

別
表
第
四
の
一
の
項
第
六
号
を
除
き
、
以
下
同

じ
。
）
又
は
金
属
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物

一

次
に
掲
げ
る
金
属
の
く
ず
（
金
属
状
で
あ
っ

て
飛
散
性
を
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

イ

貴
金
属
（
金
、
銀
又
は
白
金
族
（
い
ず
れ

か
の
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
限
り
、

水
銀
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
除

く
。
）
の
く
ず

ロ

鉄
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
の
く

ず
ハ

銅
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
の
く

ず
ニ

ニ
ッ
ケ
ル
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

の
く
ず

ホ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ヘ

亜
鉛
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
の

く
ず

ト

す
ず
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
の

く
ず

チ

タ
ン
グ
ス
テ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

リ

モ
リ
ブ
デ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ヌ

タ
ン
タ
ル
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

の
く
ず

ル

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ヲ

コ
バ
ル
ト
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

の
く
ず

ワ

ビ
ス
マ
ス
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

の
く
ず

カ

チ
タ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

の
く
ず

ヨ

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

タ

マ
ン
ガ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

Ｂ
一
〇
一
〇

の
く
ず

レ

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ソ

バ
ナ
ジ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ツ

ハ
フ
ニ
ウ
ム
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
ニ
オ
ブ
、

レ
ニ
ウ
ム
又
は
ガ
リ
ウ
ム
（
い
ず
れ
か
の
合

金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
く
ず

ネ

ト
リ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

の
く
ず

ナ

希
土
類
金
属
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ラ

ク
ロ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

の
く
ず

二

次
に
掲
げ
る
金
属
の
く
ず
で
あ
っ
て
清
浄

な
も
の
（
薄
板
、
板
、
角
材
、
棒
そ
の
他
塊
状

の
も
の
で
あ
っ
て
、
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六

に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も

の
に
限
る
。
）

イ

ア
ン
チ
モ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ロ

ベ
リ
リ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ハ

カ
ド
ミ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
の
く
ず

ニ

鉛
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
の
く

ず
（
別
表
第
四
の
一
の
項
第
十
六
号
に
掲
げ

る
物
を
除
く
。）

ホ

セ
レ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

の
く
ず

ヘ

テ
ル
ル
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

の
く
ず

三

耐
火
性
金
属
（
残
滓
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

の
く
ず

四

モ
リ
ブ
デ
ン
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
チ
タ
ン
、

タ
ン
タ
ル
、
ニ
オ
ブ
若
し
く
は
レ
ニ
ウ
ム
又
は

こ
れ
ら
の
合
金
で
、
飛
散
性
を
有
す
る
も
の

（
別
表
第
四
の
一
の
項
第
五
号
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

五

発
電
に
用
い
ら
れ
る
部
品
の
く
ず
（
別
表
第

Ｂ
一
〇
二
〇

Ｂ
一
〇
三
〇

Ｂ
一
〇
三
一

Ｂ
一
〇
四
〇

六
第
二
十
五
号
ハ
に
掲
げ
る
物
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
又
は

ポ
リ
塩
化
テ
ル
フ
ェ
ニ
ル
（
以
下
「
Ｐ
Ｃ
Ｔ
」

と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
せ

ず
、
か
つ
、
潤
滑
油
（
別
表
第
五
第
八
号
又
は

別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
ま
な
い
も
の
に
限

る
。
）

六

非
鉄
金
属
の
混
合
物
か
ら
成
る
重
量
片
の

く
ず
（
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

七

金
属
セ
レ
ン
又
は
金
属
テ
ル
ル
の
く
ず
（
粉

末
状
の
も
の
を
含
む
。）

八

銅
又
は
銅
合
金
で
あ
っ
て
飛
散
性
を
有
す

る
も
の
（
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

九

亜
鉛
を
含
む
灰
又
は
残
滓
（
亜
鉛
合
金
の
残

滓
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
飛
散
性
を
有
す
る
も

の
（
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
も
の
又
は
別
表
第
七
の
五
の
項
中

欄
に
掲
げ
る
試
験
に
お
い
て
同
項
下
欄
に
掲

げ
る
性
状
を
示
す
こ
と
の
な
い
も
の
に
限

る
。
）

十

分
別
さ
れ
た
電
池
（
不
良
品
で
あ
る
も
の
を

除
く
。
）
の
く
ず
（
別
表
第
六
第
八
号
、
第
十
一

号
又
は
第
十
三
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

十
一

金
属
の
溶
解
、
製
錬
又
は
精
製
に
伴
い
生

ず
る
金
属
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

物イ

ハ
ー
ド
ジ
ン
ク
ス
ペ
ル
タ
ー

ロ

亜
鉛
を
含
む
ド
ロ
ス
で
あ
っ
て
次
に
掲

げ
る
物

⑴

厚
板
の
亜
鉛
め
っ
き
に
伴
い
め
っ
き

槽
の
上
部
に
生
ず
る
ド
ロ
ス
（
亜
鉛
を

九
十
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
も
の

に
限
る
。
）

⑵

厚
板
の
亜
鉛
め
っ
き
に
伴
い
め
っ
き

槽
の
下
部
に
生
ず
る
ド
ロ
ス
（
亜
鉛
を

九
十
二
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
も

の
に
限
る
。
）

Ｂ
一
〇
五
〇

Ｂ
一
〇
六
〇

Ｂ
一
〇
七
〇

Ｂ
一
〇
八
〇

Ｂ
一
〇
九
〇

Ｂ
一
一
〇
〇

67

し

し

し



⑶

亜
鉛
を
用
い
た
ダ
イ
カ
ス
ト
操
作
に

伴
い
生
ず
る
ド
ロ
ス
（
亜
鉛
を
八
十
五

重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
も
の
に
限

る
。
）

⑷

厚
板
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
に
伴
い
生

ず
る
ド
ロ
ス
（
バ
ッ
チ
操
作
に
伴
い
生

ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
亜
鉛
を
九
十
二

重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
も
の
に
限

る
。
）

⑸

亜
鉛
の
ス
キ
ミ
ン
グ

ハ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
ス
キ
ミ
ン
グ
（
ソ
ル
ト

ス
ラ
グ
を
除
く
。
）

ニ

銅
の
精
錬
に
伴
い
生
ず
る
ス
ラ
グ
で
あ

っ
て
更
に
精
錬
す
る
た
め
の
も
の
（
別
表
第

六
第
六
号
、
第
八
号
又
は
第
十
三
号
に
掲
げ

る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に

限
る
。）

ホ

銅
の
精
錬
に
用
い
ら
れ
る
耐
火
性
の
ラ

イ
ニ
ン
グ
（
る
つ
ぼ
を
含
む
。）

ヘ

貴
金
属
の
精
錬
に
伴
い
生
ず
る
ス
ラ
グ

で
あ
っ
て
更
に
精
錬
す
る
た
め
の
も
の

ト

タ
ン
タ
ル
又
は
そ
の
化
合
物
を
含
む
す

ず
ス
ラ
グ
（
す
ず
の
含
有
量
が
〇
・
五
重
量

パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

十
二

電
気
部
品
又
は
電
子
部
品
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物

イ

金
属
の
み
か
ら
成
る
電
子
部
品

ロ

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
そ
の
他
の
電
気
部

品
又
は
電
子
部
品
の
く
ず
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物
（
第
五
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

⑴

別
表
第
四
の
一
の
項
第
十
六
号
若
し

く
は
第
十
七
号
に
掲
げ
る
蓄
電
池
そ
の

他
の
電
池
、
水
銀
ス
イ
ッ
チ
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
ガ
ラ
ス
又
は

コ
ン
デ
ン
サ
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
も
の
に

限
る
。）
を
構
成
部
品
と
し
て
含
ま
な
い

物
⑵

別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
物

ハ

プ
リ
ン
ト
配
線
板
、
電
子
機
器
の
構
成
部

Ｂ
一
一
一
〇

品
、
電
線
そ
の
他
の
電
気
部
品
又
は
電
子
部

品
の
く
ず
で
あ
っ
て
、
直
接
再
使
用
す
る
こ

と
（
修
理
又
は
改
良
を
行
う
こ
と
に
よ
り
再

使
用
す
る
こ
と
を
含
み
、
大
規
模
な
再
組
立

て
を
行
う
こ
と
に
よ
り
再
使
用
す
る
こ
と

を
除
く
。
）
が
予
定
さ
れ
た
も
の

十
三

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
被
覆
さ
れ
又
は
絶
縁

さ
れ
た
金
属
ケ
ー
ブ
ル
廃
棄
物
（
別
表
第
四
の

一
の
項
第
十
九
号
に
含
ま
れ
る
も
の
又
は
別

表
第
一
の
一
の
項
の
作
業
若
し
く
は
処
分
作

業
の
い
ず
れ
か
の
段
階
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一

号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
以
外

の
熱
処
理
を
伴
う
処
分
作
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
を
除
く
。
）

十
四

使
用
済
み
の
触
媒
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物
（
液
状
の
も
の
を
除
く
。）

イ

遷
移
金
属
の
触
媒
で
あ
っ
て
次
の
い
ず

れ
か
を
含
む
も
の
（
別
表
第
四
の
一
の
項
第

十
四
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

⑴

ス
カ
ン
ジ
ウ
ム

⑵

チ
タ
ン

⑶

バ
ナ
ジ
ウ
ム

⑷

ク
ロ
ム

⑸

マ
ン
ガ
ン

⑹

鉄

⑺

コ
バ
ル
ト

⑻

ニ
ッ
ケ
ル

⑼

銅

⑽

亜
鉛

⑾

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム

⑿

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

⒀

ニ
オ
ブ

⒁

モ
リ
ブ
デ
ン

⒂

ハ
フ
ニ
ウ
ム

⒃

タ
ン
タ
ル

⒄

タ
ン
グ
ス
テ
ン

⒅

レ
ニ
ウ
ム

ロ

希
土
類
金
属
の
触
媒
で
あ
っ
て
次
の
い

Ｂ
一
一
一
五

Ｂ
一
一
二
〇

ず
れ
か
を
含
む
も
の

⑴

ラ
ン
タ
ン

⑵

セ
リ
ウ
ム

⑶

プ
ラ
セ
オ
ジ
ム

⑷

ネ
オ
ジ
ム

⑸

サ
マ
リ
ウ
ム

⑹

ユ
ー
ロ
ピ
ウ
ム

⑺

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム

⑻

テ
ル
ビ
ウ
ム

⑼

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム

⑽

ホ
ル
ミ
ウ
ム

⑾

エ
ル
ビ
ウ
ム

⑿

ツ
リ
ウ
ム

⒀

イ
ッ
テ
ル
ビ
ウ
ム

⒁

ル
テ
チ
ウ
ム

十
五

貴
金
属
を
含
む
使
用
済
み
の
触
媒
で
あ

っ
て
清
浄
な
も
の

十
六

貴
金
属
を
含
む
固
形
状
の
残
滓
（
別
表
第

六
第
十
五
号
に
掲
げ
る
物
に
該
当
し
な
い
も

の
に
限
る
。
）

十
七

飛
散
性
を
有
し
、
か
つ
、
液
状
で
な
い
貴

金
属
（
金
、
銀
又
は
白
金
族
（
い
ず
れ
か
の
合

金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
限
り
、
水
銀
（
合

金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
除
く
。）
で
あ
っ

て
、
適
切
に
こ
ん
包
さ
れ
、
か
つ
、
内
容
物
を

表
示
し
た
も
の

十
八

プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
焼
却
に
伴
い
生
ず

る
貴
金
属
を
含
む
灰
（
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

十
九

写
真
用
フ
ィ
ル
ム
の
焼
却
に
伴
い
生
ず

る
貴
金
属
を
含
む
灰

二
十

ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
又
は
銀
を
含
む
写
真
用

フ
ィ
ル
ム

二
十
一

ハ
ロ
ゲ
ン
化
銀
又
は
銀
を
含
む
写
真

用
印
画
紙

二
十
二

鉄
又
は
鉄
鋼
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る

粒
状
ス
ラ
グ

二
十
三

鉄
又
は
鉄
鋼
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る

ス
ラ
グ
（
二
酸
化
チ
タ
ン
又
は
バ
ナ
ジ
ウ
ム
の

原
料
と
な
る
ス
ラ
グ
を
含
む
。）

Ｂ
一
一
三
〇

Ｂ
一
一
四
〇

Ｂ
一
一
五
〇

Ｂ
一
一
六
〇

Ｂ
一
一
七
〇

Ｂ
一
一
八
〇

Ｂ
一
一
九
〇

Ｂ
一
二
〇
〇

Ｂ
一
二
一
〇
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二

二
十
四

亜
鉛
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る
ス
ラ
グ

（
化
学
的
に
安
定
し
、
か
つ
、
鉄
を
二
十
重
量

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
主
と

し
て
建
設
用
に
加
工
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

二
十
五

鉄
又
は
鉄
鋼
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る

ミ
ル
ス
ケ
ー
ル

二
十
六

酸
化
銅
の
ミ
ル
ス
ケ
ー
ル

二
十
七

廃
自
動
車
（
液
状
の
物
を
除
去
し
た
も

の
に
限
る
。
）

無
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
又
は
有
機
物
を
含

む
お
そ
れ
の
あ
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

一

採
掘
作
業
に
伴
い
生
ず
る
物
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物
（
飛
散
性
を
有
し
な
い
も
の
に
限

る
。
）

イ

天
然
黒
鉛

ロ

粘
板
岩
（
粗
削
り
し
て
あ
る
か
否
か
又
は

の
こ
ぎ
り
で
ひ
く
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
切
断
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
な

い
。
）

ハ

雲
母

ニ

白
榴
石
、
ネ
フ
ェ
リ
ン
又
は
ネ
フ
ェ
リ
ン

サ
イ
ア
ナ
イ
ト

ホ

長
石

ヘ

ほ
た
る
石

ト
二

カ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
の
く
ず
（
ブ
ラ

ウ
ン
管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
ガ
ラ
ス
の
く

ず
を
除
き
、
飛
散
性
を
有
し
な
い
も
の
に
限

る
。
）

三

セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
く
ず
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物
（
飛
散
性
を
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

イ

サ
ー
メ
ッ
ト
の
く
ず

ロ

セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
（
こ
の
表
又
は

別
表
第
四
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
物
以
外
の
無
機
物
を
主

成
分
と
す
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

排
煙
脱
硫
石
膏
（
精
製
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。
）

ロ

石
膏
ボ
ー
ド
（
工
作
物
の
除
去
に
伴
い
生

Ｂ
一
二
二
〇

Ｂ
一
二
三
〇

Ｂ
一
二
四
〇

Ｂ
一
二
五
〇

Ｂ
二
〇
一
〇

Ｂ
二
〇
二
〇

Ｂ
二
〇
三
〇

Ｂ
二
〇
四
〇

ず
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ

銅
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る
ス
ラ
グ
（
化
学

的
に
安
定
し
、
か
つ
、
鉄
を
二
十
重
量
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
主
と
し

て
建
設
用
又
は
研
磨
用
に
加
工
さ
れ
た
も

の
に
限
る
。
）

ニ

固
形
状
の
硫
黄

ホ

カ
ル
シ
ウ
ム
シ
ア
ナ
ミ
ド
の
製
造
に
伴

い
生
ず
る
石
灰
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が

九
・
〇
未
満
の
も
の
に
限
る
。）

ヘ

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム
又
は

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

ト

炭
化
珪
素

チ

コ
ン
ク
リ
ー
ト

リ

リ
チ
ウ
ム
及
び
タ
ン
タ
ル
又
は
リ
チ
ウ

ム
及
び
ニ
オ
ブ
を
含
む
ガ
ラ
ス
の
く
ず

五

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
生
ず
る
飛
灰
で
あ

っ
て
、
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の

六

飲
料
水
の
処
理
又
は
食
品
工
業
若
し
く
は

ビ
タ
ミ
ン
類
の
製
造
の
工
程
に
お
い
て
使
用

さ
れ
た
活
性
炭

七

泥
状
の
ふ
っ
化
カ
ル
シ
ウ
ム

八

化
学
工
業
の
反
応
の
過
程
か
ら
生
ず
る
石

膏
（
別
表
第
四
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

九

石
油
コ
ー
ク
ス
又
は
ビ
チ
ュ
ー
メ
ン
か
ら

成
る
陽
極
端
で
あ
っ
て
、
鉄
鋼
又
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
の
製
造
の
過
程
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
か

つ
、
再
生
利
用
す
る
た
め
に
清
浄
に
さ
れ
た
も

の
（
塩
化
ア
ル
カ
リ
電
解
又
は
冶
金
工
業
に
お

い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）

十

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
水
和
物
若
し
く
は
酸
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
又
は
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製

造
に
伴
い
生
ず
る
残
滓
（
ガ
ス
の
浄
化
、
凝
集

又
は
ろ
過
の
過
程
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
も

の
を
除
く
。
）

十
一

赤
泥
（
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
残
滓
で
あ
っ

て
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
十
一
・
五
未
満

に
調
整
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

十
二

水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
二
・
〇
を
超
え

Ｂ
二
〇
五
〇

Ｂ
二
〇
六
〇

Ｂ
二
〇
七
〇

Ｂ
二
〇
八
〇

Ｂ
二
〇
九
〇

Ｂ
二
一
〇
〇

Ｂ
二
一
一
〇

Ｂ
二
一
二
〇

三

十
一
・
五
未
満
の
液
体
（
別
表
第
五
若
し
く
は

別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
も
の
又
は
別
表
第
七
の
八
の
項
中
欄

に
掲
げ
る
試
験
に
お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ

る
性
状
を
示
す
こ
と
の
な
い
も
の
に
限
る
。
）

十
三

道
路
の
建
設
又
は
維
持
か
ら
生
ず
る
タ

ー
ル
を
含
ま
な
い
歴
青
物

有
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
又
は
無
機
物
を
含

む
お
そ
れ
の
あ
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

物
一

次
に
掲
げ
る
固
形
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
又

は
こ
れ
ら
の
混
合
物
で
あ
っ
て
、
再
生
利
用
す

る
た
め
に
調
製
さ
れ
た
も
の
（
次
に
掲
げ
る
物

以
外
の
物
が
付
着
し
、
又
は
混
入
し
て
い
る
も

の
を
除
く
。
）

イ

重
合
体
又
は
共
重
合
体
（
ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
く
ず
で
あ

っ
て
次
に
掲
げ
る
物

⑴

エ
チ
レ
ン
の
重
合
体
の
く
ず

⑵

ス
チ
レ
ン
の
重
合
体
の
く
ず

⑶

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
く
ず

⑷

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
の

く
ず

⑸

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
の
重
合
体
の
く

ず
⑹

ブ
タ
ジ
エ
ン
の
重
合
体
の
く
ず

⑺

ポ
リ
ア
セ
タ
ー
ル
の
く
ず

⑻

ポ
リ
ア
ミ
ド
の
く
ず

⑼

ポ
リ
ブ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
の

く
ず

⑽

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
く
ず

⑾

ポ
リ
エ
ー
テ
ル
の
く
ず

⑿

ポ
リ
硫
化
フ
ェ
ニ
レ
ン
の
く
ず

⒀

ア
ク
リ
ル
の
重
合
体
の
く
ず

⒁

ア
ル
カ
ン
（
炭
素
数
が
十
か
ら
十
三

ま
で
の
も
の
で
あ
っ
て
可
塑
剤
で
あ
る

も
の
に
限
る
。）
の
重
合
体
の
く
ず

⒂

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
の
く
ず
（
ク
ロ
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
を
含
ま
な
い
も
の

に
限
る
。
）

Ｂ
二
一
三
〇

Ｂ
三
〇
一
〇

り
ゆ
う

固
形
状
の
珪
素
（
鋳
造
操
作
で
用
い
ら

れ
る
も
の
を
除
く
。
）

け
い

け
い

し

し
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⒃

ポ
リ
シ
ロ
キ
サ
ン
（
別
名
シ
リ
コ
ー

ン
）
の
く
ず 

⒄

ポ
リ
メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
ラ
ー
ト
の
く

ず
⒅

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
く
ず

⒆

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ブ
チ
ラ
ー
ル
の
く
ず

⒇

ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
（
別
名
酢

酸
ビ
ニ
ル
樹
脂
）
の
く
ず

(21)

⑴
か
ら
⒇
ま
で
に
掲
げ
る
物
以
外

の
重
合
体
又
は
共
重
合
体
（
ハ
ロ
ゲ
ン
化

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）
の
く
ず 

ロ

樹
脂
又
は
縮
合
体
の
く
ず
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物
（
硬
化
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。） 

⑴

尿
素
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂
（
別

名
ユ
リ
ア
樹
脂
）
の
く
ず

⑵

フ
ェ
ノ
ー
ル
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹

脂
（
別
名
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
）
の
く
ず

⑶

メ
ラ
ミ
ン
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂

（
別
名
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
）
の
く
ず

⑷

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
く
ず 

⑸

ア
ル
キ
ド
樹
脂
の
く
ず

⑹

ポ
リ
ア
ミ
ド
の
く
ず

ハ

製
造
さ
れ
て
か
ら
輸
出
又
は
輸
入
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
ふ

っ
素
化
重
合
体
の
く
ず
で
あ
っ
て
次
に
掲

げ
る
物

⑴

パ
ー
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
コ
キ
シ
ア
ル
カ

ン
の
み
か
ら
成
る
く
ず

⑵

パ
ー
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
プ
ロ
ピ

レ
ン
（
別
名
Ｆ
Ｅ
Ｐ
）
の
み
か
ら
成
る
く

ず
⑶

テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
パ
ー

フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
ピ
ル
ビ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
の
み
か
ら
成
る
く
ず

⑷

テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
―
パ
ー

フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ビ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

（
別
名
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
の
み
か
ら
成
る
く
ず

⑸

ポ
リ
ふ
っ
化
ビ
ニ
ル
（
別
名
Ｐ
Ｖ
Ｆ
）

の
み
か
ら
成
る
く
ず

⑹

ポ
リ
ふ
っ
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
（
別
名
Ｐ

Ｖ
Ｄ
Ｆ
）
の
み
か
ら
成
る
く
ず

二

紙
、
板
紙
又
は
紙
製
品
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物
（
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
） 

イ

さ
ら
し
て
い
な
い
紙
若
し
く
は
板
紙
又

は
コ
ル
ゲ
ー
ト
加
工
を
し
た
紙
若
し
く
は

板
紙

ロ

紙
又
は
板
紙
（
主
と
し
て
さ
ら
し
た
化
学

パ
ル
プ
か
ら
製
造
し
た
も
の
に
限
り
、
全
体

を
着
色
し
た
も
の
を
除
く
。
） 

ハ

主
と
し
て
機
械
パ
ル
プ
か
ら
製
造
し
た

紙
又
は
板
紙 

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物

（
ラ
ミ
ネ
ー
ト
板
紙
又
は
分
別
さ
れ
て
い

な
い
も
の
を
含
む
。
） 

三

液
体
の
た
め
の
混
合
包
装
の
前
処
理
か
ら

生
ず
る
次
に
掲
げ
る
物
で
あ
っ
て
、
条
約
附
属

書
Ⅲ
の
特
性
を
示
す
の
に
十
分
な
濃
度
で
別

表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
を
含
有

し
な
い
も
の 

イ

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
少
量
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク 

ロ

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
少
量
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
混
合

し
た
物

四

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
さ
れ
た
接
着
性
ラ
ベ
ル

の
製
造
に
伴
い
生
ず
る
物
で
あ
っ
て
、
ラ
ベ
ル

の
製
造
に
使
用
さ
れ
る
原
材
料
を
含
有
す
る

も
の

五

繊
維
の
く
ず
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

再
生
利
用
す
る
た
め
に
調
整
さ
れ
た
絹

の
く
ず
（
操
糸
に
適
し
な
い
繭
、
糸
く
ず
又

は
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物
（
絹
の
く
ず
以
外
の
物
が
付
着

し
、
又
は
混
入
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
） 

⑴

カ
ー
ド
又
は
コ
ー
ム
し
て
い
な
い
物 

⑵

⑴
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物 

ロ

羊
毛
、
繊
獣
毛
又
は
粗
獣
毛
の
く
ず
（
糸

く
ず
を
含
み
、
反
毛
し
た
繊
維
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

Ｂ
三
〇
二
〇 

Ｂ
三
〇
二
六 

Ｂ
三
〇
二
七 

Ｂ
三
〇
三
〇 

⑴

羊
毛
又
は
繊
獣
毛
の
ノ
イ
ル

⑵

羊
毛
又
は
繊
獣
毛
の
く
ず

⑶

粗
獣
毛
の
く
ず 

ハ

綿
の
く
ず
（
糸
く
ず
又
は
反
毛
し
た
繊
維

を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

⑴

糸
く
ず 

⑵

反
毛
し
た
繊
維 

⑶

⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物

ニ

亜
麻
の
ト
ウ
又
は
く
ず 

ホ

大
麻
（
カ
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
ヴ
ァ
）
の
ト

ウ
又
は
く
ず
（
糸
く
ず
又
は
反
毛
し
た
繊
維

を
含
む
。
） 

ヘ

ジ
ュ
ー
ト
そ
の
他
の
紡
織
用
靱(

じ
ん)

皮
繊
維
（
亜
麻
、
大
麻
又
は
ラ
ミ
ー
を
除

く
。
）
の
ト
ウ
又
は
く
ず
（
糸
く
ず
又
は
反

毛
し
た
繊
維
を
含
む
。） 

ト

サ
イ
ザ
ル
そ
の
他
の
ア
ゲ
ー
ブ
属
の
紡

織
用
繊
維
の
ト
ウ
又
は
く
ず
（
糸
く
ず
又
は

反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
） 

チ

コ
コ
や
し
の
ト
ウ
、
ノ
イ
ル
又
は
く
ず

（
糸
く
ず
又
は
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
） 

リ

ア
バ
カ
（
マ
ニ
ラ
麻
又
は
ム
サ
・
テ
ク
ス

テ
ィ
リ
ス
）
の
ト
ウ
、
ノ
イ
ル
又
は
く
ず（
糸

く
ず
又
は
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
） 

ヌ

ラ
ミ
ー
そ
の
他
の
植
物
性
紡
織
用
繊
維

の
ト
ウ
、
ノ
イ
ル
又
は
く
ず
（
糸
く
ず
又
は

反
毛
し
た
繊
維
を
含
み
、
他
の
号
、
他
の
項

又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。） 

ル

人
造
繊
維
の
く
ず
（
ノ
イ
ル
、
糸
く
ず
又

は
反
毛
し
た
繊
維
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物 

⑴

合
成
繊
維
製
の
物 

⑵

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
繊
維
製
の
物 

ヲ

中
古
の
衣
類
そ
の
他
の
中
古
の
繊
維
製

品
ワ

ね
ん
糸
、
ひ
も
、
網
若
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル

の
ぼ
ろ
又
は
く
ず
（
紡
織
用
繊
維
の
も
の
に

限
る
。）
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

⑴

分
別
さ
れ
た
物 

⑵

⑴
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物
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六

カ
ー
ペ
ッ
ト

七

ゴ
ム
の
く
ず
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物
（
ゴ

ム
の
く
ず
以
外
の
も
の
が
付
着
し
、
又
は
混
入

し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

イ

硬
質
ゴ
ム
の
く
ず

ロ

イ
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物
（
他
の
号
、
他

の
項
又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
物
を
除

く
。
）

八

天
然
の
コ
ル
ク
又
は
木
材
の
く
ず
で
あ
っ

て
次
に
掲
げ
る
物

イ

木
材
の
く
ず
（
丸
太
状
、ブ
リ
ケ
ッ
ト
状
、

ペ
レ
ッ
ト
状
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
形
状

に
凝
結
さ
れ
て
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な

い
。
）

ロ

破
砕
し
、
粒
に
し
、
又
は
粉
砕
し
た
コ
ル

ク
の
く
ず

九

食
品
工
業
に
お
い
て
生
ず
る
物
で
あ
っ
て

次
に
掲
げ
る
物
（
病
毒
を
移
し
や
す
い
物
質
を

含
む
も
の
を
除
く
。
）

イ

ぶ
ど
う
酒
か
す

ロ

飼
料
の
用
に
供
す
る
種
類
の
植
物
の
く

ず
又
は
植
物
性
副
産
物
で
あ
っ
て
乾
燥
又

は
殺
菌
さ
れ
た
も
の
（
ペ
レ
ッ
ト
状
で
あ
る

か
否
か
を
問
わ
な
い
も
の
と
し
、
他
の
号
、

他
の
項
又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
物
を
除

く
。
）

ハ

デ
グ
ラ
ス
（
脂
肪
性
物
質
又
は
動
物
性
若

し
く
は
植
物
性
の
ろ
う
の
処
理
に
伴
い
生

ず
る
残
滓
を
い
う
。
）

ニ

骨
又
は
ホ
ー
ン
コ
ア
の
く
ず
（
加
工
し
て

い
な
い
も
の
又
は
脱
脂
し
、
単
に
整
え
、
酸

処
理
し
、
若
し
く
は
脱
膠
し
た
も
の
に
限

り
、
特
定
の
形
状
に
切
っ
た
も
の
を
除
く
。）

ホ

魚
の
く
ず

ヘ

カ
カ
オ
豆
の
殻
、
皮
そ
の
他
の
く
ず

ト

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
物
以
外
の
物

十

動
物
性
又
は
植
物
性
の
食
用
油
脂
で
あ
っ

て
、
条
約
附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
有
し
な
い
も

の
十
一

次
に
掲
げ
る
物

Ｂ
三
〇
三
五

Ｂ
三
〇
四
〇

Ｂ
三
〇
五
〇

Ｂ
三
〇
六
〇

Ｂ
三
〇
六
五

Ｂ
三
〇
七
〇

四

イ

人
髪
の
く
ず

ロ

わ
ら
く
ず

ハ

ペ
ニ
シ
リ
ン
の
製
造
に
伴
い
生
ず
る
真

菌
類
の
菌
糸
体
で
あ
っ
て
、
飼
料
の
用
に
供

す
る
も
の
（
滅
菌
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

十
二

ゴ
ム
の
切
片
又
は
く
ず

十
三

革
製
品
の
製
造
に
適
し
な
い
革
又
は
合

成
皮
革
の
く
ず
（
泥
状
の
も
の
を
除
き
、
動
植

物
若
し
く
は
ウ
イ
ル
ス
の
防
除
に
用
い
ら
れ

る
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
、
殺
鼠
剤
、
除
草
剤
そ
の

他
の
薬
剤
（
以
下
「
駆
除
剤
」
と
い
う
。）
を
含

ま
な
い
も
の
又
は
別
表
第
六
第
三
号
に
掲
げ

る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
限

る
。
）

十
四

革
の
ダ
ス
ト
、
灰
、
汚
泥
又
は
粉
（
駆
除

剤
を
含
ま
な
い
も
の
又
は
別
表
第
六
第
三
号

に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も

の
に
限
る
。
）

十
五

獣
皮
の
く
ず
（
病
毒
を
移
し
や
す
い
物
質

若
し
く
は
駆
除
剤
を
含
ま
な
い
も
の
又
は
別

表
第
六
第
三
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）

十
六

食
品
着
色
料
か
ら
成
る
物

十
七

過
酸
化
物
を
生
成
し
な
い
重
合
体
エ
ー

テ
ル
又
は
単
量
体
エ
ー
テ
ル
（
別
表
第
六
第
二

十
一
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の
に
限
る
。
）

十
八

空
気
タ
イ
ヤ
（
別
表
第
一
の
一
の
項
に
掲

げ
る
処
分
作
業
が
予
定
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）

無
機
物
又
は
有
機
物
を
含
む
お
そ
れ
の
あ
る
物

で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

一

主
と
し
て
水
性
塗
料
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
塗
料
、

イ
ン
キ
若
し
く
は
硬
化
ワ
ニ
ス
か
ら
成
る
物

で
あ
っ
て
、
駆
除
剤
を
含
ま
な
い
も
の
又
は
別

表
第
六
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
、
第
二
十

二
号
若
し
く
は
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
物
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

二

樹
脂
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
、
可
塑
剤
、
糊
又
は
接

着
剤
（
以
下
「
樹
脂
等
」
と
い
う
。
）
の
製
造
、

Ｂ
三
〇
八
〇

Ｂ
三
〇
九
〇

Ｂ
三
一
〇
〇

Ｂ
三
一
一
〇

Ｂ
三
一
二
〇

Ｂ
三
一
三
〇

Ｂ
三
一
四
〇

Ｂ
四
〇
一
〇

Ｂ
四
〇
二
〇

調
合
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物
で
あ
っ
て
、

別
表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

三

使
用
済
み
の
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
（
別
表

第
四
の
一
の
項
第
十
六
号
又
は
第
十
七
号
に

掲
げ
る
物
を
含
ま
な
い
も
の
に
限
る
。）

Ｂ
四
〇
三
〇

備
考

１

こ
の
表
に
掲
げ
る
物
に
は
、
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い

ず
れ
か
が
付
着
し
、
又
は
混
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
別
表
第
五
又
は
別
表

第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
物
を
含
ま

な
い
も
の
と
す
る
。

２

下
欄
に
掲
げ
る
符
号
は
、
条
約
附
属
書
Ⅸ
の
番
号
で
あ
る
。
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別
表
第
四

一

金
属
又
は
金
属
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

物一

次
の
い
ず
れ
か
の
金
属
か
ら
成
る
物

イ

ア
ン
チ
モ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、

別
表
第
三
の
一
の
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

ロ

砒ひ

素
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

ハ

ベ
リ
リ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、

別
表
第
三
の
一
の
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

ニ

カ
ド
ミ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、

別
表
第
三
の
一
の
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

ホ

鉛
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、
別
表
第
三

の
一
の
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）

ヘ

水
銀
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。
）

ト

セ
レ
ン
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、
別
表

第
三
の
一
の
項
第
二
号
ホ
又
は
同
項
第
七
号

に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

チ

テ
ル
ル
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
み
、
別
表

第
三
の
一
の
項
第
二
号
ヘ
又
は
同
項
第
七
号

に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

リ

タ
リ
ウ
ム
（
合
金
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）

二

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
物
（
塊
状
の
金
属
で
あ

る
も
の
を
除
く
。
）

イ

ア
ン
チ
モ
ン
又
は
ア
ン
チ
モ
ン
化
合
物

ロ

ベ
リ
リ
ウ
ム
又
は
ベ
リ
リ
ウ
ム
化
合
物

ハ

カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
化
合
物

ニ

鉛
又
は
鉛
化
合
物

ホ

セ
レ
ン
又
は
セ
レ
ン
化
合
物
（
別
表
第
三
の

一
の
項
第
七
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

ヘ

テ
ル
ル
又
は
テ
ル
ル
化
合
物
（
別
表
第
三
の

一
の
項
第
七
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

三

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
物

イ

砒ひ

素
又
は

砒ひ

素
化
合
物

ロ

水
銀
又
は
水
銀
化
合
物

ハ

タ
リ
ウ
ム
又
は
タ
リ
ウ
ム
化
合
物

四

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
物

Ａ
一
〇
一
〇

Ａ
一
〇
二
〇

Ａ
一
〇
三
〇

Ａ
一
〇
四
〇

イ

金
属
カ
ル
ボ
ニ
ル

ロ

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

五

め
っ
き
汚
泥

六

金
属
の
酸
洗
い
に
伴
い
生
ず
る
液
体

亜
鉛
精
錬
の
過
程
か
ら
生
ず
る
浸
出
残
滓

又

は
ジ
ャ
ロ
サ
イ
ト
、
赤
鉄
鉱
等
の
ダ
ス
ト
若
し
く

は
汚
泥

八

別
表
第
三
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
亜
鉛
の
残
滓
で
あ
っ
て
、
別
表
第
六
第
八

号
又
は
第
十
三
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

九

絶
縁
し
た
銅
線
の
焼
却
に
伴
い
生
ず
る
灰

十

銅
の
製
錬
所
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
生
ず

る
ダ
ス
ト
又
は
残
滓

十
一

銅
の
電
解
精
錬
又
は
電
解
採
取
工
程
に
伴

い
生
ず
る
使
用
済
み
の
電
解
液

十
二

銅
の
電
解
精
錬
又
は
電
解
採
取
工
程
に
お

け
る
電
解
液
の
浄
化
に
伴
い
生
ず
る
汚
泥
（
陽
極

ス
ラ
イ
ム
を
除
く
。
）

十
三

溶
解
し
た
銅
を
含
む
使
用
済
み
の
エ
ッ
チ

ン
グ
溶
液

十
四

塩
化
第
二
銅
又
は
シ
ア
ン
化
銅
触
媒

十
五

プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
焼
却
に
伴
い
生
ず
る

貴
金
属
を
含
む
灰
（
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十
六

鉛
蓄
電
池
又
は
無
停
電
電
源
装
置
（
破
砕
さ

れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
）

十
七

分
別
さ
れ
て
い
な
い
電
池
（
別
表
第
三
の
一

の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
電
池
の
み
の
混
合
物
を

除
く
。）
又
は
、
同
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
電
池
で
あ
っ
て
別
表
第
六
に
掲

げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

十
八

電
気
部
品
又
は
電
子
部
品
の
く
ず
で
あ
っ

て
次
に
掲
げ
る
物
（
別
表
第
三
の
一
の
項
第
五
号

に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

イ

第
十
六
号
若
し
く
は
第
十
七
号
に
掲
げ
る

蓄
電
池
そ
の
他
の
電
池
、
水
銀
ス
イ
ッ
チ
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
ガ
ラ
ス
又

は
コ
ン
デ
ン
サ
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
も
の
に
限

る
。
）
を
構
成
部
品
と
し
て
含
む
物

Ａ
一
〇
五
〇

Ａ
一
〇
六
〇

Ａ
一
〇
七
〇

Ａ
一
〇
八
〇

Ａ
一
〇
九
〇

Ａ
一
一
〇
〇

Ａ
一
一
一
〇

Ａ
一
一
二
〇

Ａ
一
一
三
〇

Ａ
一
一
四
〇

Ａ
一
一
五
〇

Ａ
一
一
六
〇

Ａ
一
一
七
〇

Ａ
一
一
八
〇

ロ

別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の

ハ

ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
ウ

ィ
ン
ド
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
又
は
室

内
ユ
ニ
ッ
ト
が
壁
掛
け
形
若
し
く
は
床
置
き

形
で
あ
る
セ
パ
レ
ー
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ー
に
限
る
。
）

ニ

電
気
冷
蔵
庫
又
は
電
気
冷
凍
庫

ホ

電
気
洗
濯
機
又
は
衣
類
乾
燥
機

ヘ

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
物

⑴

プ
ラ
ズ
マ
式
の
も
の
又
は
液
晶
式
の
も

の
（
電
源
と
し
て
一
次
電
池
又
は
蓄
電
池
を

使
用
し
な
い
も
の
に
限
り
、
建
築
物
に
組
み

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
も

の
を
除
く
。
）

⑵

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
の
も
の

ト

電
動
ミ
シ
ン

チ

電
気
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
電
気
ド
リ
ル
そ
の
他

の
電
動
工
具

リ

電
子
式
卓
上
計
算
機
そ
の
他
の
事
務
用
電

気
機
械
器
具

ヌ

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
計
量
用
又
は

測
定
用
の
電
気
機
械
器
具

ル

電
動
式
吸
入
器
そ
の
他
の
医
療
用
電
気
機

械
器
具

ヲ

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

ワ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
、
光
デ
ィ
ス
ク
装
置
そ

の
他
の
記
憶
用
電
気
機
械
器
具

カ

ジ
ャ
ー
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
そ
の
他
の
台

所
用
電
気
機
械
器
具
（
ニ
に
掲
げ
る
物
を
除

く
。
）

ヨ

扇
風
機
、
電
気
除
湿
機
そ
の
他
の
空
調
用
電

気
機
械
器
具
（
ハ
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）

タ

電
気
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
掃
除
機
そ
の
他
の
衣

料
用
又
は
衛
生
用
の
電
気
機
械
器
具
（
ホ
に
掲

げ
る
物
を
除
く
。
）

レ

電
気
こ
た
つ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
そ
の
他
の
保

温
用
電
気
機
械
器
具

ソ

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気
か
み
そ
り
そ
の
他

し
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七

亜
鉛
精
錬
の
過
程
か
ら
生
ず
る
浸
出
残
滓
又

は
ジ
ャ

イ

等

ロ
サ

ト
、
赤
鉄
鉱

の
ダ
ス
ト
若
し
く

は
汚
泥



二

の
理
容
用
電
気
機
械
器
具

ツ

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

ネ

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
そ
の
他
の
運
動
用
電

気
機
械
器
具

ナ

電
気
芝
刈
機
そ
の
他
の
園
芸
用
電
気
機
械

器
具

ラ

蛍
光
灯
器
具
そ
の
他
の
電
気
照
明
器
具

ム

電
話
機
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
そ
の
他
の
有

線
通
信
機
械
器
具

ウ

携
帯
電
話
端
末
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
そ
の
他
の
無

線
通
信
機
械
器
具

ヰ

ラ
ジ
オ
受
信
機
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信

機
（
ヘ
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

ノ

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ィ

ー
・
ブ
イ
・
デ
ィ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
そ
の
他
の

映
像
用
電
気
機
械
器
具

オ

デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
テ

レ
オ
セ
ッ
ト
そ
の
他
の
電
気
音
響
機
械
器
具

ク

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ヤ

プ
リ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
印
刷
用
電
気
機
械

器
具

マ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
そ
の
他
の
表
示
用
電
気
機

械
器
具

ケ

電
子
書
籍
端
末

フ

電
子
時
計
又
は
電
気
時
計

コ

電
子
楽
器
又
は
電
気
楽
器

エ

ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
電
子
玩
具
又
は
電
動

式
玩
具

テ

給
湯
器

ア

配
電
盤

十
九

附
属
書
Ⅲ
の
特
性
を
有
す
る
程
度
に
、
コ

ー
ル
タ
ー
ル
、
五
十
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
鉛
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
そ

の
他
別
表
第
五
若
し
く
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る

物
を
含
み
、
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
被
覆
さ
れ
、
又
は
絶
縁
さ
れ
た
金

属
ケ
ー
ブ
ル

無
機
物
を
主
成
分
と
し
、
か
つ
金
属
又
は
有
機
物
を

含
む
お
そ
れ
の
あ
る
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

一

ブ
ラ
ウ
ン
管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
ガ
ラ
ス

Ａ
一
一
九
〇

Ａ
二
〇
一
〇

三

の
く
ず

二

液
状
又
は
泥
状
の
無
機
ふ
っ
素
化
合
物
（
別
表

第
三
の
二
の
項
第
七
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

三

触
媒
（
一
の
項
第
十
四
号
並
び
に
別
表
第
三
の

一
の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
五
号
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

四

化
学
工
業
の
反
応
の
過
程
か
ら
生
ず
る
石
膏

で
あ
っ
て
、
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

五

石
綿
（
粉
じ
ん
又
は
繊
維
状
の
も
の
に
限
る
。）

六

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
生
ず
る
飛
灰
で
あ
っ

て
、
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

有
機
物
を
主
成
分
と
し
、
金
属
又
は
無
機
物
を
含
む

お
そ
れ
の
あ
る
物

一

石
油
コ
ー
ク
ス
又
は
ビ
チ
ュ
ー
メ
ン
の
製
造

又
は
処
理
に
伴
い
生
ず
る
物

二

当
初
に
意
図
し
た
使
用
に
適
し
な
い
鉱
油
又

は
こ
れ
を
含
む
空
気
圧
縮
機
（
冷
却
装
置
を
有
す

る
も
の
に
限
る
。
）

三

鉛
ア
ン
チ
ノ
ッ
ク
剤
を
含
む
物

四

熱
交
換
用
媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ
た
液
体

五

樹
脂
等
の
製
造
、
調
合
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず

る
物
（
別
表
第
三
の
四
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
物

を
除
く
。
）

六

ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス

七

液
状
又
は
泥
状
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
又
は
フ
ェ
ノ

ー
ル
化
合
物
（
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含
む
。）

八

エ
ー
テ
ル
類
（
別
表
第
三
の
三
の
項
第
十
七
号

に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

九

革
の
ダ
ス
ト
、
灰
、
汚
泥
又
は
粉
（
駆
除
剤
を

含
む
も
の
又
は
別
表
第
六
第
三
号
に
掲
げ
る
物

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十

革
製
品
の
製
造
に
適
し
な
い
革
又
は
合
成
皮

革
の
く
ず
（
駆
除
剤
を
含
む
も
の
又
は
別
表
第
六

第
三
号
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。）

十
一

獣
皮
の
く
ず
（
病
毒
を
移
し
や
す
い
物
質
若

し
く
は
駆
除
剤
を
含
む
も
の
又
は
別
表
第
六
第

三
号
に
掲
げ
る
物
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）

Ａ
二
〇
二
〇

Ａ
二
〇
三
〇

Ａ
二
〇
四
〇

Ａ
二
〇
五
〇

Ａ
二
〇
六
〇

Ａ
三
〇
一
〇

Ａ
三
〇
二
〇

Ａ
三
〇
三
〇

Ａ
三
〇
四
〇

Ａ
三
〇
五
〇

Ａ
三
〇
六
〇

Ａ
三
〇
七
〇

Ａ
三
〇
八
〇

Ａ
三
〇
九
〇

Ａ
三
一
〇
〇

Ａ
三
一
一
〇

四

十
二

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト

十
三

有
機

燐り

ん

化
合
物

十
四

有
機
溶
剤
（
ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）

十
五

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
有
機
溶
剤

十
六

有
機
溶
剤
の
回
収
作
業
に
伴
い
生
ず
る
非

水
溶
性
の
蒸
留
残
滓

十
七

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
脂
肪
族
炭
化
水
素
の

製
造
に
伴
い
生
ず
る
物

十
八

Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
、
ポ
リ
塩
化
ナ
フ
タ
レ
ン

（
別
名
Ｐ
Ｃ
Ｎ
）
又
は
ポ
リ
臭
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

（
以
下
「
Ｐ
Ｂ
Ｂ
」
と
い
う
。）
若
し
く
は
こ
れ
ら

に
類
す
る
ポ
リ
臭
化
化
合
物
を
五
十
ｐ
ｐ
ｍ
以

上
含
む
物

十
九

有
機
物
の
精
製
、
蒸
留
又
は
熱
分
解
処
理
に

伴
い
生
ず
る
タ
ー
ル
状
の
残
滓
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

セ
メ
ン
ト
を
除
く
。
）

二
十

道
路
の
建
設
又
は
維
持
か
ら
生
ず
る
タ
ー

ル
を
含
む
歴
青
物

無
機
物
又
は
有
機
物
を
含
む
お
そ
れ
の
あ
る
物
で

あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

一

医
薬
品
の
製
造
、
調
剤
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず

る
物
（
別
表
第
三
の
三
の
項
第
十
一
号
ハ
に
掲
げ

る
物
を
除
く
。）

二

医
療
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
行
為
に
伴
い
生

ず
る
物
（
医
療
、
看
護
、
歯
科
治
療
、
獣
医
科
治

療
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
に
伴
い
生

ず
る
も
の
又
は
患
者
の
検
査
若
し
く
は
治
療
若

し
く
は
研
究
に
伴
い
病
院
そ
の
他
の
施
設
か
ら

生
ず
る
も
の
に
限
る
。）

三

駆
除
剤
若
し
く
は
植
物
の
生
理
機
能
の
増
進

若
し
く
は
抑
制
に
用
い
ら
れ
る
成
長
促
進
剤
、
発

芽
抑
制
剤
そ
の
他
の
薬
剤
（
以
下
「
植
物
用
薬
剤
」

と
い
う
。）
の
製
造
、
調
合
若
し
く
は
使
用
に
伴

い
生
ず
る
物
又
は
殺
虫
剤
若
し
く
は
除
草
剤
で

あ
っ
て
、
不
良
品
で
あ
る
も
の
、
製
造
者
が
定
め

る
使
用
期
間
内
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
若

し
く
は
当
初
に
意
図
し
た
使
用
に
適
し
な
い
も

の
四

木
材
保
存
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
防
腐
剤
、
防

Ａ
三
一
二
〇

Ａ
三
一
三
〇

Ａ
三
一
四
〇

Ａ
三
一
五
〇

Ａ
三
一
六
〇

Ａ
三
一
七
〇

Ａ
三
一
八
〇

Ａ
三
一
九
〇

Ａ
三
二
〇
〇

Ａ
四
〇
一
〇

Ａ
四
〇
二
〇

Ａ
四
〇
三
〇

Ａ
四
〇
四
〇

し

し

こ
う
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虫
剤
そ
の
他
の
薬
剤
（
以
下
「
木
材
保
存
用
薬
剤
」

と
い
う
。）
の
製
造
、
調
合
又
は
使
用
に
伴
い
生

ず
る
物

五

次
に
掲
げ
る
物 

イ

無
機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物
（
別
表
第

三
の
一
の
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
物
を
除

く
。
） 

ロ

有
機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物 

六

油
と
水
若
し
く
は
炭
化
水
素
と
水
と
の
混
合

物
又
は
乳
濁
液

七

イ
ン
キ
、
染
料
、
顔
料
、
塗
料
、
ラ
ッ
カ
ー
又

は
ワ
ニ
ス
（
以
下
「
イ
ン
キ
等
」
と
い
う
。
）
の
製

造
、
調
合
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物
（
別
表
第

三
の
四
の
項
第
一
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
） 

八

爆
発
性
を
有
す
る
物
（
別
表
第
三
に
掲
げ
る
物

又
は
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

四
十
九
号
）
第
二
条
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。） 

九

酸
性
又
は
塩
基
性
の
液
体
（
別
表
第
三
の
二
の

項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
） 

十

ば
い
煙
処
理
施
設
か
ら
生
ず
る
物
（
別
表
第
三

の
二
の
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
） 

十
一

次
の
い
ず
れ
か
を
含
む
物

イ

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
類

ロ

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
ジ
オ
キ
シ
ン
類

十
二

過
酸
化
物
を
含
む
物 

十
三

包
装
又
は
容
器
（
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六

に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。） 

十
四

化
学
薬
品
（
不
良
品
で
あ
る
も
の
又
は
製
造

者
が
定
め
る
使
用
期
間
内
に
使
用
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
限
る
。）
を
含
む
物
（
別
表
第
五
又
は

別
表
第
六
に
掲
げ
る
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
に
限
る
。
） 

十
五

研
究
開
発
又
は
教
育
上
の
活
動
か
ら
生
ず

る
同
定
さ
れ
て
い
な
い
、
又
は
新
規
の
化
学
物
質

で
あ
っ
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
が
未
知
の
も
の 

十
六

使
用
済
み
の
活
性
炭
（
別
表
第
三
の
二
の
項

第
六
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。） 

Ａ
四
〇
五
〇 

Ａ
四
〇
六
〇 

Ａ
四
〇
七
〇 

Ａ
四
〇
八
〇 

Ａ
四
〇
九
〇 

Ａ
四
一
〇
〇 

Ａ
四
一
一
〇 

Ａ
四
一
二
〇 

Ａ
四
一
三
〇 

Ａ
四
一
四
〇 

Ａ
四
一
五
〇 

Ａ
四
一
六
〇 

備
考 １ 

こ
の
表
に
掲
げ
る
物
に
は
、
別
表
第
五
又
は
別
表
第
六
に
掲
げ
る
物

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
物
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。 

２

下
欄
に
掲
げ
る
符
号
は
、
条
約
附
属
書
Ⅷ
の
番
号
で
あ
る
。 

別
表
第
五

一

病
院
、
診
療
所
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二

十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保

健
施
設
、
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
、

助
産
所
若
し
く
は
獣
医
療
法
（
平
成
四
年
法
律
第
四
十
六

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
施
設
に
お
け
る
医

療
行
為
若
し
く
は
検
査
又
は
衛
生
検
査
所
に
お
け
る
検
査

か
ら
生
ず
る
物 

二

次
に
掲
げ
る
物 

イ

医
薬
品
の
製
造
又
は
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
医
薬
品
の
調
剤
に
伴

い
生
ず
る
物 

三

廃
医
薬
品

四

次
に
掲
げ
る
物 

イ

駆
除
剤
若
し
く
は
植
物
用
薬
剤
の
製
造
又
は
こ
れ
ら

の
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
駆
除
剤
又
は
植
物
用

薬
剤
の
調
合
に
伴
い
生
ず
る
物

ハ

駆
除
剤
若
し
く
は
植
物
用
薬
剤
の
販
売
又
は
こ
れ
ら

の
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物

五

次
に
掲
げ
る
物 

イ

木
材
保
存
用
薬
剤
の
製
造
又
は
輸
入
に
伴
い
生
ず
る

物
ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
木
材
保
存
用
薬
剤
の

調
合
に
伴
い
生
ず
る
物

ハ

木
材
保
存
用
薬
剤
の
販
売
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る

物

六

次
に
掲
げ
る
物 

イ

有
機
溶
剤
の
製
造
又
は
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物 

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
有
機
溶
剤
の
調
合
に

伴
い
生
ず
る
物

ハ

有
機
溶
剤
の
販
売
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物 

七

当
初
に
意
図
し
た
使
用
に
適
し
な
い
鉱
油

八

油
と
水
若
し
く
は
炭
化
水
素
と
水
と
の
混
合
物
又
は
乳

濁
物

Ｙ
一 

Ｙ
二 

Ｙ
三 

Ｙ
四 

Ｙ
五 

Ｙ
六 

Ｙ
八 

Ｙ
九 

九

精
製
、
蒸
留
又
は
熱
分
解
処
理
に
伴
い
生
ず
る
タ
ー
ル

状
の
残
滓し 

十

次
に
掲
げ
る
物 

イ

イ
ン
キ
等
の
製
造
又
は
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物 

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
イ
ン
キ
等
の
調
合
に

伴
い
生
ず
る
物

ハ

イ
ン
キ
等
の
販
売
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物 

十
一

次
に
掲
げ
る
物

イ

樹
脂
等
の
製
造
又
は
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
樹
脂
等
の
調
合
に
伴

い
生
ず
る
物 

ハ

樹
脂
等
の
販
売
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず
る
物

十
二

次
に
掲
げ
る
施
設
に
お
け
る
研
究
開
発
又
は
教
育
上

の
活
動
か
ら
生
ず
る
同
定
さ
れ
て
い
な
い
、
又
は
新
規
の

化
学
物
質
で
あ
っ
て
、
人
の
健
康
及
び
生
活
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
が
未
知
の
も
の 

イ

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究
機
関

ロ

大
学
、
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
そ

の
附
属
試
験
研
究
機
関

ハ

学
術
研
究
又
は
製
品
の
製
造
若
し
く
は
技
術
の
改

良
、
考
案
若
し
く
は
発
明
に
係
る
試
験
研
究
を
行
う
試

験
研
究
所

十
三

爆
発
性
を
有
す
る
物
（
火
薬
類
取
締
法
第
二
条
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。） 

十
四

次
に
掲
げ
る
物 

イ

感
光
乳
剤
、
現
像
薬
、
定
着
薬
、
補
力
剤
、
減
力
剤
、

調
色
剤
、
洗
浄
剤
そ
の
他
の
写
真
用
化
学
薬
品
若
し
く

は
写
真
用
の
物
品
（
以
下
「
写
真
用
化
学
薬
品
等
」
と
い

う
。
）
の
製
造
又
は
こ
れ
ら
の
輸
入
に
伴
い
生
ず
る
物

ロ

販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
行
う
写
真
用
化
学
薬
品
等

の
調
合
に
伴
い
生
ず
る
物

ハ

写
真
用
化
学
薬
品
等
の
販
売
又
は
使
用
に
伴
い
生
ず

る
物

十
五

金
属
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面
処
理
に
伴
い
生
ず

る
物

十
六

事
業
活
動
に
伴
い
生
ず
る
物
を
用
い
た
別
表
第
一
に

掲
げ
る
処
分
作
業
に
伴
い
生
ず
る
物 

Ｙ
一
一 

Ｙ
一
二 

Ｙ
一
三 

Ｙ
一
四 

Ｙ
一
五 

Ｙ
一
六 

Ｙ
一
七 

Ｙ
一
八
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備
考 １ 

こ
の
表
に
掲
げ
る
物
に
は
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
四

号
、
第
十
五
号
又
は
第
十
六
号
に
掲
げ
る
物
で
あ
っ
て
、
別
表
第
七
の

中
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
試
験
に
お
い
て
も
当
該
試
験
の
区
分
に
応
じ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
示
す
こ
と
の
な
い
も
の
を
含
ま
な
い
も

の
と
す
る
。 

２

下
欄
に
掲
げ
る
符
号
は
、
条
約
附
属
書
Ⅰ
の
分
類
記
号
で
あ
る
。 

別
表
第
六

一

金
属
カ
ル
ボ
ニ
ル
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

鉄
カ
ル
ボ
ニ
ル
、
ニ
ッ
ケ
ル
カ
ル
ボ
ニ
ル
又
は
メ
チ

ル
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ニ
ル
マ
ン
ガ
ン
ト
リ
カ
ル
ボ
ニ

ル
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

イ
に
掲
げ
る
金
属
カ
ル
ボ
ニ
ル
以
外
の
金
属
カ
ル
ボ

ニ
ル
を
含
む
物

二

ベ
リ
リ
ウ
ム
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含

む
物

三

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

物イ

塩
化
ク
ロ
ミ
ル
、
ク
ロ
ム
酸
、
ク
ロ
ム
酸
亜
鉛
、
ク
ロ

ム
酸
亜
鉛
カ
リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
酸
銀
、
ク
ロ
ム
酸
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
、
ク
ロ
ム
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
酸
鉛
、
ク
ロ
ム
酸

バ
リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
酸
ビ
ス
マ
ス
、
ク
ロ
ム
硫
酸
、
三
酸

化
ク
ロ
ム
、
四
塩
基
性
ク
ロ
ム
酸
亜
鉛
、
重
ク
ロ
ム
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
、
重
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
、
重
ク
ロ
ム
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
又
は
硫
酸
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ク
ロ
ム
酸
鉛
を

〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

イ
に
掲
げ
る
六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
以
外
の
六
価
ク
ロ

ム
化
合
物
を
含
む
物 

ハ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴ 
 

固
形
状
で
あ
っ
て
、
平
成
三
年
環
境
庁
告
示
第
四

十
六
号
（
以
下
「
土
壌
環
境
基
準
告
示
」
と
い
う
。
）

別
表
の
環
境
上
の
条
件
（
六
価
ク
ロ
ム
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
（
昭

Ｙ
一
九

Ｙ
二
〇

Ｙ
二
一

和
四
十
六
年
総
理
府
令
、
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
六
価
ク
ロ
ム
に
係
る

も
の
に
限
る
。）
に
該
当
す
る
物 

ニ

ハ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
金
属
等
を
含
む
産
業
廃
棄
物

に
係
る
判
定
基
準
を
定
め
る
総
理
府
令
（
昭
和
四
十

八
年
総
理
府
令
第
五
号
。
以
下
「
産
業
廃
棄
物
判
定
基

準
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
六
価

ク
ロ
ム
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な

い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
を
定
め
る
総
理
府
令

（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
排

水
基
準
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
基
準
（
六

価
ク
ロ
ム
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し

な
い
物

四

銅
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

ア
セ
ト
亜
砒ひ

酸
銅
、
Ｎ
・
‘

Ｎ
―
エ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
サ

リ
チ
リ
デ
ン
ア
ミ
ナ
ト
）
銅
（
Ⅱ
）
、
塩
化
第
一
銅
、
塩

化
第
二
銅
、
シ
ア
ン
化
銅
、
シ
ア
ン
化
銅
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

銅
エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、
砒ひ

酸
銅
又
は
硫
酸
銅
を
〇
・
一

重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

塩
化
第
二
銅
二
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
塩
化
第
二
銅
カ
リ

ウ
ム
、
酢
酸
第
二
銅
、
シ
ア
ン
化
銅
カ
リ
ウ
ム
、
硝
酸
銅
、

炭
酸
銅
、
チ
オ
シ
ア
ン
酸
第
一
銅
、
ピ
ロ
リ
ン
酸
第
二

銅
、
ふ
っ
化
第
二
銅
又
は
よ
う
化
第
一
銅
を
一
重
量
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
銅
化
合
物
以
外
の
銅
化
合
物
を

含
む
物

ニ

別
表
第
一
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を

行
う
た
め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
（
固
形
状

の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別

表
の
環
境
上
の
条
件
（
銅
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適

合
し
な
い
も
の 

五

亜
鉛
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

亜
ジ
チ
オ
ン
酸
亜
鉛
、
亜
砒ひ

酸
亜
鉛
、
塩
化
亜
鉛
、
シ

ア
ン
化
亜
鉛
又
は
砒ひ

酸
亜
鉛
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
含
む
物 

ロ

塩
素
酸
亜
鉛
、
過
酸
化
亜
鉛
、
過
マ
ン
ガ
ン
酸
亜
鉛
、

Ｙ
二
二

Ｙ
二
三

ク
ロ
ム
酸
亜
鉛
、
珪け

い

ふ
っ
化
亜
鉛
、
酢
酸
亜
鉛
、
ジ
エ
チ

ル
亜
鉛
、
ジ
メ
チ
ル
亜
鉛
、
シ
ュ
ウ
酸
亜
鉛
、
臭
素
酸
亜

鉛
、
硝
酸
亜
鉛
、
チ
オ
シ
ア
ン
酸
亜
鉛
、
ピ
ロ
リ
ン
酸
亜

鉛
、
ふ
っ
化
亜
鉛
、
メ
チ
ル
ジ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
亜
鉛
、

硫
酸
亜
鉛
、
燐り

ん

化
亜
鉛
又
は
燐り

ん

酸
亜
鉛
を
一
重
量
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
含
む
物 

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
亜
鉛
化
合
物
以
外
の
亜
鉛
化
合

物
を
含
む
物 

六

砒ひ

素
又
は
砒ひ

素
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物 

イ

砒ひ

素
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
砒ひ

素
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適

合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
砒ひ

素
又
は
そ
の
化
合

物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物

ハ

ロ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
砒ひ

素
又
は
そ
の
化
合
物
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
砒ひ

素
又
は
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

七

セ
レ
ン
又
は
セ
レ
ン
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

イ

セ
レ
ン
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む

物
ロ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
セ
レ
ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に

Ｙ
二
四

Ｙ
二
五
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適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
セ
レ
ン
又
は
そ
の
化

合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物

ハ

ロ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
セ
レ
ン
又
は
そ
の
化
合
物

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
セ
レ
ン
又
は
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
に

限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物

八

カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
化
合
物
を
含
む
物
で
あ

っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

カ
ド
ミ
ウ
ム
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

含
む
物

ロ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ

の
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物 

ハ

ロ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化

合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

九

ア
ン
チ
モ
ン
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含

む
物

十

テ
ル
ル
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物 

十
一

水
銀
又
は
水
銀
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲

Ｙ
二
六

Ｙ
二
七

Ｙ
二
八

Ｙ
二
九

げ
る
物

イ

水
銀
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
総
水
銀
又
は
ア
ル
キ
ル
水
銀
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀

そ
の
他
の
水
銀
化
合
物
又
は
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
該
当
す
る
物 

ハ

ロ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
又

は
水
銀
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
水
銀
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
そ
の
他
の
水
銀
化
合

物
又
は
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

十
二

タ
リ
ウ
ム
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含

む
物

十
三

鉛
又
は
鉛
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

物イ

鉛
元
素
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
鉛
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合

し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
鉛
又
は
そ
の
化
合
物

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
該
当
す
る
物 

ハ

ロ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

Ｙ
三
〇

Ｙ
三
一

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
鉛
又
は
そ
の
化
合
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
鉛
又
は
そ
の
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

十
四

ふ
っ
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
除
く
無
機
ふ
っ
素
化
合
物
を

含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

珪け
い

ふ
っ
化
水
素
酸
、
五
ふ
っ
化
臭
素
、
三
ふ
っ
化
臭

素
、
三
ふ
っ
化
ほ
う
素
二
水
和
物
、
二
ふ
っ
化
カ
リ
ウ

ム
、
二
ふ
っ
化
燐り

ん

酸
、
ふ
っ
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ふ
っ
化

カ
リ
ウ
ム
、
ふ
っ
化
ク
ロ
ム
、
ふ
っ
化
水
素
、
ふ
っ
化
水

素
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ふ
っ
化
水
素
酸
、
ふ
っ
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
フ
ル
オ
ロ
ス
ル
ホ
ン
酸
、
フ
ル
オ
ロ
燐り

ん

酸
、
ヘ
キ
サ

フ
ル
オ
ロ
燐り

ん

酸
又
は
ほ
う
ふ
っ
化
水
素
酸
を
〇
・
一
重

量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

珪け
い

ふ
っ
化
亜
鉛
、
珪け

い

ふ
っ
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
珪け

い

ふ
っ

化
カ
リ
ウ
ム
、
珪け

い

ふ
っ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
珪け

い

ふ
っ
化
バ
リ

ウ
ム
、
珪け

い

ふ
っ
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
珪け

い

ふ
っ
化
マ
ン
ガ

ン
、
五
ふ
っ
化
よ
う
素
、
ふ
っ
化
水
素
カ
リ
ウ
ム
、
ふ
っ

化
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ふ
っ
化
第
一
す
ず
、
ふ
っ
化
バ
リ

ウ
ム
、
ほ
う
ふ
っ
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ほ
う
ふ
っ
化
カ
リ

ウ
ム
、
ほ
う
ふ
っ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ほ
う
ふ
っ
化
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
又
は
ほ
う
ふ
っ
化
リ
チ
ウ
ム
を
一
重
量
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
無
機
ふ
っ
素
化
合
物
以
外
の
無

機
ふ
っ
素
化
合
物
を
含
む
物 

十
五

無
機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物

イ

シ
ア
ン
化
亜
鉛
、
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化

銀
、
シ
ア
ン
化
臭
素
、
シ
ア
ン
化
水
素
、
シ
ア
ン
化
水
素

酸
、
シ
ア
ン
化
第
二
水
銀
、
シ
ア
ン
化
第
二
水
銀
カ
リ
ウ

ム
、
シ
ア
ン
化
銅
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
シ
ア
ン
化
鉛
又
は
シ
ア
ン
化
ニ
ッ
ケ
ル
を
〇
・
一
重

量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

シ
ア
ン
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
コ
バ
ル
ト
カ
リ

ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
第
一
金
カ
リ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
銅
、
シ

ア
ン
化
銅
カ
リ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
ニ
ッ
ケ
ル
カ
リ
ウ
ム
、

Ｙ
三
二

Ｙ
三
三
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シ
ア
ン
化
白
金
バ
リ
ウ
ム
又
は
シ
ア
ン
化
バ
リ
ウ
ム
を

一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
無
機
シ
ア
ン
化
合
物
以
外
の
無

機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物

ニ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
シ
ア
ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に

適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
シ
ア
ン
化
合
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物

ホ

ニ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
シ
ア
ン
化
合
物
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
シ
ア
ン
化
合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に

適
合
し
な
い
物

十
六

水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
二
・
〇
未
満
又
は
十
一
・

五
を
超
え
る
物
（
固
形
状
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
固

形
状
の
も
の
と
蒸
留
水
と
が
重
量
比
一
対
三
に
な
る
よ
う

に
混
合
し
、
そ
の
混
合
液
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
が
二
・

〇
未
満
又
は
十
一
・
五
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
） 

十
七

石
綿
（
粉
じ
ん
又
は
繊
維
状
の
も
の
に
限
る
。
）
を
含

む
物

十
八

有
機
燐り

ん

化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

ア
ジ
ン
ホ
ス
―
エ
チ
ル
、
ア
ジ
ン
ホ
ス
―
メ
チ
ル
、
ア

ル
キ
ル
ア
リ
ー
ル
ジ
チ
オ
燐り

ん

酸
亜
鉛
（
炭
素
数
が
七
か

ら
十
六
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ア
ル
キ
ル
ジ
チ
オ
燐り

ん

酸
亜
鉛
（
炭
素
数
が
三
か
ら
十
四
ま
で
の
も
の
に
限

る
。）
、
イ
ソ
キ
サ
チ
オ
ン
、
イ
ソ
チ
オ
エ
ー
ト
、
イ
ソ
デ

シ
ル
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
イ
ソ
フ
ェ
ン
ホ
ス
、

エ
ジ
フ
ェ
ン
ホ
ス
、
エ
チ
オ
ン
、
エ
チ
ル
チ
オ
メ
ト
ン
、

エ
ト
エ
ー
ト
メ
チ
ル
、
エ
ト
プ
ロ
ホ
ス
、
塩
化
ジ
メ
チ
ル

チ
オ
ホ
ス
ホ
リ
ル
、
エ
ン
ド
チ
オ
ン
、
オ
キ
シ
ジ
ス
ル
ホ

Ｙ
三
四
、

Ｙ
三
五

Ｙ
三
六

Ｙ
三
七

ト
ン
、
オ
キ
シ
ジ
メ
ト
ン
メ
チ
ル
、
オ
メ
ト
エ
ー
ト
、
カ

ル
ボ
フ
ェ
ノ
チ
オ
ン
、
キ
ナ
ル
ホ
ス
、
ク
マ
ホ
ス
、
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
、
ク
ル
ホ
メ
ー
ト
、
ク
レ
ジ
ル
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ホ

ス
フ
ェ
ー
ト
、
ク
ロ
ト
キ
シ
ホ
ス
、
ク
ロ
ル
チ
オ
ホ
ス
、

ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
、
ク
ロ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ン
ホ
ス
、
ク
ロ
ル

メ
ホ
ス
、
サ
リ
チ
オ
ン
、
ジ
ア
リ
ホ
ス
、
ジ
エ
チ
ル
＝
四

―
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ジ
ル
ホ
ス
ホ
ナ
ー
ト
、
ジ
エ
チ
ル
パ
ラ

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト
（
別
名
パ
ラ
チ

オ
ン
）、
ジ
オ
キ
サ
チ
オ
ン
、
ジ
ク
ロ
ト
ホ
ス
、
ジ
ク
ロ

フ
ェ
ン
チ
オ
ン
、
ジ
ク
ロ
ル
ボ
ス
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
ホ

ス
フ
ィ
ン
、
ジ
チ
オ
ピ
ロ
リ
ン
酸
テ
ト
ラ
エ
チ
ル
、
ジ
フ

ェ
ニ
ル
―
二
・
四
・
六
―
ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゾ
イ
ル
ホ
ス

フ
ィ
ン
―
オ
キ
シ
ド
、
ジ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
ト

エ
チ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト
（
別
名
メ
チ
ル
ジ
メ
ト

ン
）
、
エ
チ
ル
パ
ラ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン

ホ
ス
ホ
ネ
イ
ト
（
別
名
Ｅ
Ｐ
Ｎ
）
、
ジ
メ
チ
ル
パ
ラ
ニ
ト

ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト
（
別
名
メ
チ
ル
パ
ラ

チ
オ
ン
）
、
ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ロ
ホ
ス
フ
ァ
イ
ト
、
ジ
メ
ト

エ
ー
ト
、
ジ
メ
ト
ン
―
Ｏ
―
メ
チ
ル
、
ジ
メ
ト
ン
―
Ｓ
―

メ
チ
ル
、
ジ
メ
ホ
ッ
ク
ス
、
シ
ュ
ラ
ー
ダ
ン
、
ス
ル
プ
ロ

ホ
ス
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
、
チ
オ
ナ
ジ
ン
、
チ
オ
メ
ト
ン
、

デ
メ
フ
ィ
オ
ン
、
テ
メ
ホ
ス
、
テ
ル
ブ
ホ
ス
、
ト
リ
（
一

―
ア
ジ
リ
ジ
ニ
ル
）
ホ
ス
フ
ィ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
、
ト
リ
ア

ゾ
ホ
ス
、
ト
リ
ア
ミ
ホ
ス
、
ト
リ
エ
チ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー

ト
、
ト
リ
キ
シ
リ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
ク
ロ
ル
ホ

ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
ナ
ー
ト
、
ト
リ
ス
（
一
―
ア
ジ
リ
ジ
ニ

ル
）
ホ
ス
フ
ィ
ン
サ
ル
フ
ァ
イ
ド
、
ト
リ
ス
（
四
―
メ
ト

キ
シ
―
三
・
五
―
ジ
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
ホ
ス
フ
ィ
ン
、

ト
リ
チ
オ
燐り

ん

酸
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｓ
―
ト
リ
ブ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、

ト
リ
ブ
チ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ナ
レ
ッ
ド
、
バ
ミ
ド
チ
オ

ン
、
パ
ラ
オ
キ
ソ
ン
、
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ピ
ラ
ゾ
キ
ソ
ン
、

ピ
ラ
ゾ
ホ
ス
、
ピ
リ
ミ
ホ
ス
エ
チ
ル
、
フ
ェ
ナ
ミ
ホ
ス
、

フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
、
フ
ェ
ン
カ
プ
ト
ン
、
フ
ェ
ン
ス
ル

ホ
チ
オ
ン
、
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
、
フ
ェ
ン
ト
エ
ー
ト
、
プ
ロ

ト
エ
ー
ト
、
プ
ロ
パ
ホ
ス
、
ヘ
キ
サ
メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ル
ト

リ
ア
ミ
ド
、
ヘ
プ
テ
ノ
ホ
ス
、
ホ
サ
ロ
ン
、
ホ
ス
フ
ァ
ミ

ド
ン
、
ホ
ス
ホ
ラ
ン
、
ホ
ス
ホ
ン
酸
水
素
ジ
ブ
チ
ル
、
ホ

ス
ホ
ン
酸
水
素
ジ
メ
チ
ル
、
ホ
ス
ホ
ン
酸
ト
リ
エ
チ
ル
、

ホ
ス
ホ
ン
酸
ト
リ
メ
チ
ル
、
ホ
ス
メ
ッ
ト
、
ホ
ノ
ホ
ス
、

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
チ
オ
ホ
ス
ホ
ン
酸
バ
リ
ウ
ム
塩
、
ホ

ル
モ
チ
オ
ン
、
ホ
レ
ー
ト
、
マ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
カ
ル
バ
ム
、

メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
、
メ
チ
ダ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
ト
リ
チ
オ

ン
、
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
ナ
ゾ
ン
、
メ
ビ
ン
ホ
ス
、

メ
ホ
ス
ホ
ラ
ン
、
モ
ノ
ク
ロ
ト
ホ
ス
、
四
燐り

ん

酸
ヘ
キ
サ
エ

チ
ル
、
燐り

ん

酸
一
水
素
ジ
イ
ソ
オ
ク
チ
ル
、
燐り

ん

酸
ト
リ
ア
リ

ル
、
燐り

ん

酸
ト
リ
エ
チ
ル
、
燐り

ん

酸
ト
リ
ス
（
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

フ
ェ
ニ
ル
）
、
燐り

ん

酸
ト
リ
ス
（
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
モ
プ
ロ

ピ
ル
）
又
は
燐(

り
ん)

酸
ト
リ
ト
リ
ル
を
〇
・
一
重
量
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

Ｉ
Ｂ
Ｐ
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
、
ア
ミ
ド
チ
オ
エ
ー
ト
、
亜
燐り

ん

酸

ト
リ
エ
チ
ル
、
亜
燐り

ん

酸
ト
リ
メ
チ
ル
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
、
エ
チ
ル

―
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
ホ

ス
ホ
ナ
ー
ト
、
エ
ト
リ
ム
ホ
ス
、
塩
化
ジ
エ
チ
ル
チ
オ
ホ

ス
ホ
リ
ル
、
オ
ク
チ
ル
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ク

ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
メ
チ
ル
、
シ
ア
ノ
ホ
ス
、
ジ
ア
ル
キ
ル
ジ

チ
オ
燐り

ん

酸
、
ジ
エ
チ
ル
（
一
・
三
―
ジ
チ
オ
シ
ク
ロ
ペ
ン

チ
リ
デ
ン
）
―
チ
オ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド
、
ジ
エ
チ
ル
パ
ラ

ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ス
ル
ホ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、

ジ
エ
チ
ル
―
Ｓ
―
ベ
ン
ジ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ジ

エ
チ
ル
―
四
―
メ
チ
ル
ス
ル
フ
ィ
ニ
ル
フ
ェ
ニ
ル
―
チ

オ
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
二
・
三
―
ジ
―
（
ジ
エ
チ
ル
ジ
チ
オ

ホ
ス
ホ
ロ
）
―
パ
ラ
ジ
オ
キ
サ
ン
、
ジ
メ
チ
ル
ビ
ン
ホ

ス
、
ジ
メ
チ
ル
―
［
二
―
（
‘

一
―
メ
チ
ル
ベ
ン
ジ
ル
オ

キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）
―
一
―
メ
チ
ル
エ
チ
レ
ン
］
ホ
ス
フ

ェ
ー
ト
、
ジ
メ
ト
ン
、
ジ
メ
ト
ン
―
Ｏ
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ｐ
、
テ

ト
ラ
エ
チ
ル
ピ
ロ
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
テ
ミ
ビ
ン
ホ
ス
、
ト

リ
オ
ク
チ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
ス
（
ク
ロ
ロ
エ
チ

ル
）
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
ス
（
β
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ

ル
）
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
ス
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
ル
ホ
ス

フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
ブ
チ
ル
ホ
ス
フ
ィ
ン
、
ト
リ
ブ
ト
キ
シ

エ
チ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、
ト
リ
メ
チ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
、

ビ
ア
ラ
ホ
ス
、
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｐ
、
ピ
ペ
ロ
ホ
ス
、
ピ
ラ
ク
ロ
ホ

ス
、
ピ
リ
ダ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
、
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
ホ
ラ
ス
チ

オ
ジ
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
ク
ロ
ラ

イ
ド
、
ブ
タ
ミ
ホ
ス
、
プ
ロ
チ
オ
ホ
ス
、
プ
ロ
フ
ェ
ノ
ホ

ス
、
ブ
ロ
ペ
タ
ン
ホ
ス
、
ブ
ロ
モ
ホ
ス
エ
チ
ル
、
ホ
ス
チ

ア
ゼ
ー
ト
、
メ
ス
ル
フ
ェ
ン
ホ
ス
、
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ

シ
ル
―
四
―
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
又

は
レ
プ
ト
ホ
ス
を
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物 

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
有
機
燐り

ん

化
合
物
以
外
の
有
機
燐り

ん
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化
合
物
を
含
む
物

ニ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
有
機
燐り

ん

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に

適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
有
機
燐り

ん

化
合
物
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物

ホ

ニ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
有
機
燐り

ん

化
合
物
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
有
機
燐り

ん

化
合
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に

適
合
し
な
い
物

十
九

有
機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ

る
物

イ

ア
イ
オ
キ
シ
ニ
ル
、
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
ア
ジ
ポ
ニ

ト
リ
ル
、
ア
セ
ト
ン
シ
ア
ノ
ヒ
ド
リ
ン
、
二
・
‘

二
―
ア

ゾ
ビ
ス
［
二
―
（
ヒ
ド
ロ
キ
シ
メ
チ
ル
）
プ
ロ
ピ
オ
ニ
ト

リ
ル
］
、
二
・
‘

二
―
ア
ゾ
ビ
ス
（
二
―
メ
チ
ル
ブ
チ
ロ

ニ
ト
リ
ル
）
、
二
―
ア
ミ
ノ
―
五
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
四

―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
四
―
メ
チ
ル
―
三
―
チ

オ
フ
ェ
ン
カ
ル
ボ
ニ
ト
リ
ル
、
二
―
イ
ソ
シ
ア
ナ
ト
―

二
―
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ン
―
一
・
三
―
ジ
イ
ル
＝
ビ
ス
（
三

―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ノ
ア
ー
ト
）、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
シ
ク
ロ

ヘ
キ
シ
ル
、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
メ
チ
ル
、
イ
ソ
ホ
ロ
ン
ジ
イ

ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
エ
チ
レ
ン
シ
ア
ノ
ヒ
ド
リ
ン
、
三
―
ク

ロ
ロ
―
四
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
シ

ア
ナ
ジ
ン
、
シ
ア
ナ
ミ
ド
、
二
―
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
ル
酸
＝

二
―
メ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
、
α
―
シ
ア
ノ
―
三
―
フ
ェ
ノ

キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
＝
ビ
ス
（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
メ
チ

ル
＝
一
―
（
三
・
四
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
リ
デ
ン
）
ブ
テ
ン
―

一
・
四
―
ジ
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー
ト
、
シ
ア
ン
化
ブ
ロ
モ
ベ

ン
ジ
ル
、
シ
ア
ン
化
ベ
ン
ジ
ル
、
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

Ｙ
三
八

（
別
名
ト
リ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
）
、
ジ
ク
ロ
ロ
フ

ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
二
・
六
―
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ

ニ
ト
リ
ル
、
四
―
（
二
・
六
―
ジ
シ
ア
ノ
―
四
―
ニ
ト
ロ

フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
三
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル

ア
ニ
リ
ン
、
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン
―
四
・
‘

四
―
ジ
イ
ソ

シ
ア
ナ
ー
ト
、
シ
ペ
ル
メ
ト
リ
ン
、
三
・
‘

三
―
ジ
メ
チ

ル
―
四
・
‘

四
―
ビ
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、

三
・
‘

三
―
ジ
メ
チ
ル
ビ
フ
ェ
ニ
ル
―
四
・
‘

四
―
ジ
イ

ル
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
、
ト
リ
メ
チ
ル
ヘ
キ
サ
メ
チ

レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
ト
リ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ

ー
ト
、
一
・
五
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
イ
ル
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ

ー
ト
、
四
―
ニ
ト
ロ
安
息
香
酸
＝
［
四
―
（
二
・
二
―
ジ

シ
ア
ノ
ビ
ニ
ル
）
フ
ェ
ニ
ル
］、
四
―
（
四
―
ニ
ト
ロ
フ

ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
Ｎ
―
（
二
―
シ
ア
ノ
エ
チ
ル
）
―
Ｎ
―

（
二
―
ア
セ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
）
ア
ニ
リ
ン
、
三
―
ニ
ト
ロ

ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
、
フ
ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
フ
ェ

ン
プ
ロ
パ
ト
リ
ン
、
ｏ
―
フ
タ
ロ
ジ
ニ
ト
リ
ル
、
プ
ロ
ピ

オ
ニ
ト
リ
ル
、
ブ
ロ
モ
キ
シ
ニ
ル
、
三
―
｛
Ｎ
―
ベ
ン
ジ

ル
―
四
―
［
（
二
―
シ
ア
ノ
―
四
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

ジ
ア
ゼ
ニ
ル
］
ア
ニ
リ
ノ
｝
プ
ロ
パ
ン
酸
＝
二
―
オ
キ
ソ

プ
ロ
ピ
ル
、
ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
、
ポ
リ
メ
チ
レ
ン
ポ
リ
フ

ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
マ
ロ
ノ
ニ
ト
リ
ル
、
メ
タ
ク

リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
又
は
ラ
ク
ト
ニ
ト
リ
ル
を
〇
・
一
重
量

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

四
―
［
六
―
（
ア
ク
リ
ロ
イ
ル
オ
キ
シ
）
ヘ
キ
シ
ル
オ

キ
シ
］
―
四
―
シ
ア
ノ
ビ
フ
ェ
ニ
ル
、
ア
セ
ト
ニ
ト
リ

ル
、
ア
ゾ
ジ
イ
ソ
ブ
チ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
二
・
‘

二
―
ア
ゾ

ジ
（
二
・
四
―
ジ
メ
チ
ル
バ
レ
ロ
ニ
ト
リ
ル
）
、
二
・
‘

二

―
ア
ゾ
ジ
（
二
・
四
―
ジ
メ
チ
ル
―
四
―
メ
ト
キ
シ
バ
レ

ロ
ニ
ト
リ
ル
）
、
一
・
‘

一
―
ア
ゾ
ジ
―
（
ヘ
キ
サ
ヒ
ド

ロ
ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
）、
四
・
四
―
ア
ゾ
ビ
ス
（
四
―
シ

ア
ノ
吉
草
酸
）、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
、
イ
ソ
シ

ア
ン
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
エ
チ
ル
、
イ
ソ

シ
ア
ン
酸
ブ
チ
ル
、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ

チ
ル
、
イ
ソ
シ
ア
ン
酸
プ
ロ
ピ
ル
、
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ン
酸

メ
チ
ル
、
イ
ソ
ブ
チ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
Ｎ
―
［
（
Ｒ
Ｓ
）
―

シ
ア
ノ
（
チ
オ
フ
ェ
ン
―
二
―
イ
ル
）
メ
チ
ル
］
―
四
―

エ
チ
ル
―
二
―
（
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
―
一
・
三
―
チ
ア
ゾ

ー
ル
―
五
―
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
、
二
―
シ
ア
ノ
―
Ｎ
―

メ
チ
ル
―
二
―
［
三
―
（
二
・
四
・
六
―
ト
リ
オ
キ
ソ
テ

ト
ラ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ミ
ジ
ン
―
五
（
二
Ｈ
）
―
イ
リ
デ
ン
）

―
二
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
―
一
Ｈ
―
イ
ソ
イ
ン
ド
ー
ル
―

一
―
イ
リ
デ
ン
］
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
、
Ｎ
―
（
四
―
シ
ア
ノ

メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
―
五
―
メ

チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
、
シ
ア
ノ
酢

酸
エ
チ
ル
、
Ｃ
Ｙ
Ｐ
、
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
‘

二
―
シ

ア
ノ
―
一
・
二
―
チ
ア
ゾ
ー
ル
―
五
―
カ
ル
ボ
キ
サ
ニ

リ
ド
、
シ
ハ
ロ
ト
リ
ン
、
シ
フ
ェ
ノ
ト
リ
ン
、
シ
フ
ル
ト

リ
ン
、
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
ム
プ
ロ
ピ
オ
ニ
ト
リ
ル
、
二
―

ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
、
Ｔ
Ｃ
Ｈ
、
テ
レ
フ

タ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
ト
ラ
ロ
メ
ト
リ
ン
、
二
・
二
・
二
―
ト

リ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
ル
＝
［（
一
Ｓ
）
―
シ
ア
ノ
―
二
―
メ

チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
］
カ
ル
バ
マ
ー
ト
、
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ

ル
フ
ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
、
三
―
（
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ

メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
プ
ロ
ピ
オ
ニ
ト
リ
ル
、
フ
ェ
ン
バ
レ
レ

ー
ト
、
ブ
チ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
フ
ル
バ
リ
ネ
ー
ト
、
三
―
ブ

ロ
モ
―
一
―
（
三
―
ク
ロ
ロ
ピ
リ
ジ
ン
―
二
―
イ
ル
）
―

Ｎ
―
［
四
―
シ
ア
ノ
―
二
―
メ
チ
ル
―
六
―
（
メ
チ
ル
カ

ル
バ
モ
イ
ル
）
フ
ェ
ニ
ル
］
―
一
Ｈ
―
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
―
五

―
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
、
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア

ナ
ー
ト
、
‘

四
―
メ
チ
ル
―
二
―
シ
ア
ノ
ビ
フ
ェ
ニ
ル
、

メ
ト
キ
シ
メ
チ
ル
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト
又
は
モ
ノ
ク
ロ
ロ

酢
酸
―
二
―
シ
ア
ノ
エ
チ
ル
ア
ミ
ド
を
一
重
量
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
有
機
シ
ア
ン
化
合
物
以
外
の
有

機
シ
ア
ン
化
合
物
を
含
む
物

二
十

フ
ェ
ノ
ー
ル
又
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
含
む
物
で

あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

二
―
ア
ミ
ノ
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン
、
四
―
（
四
―
ア
ミ
ノ

―
三
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
―
七
―
メ
ト
キ
シ
キ
ノ

リ
ン
―
六
―
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
、
七
―
ア
ミ
ノ
―
四
―

ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
、
六
―

（
四
―
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
ビ
フ
ェ
ニ
ル
―
三
―
ア

ミ
ン
、
ア
ル
キ
ル
サ
リ
チ
ル
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
炭
素
数
が

十
三
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ア
ル
キ
ル
サ
リ
チ
ル
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
炭
素
数
が
十
一
以
上
の
も
の
に
限

る
。）
、
安
息
香
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ｏ
―
エ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー

ル
、（
±
）
―
一
・
‘

一
―
（
エ
チ
レ
ン
）
ビ
ス
（
一
・

二
・
三
・
三
ａ
・
七
ａ
―η

―
一
Ｈ
―
イ
ン
デ
ニ
ル
）
ジ

フ
ェ
ノ
キ
シ
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
（
Ⅳ
）
、（
±
）
―
一
・
‘

一

Ｙ
三
九

78

η



―
（
エ
チ
レ
ン
）
ビ
ス
（
一
・
二
・
三
・
三
ａ
・
七
ａ
―

η

―
一
Ｈ
―
イ
ン
デ
ニ
ル
）
ジ
フ
ェ
ノ
キ
シ
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
（
Ⅳ
）
、
オ
ク
チ
ル
＝
三
―
［
五
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ

チ
ル
―
三
―
（
二
・
Ｈ
―
ベ
ン
ゾ
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
―
‘

二

―
イ
ル
）
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
］
プ
ロ
ピ
オ
ナ

ー
ト
、
カ
ル
ボ
リ
ッ
ク
オ
イ
ル
、
キ
シ
レ
ノ
ー
ル
、
八
―

キ
ノ
リ
ノ
ー
ル
、
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、

コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
サ
リ
チ
ル
酸
イ
ソ
ア
ミ
ル
、
サ
リ
チ
ル

酸
メ
チ
ル
、
三
―
（
Ｎ
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ノ
）
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ

ロ
―
三
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ

ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ン
塩
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ

ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
塩
、
二
・
四
―
ジ

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ト
リ
イ
ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
ア

ミ
ン
塩
、
ジ
ニ
ト
ロ
―
ｏ
―
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ジ
ニ
ト
ロ
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
ジ
ノ
セ
ブ
、
ジ
ノ
セ
ブ
ア
セ
タ
ー
ト
、
ジ
ノ

テ
ル
ブ
、
ジ
ノ
テ
ル
ブ
ア
セ
タ
ー
ト
、
一
・
四
―
ジ
ヒ
ド

ロ
―
九
・
十
―
ジ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
、
二
―

（
チ
オ
シ
ア
ナ
ト
メ
チ
ル
チ
オ
）
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル
、

一
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
―
三
―
（
二
・
六
―
ジ
イ
ソ

プ
ロ
ピ
ル
―
四
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
チ
オ
尿
素

（
別
名
ジ
ア
フ
ェ
ン
チ
ウ
ロ
ン
）
、
ド
デ
シ
ル
フ
ェ
ノ
ー

ル
、
ド
デ
シ
ル
フ
ェ
ノ
キ
シ
ベ
ン
ゼ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸

塩
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ニ
ト
ロ
ク
レ
ゾ
ー
ル
、

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
六
―
（
二
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
キ

シ
）
―
一
Ｈ
・
三
Ｈ
―
ベ
ン
ゾ
［
ｄ
ｅ
］
イ
ソ
ク
ロ
メ
ン

―
一
・
三
―
ジ
オ
ン
、
ノ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ノ
ニ
ル
フ

ェ
ノ
ー
ル
ポ
リ
エ
ト
キ
シ
ラ
ー
ト
（
エ
ト
キ
シ
ル
基
の

数
が
四
か
ら
十
二
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ピ
ク
リ
ン

酸
、
ビ
ナ
パ
ク
リ
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
二
―
［（
四
―
フ

ェ
ノ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
マ
ロ
ン
酸
ジ
エ
チ
ル
、

四
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ブ
チ
ル
ヒ
ド
ロ
キ
シ

ア
ニ
ソ
ー
ル
（
別
名
Ｂ
Ｈ
Ａ
）、
ｐ
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ

ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
二
―
フ
ラ
ン
カ
ル
ボ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ

ド
、
ヘ
プ
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ヘ
プ
チ
ル

―
一
―
［
二
・
五
―
ジ
メ
チ
ル
―
四
―
（
二
―
メ
チ
ル
フ

ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）］
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
―
二
―
ナ
フ
ト
ー
ル
、

ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ

ー
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
、
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ェ
ノ
ー
ル

ア
ミ
ン
（
炭
素
数
が
二
十
八
か
ら
二
百
五
十
ま
で
の
も

の
に
限
る
。）
、
メ
ジ
ノ
テ
ル
ブ
、
二
―
［
（
二
―
メ
ト
キ

シ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
メ
チ
ル
］
オ
キ
シ
ラ
ン
又
は
硫
化
ア
ル

キ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
カ
ル
シ
ウ
ム
塩
（
炭
素
数
が
八
か
ら

四
十
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
含
む
物 

ロ

ア
ゾ
イ
ッ
ク
染
料
、
二
―
ア
ミ
ノ
―
四
―
ク
ロ
ロ
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
二
―
エ
チ
ル
―
三
・

七
―
ジ
メ
チ
ル
―
六
―
［
四
―
（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
ト
キ

シ
）
フ
ェ
ノ
キ
シ
］
―
四
―
キ
ノ
リ
ル=

メ
チ
ル
＝
カ
ル

ボ
ナ
ー
ト
、
ク
ロ
ロ
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ジ
ア
ゾ
ジ
ニ
ト
ロ
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
、
ジ
ニ
ト
ロ
―
ｏ
―
ク
レ
ゾ
ー
ル

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
、
ジ
ニ
ト
ロ
―
ｏ
―
ク
レ
ゾ
ー
ル
ナ

ト
リ
ウ
ム
塩
、
二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
―
六
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ

シ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ジ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
ア
ル
カ

リ
金
属
塩
類
、
二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
―
六
―
（
一
―
メ
チ

ル
プ
ロ
ピ
ル
）
―
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ジ
ニ
ト
ロ
レ
ゾ
ル
シ
ノ

ー
ル
、
Ｄ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
、
二
・
四
・
六
―
ト
リ
（
ジ
メ
チ
ル
ア

ミ
ノ
メ
チ
ル
）
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ト
リ
ニ
ト
ロ
―
ｍ
―
ク
レ

ゾ
ー
ル
、
ト
リ
ニ
ト
ロ
レ
ソ
ル
シ
ノ
ー
ル
、
β
―
ナ
フ

ト
ー
ル
、
ピ
ク
リ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ヒ
ド
ロ
キ
ノ

ン
、
ｐ
―
フ
ェ
ノ
ー
ル
ス
ル
ホ
ン
酸
又
は
レ
ゾ
ル
シ
ノ

ー
ル
を
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物 

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
以
外
の
フ

ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
含
む
物

二
十
一

エ
ー
テ
ル
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

ア
ジ
ピ
ン
酸
ジ
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
シ
ル
、
Ｎ
―
｛
五
―
ア

セ
チ
ル
ア
ミ
ノ
―
四
―
［（
二
―
ク
ロ
ロ
―
四
・
六
―
ジ

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
ジ
ア
ゼ
ニ
ル
］
―
二
―
メ
ト
キ
シ
フ

ェ
ニ
ル
｝
―
Ｎ
―
（
二
―
エ
ト
キ
シ
―
二
―
オ
キ
ソ
エ
チ

ル
）
グ
リ
シ
ン
メ
チ
ル
、
ア
セ
ト
ク
ロ
ー
ル
、
ｏ
―
ア
ニ

シ
ジ
ン
、
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ア
ミ
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
二
―

（
二
―
ア
ミ
ノ
エ
ト
キ
シ
）
エ
タ
ノ
ー
ル
、
二
―
［
六
―

［
四
―
［
四
―
［
六
―
ア
ミ
ノ
―
五
―
（
二
―
カ
ル
ボ
キ

シ
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
一
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―

三
―
ス
ル
ホ
―
二
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ゾ
］
―
三
―
メ
ト
キ

シ
フ
ェ
ニ
ル
］
―
二
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
］
―
二

―
ア
ニ
リ
ノ
―
五
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
七
―
ス
ル
ホ
―
一

―
ナ
フ
チ
ル
ア
ゾ
］
―
一
・
四
―
ベ
ン
ゼ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ン

酸
＝
四
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
、
三
―
［
六
―
［
四
―
［
四
―
［
六

―
ア
ミ
ノ
―
五
―
（
二
―
カ
ル
ボ
キ
シ
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ

Ｙ
四
〇

ニ
ル
ア
ゾ
）
―
一
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
三
―
ス
ル
ホ
―
二

―
ナ
フ
チ
ル
ア
ゾ
］
―
三
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
］
―
二

―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
］
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―

五
―
（
ｐ
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
ス
ル
ホ
ニ
ル
ア
ミ
ノ
）
―

二
・
七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸
＝
三
ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
、
二
―
ア
ミ
ノ
―
四
・
六
―
ジ
メ
ト
キ
シ
ピ
リ
ミ
ジ

ン
、（
六
Ｒ
・
七
Ｒ
）
―
七
―
［（
Ｚ
）
―
二
―
（
二
―
ア

ミ
ノ
チ
ア
ゾ
ー
ル
―
四
―
イ
ル
）
―
二
―
メ
ト
キ
シ
イ

ミ
ノ
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
］
―
三
―
［（
五
―
メ
チ
ル
―
二
Ｈ

―
テ
ト
ラ
ゾ
ー
ル
―
二
―
イ
ル
）
メ
チ
ル
］
―
八
―
オ
キ

ソ
―
五
―
チ
ア
―
一
―
ア
ザ
ビ
シ
ク
ロ
［
四
・
二
・
〇
］

オ
ク
タ
―
二
―
エ
ン
―
二
―
カ
ル
ボ
ン
酸
＝
ビ
バ
ロ
イ

ル
オ
キ
シ
メ
チ
ル
、
一
―
ア
ミ
ノ
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ

―
九
・
十
―
ジ
オ
キ
ソ
―
九
・
十
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ア
ン
ト
ラ

セ
ン
―
二
・
三
―
ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
無
水
物
、
五
―
ア
ミ
ノ

―
三
―
（
二
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
エ
ト
キ
シ
）
―
一
Ｈ
―
ピ
ラ

ゾ
ー
ル
、
‘

五
―
ア
ミ
ノ
―
二
―
メ
ト
キ
シ
―
四
・
四
―

ジ
メ
チ
ル
―
三
―
オ
キ
ソ
ペ
ン
タ
ン
ア
ニ
リ
ド
＝
硫
酸

塩
、
α
―
［
一
―
［（
ア
リ
ル
オ
キ
シ
）
メ
チ
ル
］
―
二

―
（
ノ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
エ
チ
ル
］
―
ω
―
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ポ
リ
（
オ
キ
シ
エ
チ
レ
ン
）（
重
合
度
が
一
か
ら
百

ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ア
リ
ル
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ

ル
、
ア
ル
カ
リ
ル
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
（
炭
素
数
が
九
か
ら
二

十
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ア
ル
キ
ル
ア
リ
ー
ル
ポ
リ

エ
ー
テ
ル
（
炭
素
数
が
九
か
ら
二
十
ま
で
の
も
の
に
限

る
。）
、
長
鎖
ア
ル
キ
ル
ア
リ
ー
ル
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
（
炭
素

数
が
十
一
か
ら
二
十
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
一
―
エ

チ
ル
―
六
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
五
―
［
（
四
―
メ
ト
キ
シ
―

二
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
ジ
ア
ゼ
ニ
ル
］
―
四
―
メ
チ
ル

―
二
―
オ
キ
ソ
―
一
・
二
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ジ
ン
―
三

―
カ
ル
ボ
ニ
ト
リ
ル
、
エ
チ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
、
エ
チ
レ
ン

グ
リ
コ
ー
ル
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
メ
チ
ル
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

モ
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ

チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ
チ
ル

エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ

ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ブ
チ

ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ

ノ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
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メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ

ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
四
・
‘

四
―
（
エ
チ
レ
ン
ジ

オ
キ
シ
）
ジ
ア
ニ
リ
ン
、
四
―
（
二
―
エ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
）

―
二
・
三
―
キ
シ
リ
ル
＝
二
・
二
―
ジ
メ
ト
キ
シ
エ
チ
ル

＝
エ
ー
テ
ル
、
Ｎ
―
［
一
―
（
エ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）

―
三
―
オ
キ
ソ
―
三
―
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
ピ
ル
］
ア
ラ
ニ

ン
、
三
―
エ
ト
キ
シ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
エ
チ
ル
、
二
・
三
―

エ
ポ
キ
シ
―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、
α
―
二
・
三
―
エ

ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
―
ω
―
ヒ
ド
ロ
ポ
リ

｛
二
―
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
）
ベ
ン
ジ
リ

デ
ン
―
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
フ
ェ
ニ
レ
ン
｝

（
重
合
度
が
一
か
ら
七
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
四
―

（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
）
―
二
―
メ
チ
ル
―

一
・
二
―
ヒ
ド
ロ
イ
ソ
キ
ノ
リ
ン
―
一
―
オ
ン
、
エ
ン
ド

タ
ー
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
二
―
｛［
二
―
（
オ
キ
シ
ラ
ン
―

二
―
イ
ル
メ
ト
キ
シ
）
プ
ロ
ポ
キ
シ
］
メ
チ
ル
｝
オ
キ
シ

ラ
ン
、
一
―
（
オ
キ
シ
ラ
ン
―
二
―
イ
ル
メ
ト
キ
シ
）
ヘ

キ
サ
ン
、
カ
ル
ボ
フ
ラ
ン
、
二
・
‘

二
―
ｐ
―
キ
シ
リ
レ

ン
―
ビ
ス
オ
キ
シ
（
エ
チ
レ
ン
＝
ｐ
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ

ル
＝
エ
ー
テ
ル
）
、
ク
マ
フ
リ
ル
、
ｐ
―
ク
レ
シ
ジ
ン
、

ｐ
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
ク
ロ
ロ
ジ

メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
七
―
（
四
―
ク
ロ
ロ
ブ
ト
キ
シ
）
キ

ノ
リ
ン
―
二
（
一
Ｈ
）
―
オ
ン
、（
Ｓ
・
Ｅ
）
―
Ｎ
―
［
四

―
（
三
―
ク
ロ
ロ
―
四
―
フ
ル
オ
ロ
ア
ニ
リ
ノ
）
―
七
―

（
オ
キ
ソ
ラ
ン
―
三
―
イ
ル
オ
キ
シ
）
キ
ナ
ゾ
リ
ン
―

六
―
イ
ル
］
―
四
―
（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
ブ
タ
―
二
―

エ
ン
ア
ミ
ド
＝
ジ
マ
レ
ア
ー
ト
、
四
―
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ

ル
―
四
―
エ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ｍ
―
ク
ロ

ロ
メ
チ
ル
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
酢
酸
＝
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ

ロ
ピ
ル
、
酢
酸
＝
二
―
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）

―
六
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
、
サ
フ
ロ
ー
ル
、
一
・
二
―

酸
化
ブ
テ
ン
、
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
、
四
・

四
―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
イ
ソ
ブ
チ

ル
ス
ズ
オ
キ
サ
イ
ド
、
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
ブ
チ

ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ
チ
ル

エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ

ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
モ
ノ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
モ
ノ
ヘ
キ
シ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ

ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
ジ
エ
ポ
キ

シ
ブ
タ
ン
、
ジ
オ
キ
サ
カ
ル
ブ
、
一
・
四
―
ジ
オ
キ
サ
ン
、

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
―
一
・
四
―
ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
＝
ビ
ス

（
エ
ト
キ
シ
メ
チ
ル
）、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
―
一
・
四
―

ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
＝
水
素
＝
エ
ト
キ
シ
メ
チ
ル
、
二
―
（
シ

ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
オ
キ
シ
メ
チ
ル
）
オ
キ
シ
ラ
ン
、
ジ
（
ク

ロ
ロ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
）
エ
ー
テ
ル
、
ジ
（
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）

エ
ー
テ
ル
、
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
エ
ト
キ
シ
エ
タ

ン
、
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
三
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
一
・

一
・
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
ト
キ
シ
）
プ
ロ
パ
ン
、
三
・

‘

三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
・
‘

四
―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル

エ
ー
テ
ル
、
ジ
ク
ロ
ロ
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
ジ
メ
チ
ル
エ

ー
テ
ル
、
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
メ
ト
キ
シ
―
五
―

ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ジ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
六
―
（
四
―
ア
ミ

ノ
―
二
・
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
三
―

［
四
―
（
四
―
ア
ミ
ノ
―
二
―
ス
ル
ホ
ナ
ト
フ
ェ
ニ
ル

ア
ゾ
）
―
二
・
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
］
―
四

―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
、

ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

モ
ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
ペ
ン
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
脂
肪

族
ア
ル
コ
ー
ル
ポ
リ
エ
ト
キ
シ
ラ
ー
ト
（
ア
ル
コ
ー
ル

の
炭
素
数
が
十
二
か
ら
十
五
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、

エ
ト
キ
シ
ル
基
の
数
が
一
か
ら
十
一
ま
で
の
も
の
に
限

る
。）
、
脂
肪
族
ア
ル
コ
ー
ル
ポ
リ
エ
ト
キ
シ
ラ
ー
ト
（
ア

ル
コ
ー
ル
の
炭
素
数
が
十
二
か
ら
十
五
ま
で
の
も
の
で

あ
っ
て
、
重
合
度
が
二
十
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
、
脂
肪

族
ア
ル
コ
ー
ル
ポ
リ
エ
ト
キ
シ
ラ
ー
ト
（
ア
ル
コ
ー
ル

の
炭
素
数
が
十
三
か
ら
十
五
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、

脂
肪
族
ア
ル
コ
ー
ル
ポ
リ
エ
ト
キ
シ
ラ
ー
ト
（
セ
コ
ン

ダ
リ
ア
ル
コ
ー
ル
で
そ
の
炭
素
数
が
六
か
ら
十
七
ま
で

の
も
の
で
あ
っ
て
、
エ
ト
キ
シ
ル
基
の
数
が
三
か
ら
十

二
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）、
ジ
メ
チ
ル
＝
［
四
―
（
メ
ト

キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）
―
二
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
］
マ
ロ
ナ

ー
ト
、
三
・
四
―
ジ
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ゾ
イ
ル
＝
ク
ロ
リ

ド
、
ス
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
、
石
油
エ
ー
テ
ル
、
テ
ト
ラ

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
、
テ
ト

ラ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
テ
レ
フ
タ
ル
酸
ビ

ス
（
二
―
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）
、
テ
レ
フ
タ
ル
酸
ビ
ス

（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）
、
ド
デ
シ
ル
フ
ェ
ノ

キ
シ
ベ
ン
ゼ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
、
ド
ラ
ゾ
キ
ソ
ロ
ン
、

ト
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、

ト
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、

一
・
三
・
五
―
ト
リ
オ
キ
サ
ン
、
二
・
四
・
六
―
ト
リ
ス

（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
オ
キ
サ
ン
、

三
・
三
・
三
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
―
一
・
二
―
エ
ポ
キ
シ
プ

ロ
パ
ン
、
ト
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル

エ
ー
テ
ル
、
ト
リ
メ
チ
ロ
ー
ル
プ
ロ
パ
ン
ポ
リ
エ
ト
キ

シ
ラ
ー
ト
、
五
―
［
Ｎ
・
Ｎ
―
ビ
ス
（
二
―
ア
セ
ト
キ
シ

エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
―
二
―
（
二
―
ブ
ロ
モ
―
四
・
六
―

ジ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
四
―
メ
ト
キ
シ
ア
セ
ト

ア
ニ
リ
ド
、
‘

五
―
［
Ｎ
・
Ｎ
―
ビ
ス
（
二
―
ア
セ
チ
ル

オ
キ
シ
エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
―
‘

二
―
（
二
―
ブ
ロ
モ
―

四
・
六
―
ジ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
‘

四
―
メ
ト
キ

シ
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド
、
‘

五
―
［
ｎ
・
ｎ
―
ビ
ス
［
二
―

（
イ
ソ
ブ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
オ
キ
シ
）
エ
チ
ル
］
ア
ミ

ノ
］
―
‘

四
―
メ
ト
キ
シ
―
二
―
（
五
―
ニ
ト
ロ
―
二
―

チ
ア
ゾ
リ
ル
ア
ゾ
）
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド
、
一
・
六
―
ビ
ス

（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
）
ナ
フ
タ
レ
ン
、
四
・

四
―
ビ
ス
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
）
ビ
フ
ェ

ニ
ル
、
一
・
一
―
ビ
ス
［
ｐ
―
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ

ロ
ポ
キ
シ
）
フ
ェ
ニ
ル
］
エ
タ
ン
、
一
・
三
―
ビ
ス
（
オ

キ
シ
ラ
ニ
ル
メ
チ
ル
）
―
五
―
メ
チ
ル
―
一
・
三
・
五
―

ト
リ
ア
ジ
ン
―
二
・
四
・
六
（
一
Ｈ
・
三
Ｈ
・
五
Ｈ
）
―

ト
リ
オ
ン
、
一
・
一
―
ビ
ス
［
ｐ
―
（
三
―
ク
ロ
ロ
―
二

―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ポ
キ
シ
）
フ
ェ
ニ
ル
］
エ
タ
ン
、
ビ

ス
（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル
、
四
・
六
―
ビ
ス
（
ジ

フ
ル
オ
ロ
メ
ト
キ
シ
）
―
二
―
メ
チ
ル
チ
オ
ピ
リ
ミ
ジ

ン
、
ビ
ス
（
ト
リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
）
オ
キ
シ
ド
、
ビ
ス
（
ビ

ニ
ル
ス
ル
ホ
ニ
ル
メ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル
、
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー

ル
Ａ
ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ｆ

ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
、
一
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
Ｎ
―

（
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）
―
四
―
［
二
―
（
四
―

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
エ
ト
キ
シ
］
―
二
―
ナ
フ
ト
ア
ミ

ド
、
六
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
Ｈ
―
ピ
ラ
ン
―
三
（
六
Ｈ
）

―
オ
ン
、
一
―
（
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ

―
二
―
エ
ン
―
一
―
オ
ン
、
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
四
―

（
メ
チ
ル
チ
オ
）
酪
酸
、
ビ
ニ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ

ル
、
ビ
ニ
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
フ
ェ
ニ
ル
グ
リ
シ
ジ
ル
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エ
ー
テ
ル
、
三
―
フ
ェ
ニ
ル
―
七
―
［
四
―
（
テ
ト
ラ
ヒ

ド
ロ
フ
ル
フ
リ
ル
オ
キ
シ
）
フ
ェ
ニ
ル
］
―
一
・
五
―
ジ

オ
キ
サ
―
ｓ
―
イ
ン
ダ
セ
ン
―
二
・
六
―
ジ
オ
ン
、（
Ｒ

Ｓ
）
―
一
―
（
四
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
―
二
―

プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、
フ
タ
ル
酸
―
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
エ
ト

キ
シ
エ
チ
ル
、
ブ
タ
ン
酸
＝
（
Ｒ
）
―
（
－
）
―
二
・
三

―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
、
ブ
タ
ン
酸
＝
（
Ｓ
）
―
（
＋
）

―
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
、
ブ
チ
ル
グ
リ
シ
ジ
ル

エ
ー
テ
ル
、
二
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
―
六
―
ニ
ト
ロ

―
五
―
［
ｐ
―
（
一
・
一
・
三
・
三
―
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
ブ

チ
ル
）
フ
ェ
ノ
キ
シ
］
ベ
ン
ゾ
オ
キ
サ
ゾ
ー
ル
、
ブ
チ
ル

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
＝
ｐ

―
ビ
ニ
ル
フ
ェ
ニ
ル
＝
エ
ー
テ
ル
、
γ

―
ブ
チ
ロ
ラ
ク

ト
ン
、
ブ
ト
キ
シ
ル
、
四
―
フ
ル
オ
ロ
―
二
―
メ
ト
キ
シ

―
一
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ブ
ル
シ
ン
、
フ
ル
フ
ラ
ー

ル
、
フ
ル
フ
リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
β
―
プ
ロ
ピ
オ
ラ
ク

ト
ン
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
＝
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ

ル
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ

タ
ー
ト
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ア
ル
キ
ル
エ

ー
テ
ル
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト
、
プ
ロ
ポ
キ
ス
ル
、
一
―
ブ
ロ
モ
―
四

―
（
二
・
二
―
ジ
メ
ト
キ
シ
エ
ト
キ
シ
）
―
二
・
三
―
ジ

メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
六
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
メ
ト
キ
シ
ピ

リ
ジ
ン
―
三
―
ア
ミ
ン
、
ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル

エ
ー
テ
ル
、
ベ
ン
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
、
五
―
ベ
ン
ジ
ル
―
三

―
フ
リ
ル
メ
チ
ル
＝
（
一
Ｒ
Ｓ
）
―
シ
ス
―
ト
ラ
ン
ス
―

二
・
二
―
ジ
メ
チ
ル
―
三
―
（
二
―
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
―
一

―
エ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー
ト
（
別

名
レ
ス
メ
ト
リ
ン
）
、
ペ
ン
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー

テ
ル
、
ポ
リ
ア
ル
キ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
ポ
リ
オ
ー
ル
、
ポ
リ

ア
ル
キ
レ
ン
グ
ル
コ
ー
ル
モ
ノ
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル

（
炭
素
数
が
一
か
ら
六
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、
重
合

度
が
二
か
ら
八
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ポ
リ
ア
ル
キ

レ
ン
グ
ル
コ
ー
ル
モ
ノ
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー

ト
（
炭
素
数
が
一
か
ら
六
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、
重
合

度
が
二
か
ら
八
ま
で
の
も
の
に
限
る
。
）
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル
、
一
―
メ
チ

ル
―
二
―
（
オ
キ
シ
ラ
ン
―
二
―
イ
ル
メ
ト
キ
シ
）
ベ
ン

ゼ
ン
、
メ
チ
ル
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
メ
チ
ル
＝
ヒ

ド
ロ
キ
シ
（
メ
ト
キ
シ
）
ア
セ
タ
ー
ト
、
メ
チ
ル
―
ｔ
ｅ

ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
一
―
メ
チ
ル
―
二
―
モ
ル

ホ
リ
ノ
エ
チ
ル
＝
二
―
モ
ル
ホ
リ
ノ
エ
チ
ル
＝
エ
ー
テ

ル
、
四
―
メ
ト
キ
シ
―
二
・
‘

二
・
‘

四
―
ト
リ
メ
チ
ル

ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ミ
ン
、
一
―
（
四
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ノ
キ

シ
）
―
二
―
（
二
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
エ
タ
ン
、
六

―
メ
ト
キ
シ
―
一
・
三
―
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル
―
二
―

ア
ミ
ン
、
四
―
（
二
―
メ
ト
キ
シ
―
一
―
メ
チ
ル
エ
ト
キ

シ
）
―
二
―
メ
チ
ル
ベ
ン
ゾ
イ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
モ
ル
ホ

リ
ン
、
レ
ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
又

は
ロ
テ
ノ
ン
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

ア
セ
タ
ー
ル
、
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
ア
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
Ｂ
一

ａ
、
ア
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
Ｂ
一
ｂ
、
Ｎ
―
ア
ミ
ノ
プ
ロ
ピ
ル

モ
ル
ホ
リ
ン
、
ア
リ
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
ル
プ
ロ

ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
エ
チ
ル
エ

ー
テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー

テ
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
三

―
エ
ト
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン
、
一
・
二
―
エ
ポ
キ
シ
―

三
―
エ
ト
キ
シ
プ
ロ
パ
ン
、
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
ビ
ニ
ル
エ

ー
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
ア
リ
ル

エ
ー
テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
メ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ

ル
、
ジ
―
二
―
エ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
パ
ー
オ
キ
シ
ジ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
、
三
・
三
―
ジ
エ
ト
キ
シ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
エ
ト

キ
シ
メ
タ
ン
、
一
・
三
―
ジ
オ
キ
サ
ン
、
ジ
オ
キ
ソ
ラ
ン
、

ジ
ケ
テ
ン
（
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
量
の
安
定

剤
を
含
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
二
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ

ピ
ラ
ン
、
ジ
フ
ェ
ニ
ル
サ
ル
フ
ァ
イ
ド
、
ジ
ブ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
、
ジ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ジ
メ
チ
ル
ジ
エ
ト
キ
シ

シ
ラ
ン
、
ジ
メ
チ
ル
ジ
オ
キ
サ
ン
、
ジ
―
メ
ト
キ
シ
イ
ソ

プ
ロ
ピ
ル
パ
ー
オ
キ
シ
ジ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
、
一
・
一
―
ジ

メ
ト
キ
シ
エ
タ
ン
、
ジ
―
メ
ト
キ
シ
ブ
チ
ル
パ
ー
オ
キ

シ
ジ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
、
二
・
二
―
ジ
メ
ト
キ
シ
プ
ロ
パ

ン
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ル
フ
リ
ル
ア
ミ
ン
、
ト
リ
グ
リ
コ

ー
ル
ジ
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ト
リ
ニ
ト
ロ
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
ト
リ

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ネ
ト
ー
ル
、
ニ
ト
ロ
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
ネ
オ
ペ

ン
チ
ル
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
、
フ
ェ

ネ
チ
ジ
ン
、
フ
ェ
ネ
ト
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
キ
シ
エ
チ
ル
ア
ク

リ
レ
ー
ト
、
ブ
チ
ル
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
ブ
チ
ル
メ
チ
ル

エ
ー
テ
ル
、
フ
ラ
ン
、
フ
ル
フ
リ
ル
ア
ミ
ン
、
フ
ル
フ
リ

ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
、
二
―
ブ
ロ
モ
エ
チ
ル
エ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
、
ベ
ン
フ
ラ
カ
ル
ブ
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸
テ
ト
ラ
ヒ
ド

ロ
フ
ル
フ
リ
ル
、
メ
チ
ラ
ー
ル
、
メ
チ
ル
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

フ
ラ
ン
、
二
―
メ
チ
ル
フ
ラ
ン
、
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー

テ
ル
、
Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
［（
メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
）

―
オ
キ
シ
］
―
チ
オ
ア
セ
ト
イ
ミ
デ
ー
ト
、
三
―
メ
チ
ル

―
三
―
メ
ト
キ
シ
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
Ｎ
―
メ
チ
ル
モ
ル
ホ

リ
ン
、
四
―
メ
ト
キ
シ
―
四
―
メ
チ
ル
ペ
ン
タ
ン
―
二

―
オ
ン
、
五
―
メ
ト
キ
シ
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ト
リ
プ

タ
ミ
ン
、
五
―
メ
ト
キ
シ
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ト
リ
プ

タ
ミ
ン
塩
酸
塩
又
は
一
―
（
四
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）

ピ
ペ
ラ
ジ
ン
一
塩
酸
塩
を
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含

む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
エ
ー
テ
ル
以
外
の
エ
ー
テ
ル
を

含
む
物

二
十
二

ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
有
機
溶
剤
を
含
む
も
の
で
あ

っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ク
ロ
ロ
ベ
ン

ゼ
ン
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
四
塩
化
炭
素
、
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
ジ
ク

ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ

ン
、
ジ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン
、
テ
ト
ラ

ブ
ロ
モ
メ
タ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
二
・

三
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
一
・
二
・
四
―
ト
リ
ク
ロ

ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
又
は
ペ
ン
タ
ク

ロ
ロ
エ
タ
ン
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
ニ
ト
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
四

―
ジ
ク
ロ
ロ
ブ
タ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
ペ
ン
タ
ン
又
は
ブ
ロ

モ
ホ
ル
ム
を
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
以
外
の
ハ
ロ
ゲ
ン
化

さ
れ
た
有
機
溶
剤
を
含
む
物 

ニ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン
、
一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
三
―

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
シ
ス
―

Ｙ
四
一
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一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
、
一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
・

二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
又
は
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二

―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ

ン
、
シ
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン
、
一
・
一
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
又
は
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
該
当
す
る

物

ホ

ニ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二
―
ジ

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・

三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
シ
ス

―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
―
一
・

二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
・

二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
又
は
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
四
塩
化
炭
素
、
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、

一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ

プ
ロ
ペ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
シ
ス
―
一
・
二
―
ジ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・

一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
一
・
一
・
二
―
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
又
は
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
係
る

も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物

二
十
三

有
機
溶
剤
（
ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）

を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物 

イ

ア
ク
ロ
レ
イ
ン
、
ア
ジ
ピ
ン
酸
ジ
イ
ソ
ノ
ニ
ル
、
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ア
セ
ト
酢
酸
エ
チ
ル
、
ア
セ
ト
酢
酸
メ

チ
ル
、
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
、
ア
セ
ト
ン
、
ア
ニ
リ
ン
、
ア

リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
安
息
香
酸
ベ

ン
ジ
ル
、
安
息
香
酸
メ
チ
ル
、
イ
ソ
ア
ミ
ル
ア
ル
コ
ー

Ｙ
四
二

ル
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
、
イ
ソ
ノ
ニ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
イ
ソ
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア
ミ

ン
、
イ
ソ
ブ
チ
ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ

ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
シ
ク

ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ト
ル
エ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ

ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
イ
ソ
ペ
ン
タ
ン
、
イ
ソ
ペ
ン
テ
ン
、

イ
ソ
酪
酸
、
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
、
エ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、

エ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
エ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
Ｎ
―
エ
チ

ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
エ
チ
ル
ト
ル
エ
ン
、
二
―

エ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
Ｎ
―
エ
チ
ル
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
エ

チ
ル
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
二
―
エ
チ
ル
―
三
―
プ
ロ
ピ
ル

ア
ク
ロ
レ
イ
ン
、
エ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
ケ
ト
ン
、
二
―
エ
チ

ル
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル
、
二
―
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
エ

チ
ル
ペ
ン
チ
ル
ケ
ト
ン
、
エ
チ
ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
エ
チ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
ア
セ
タ

ー
ト
、
エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
、
オ
ク
タ

ン
、
オ
ク
テ
ン
、
ぎ
酸
、
ぎ
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
、
ぎ
酸
ブ
チ

ル
、
ぎ
酸
メ
チ
ル
、
キ
ノ
リ
ン
、
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
、
ク

レ
ゾ
ー
ル
、
ク
ロ
ト
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
コ
ハ
ク
酸
ジ
メ
チ

ル
、
酢
酸
、
酢
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
、
酢
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、

酢
酸
イ
ソ
ペ
ン
チ
ル
、
酢
酸
エ
チ
ル
、
酢
酸
二
―
エ
チ
ル

ブ
チ
ル
、
酢
酸
オ
ク
チ
ル
、
酢
酸
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
、
酢

酸
デ
シ
ル
、
酢
酸
ト
リ
デ
シ
ル
、
酢
酸
ノ
ニ
ル
、
酢
酸
ビ

ニ
ル
、
酢
酸
二
―
フ
ェ
ニ
ル
エ
チ
ル
、
酢
酸
ブ
チ
ル
、
酢

酸
―
ｓ
ｅ
ｃ
―
ブ
チ
ル
、
酢
酸
プ
ロ
ピ
ル
、
酢
酸
ヘ
キ
シ

ル
、
酢
酸
―
ｓ
ｅ
ｃ
―
ヘ
キ
シ
ル
、
酢
酸
ヘ
プ
チ
ル
、
酢

酸
ベ
ン
ジ
ル
、
酢
酸
ペ
ン
チ
ル
、
酢
酸
―
ｓ
ｅ
ｃ
―
ペ
ン

チ
ル
、
酢
酸
メ
チ
ル
、
酢
酸
メ
チ
ル
ペ
ン
チ
ル
、
酸
化
メ

シ
チ
ル
、
ジ
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト

ン
、
ジ
イ
ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

ア
ミ
ン
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
ジ
エ
チ
ル
ア

ミ
ノ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
エ
チ
レ
ン
ト

リ
ア
ミ
ン
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ

ン
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
シ

ク
ロ
ヘ
プ
タ
ン
、
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ン
、
シ
ク
ロ
ペ
ン
テ

ン
、
ジ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、

ジ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
ペ
ン
テ
ン
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ

ル
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
ジ

メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
、
二
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ

ノ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
二
・
六
―
ジ
メ
チ
ル
―
四
―
ヘ
プ
タ
ノ

ー
ル
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド
、
シ
メ
ン
（
オ

ル
ト
異
性
体
、
メ
タ
異
性
体
及
び
パ
ラ
異
性
体
を
含
む

も
の
で
あ
っ
て
、
メ
タ
異
性
体
が
六
十
九
重
量
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
か
つ
パ
ラ
異
性
体
が
二
十
七
重
量
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
、
シ
ュ
ウ
酸
ジ
エ
チ
ル
、
シ
ョ

ウ
脳
油
、
水
素
化
テ
ル
フ
ェ
ニ
ル
、
ス
チ
レ
ン
、
ス
テ
ア

リ
ン
酸
ブ
チ
ル
、
ス
ル
ホ
ラ
ン
、
石
油
ナ
フ
サ
、
石
油
ベ

ン
ジ
ン
、
セ
バ
シ
ン
酸
ジ
メ
チ
ル
、
ソ
ル
ベ
ン
ト
ナ
フ

サ
、
炭
酸
ジ
エ
チ
ル
、
炭
酸
ジ
メ
チ
ル
、
デ
カ
ノ
ー
ル
、

デ
セ
ン
、
テ
ト
ラ
エ
チ
レ
ン
ペ
ン
タ
ミ
ン
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド

ロ
ナ
フ
タ
レ
ン
、
テ
レ
ピ
ン
、
ド
デ
カ
ノ
ー
ル
、
一
―
ド

デ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
ト
リ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
、
ト
リ
エ
チ

ル
ア
ミ
ン
、
ト
リ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ
エ
チ
レ
ン
テ

ト
ラ
ミ
ン
、
ト
リ
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
ト
リ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ

ン
、
二
・
二
・
四
―
ト
リ
メ
チ
ル
―
一
・
三
―
ペ
ン
タ
ン

ジ
オ
ー
ル
ジ
イ
ソ
ブ
チ
ラ
ー
ト
、
ト
ル
イ
ジ
ン
、
ナ
フ
タ

レ
ン
、
ニ
ト
ロ
エ
タ
ン
、
ニ
ト
ロ
キ
シ
レ
ン
、
ｏ
―
ニ
ト

ロ
ト
ル
エ
ン
、
ニ
ト
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、

ニ
ト
ロ
メ
タ
ン
、
乳
酸
エ
チ
ル
、
乳
酸
ブ
チ
ル
、
二
硫
化

炭
素
、
ノ
ナ
ノ
ー
ル
、
ノ
ナ
ン
、
ノ
ネ
ン
、
パ
ラ
ア
ル
デ

ヒ
ド
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
メ
チ
ル
、
バ
レ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

ピ
コ
リ
ン
、
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
四
―
メ
チ
ル
―
二
―

ペ
ン
タ
ノ
ン
、
ピ
ネ
ン
、
ピ
リ
ジ
ン
、
フ
ェ
ニ
ル
エ
チ
ル

ア
ル
コ
ー
ル
、
一
―
フ
ェ
ニ
ル
―
一
―
キ
シ
リ
ル
エ
タ

ン
、
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
二
―
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
フ
タ
ル
酸
ジ
ア

ル
キ
ル
、
フ
タ
ル
酸
ビ
ス
（
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
）、

フ
タ
ル
酸
ブ
チ
ル
ベ
ン
ジ
ル
、
ブ
タ
ン
ジ
オ
ー
ル
、
ブ
チ

ル
ア
ミ
ン
、
ｓ
ｅ
ｃ
―
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ

チ
ル
ア
ミ
ン
、
ブ
チ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
一
・
三
―
プ
ロ
パ

ン
ス
ル
ト
ン
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
プ
ロ
ピ
オ
ン

酸
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
ア
ミ
ル
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
エ
チ
ル
、

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
ブ
チ
ル
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
―
ｎ
―
ペ
ン

チ
ル
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
メ
チ
ル
、
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン
、
ヘ

キ
サ
ノ
ー
ル
、
ヘ
キ
サ
ン
、
ヘ
キ
セ
ン
、
ヘ
プ
タ
ノ
ー
ル
、

ヘ
プ
タ
ン
、
ヘ
プ
テ
ン
、
ベ
ン
ジ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
ベ
ン

ゼ
ン
、
一
・
三
―
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン
、
ペ
ン
タ
ノ
ー
ル
、
ペ

ン
タ
ン
、
ペ
ン
テ
ン
、
シ
ス
―
二
―
ペ
ン
テ
ン
、
ト
ラ
ン

ス
―
二
―
ペ
ン
テ
ン
、
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ピ

リ
ッ
ト
、
マ
レ
イ
ン
酸
ジ
ブ
チ
ル
、
ミ
リ
ス
チ
ン
酸
メ
チ

ル
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、
メ
タ
リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
メ
チ
ル
ア
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ミ
ン
、
七
―
メ
チ
ル
―
一
・
六
―
オ
ク
タ
ジ
エ
ン
、
Ｎ
―

メ
チ
ル
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
、
メ
チ
ル
シ

ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン
、
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
メ
チ
ル

シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ン
、
一
―
メ
チ
ル
ナ
フ
タ
レ
ン
、
メ
チ
ル

ブ
チ
ノ
ー
ル
、
メ
チ
ル
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
メ
チ
ル
ブ
テ
ノ

ー
ル
、
二
―
メ
チ
ル
ヘ
キ
サ
ン
、
五
―
メ
チ
ル
ヘ
キ
サ
ン

―
二
―
オ
ン
、
メ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
ケ
ト
ン
、
メ
チ
ル
ヘ
プ

チ
ル
ケ
ト
ン
、
メ
チ
ル
ペ
ン
タ
ノ
ー
ル
、
二
―
メ
チ
ル
ペ

ン
タ
ン
、
メ
チ
ル
ペ
ン
チ
ル
ケ
ト
ン
、
二
―
メ
チ
ル
―
一

―
ペ
ン
テ
ン
、
四
―
メ
チ
ル
―
一
―
ペ
ン
テ
ン
、
モ
ノ
酢

酸
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
ラ
ウ
リ
ン
酸
メ
チ
ル
、
酪

酸
、
酪
酸
エ
チ
ル
、
酪
酸
ビ
ニ
ル
、
酪
酸
ブ
チ
ル
、
酪
酸

メ
チ
ル
、
リ
グ
ロ
イ
ン
、
硫
化
ジ
メ
チ
ル
、
硫
酸
ジ
エ
チ

ル
又
は
硫
酸
ジ
メ
チ
ル
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
含
む
物

ロ

ア
リ
ル
ア
ミ
ン
、
イ
ソ
吉
草
酸
メ
チ
ル
、
イ
ソ
プ
ロ
ペ

ニ
ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
イ
ソ
酪
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
、
イ
ソ
酪

酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
イ
ソ
酪
酸
エ
チ
ル
、
ウ
ン
デ
カ
ン
、

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
Ｎ
―
エ
チ
ル
ト
ル
イ
ジ
ン
、
ぎ
酸

ア
リ
ル
、
ぎ
酸
エ
チ
ル
、
ぎ
酸
プ
ロ
ピ
ル
、
ぎ
酸
ペ
ン
チ

ル
、
酢
酸
ア
リ
ル
、
酢
酸
イ
ソ
プ
ロ
ペ
ニ
ル
、
酢
酸
―
ｔ

ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
、
ジ
ア
リ
ル
ア
ミ
ン
、
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ

ル
ケ
ト
ン
、
ジ
エ
チ
ル
ケ
ト
ン
、
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ン
、
シ
ク
ロ
ヘ
プ
テ
ン
、
シ
ク
ロ
ペ

ン
タ
ノ
ー
ル
、
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ノ
ン
、
ジ
プ
ロ
ピ
ル
ケ
ト

ン
、
ジ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
ジ
メ
チ
ル
ス
ル
ホ
キ

サ
イ
ド
、
二
・
三
―
ジ
メ
チ
ル
ブ
タ
ン
、
一
・
三
―
ジ
メ

チ
ル
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
セ
バ
シ
ン
酸
ジ
オ
ク
チ
ル
、
セ
バ

シ
ン
酸
ジ
ブ
チ
ル
、
チ
オ
フ
ェ
ン
、
デ
カ
ン
、
テ
ト
ラ
ヒ

ド
ロ
チ
オ
フ
ェ
ン
、
テ
ル
ピ
ノ
レ
ン
、
ト
リ
ア
リ
ル
ア
ミ

ン
、
ト
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
乳
酸
メ
チ
ル
、
二
硫

化
ジ
メ
チ
ル
、
三
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ブ
タ
ン
―
二
―
オ
ン
、

ビ
ニ
ル
ト
ル
エ
ン
、
ピ
ペ
リ
ジ
ン
、
三
―
ブ
タ
ノ
ー
ル
、

ブ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
、
一
・
四
―
ブ
チ
ン
ジ
オ
ー
ル
、

プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
、
プ
ロ
ピ

オ
ン
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
、

プ
ロ
ピ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、
ヘ
キ
シ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
ペ

ン
タ
メ
チ
ル
ヘ
プ
タ
ン
、
二
・
四
―
ペ
ン
タ
ン
ジ
オ
ン
、

ほ
う
酸
ト
リ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
ほ
う
酸
ト
リ
エ
チ
ル
、
ほ

う
酸
ト
リ
メ
チ
ル
、
無
水
酪
酸
、
Ｎ
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ

ン
、
二
―
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル
、
メ
チ
ル
ビ
ニ

ル
ケ
ト
ン
、
Ｎ
―
メ
チ
ル
ピ
ペ
リ
ジ
ン
、
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ

ル
ケ
ト
ン
、
酪
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
酪
酸
イ
ソ
ペ
ン
チ
ル

又
は
酪
酸
ペ
ン
チ
ル
を
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む

物
ハ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
以
外
の
有
機
溶
剤

（
ハ
ロ
ゲ
ン
化
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）
を
含
む
物 

ニ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
ベ
ン
ゼ
ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
ベ
ン
ゼ
ン
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
物

ホ

ニ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
ベ
ン
ゼ
ン
に
係
る
も
の
に

限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
ベ
ン
ゼ
ン
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合

し
な
い
物

二
十
四

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
類
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ

ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
類
又
は
コ
プ
ラ
ナ
ー
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
類
を
二
・
三
・
七
・
八
―
四
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ

―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
当
量
濃
度
で
〇
・
〇
〇
三
ｐ
ｐ
ｍ

以
上
含
む
物
（
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
類
、
ポ
リ
塩

化
ジ
ベ
ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
類
又
は
コ
プ
ラ
ナ
ー

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
類
の
二
・
三
・
七
・
八
―
ポ
リ
塩
化

ジ
ベ
ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン
当
量
濃
度
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
総

理
府
令
第
六
十
七
号
）
第
三
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算

出
し
た
も
の
と
す
る
。） 

二
十
五

有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
（
他
の
号
に
掲
げ
る
物
を

除
く
。）
を
含
む
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
物

イ

六
―
ア
ジ
ド
―
五
―
オ
キ
ソ
―
五
・
六
―
ジ
ヒ
ド
ロ

Ｙ
一
〇
、

Ｙ
四
三
、

Ｙ
四
四

Ｙ
四
五

ナ
フ
タ
レ
ン
―
一
―
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
一
―

（
ア
セ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
―
四
―
ブ
ロ
モ
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ

ン
、
ア
ト
ラ
ジ
ン
、
三
―
ア
ミ
ジ
ノ
チ
オ
―
二
―
ク
ロ
ロ

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
メ
チ
ル
＝
塩
酸
塩
、
二
―
ア
ミ
ノ
―

‘

二
―
ク
ロ
ロ
―
五
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
、
（
六

Ｒ
・
七
Ｒ
）
―
七
―
ア
ミ
ノ
―
三
―
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
―
八

―
オ
キ
ソ
―
五
―
チ
ア
―
一
―
ア
ザ
ビ
シ
ク
ロ
（
四
・

二
・
〇
）
オ
ク
タ
―
二
―
エ
ン
―
二
―
カ
ル
ボ
ン
酸
＝
四

―
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
、（
二
Ｒ
）
―
一
―
（
六
―
ア
ミ

ノ
―
二
・
三
―
ジ
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
）
―
二
―
プ
ロ

パ
ノ
ー
ル
、
一
―
ア
ミ
ノ
―
二
・
四
―
ジ
ブ
ロ
モ
ア
ン
ト

ラ
キ
ノ
ン
、
二
―
ア
ミ
ノ
―
三
・
五
―
ジ
ブ
ロ
モ
チ
オ
ベ

ン
ズ
ア
ミ
ド
、
一
―
ア
ミ
ノ
―
四
―
ブ
ロ
モ
―
九
・
十
―

ジ
オ
キ
ソ
―
二
―
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
、
ア
ラ

ク
ロ
ー
ル
、
ア
リ
ド
ク
ロ
ル
、
ア
リ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
シ
ラ

ン
（
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
量
の
安
定
剤
を
含

有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
ア
ル
ド
リ
ン
、
α
―
ヘ
キ

サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
β
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ

ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
イ
ソ
ド
リ
ン
、
イ
マ
ザ
リ
ル
、
エ
チ
ル

―
三
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ベ
ン
ゾ
ア

ー
ト
、
エ
チ
ル
―
三
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
―
ヘ
キ
サ
デ

シ
ル
オ
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
オ
キ
シ
ベ
ン
ゾ
ア
ー
ト
、
エ

チ
レ
ン
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
、
Ｎ
二
―
［（
Ｓ
）
―
一
―
（
エ

ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）
―
三
―
オ
キ
ソ
―
三
―
フ
ェ
ニ

ル
プ
ロ
ピ
ル
］
―
Ｎ
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
ア
セ
チ
ル
―

Ｌ
―
リ
ジ
ン
、
エ
ピ
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
、
塩
化
ア
セ
チ

ル
、
塩
化
ア
ニ
ソ
イ
ル
、
塩
化
ア
リ
ル
、
塩
化
コ
リ
ン
、

塩
化
パ
ラ
フ
ィ
ン
（
炭
素
数
が
十
か
ら
十
三
ま
で
の
も

の
に
限
る
。）
、
塩
化
ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
、
塩
化
ベ
ン
ジ
ル
、

塩
化
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
、
塩
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
、
塩
基

性
フ
ク
シ
ン
、
エ
ン
ド
リ
ン
、
カ
プ
タ
ホ
ー
ル
、
カ
ン
フ

ェ
ク
ロ
ル
、
γ
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、

ク
マ
ク
ロ
ー
ル
、
ク
リ
ミ
ジ
ン
、
ク
ロ
ラ
ー
ル
、
ク
ロ
ル

ジ
メ
ホ
ル
ム
、
ク
ロ
ル
デ
ン
、
ク
ロ
レ
ン
ド
酸
、
ク
ロ
ロ

ア
セ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ン
、
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―

二
―
ア
ミ
ノ
ト
ル
エ
ン
塩
酸
塩
、
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ

ル
）
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
＝
ク
ロ
リ
ド
、（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ

ル
）
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―
三
―
エ
チ
ル
―

一
―
メ
チ
ル
―
五
―
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
カ
ル
ボ
ニ
ル
＝
ク
ロ
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リ
ド
、
一
―
ク
ロ
ロ
オ
ク
タ
ン
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
―
一
―
ク

ロ
ロ
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
一
―
ク
ロ
ロ
―
三
―
（
四
―
ク

ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
ヒ
ド
ラ
ゾ
ノ
―
二
―
プ
ロ
パ
ノ
ン
、
ク

ロ
ロ
酢
酸
、
ク
ロ
ロ
ジ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ

―
一
・
二
―
ジ
ヒ
ド
ロ
―
三
Ｈ
―
二
ａ
―
ア
ザ
ア
セ
ナ

フ
チ
レ
ン
―
三
―
オ
ン
、
三
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
二
―
ジ
ブ

ロ
モ
プ
ロ
パ
ン
、
一
―
ク
ロ
ロ
―
三
・
三
―
ジ
メ
チ
ル
―

二
―
ブ
タ
ノ
ン
、
ク
ロ
ロ
チ
オ
ぎ
酸
エ
チ
ル
、
二
―
ク
ロ

ロ
―
一
・
一
・
一
・
二
―
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
（
別

名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
二
四
）
、
二
―
ク
ロ
ロ
―
五
―
ト
リ
フ

ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ク
ロ
ロ
ト
ル
イ
ジ

ン
、
ク
ロ
ロ
ト
ル
エ
ン
、
二
―
ク
ロ
ロ
ニ
コ
チ
ン
酸
、
ク

ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
ニ
ト
ロ

ト
ル
エ
ン
、
Ｎ
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
三
―
ニ
ト
ロ
―
六
―

ピ
リ
ジ
ル
）
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
、
四
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
四

―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
Ｎ
―
（
二
―
シ
ア
ノ
エ
チ

ル
）
―
Ｎ
―
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
ク
ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ

ン
ゼ
ン
、
ク
ロ
ロ
ピ
ク
リ
ン
、
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
、
一
―

［
（
‘

六
―
ク
ロ
ロ
―
‘

三
―
ピ
リ
ジ
ル
）
メ
チ
ル
］
イ
ミ

ダ
ゾ
リ
ジ
ン
―
二
―
（
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
）
イ
ミ
ン
、
ク
ロ
ロ

フ
ァ
シ
ノ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―
三
―
ニ
ト
ロ
安
息
香
酸
、

四
―
ク
ロ
ロ
―
五
Ｈ
―
ピ
ロ
ロ
［
三
・
二
―
ｄ
］
ピ
リ
ミ

ジ
ン
、
六
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ナ
ン
ト
リ
ジ
ン
、
四
―
（
ｐ
―

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
カ
ル
ボ
ン
酸
、
一

―
（
四
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二
―
メ
チ
ル
―
二
―
モ

ル
ホ
リ
ノ
プ
ロ
パ
ン
―
一
―
オ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―
一
・

三
―
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ
―
ｏ
―
フ

ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、
三
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
フ
ル
オ
ロ

ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
三
―
ク
ロ
ロ
―
四
―
フ
ル
オ
ロ
ニ

ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
、
三
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ

ン
―
一
―
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
二
―
ク
ロ
ロ
プ

ロ
ピ
オ
ン
酸
、
三
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
一
―
ク
ロ

ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
一
―
ク
ロ
ロ
ヘ
プ
タ
ン
、
ｐ
―
ク
ロ
ロ
ベ

ン
ジ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
四
―
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ズ
ア
ル
デ
ヒ

ド
オ
キ
シ
ム
、
ｐ
―
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ
ト
リ
ク
ロ
ラ
イ
ド
、

一
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
ペ
ン
チ
ン
、
二
―
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ミ

ル
―
一
―
ピ
ロ
リ
ジ
ン
カ
ル
ボ
ン
酸
ベ
ン
ジ
ル
、（
ク
ロ

ロ
メ
チ
ル
）
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
三
―
（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）

―
五
・
五
―
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ヒ
ダ
ン
ト
イ
ン
、
四
―
ク
ロ
ロ

メ
チ
ル
―
一
・
三
―
チ
ア
ゾ
ー
ル
、
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
＝
ｐ

―
ト
リ
ル
＝
ケ
ト
ン
、
二
―
（
四
―
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
―
四

―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
―
チ
ア
ゾ
リ
ン
―
二
―
イ
ル
）
グ

ア
ニ
ジ
ン
＝
塩
酸
塩
、
二
―
［（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
フ
ェ

ニ
ル
］
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
メ
チ
ル
、（
二
Ｓ
）
―
三
―
ク
ロ

ロ
―
二
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
（
二

Ｓ
）
―
三
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
二

―
（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
ベ
ン
ズ
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
一
―
ク
ロ

ロ
メ
チ
ル
―
一
Ｈ
―
ベ
ン
ゾ
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
―
五
―
カ

ル
ボ
ン
酸
メ
チ
ル
、（
Ｚ
）
―
四
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
（
メ

ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
メ
ト
キ
シ
イ
ミ
ノ
）
―
三
―
オ
キ

ソ
酪
酸
、
ク
ロ
ロ
炭
酸
フ
ェ
ニ
ル
エ
ス
テ
ル
、
二
―
ク
ロ

ロ
酪
酸
、
ケ
ポ
ン
、
ケ
レ
バ
ン
、
酢
酸
＝
一
ク
ロ
ロ
ホ
ル

ミ
ル
―
一
―
メ
チ
ル
エ
チ
ル
、
酢
酸
＝
一
―
ブ
ロ
モ
ホ

ル
ミ
ル
―
一
―
メ
チ
ル
エ
チ
ル
、
三
塩
化
ベ
ン
ジ
リ
ジ

ン
、
三
・
五
―
ジ
ア
ミ
ノ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ジ
ア
レ
ー

ト
、
四
塩
化
珪け

い

素
、
ジ
グ
リ
コ
ー
ル
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
、

シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ニ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
シ
ラ
ン
、
ジ
ク
ロ
リ

ド
ビ
ス
（η

五
―
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ニ
ド
）
バ
ナ
ジ
ウ

ム
、
ジ
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ

ン
、
四
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
オ
ク
チ
ル
イ
ソ
チ
ア
ゾ

ル
―
三
―
オ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸
メ
チ

ル
、
三
・
‘

三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
・
‘

四
―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ

フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン
、
三
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
―
（
一
・

一
・
二
・
二
―
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
ト
キ
シ
）
ア
ニ
リ
ン
、

一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
シ
リ
ル
―
二

―
ブ
テ
ン
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
五
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ

メ
チ
ル
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―

ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
ニ
ト
ロ

ベ
ン
ゼ
ン
、
二
・
‘

二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
五
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン

ゾ
フ
ェ
ノ
ン
、
二
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
ピ
ラ
ジ
ン
、
二
・
四

―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ジ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン

塩
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ジ
メ
チ
ル
ア

ミ
ン
塩
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
ト
リ
イ

ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
塩
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
三

―
フ
ル
オ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―

二
―
ブ
テ
ン
、
一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
フ
ル
オ
ロ
エ

タ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
四
一
ｂ
）、
一
・
三
―
ジ
ク

ロ
ロ
―
四
―
フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
二
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ

―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ

ン
酸
、
二
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
メ
チ
ル
、
ジ

ク
ロ
ロ
ブ
ロ
モ
メ
タ
ン
、
一
・
六
―
ジ
ク
ロ
ロ
ヘ
キ
サ

ン
、
二
・
六
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
三
―
ペ
ル
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
ト

ル
エ
ン
、
四
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ペ
ル
ク
ロ
ロ
メ
チ

ル
ト
ル
エ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
二
・
三
―
ジ
ク

ロ
ロ
ベ
ン
ズ
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
三
―

ペ
ン
タ
ノ
ン
、
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
三
―
ペ
ン
タ
ノ

ン
、
三
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
・
一
・
二
・
二
―
ペ

ン
タ
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
パ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
二
二
五

ｃ
ａ
）、
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
・
二
・
二
・
三

―
ペ
ン
タ
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
パ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
二

二
五
ｃ
ｂ
）
、
二
・
六
―
ジ
フ
ル
オ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
三
・

四
―
ジ
フ
ル
オ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ジ
ブ
ロ
ム
酢
酸
、

ジ
ブ
ロ
モ
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
、
一
・
二
―
ジ
ブ
ロ
モ
エ
チ

レ
ン
、
‘

二
―
（
二
・
六
―
ジ
ブ
ロ
モ
―
四
―
ニ
ト
ロ
フ

ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
五

―
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
セ
ト
ア
ニ

リ
ド
、（
Ｅ
）
―
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
モ
ブ
タ
―
二
―
エ
ン

―
一
・
四
―
ジ
オ
ー
ル
、
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン

―
一
―
オ
ー
ル
、
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
モ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、

ジ
ブ
ロ
モ
メ
タ
ン
、
シ
マ
ジ
ン
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
―

Ｎ
・
Ｎ
―
（
ヘ
キ
サ
ン
―
一
・
六
―
ジ
イ
ル
）
ジ
カ
ル
バ

モ
イ
ル
＝
ジ
ク
ロ
リ
ド
、
臭
化
ア
セ
チ
ル
、
臭
化
ア
リ

ル
、
ス
ル
フ
ァ
レ
ー
ト
、
炭
酸
＝
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
＝
一

―
ヨ
ー
ド
エ
チ
ル
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
二
・
四
―
Ｄ
Ｂ
、
デ
ィ
ル

ド
リ
ン
、
一
・
一
・
一
・
二
・
三
・
四
・
四
・
五
・
五
・

五
―
デ
カ
フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
タ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
四

三
―
一
〇
ｍ
ｅ
ｅ
）
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
二
・
二
・

六
・
六
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
二
・
‘

二
・

四
・
‘

四
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
、
テ
ト
ラ

ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
‘

三
―
（
一
・
五
―
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
―

二
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ゾ
）
―
‘

五
―
｛
六
―
フ
ル
オ
ロ
―
四

―
｛
三
―
［
二
―
（
ビ
ニ
ル
ス
ル
ホ
ニ
ル
）
エ
チ
ル
カ
ル

バ
モ
イ
ル
］
ア
ニ
リ
ノ
｝
―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
ア
ジ
ン

―
二
―
イ
ル
ア
ミ
ノ
｝
―
‘

四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
‘

二
・

‘

七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

―
五
・
五
―
ジ
メ
チ
ル
―
二
（
一
Ｈ
）
―
ピ
リ
ミ
ジ
ノ
ン

［
ｐ
―
（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
―
α
―
［
ｐ
―
（
ト

リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
ス
チ
リ
ル
］
シ
ン
ナ
ミ
リ
デ
ン
］

ヒ
ド
ラ
ゾ
ン
、
二
・
二
・
三
・
三
―
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
オ

キ
セ
タ
ン
、
デ
ュ
ー
ロ
ン
、
テ
ロ
ド
リ
ン
、
ト
キ
サ
フ
ェ

ン
、
ト
リ
ア
ジ
メ
ホ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
ア
セ
チ
ル
ク
ロ
ラ
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イ
ド
、
二
・
二
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
―
一
・
一
―

ジ
オ
ー
ル
（
別
名
ト
リ
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
一

水
和
物
又
は
抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル
）
、
二
・
二
・
六
―
ト
リ

ク
ロ
ロ
―
六
―
（
一
―
ク
ロ
ロ
イ
ソ
ブ
チ
ル
）
シ
ク
ロ
ヘ

キ
サ
ノ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
二
・
四
・
六
―
ト
リ
ク

ロ
ロ
―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
ア
ジ
ン
、
二
・
二
・
三
―
ト

リ
ク
ロ
ロ
―
三
―
フ
ェ
ニ
ル
―
一
・
一
―
プ
ロ
パ
ン
ジ

オ
ー
ル
、
二
・
四
・
五
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
、

ト
リ
ク
ロ
ロ
ブ
テ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
ス
ル
フ
ェ

ニ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
―
五
―

（
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ス
チ
リ
ル
）
―
一
・
三
・
四
―
オ
キ

サ
ジ
ア
ゾ
ー
ル
、
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

二
・
三
・
四
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ

フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
フ
ル
オ
リ
ド
、
ト
リ

フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ
メ
チ
ル
ア

セ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ト
リ
メ
チ
ル
ク
ロ
ロ
シ
ラ
ン
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
＝
一
―
ア
ミ
ノ
―
四
―
ブ
ロ
モ
ア
ン
ト
ラ
キ

ノ
ン
―
二
―
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
四
―

（
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
ｍ
―
ト
ル
オ
イ
ル
）
―
一
・
三

―
ジ
メ
チ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
―
五
―
オ
ラ
ー
ト
、
ニ
ト
ロ

フ
ェ
ン
、
パ
ラ
コ
ー
ト
、
‘

五
―
［
ビ
ス
（
二
―
ア
セ
ト

キ
シ
エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
―
‘

二
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
四

―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド
、
四
―

［
ｐ
―
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ニ

ル
］
酪
酸
、
Ｎ
・
Ｎ
―
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
カ

ル
バ
モ
イ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル

ス
ル
フ
ィ
ド
）（
別
名
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
）
、
四
・
‘

四
―

ビ
ス
（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
ビ
フ
ェ
ニ
ル
、
ビ
ス
［
三
・
四
・

六
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
二
―
（
ペ
ン
チ
ル
オ
キ
シ
カ
ル
ボ

ニ
ル
）
フ
ェ
ニ
ル
］
＝
オ
キ
サ
ラ
ー
ト
、
ピ
バ
ル
酸
ヨ
ー

ド
メ
チ
ル
、
ブ
チ
ル
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
）
ス
タ
ン
ナ
ン
、
二

―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
―
五
―
ク
ロ
ロ
―
六
―
ニ
ト
ロ

ベ
ン
ゾ
オ
キ
サ
ゾ
ー
ル
、
ｏ
―
三
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ

ル
フ
ェ
ニ
ル
―
ク
ロ
ロ
チ
オ
ホ
ル
メ
ー
ト
、
一
―
フ
ル

オ
ロ
―
四
―
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
ベ
ン
ゼ
ン
、
プ
ロ

ピ
レ
ン
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
、
九
―
ブ
ロ
モ
ア
ン
ト
ラ
セ

ン
、
一
―
（
二
―
ブ
ロ
モ
エ
チ
ル
）
―
四
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン

ゼ
ン
、
四
―
ブ
ロ
モ
―
三
―
オ
キ
ソ
ブ
チ
ロ
ア
ニ
リ
ド
、

一
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
二
―
ブ
ロ
モ
―

二
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
酢
酸
、
ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ

酢
酸
、
ブ
ロ
モ
酢
酸
、
ブ
ロ
モ
酢
酸
エ
チ
ル
、
二
―
（
四

―
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ル
オ
ロ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二
―

メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
＝
三
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
＝
エ

ー
テ
ル
、
四
―
ブ
ロ
モ
ナ
フ
タ
レ
ン
―
一
―
ア
ミ
ン
、
Ｎ

―
（
四
―
ブ
ロ
モ
―
一
―
ナ
フ
チ
ル
）
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
、

二
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
ニ
ト
ロ
プ
ロ
パ
ン
―
一
・
三
―
ジ

オ
ー
ル
、
Ｎ
―
（
四
―
ブ
ロ
モ
フ
ェ
ニ
ル
）
ベ
ン
ゼ
ン
―

一
・
二
―
ジ
ア
ミ
ン
、
Ｎ
―
（
四
―
ブ
ロ
モ
ブ
チ
ル
）
フ

タ
ル
イ
ミ
ド
、
一
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン
、
三
―
ブ
ロ
モ
プ

ロ
ピ
オ
ン
酸
、
一
―
ブ
ロ
モ
―
四
―
（
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
）

ナ
フ
タ
レ
ン
、
三
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
エ
チ
ル
、
四

―
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
―
一
・
二
―
ジ
ア
ミ
ン
、
一
―
ブ
ロ

モ
ペ
ン
タ
―
二
―
イ
ン
、
二
―
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
―
一
・
三

―
ジ
フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
を
含
む
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
、

（
Ｅ
）
―
三
―
［
ｐ
―
（
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
）
フ
ェ
ニ
ル
］

ア
ク
リ
ル
酸
、（
Ｅ
）
―
三
―
［
ｐ
―
（
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
）

フ
ェ
ニ
ル
］
ア
ク
リ
ル
酸
エ
チ
ル
、
三
―
ブ
ロ
モ
―
二
―

メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
一
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
メ
チ
ル

―
プ
ロ
ペ
ン
、
四
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
メ
ト
キ
シ
イ
ミ
ノ

―
三
―
オ
キ
ソ
ブ
チ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド
、
ベ
イ
シ
ッ
ク
グ

リ
ー
ン
―
四
、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
ヘ
キ

サ
ク
ロ
ロ
ブ
タ
ジ
エ
ン
、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ヘ

キ
サ
ブ
ロ
モ
シ
ク
ロ
ド
デ
カ
ン
、
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ル
、
ペ
ル

フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ペ

ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ジ
デ
シ
ル
ジ
メ
チ

ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
ポ
キ
シ
―
一
・

一
・
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ベ
ン
ジ
ル
（
ト
リ

メ
チ
ル
）
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
＝
ク
ロ
リ
ド
、
‘

四
・
―
ベ
ン

ジ
ル
オ
キ
シ
―
‘

三
―
ニ
ト
ロ
―
二
―
ブ
ロ
モ
ア
セ
ト

フ
ェ
ノ
ン
、
一
―
ベ
ン
ジ
ル
―
二
―
（
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）

イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
＝
塩
酸
塩
、
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
、
Ｎ
―
［
β

―
（
ベ
ン
ゾ
ｂ
）
フ
ラ
ン
―
二
―
イ
ル
］
ア
ク
リ
ロ
イ
ル

―
Ｎ
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ヒ
ド
ラ
ジ
ド
、
ペ
ン
タ
ク

ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン
、
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ペ
ン
タ

フ
ル
オ
ロ
ヨ
ー
ド
エ
タ
ン
、
マ
イ
レ
ッ
ク
ス
、
メ
タ
ン
ス

ル
ホ
ニ
ル
ク
ロ
リ
ド
、
二
―
メ
チ
ル
―
四
―
ク
ロ
ロ
フ

ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
、
メ
チ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
シ
ラ
ン
、
二
―
メ

チ
ル
―
三
―
ト
リ
フ
ロ
オ
ロ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
メ
チ

ル
フ
ェ
ニ
ル
ジ
ク
ロ
ロ
シ
ラ
ン
、
メ
チ
ル
＝
‘

四
―
（
ブ

ロ
モ
メ
チ
ル
）
ビ
フ
ェ
ニ
ル
―
二
―
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー

ト
、
メ
チ
ル
＝
二
―
［
四
―
（
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
）
フ
ェ
ニ

ル
］
プ
ロ
パ
ノ
ア
ー
ト
、
メ
ト
ラ
ク
ロ
ー
ル
、
二
―
メ
ル

カ
プ
ト
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル
、
モ
ノ
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
ア

ミ
ド
、
よ
う
化
ア
セ
チ
ル
、
よ
う
化
ア
リ
ル
、
よ
う
化
メ

チ
ル
、
三
―
ヨ
ー
ド
ア
ゼ
チ
ジ
ン
―
一
―
カ
ル
ボ
ン
酸

＝
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル
又
は
三
―
ヨ
ー
ド
プ
ロ
ピ
オ
ン

酸
を
〇
・
一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ロ

Ｉ
Ｐ
Ｃ
、
エ
ク
ロ
メ
ゾ
ー
ル
、
エ
チ
ク
ロ
ゼ
ー
ト
、
エ

ピ
ブ
ロ
モ
ヒ
ド
リ
ン
、
Ｍ
Ｃ
Ｐ
、
塩
化
イ
ソ
ブ
チ
リ
ル
、

塩
化
ブ
チ
リ
ル
、
塩
化
プ
ロ
ピ
オ
ニ
ル
、
塩
化
ペ
ン
チ

ル
、
塩
酸
ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ミ
ジ
ン
、
オ
キ
サ
ジ
ア
ゾ
ン
、

カ
ー
バ
ノ
レ
ー
ト
、
ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ミ
ジ
ン
、
ク
ロ
ル
フ

ル
ア
ズ
ロ
ン
、
ク
ロ
ル
メ
コ
ー
ト
、
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ニ
ト

リ
ル
、
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
、
ｐ
―
ク
ロ
ロ
―
ｏ
―

ア
ニ
シ
ジ
ン
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
ア
リ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ

ぎ
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
イ
ソ
プ
ロ

ピ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ

ロ
ぎ
酸
二
―
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ

酸
二
―
エ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
ク

ロ
ロ
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
シ
ク
ロ
ブ
チ
ル

エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
フ
ェ
ニ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ

ぎ
酸
ブ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
―
ｓ
ｅ
ｃ
―
ブ

チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
―
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
―
ブ
チ
ル

シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
―
二
―
ブ

ト
キ
シ
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
プ
ロ
ピ
ル
エ

ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ
酸
ベ
ン
ジ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
ぎ

酸
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
酢
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
ク

ロ
ロ
酢
酸
エ
チ
ル
、
ク
ロ
ロ
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ク
ロ
ロ

酢
酸
ビ
ニ
ル
、
ク
ロ
ロ
酢
酸
メ
チ
ル
、
一
―
ク
ロ
ロ
―

一
・
二
―
ジ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン
、
二
―
ク
ロ
ロ
ピ
リ
ジ
ン
、

（
Ｅ
）
―
［
（
四
Ｒ
Ｓ
）
―
四
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ

ル
）
―
一
・
三
―
ジ
チ
オ
ラ
ン
―
二
―
イ
リ
デ
ン
］（
一

Ｈ
―
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
―
一
―
イ
ル
）
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
、

ク
ロ
ロ
プ
タ
ン
、
三
―
ク
ロ
ロ
―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、

三
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
二
―
プ
ロ
パ
ン
ジ
オ
ー
ル
、
二
―
ク

ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
二
―
ク
ロ
ロ
プ

ロ
ピ
オ
ン
酸
エ
チ
ル
、
二
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
メ

チ
ル
、
一
―
ク
ロ
ロ
―
三
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン
、
ク
ロ
ロ

ベ
ン
ジ
レ
ー
ト
、
ｐ
―
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ
イ
ル
ク
ロ
ラ
イ

ド
、
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゾ
ト
リ
フ
ル
オ
ラ
イ
ド
、
ケ
ル
セ
ン
、
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ジ
ア
リ
ル
ク
ロ
レ
ン
デ
ー
ト
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
、
ジ
ク
ロ
ル
ジ
ニ

ト
ロ
メ
タ
ン
、
ジ
ク
ロ
ル
ブ
チ
ン
、
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ

ア
セ
ト
ン
、
二
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
三
・
五
―

ジ
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
ホ
ル
マ
ー
ル
、

ジ
ク
ワ
ッ
ト
、
ジ
ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
一
・
二
―

ジ
ブ
ロ
モ
―
三
―
ブ
タ
ノ
ン
、
ｍ
―
ジ
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ

ン
、
臭
化
ア
セ
ト
ン
、
臭
化
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
、
臭
化
エ
チ

ル
、
臭
化
キ
シ
リ
ル
、
臭
化
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
チ
ル
、
臭
化

フ
ェ
ナ
シ
ル
、
臭
化
ブ
チ
ル
、
臭
化
―
ｓ
ｅ
ｃ
―
ブ
チ

ル
、
臭
化
ベ
ン
ジ
ル
、
チ
オ
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
一
・
一
・

二
・
二
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ル
ニ
ト
ロ
エ
タ
ン
、
二
・
三
・
五
・

六
―
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
―
四
―
メ
チ
ル
ベ
ン
ジ
ル
＝

（
Ｚ
）
―
（
一
Ｒ
Ｓ
・
三
Ｒ
Ｓ
）
―
三
（
二
―
ク
ロ
ロ
―

三
・
三
・
三
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
―
一
―
プ
ロ
ペ
ニ
ル
）
―

二
・
二
―
ジ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ

ー
ト
、
ト
リ
ク
ロ
ル
ニ
ト
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢

酸
メ
チ
ル
、
二
・
四
・
五
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢

酸
ブ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、
二
・
四
・
五
―
ト
リ
ク

ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
メ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
、

ト
リ
ニ
ト
ロ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
リ
ニ
ト
ロ
フ
ル
オ

レ
ノ
ン
、
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
、
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン

ス
ル
ホ
ン
酸
、
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、

三
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
ト
リ
ホ
リ
ン
、

ニ
ト
ロ
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
、
バ
レ
リ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
ハ

ロ
フ
ギ
ノ
ン
、
Ｂ
Ａ
Ｂ
、
フ
ェ
ニ
ソ
ブ
ロ
モ
レ
ー
ト
、
Ｎ

―
（
四
―
ｔ
―
ブ
チ
ル
ベ
ン
ジ
ル
）
―
四
―
ク
ロ
ロ
―
三

―
エ
チ
ル
―
一
―
メ
チ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
―
五
―
カ
ル
ボ

キ
サ
ミ
ド
、
フ
ル
オ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
、
フ

ル
オ
ロ
ト
ル
エ
ン
、
フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
フ
ル
ス
ル
フ

ァ
ミ
ド
、
ブ
ロ
モ
酢
酸
メ
チ
ル
、
三
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
ピ

ン
、
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
、
二
―
ブ
ロ
モ
ペ
ン
タ
ン
、
一
―

ブ
ロ
モ
―
三
―
メ
チ
ル
ブ
タ
ン
、
ブ
ロ
モ
メ
チ
ル
プ
ロ

パ
ン
、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ン
、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク

ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン
、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ン
、
ヘ
キ
シ
チ

ア
ゾ
ク
ス
、
ペ
ル
メ
ト
リ
ン
、
ベ
ン
ゾ
ト
リ
フ
ル
オ
ラ
イ

ド
、
ベ
ン
ゾ
メ
ー
ト
、
ペ
ン
チ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
シ
ラ
ン
、

メ
チ
ル
ア
リ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
メ
チ
ル
ブ
ロ
モ
ア
セ
ト

ン
、
モ
ノ
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
モ
ノ
フ
ル
オ
ロ

酢
酸
パ
ラ
ブ
ロ
ム
ア
ニ
リ
ド
、
モ
ノ
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
パ

ラ
ブ
ロ
ム
ベ
ン
ジ
ル
ア
ミ
ド
、
よ
う
化
ブ
チ
ル
、
よ
う
化

ベ
ン
ジ
ル
、
二
―
ヨ
ー
ド
ブ
タ
ン
、
ヨ
ー
ド
プ
ロ
パ
ン
、

ヨ
ー
ド
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ン
又
は
六
ふ
っ
化
ア
セ
ト
ン
を

一
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
物

ハ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
又
は
Ｐ
Ｂ
Ｂ
を
五
十
ｐ
ｐ
ｍ
以
上

含
む
物

ニ

イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
以

外
の
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
（
他
の
号
に
掲
げ
る
物
を

除
く
。）
を
含
む
物

ホ

別
表
第
一
の
一
の
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は

同
表
の
二
の
項
第
十
号
に
掲
げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
物 

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
土
壌
環
境
基
準
告
示
別
表
の

環
境
上
の
条
件
（
シ
マ
ジ
ン
、
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
又
は

Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物 

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
に
規
定
す
る
要
件
（
シ
マ
ジ
ン
、
チ
オ
ベ
ン

カ
ル
ブ
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当

す
る
物

ヘ

ホ
に
掲
げ
る
処
分
作
業
以
外
の
処
分
作
業
を
行
う
た

め
に
輸
出
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
物
で
あ
っ
て
次
に

掲
げ
る
物

⑴

固
形
状
で
あ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
判
定
基
準
令
別

表
第
三
に
掲
げ
る
基
準
（
シ
マ
ジ
ン
、
チ
オ
ベ
ン
カ
ル

ブ
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な

い
物

⑵

液
状
で
あ
っ
て
、
排
水
基
準
令
別
表
第
一
に
掲
げ

る
基
準
（
シ
マ
ジ
ン
、
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
な
い
物

備
考 １ 

こ
の
表
に
お
け
る
濃
度
基
準
は
、
分
解
可
能
な
最
小
単
位
に
含
ま
れ

る
有
害
物
質
の
濃
度
基
準
と
す
る
。 

２ 

こ
の
表
に
掲
げ
る
物
に
は
、
第
一
号
ロ
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
若

し
く
は
ハ
、
第
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
十
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第

十
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
十
八
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
十
九
号
ロ
若

し
く
は
ハ
、
第
二
十
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
十
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、

第
二
十
二
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
十
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
二

十
五
号
ロ
若
し
く
は
ニ
に
掲
げ
る
物
で
あ
っ
て
、
別
表
第
七
の
中
欄
に

掲
げ
る
い
ず
れ
の
試
験
に
お
い
て
も
当
該
試
験
の
区
分
に
応
じ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
示
す
こ
と
の
な
い
も
の
を
含
ま
な
い
も
の
と
す

る
。 

別
表
第
七 

試

験

性

状

一

付
表
一
に
掲
げ
る
二
・
四

―
ジ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン

及
び
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ

ル
を
標
準
物
質
と
す
る

熱
分
析
試
験 

発
熱
開
始
温
度
か
ら
二
十
五
度
を
減
じ

た
温
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
正

温
度
」
と
い
う
。）
の
値
の
常
用
対
数
を

横
軸
と
し
、
発
熱
量
の
値
の
常
用
対
数
を

縦
軸
と
す
る
平
面
直
交
座
標
系
に
試
験

結
果
を
表
示
し
た
場
合
に
お
い
て
、
試
験

物
品
の
発
熱
量
の
値
の
常
用
対
数
を
当

該
試
験
物
品
の
補
正
温
度
の
値
の
常
用

対
数
に
対
し
て
表
示
し
た
点
が
、
標
準
物

質
の
二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン
の
発

熱
量
の
値
に
〇
・
七
を
乗
じ
て
得
た
値
の

常
用
対
数
及
び
標
準
物
質
の
過
酸
化
ベ

ン
ゾ
イ
ル
の
発
熱
量
の
値
に
〇
・
八
を
乗

じ
て
得
た
値
の
常
用
対
数
を
そ
れ
ぞ
れ

の
標
準
物
質
に
係
る
補
正
温
度
の
値
の

常
用
対
数
に
対
し
て
表
示
し
た
点
を
結

ぶ
直
線
上
又
は
こ
れ
よ
り
上
に
あ
る
こ

と
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
試
験
物
品
の

補
正
温
度
が
一
度
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
補
正
温
度
を
一
度
と
み
な
す
。）

二

付
表
二
の
第
一
に
掲
げ

る
タ
グ
密
閉
式
引
火
点

測
定
器
に
よ
り
引
火
点

を
測
定
す
る
試
験
（
タ
グ

密
閉
式
引
火
点
測
定
器

に
よ
り
引
火
点
を
測
定

す
る
試
験
に
お
い
て
引

火
点
が
零
度
以
上
八
十

度
以
下
の
温
度
で
測
定

さ
れ
、
か
つ
、
当
該
引
火

引
火
点
が
一
気
圧
に
お
い
て
温
度
六
十
・

五
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。 
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点
に
お
け
る
試
験
物
品

の
動
粘
度
が
十
セ
ン
チ

ス
ト
ー
ク
ス
以
上
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
付

表
二
の
第
二
に
掲
げ
る

セ
タ
密
閉
式
引
火
点
測

定
器
に
よ
り
引
火
点
を

測
定
す
る
試
験
） 

三

付
表
三
の
第
一
に
掲
げ

る
小
ガ
ス
炎
着
火
試
験

及
び
付
表
三
の
第
二
に

掲
げ
る
セ
タ
密
閉
式
引

火
点
測
定
器
に
よ
り
引

火
点
を
測
定
す
る
試
験 

小
ガ
ス
炎
着
火
試
験
に
あ
っ
て
は
試
験

物
品
に
火
炎
を
接
触
さ
せ
て
か
ら
着
火

す
る
ま
で
の
時
間
が
十
秒
以
内
で
あ
り
、

か
つ
、
燃
焼
が
継
続
す
る
こ
と
又
は
セ
タ

密
閉
式
引
火
点
測
定
器
に
よ
り
引
火
点

を
測
定
す
る
試
験
に
あ
っ
て
は
引
火
点

が
一
気
圧
に
お
い
て
温
度
四
十
度
未
満

で
あ
る
こ
と
。 

四

付
表
四
に
掲
げ
る
自
然

発
火
性
試
験 

試
験
物
品
が
発
火
す
る
こ
と
又
は
ろ
紙

を
焦
が
す
こ
と
。 

五

付
表
五
に
掲
げ
る
水
と

の
反
応
性
試
験 

水
と
の
反
応
に
よ
り
発
生
す
る
ガ
ス
が

発
火
し
、
若
し
く
は
着
火
す
る
こ
と
又
は

発
生
す
る
ガ
ス
の
量
が
試
験
物
品
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
時
間
当
た
り
一
リ

ッ
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
発
生
す
る

ガ
ス
が
可
燃
性
の
成
分
を
含
有
す
る
こ

と
。

六

付
表
六
の
第
一
に
掲
げ

る
過
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
を
標
準
物
質
と
す
る

燃
焼
試
験
（
試
験
物
品
が

固
形
状
の
物
で
あ
る
場

合
に
限
る
。） 

試
験
物
品
を
用
い
た
燃
焼
試
験
の
燃
焼

時
間
が
標
準
物
質
を
用
い
た
燃
焼
試
験

の
燃
焼
時
間
と
等
し
い
か
又
は
こ
れ
よ

り
短
い
こ
と
。 

付
表
六
の
第
二
に
掲
げ

る
硝
酸
の
九
十
パ
ー
セ

ン
ト
水
溶
液
を
標
準
物

質
と
す
る
燃
焼
試
験
（
試

験
物
品
が
液
状
の
物
で

あ
る
場
合
に
限
る
。） 

試
験
物
品
を
用
い
た
燃
焼
試
験
の
燃
焼

時
間
が
標
準
物
質
を
用
い
た
燃
焼
試
験

の
燃
焼
時
間
と
等
し
い
か
又
は
こ
れ
よ

り
短
い
こ
と
。 

七

付
表
七
の
第
一
に
掲
げ

る
経
口
毒
性
試
験 

イ 

試
験
物
品
が
固
形
状
の
物
で
あ
る

場
合
に
は
半
数
致
死
量
が
二
百
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

試
験
物
品
が
液
状
の
物
で
あ
る
場

合
に
は
半
数
致
死
量
が
五
百
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

付
表
七
の
第
二
に
掲
げ

る
経
皮
毒
性
試
験 

半
数
致
死
量
が
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で

あ
る
こ
と
。 

付
表
七
の
第
三
に
掲
げ

る
吸
入
毒
性
試
験
（
試
験

物
品
が
粉
粒
状
又
は
煙

霧
状
の
物
で
あ
る
場
合

に
限
る
。） 

半
数
致
死
量
が
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で

あ
る
こ
と
。 

八

付
表
八
に
掲
げ
る
金
属

腐
食
性
試
験 

試
験
片
の
侵
食
度
が
六
・
二
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
毎
年
を
超
え
る
こ
と
。

備
考 １ 

危
険
物
の
運
搬
に
関
す
る
国
連
勧
告
（
千
九
百
八
十
八
年
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ

ー
ク
の
国
際
連
合
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
文
書
Ｓ
Ｔ
―
Ｓ
Ｇ
―
Ａ
Ｃ
・
一
〇

―
一 

改
定
第
七
版
。
以
下
「
国
連
勧
告
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
基
準

に
よ
り
ク
ラ
ス
１
（
火
薬
類
）
及
び
ク
ラ
ス
５
・
２
（
有
機
過
酸
化
物
）
に

該
当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
一
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
に

お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
３
（
引
火
性
液
体
類
）
に
該

当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
二
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
に
お

い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
４
・
１
（
可
燃
性
固
体
）
に

該
当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
三
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
に

お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
４
・
２
（
自
然
発
火
性
物
質
）

に
該
当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
四
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験

に
お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

５ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
４
・
３
（
そ
の
他
の
可
燃
性

物
質
）
に
該
当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
五
の
項
中
欄
に
掲
げ

る
試
験
に
お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

６ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
５
・
１
（
酸
化
性
物
質
類
）

に
該
当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
固
形
状
の
試
験
物
品
は
、
六
の
項
中
欄
に
掲

げ
る
試
験
（
付
表
六
の
第
一
に
掲
げ
る
過
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
標
準
物
質

と
す
る
燃
焼
試
験
に
限
る
。）
に
お
い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し

な
い
も
の
と
み
な
す
。 

７ 

付
表
七
の
第
四
に
掲
げ
る
規
定
量
投
与
試
験
に
お
い
て
被
験
動
物
に
死

亡
例
が
認
め
ら
れ
な
い
試
験
物
品
は
、
七
の
項
中
欄
の
試
験
に
お
い
て
同
項

下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

８ 

経
済
協
力
開
発
機
構
の
化
学
品
テ
ス
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規
定
す
る
急

性
毒
性
試
験
は
、
七
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
に
代
替
し
う
る
も
の
と
み
な

す
。 

９ 

国
連
勧
告
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
ク
ラ
ス
８
（
腐
食
性
物
質
類
）
に
該

当
し
な
い
と
判
定
さ
れ
る
試
験
物
品
は
、
八
の
項
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
に
お

い
て
同
項
下
欄
に
掲
げ
る
性
状
を
有
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

付
表  

（
略
） 
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特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
届
出
等
に
関
す
る
省
令（

平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
一
号
）

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八

号
）
第
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
（
同
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
並
び
に
同
法
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の

規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
届
出
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
）

第
一
条

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
輸
出
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式

第
一
に
よ
る
申
請
書
二
通
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
輸
出
の
承
認
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
輸
出
移
動
書
類

と
し
て
そ
の
う
ち
一
通
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
出
移
動
書
類
等
の
汚
損
等
の
届
出
及
び
再
交
付
の
申
請
）

第
二
条

法
第
五
条
第
三
項

又
は
第
九
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
を

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
輸
出

移
動
書
類
若
し
く
は
輸
入
移
動
書
類
又
は
法
第
十
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者

が
輸
入
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
（
以
下
「
輸
出
移
動
書
類
等
」

と
い
う
。
）
が
汚
損
さ
れ
た
た
め
に
届
け
出
る
と
き
は
、
当
該
輸
出
移
動
書
類
等
を
届

出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
五
条
第
三
項

又
は
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、様
式
第
三
に
よ

る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
紛
失
し
た
輸
出
移
動
書
類
等
の
回
復
の
届
出
）

第
三
条

法
第
五
条
第
四
項
又
は
第
九
条
第
三
項
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
届
出
書
に
、

回
復
し
た
輸
出
移
動
書
類
等
を
添
付
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
輸
入
移
動
書
類
の
交
付
）

第
四
条

法
第
九
条
第
一
項
の
輸
入
移
動
書
類
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
五
に
よ
る
申
請
書
二
通
に
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
及
び

そ
の
写
し
各
一
通
を
添
付
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
法
第
九
条
第
一
項
の
確
認
を
し
た
と

き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
に
前
項
の

移
動
書
類
を
添
付
し
、
輸
入
移
動
書
類
と
し
て
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
輸
入
移
動
書
類
又
は
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
が
携
帯
す
る
移
動
書
類
の

記
載
内
容
と
異
な
る
運
搬
の
届
出
）

第
五
条

法
第
十
条
第
四
項
（
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
に
、
輸
入
移
動
書
類

又
は
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
等
が
携
帯
す
る
移
動
書
類
を
添
付
し
、
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
略
）

様
式
第
一
～
様
式
第
六

（
略
）
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○
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の

規
制
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定

に
基
づ
く
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項

平
成
五
・
一
〇
・
七 

環
・
厚
・
通
告
一 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
同
法
の
施
行
の
日
〔
平
五
・
一
二
・
一
六
〕
か
ら

施
行
す
る
。 

近
年
、
有
害
廃
棄
物
等
が
国
境
を
越
え
て
輸
出
入
さ
れ
、

不
適
正
な
処
分
が
行
わ
れ
、
人
の
健
康
及
び
生
活
環
境
に
影

響
を
も
た
ら
す
事
例
が
多
発
し
、
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。 

こ
の
た
め
、
有
害
廃
棄
物
等
の
越
境
移
動
に
伴
う
環
境
汚

染
問
題
へ
の
対
応
策
が
国
際
的
に
検
討
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

平
成
元
年
三
月
に
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び

そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
以
下
「
条
約
」

と
い
う
。
）
が
採
択
さ
れ
た
。 

本
事
項
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
条
約
及
び
条
約
第
十
一
条
に
規
定
す
る
二
国
間
の
、

多
数
国
間
の
又
は
地
域
的
な
協
定
又
は
取
決
め
の
的
確
か
つ

円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。 

第
一 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処

分
に
伴
っ
て
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
の
健
康
又
は
生
活

環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項 

１

輸
出
及
び
輸
入
の
最
小
化 

国
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
を
可
能
な
限
り

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
発
生
し
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
国
内
に
お
け
る
有
効
利
用
及
び
適
正
な
処
分
等
を
推

進
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出

及
び
輸
入
の
最
小
化
に
努
め
る
こ
と
。 

２

環
境
の
保
全
上
適
正
な
輸
出
及
び
輸
入 

⑴ 

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
し
な
い
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
出
及
び
輸
入
（
条
約
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲 

げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た
め
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
及
び
輸
入
で
あ
っ
て
、
経
済
協
力
開
発
機
構

の
我
が
国
以
外
の
加
盟
国
（
以
下
「
加
盟
国
」
と
い

う
。
）
を
そ
の
相
手
国
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

は
、
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
の
保
全

上
適
正
な
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。 

イ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、 

①

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（イ） 

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
環
境

の
保
全
上
適
正
か
つ
効
率
的
な
方
法
で
処
分

す
る
た
め
の
技
術
上
の
能
力
及
び
必
要
な
施

設
、
処
分
能
力
又
は
適
当
な
処
分
場
所
を
我

が
国
が
有
し
な
い
場
合 

（ロ） 

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
輸
出

の
相
手
国
に
お
い
て
再
生
利
用
産
業
又
は
回

収
産
業
の
た
め
の
原
材
料
と
し
て
必
要
と
さ

れ
て
い
る
場
合 

（ハ）

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、

輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
が
条
約
の
締
約
国

（
以
下
「
締
約
国
」
と
い
う
。
）
全
体
と
し

て
条
約
第
四
条
９
⒞
に
基
づ
き
決
定
す
る
基

準
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
場
合 

②

非
締
約
国
へ
の
輸
出
で
は
な
い
こ
と
。

③

南
緯
六
十
度
以
南
の
地
域
へ
の
輸
出
で
は
な

い
こ
と
。 

④ 

輸
出
の
相
手
国
が
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
で
は
な
い
こ
と
。 

⑤

輸
出
に
つ
い
て
輸
出
の
相
手
国
及
び
締
約
国

で
あ
る
通
過
国
（
以
下
「
輸
出
の
相
手
国
等
」

と
い
う
。
）
か
ら
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
て
い

る
こ
と
。
た
だ
し
、
締
約
国
で
あ
る
通
過
国
か

ら
の
同
意
に
関
し
て
は
、
当
該
通
過
国
が
同
意

を
義
務
付
け
な
い
場
合
に
お
い
て
当
該
通
過
国

が
通
告
を
受
領
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
我

が
国
が
当
該
通
過
国
の
回
答
を
受
領
し
な
い
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
。 

⑥

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
つ
い
て

環
境
の
保
全
上
適
正
な
運
搬
及
び
処
分
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
契
約
が
輸
出
者
と
処
分

者
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
旨
の
確
認
が
輸
出

の
相
手
国
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑦

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

範
囲
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
三
十
年
環
境
省

令
第
十
二
号
。
以
下
「
特
定
有
害
廃
棄
物
等
省

令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑧ 

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、
経
済

協
力
開
発
機
構
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
の
規
制
に
関
す
る
理 

事
会
決
定
（
以
下
「
理
事
会
決
定
」
と
い
う
。
）

第
Ⅱ
章
Ｄ
⑴
（c）
に
基
づ
く
分
析
試
験
（
以
下

「
分
析
試
験
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
の
も

の
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。 

（イ） 

輸
出
の
相
手
国
等
に
お
い
て
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て

保
険
、
供
託
金
そ
の
他
の
保
証
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
が
講 

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

（ロ）

輸
出
者
が
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
特
定
有
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害
廃
棄
物
等
の
再
輸
入
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
に
足
る
経
理
的 

基
礎
を
有
す
る
こ
と
。 

⑨ 

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た

め
に
必
要
な
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
外
国
に
お
い
て

有
害
廃
棄
物
と
さ
れ
て
い
る
物
の
輸
出
に
つ
い

て
は
、
輸
出
の
相
手
国
等
か
ら
の
必
要
な
許
可

等
を
受
け
て
い
る
旨
を
確
認
す
る
等
の
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
準
じ
た
扱
い
を
行
う
こ
と
。 

ロ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、 

①

非
締
約
国
か
ら
の
輸
入
で
は
な
い
こ
と
。 

② 

輸
入
の
承
認
に
先
立
ち
、
当
該
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
入
に
係
る
通
告
が
我
が
国
に
お
い

て
受
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
再
生
利

用
等
目
的
輸
入
事
業
者
が
当
該
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
輸
入
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
輸
入
に
係
る
我
が
国
へ
の
通
告
及
び
当
該

通
告
に
対
す
る
我
が
国
か
ら
輸
入
の
相
手
国
に

対
す
る
同
意
が
事
前
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

③

輸
入
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
つ
い
て

環
境
の
保
全
上
適
正
な
運
搬
及
び
処
分
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
契
約
が
輸
出
者
と
処
分

者
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

④

そ
の
他
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た

め
に
必
要
な
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

⑵ 

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
し
な
い
特
定
有
害
廃 

棄
物
等
の
輸
出
及
び
輸
入
（
条
約
附
属
書
Ⅳ
Ｂ
に
掲

げ
る
処
分
作
業
を
行
う
た
め
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
及
び
輸
入
で
あ
っ
て
、
加
盟
国
を
そ
の
相
手

国
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
理
事
会
決
定
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
上
適
正
な
も
の 

と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。 

イ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、

①

輸
出
に
つ
い
て
輸
出
の
相
手
国
等
か
ら
書
面

に
よ
る
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
輸

出
の
相
手
国
等
が
我
が
国
に
対
し
て
行
う
通
告

の
受
領
通
知
の
発
給
の
時
点
か
ら
起
算
し
て
三

十
日
以
内
に
輸
出
の
相
手
国
等
の
権
限
の
あ
る

当
局
か
ら
の
回
答
が
無
い
こ
と
を
も
っ
て
同
意

が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
。 

②

輸
出
者
、
運
搬
者
、
輸
入
者
及
び
処
分
者
の

間
の
書
面
に
よ
る
契
約
、
又
は
特
定
有
害
廃
棄

物
等
が
一
の
法
人
等
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る

事
業
場
の
間
で
運
搬
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

当
該
事
業
場
間
に
契
約
に
相
当
す
る
取
決
め

（
以
下
「
輸
出
入
等
に
係
る
契
約
等
」
と
い

う
。
）
が
存
在
す
る
こ
と
。
当
該
契
約
等
に
は
、

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
又
は

処
分
を
契
約
等
の
内
容
に
従
っ
て
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
代
替
的
に
運
搬

又
は
処
分
を
行
う
者
及
び
費
用
負
担
に
関
す
る

事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。 

③ 

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、
分
析

試
験
を
行
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
場
合
に
あ

っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（イ） 

輸
出
の
相
手
国
等
に
お
い
て
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て

保
険
、
供
託
金
そ
の
他
の
保
証
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
が
講 

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

（ロ）

輸
出
者
が
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
特
定
有

害
廃
棄
物
等
の
再
輸
入
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
に
足
る
経
理
的 

基
礎
を
有
す
る
こ
と
。 

④ 

そ
の
他
理
事
会
決
定
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実

施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
。 

ロ

鉛
蓄
電
池
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、 

①

輸
出
に
つ
い
て
輸
出
の
相
手
国
等
か
ら
書
面

に
よ
る
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
輸

出
の
相
手
国
等
が
我
が
国
に
対
し
て
行
う
通
告

の
受
領
通
知
の
発
給
の
時
点
か
ら
起
算
し
て
三

十
日
以
内
に
輸
出
の
相
手
国
等
の
権
限
の
あ
る

当
局
か
ら
の
回
答
が
無
い
こ
と
を
も
っ
て
同
意

が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
。 

②

輸
出
入
等
に
係
る
契
約
等
が
存
在
す
る
こ
と
。

当
該
契
約
等
に
は
、
環
境
の
保
全
上
適
正
な
運

搬
及
び
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と

と
も
に
、
輸
出
さ
れ
る
鉛
蓄
電
池
の
運
搬
又
は

処
分
を
契
約
等
の
内
容
に
従
っ
て
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
代
替
的
に
運
搬

又
は
処
分
を
行
う
者
及
び
費
用
負
担
に
関
す
る

事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。 

③ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
省
令
第
六
条
各
号
に
掲

げ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

④ 

輸
出
さ
れ
る
鉛
蓄
電
池
が
、
分
析
試
験
を
行

う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

（イ） 

輸
出
の
相
手
国
等
に
お
い
て
鉛
蓄
電
池
の

輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て
保
険
、
供

託
金
そ
の
他
の
保
証
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。 

（ロ） 

輸
出
者
が
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
鉛
蓄
電

池
の
再
輸
入
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を

確
実
に
実
施
す
る
に
足
る
経
理
的
基
礎
を
有

す
る
こ
と
。 

⑤

そ
の
他
理
事
会
決
定
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実

施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
。 

ハ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、 

① 

輸
出
入
等
に
係
る
契
約
等
が
存
在
す
る
こ
と
。

当
該
契
約
等
に
は
、
輸
入
さ
れ
る
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
運
搬
又
は
処
分
を
契
約
等
の
内
容
に

従
っ
て
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
代
替
的
に
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
者
及
び

費
用
負
担
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
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と
。 

②

輸
入
承
認
に
先
立
ち
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
輸
入
に
係
る
通
告
が
我
が
国
に
お
い
て

受
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
再
生
利
用

等
目
的
輸
入
事
業
者
が
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
輸
入
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

輸
入
に
係
る
我
が
国
へ
の
通
告
及
び
当
該
通
告

に
対
す
る
我
が
国
か
ら
輸
入
の
相
手
国
に
対
す

る
同
意
が
事
前
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

③

そ
の
他
理
事
会
決
定
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実

施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
。 

⑶

環
境
大
臣
の
調
査 

そ
の
輸
出
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
に 

伴
い
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の

汚
濁
そ
の
他
の
環
境
の
汚
染
（
以
下
単
に
「
環
境
の

汚
染
」
と
い
う
。
）
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
は
、

環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
も

の
か
ど
う
か
の
判
断
を
行
う
た
め
法
第
十
八
条
に
基

づ
く
報
告
徴
収
そ
の
他
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知
す
る
こ
と
。 

３

権
限
の
あ
る
当
局 

我
が
国
の
条
約
及
び
理
事
会
決
定
に
お
け
る
権
限
の

あ
る
当
局
は
、
環
境
省
で
あ
る
こ
と
。 

環
境
省
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
の
相
手
国

等
へ
の
通
告
及
び
輸
出
の
相
手
国
等
か
ら
の
当
該
通
告

に
対
す
る
回
答
の
受
領
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入

に
係
る
輸
入
の
相
手
国
へ
の
回
答
等
を
行
う
責
任
を
有

す
る
こ
と
。 

環
境
省
が
輸
出
の
相
手
国
等
へ
の
通
告
を
行
う
た
め
、

経
済
産
業
省
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
四
十
八
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
の
承

認
に
係
る
申
請
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
の

写
し
を
環
境
省
に
送
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、
環
境
省
は
、

当
該
通
告
に
対
す
る
輸
出
の
相
手
国
等
か
ら
の
回
答
を

受
領
し
た
場
合
に
は
、
当
該
回
答
の
写
し
を
経
済
産
業

省
に
送
付
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
環
境
省
は
、
輸
入
の
相
手
国
か
ら
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
輸
入
に
係
る
通
告
を
受
領
し
た
と
き
は
、

当
該
通
告
の
写
し
を
経
済
産
業
省
に
送
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
環
境
省
は
、
輸
入
の
相
手
国
か
ら
法
第
十
四
条

第
一
項
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に

係
る
通
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
再
生
利
用
等
目

的
輸
入
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
通
告
が
当
該
認
定
に

係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
係
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
当
該
通
告
に
対
す
る
回

答
の
写
し
を
当
該
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
及
び

経
済
産
業
省
に
送
付
す
る
こ
と
。 

環
境
省
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
運
搬
又

は
処
分
に
つ
い
て
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
が
適
正
に
実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
輸
出
の
相
手
国
等
の
権
限
の
あ

る
当
局
に
照
会
す
る
等
の
必
要
な
情
報
収
集
を
行
う
こ

と
。 

４

輸
出
、
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
手
続 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
運
搬
及
び
処
分
に
つ

い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

⑴

輸
出
の
承
認
に
係
る
申
請 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
の
輸
出
の
承
認
を
受

け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
。 

な
お
、
当
該
輸
出
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
大
臣
の
確
認

（
同
法
第
十
五
条
の
四
の
六
第
一
項
で
準
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
確

認
を
受
け
た
後
に
輸
出
の
承
認
の
申
請
を
行
う
こ
と
。

⑵

通
告

環
境
大
臣
は
、
輸
出
の
相
手
国
等
の
権
限
の
あ
る

当
局
に
対
し
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
つ

い
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
。 

な
お
、
通
過
国
が
非
締
約
国
又
は
非
加
盟
国
で
あ

る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
は
当
該
通
過
国
の
適
当
な

政
府
当
局
に
対
し
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
。 

⑶

環
境
大
臣
の
確
認 

環
境
大
臣
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
総
理

府
、
厚
生
省
、
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
一
条
に

規
定
す
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
同
規
則
第
二
条
に

規
定
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
輸
出
の
申
請

が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
省
令
第
六

条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知

す
る
こ
と
。 

⑷

経
済
産
業
大
臣
の
輸
出
の
承
認 

経
済
産
業
大
臣
は
、
⑶
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
環

境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
旨
の
環
境
大
臣
の
確
認
の
通
知
を
受
け

た
後
で
な
け
れ
ば
、
輸
出
の
承
認
を
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。 

⑸

輸
出
移
動
書
類
の
交
付 

経
済
産
業
大
臣
は
、
⑷
に
掲
げ
る
輸
出
の
承
認
を

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
者

に
対
し
、
輸
出
移
動
書
類
を
交
付
す
る
こ
と
。 

⑹

運
搬 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
者
は
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
係
る
輸
出
移
動
書
類
に
必
要
な
事
項

の
記
載
及
び
署
名
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
輸
出
移
動
書

類
を
携
帯
し
、
輸
出
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容

に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方
法
で
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
。 

な
お
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、
一
般
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
、
か
つ
、
認
め
ら
れ
て
い
る
国
際
的
規
則

及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包
さ
れ
、
表
示
さ
れ
、
及
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び
運
搬
さ
れ
る
よ
う
関
連
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

⑺

処
分 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
者
は
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
輸
出
移
動

書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上

適
正
な
方
法
で
処
分
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
輸
出
者
は
、
当
該
処
分
が
完
了
し
た
場
合
に
は
、

当
該
処
分
を
行
っ
た
旨
の
通
知
を
回
収
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。 

な
お
、
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
処
分
者
か
ら
の

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡
し
を
受
け
た
旨
及
び
処

分
を
行
っ
た
旨
の
通
知
が
環
境
省
に
お
い
て
受
領
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
は
、
輸
出
の
相
手
国

の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
そ
の
旨
の
通
知
を
行
う

こ
と
。 

５

輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
手
続 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に
つ

い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

⑴

輸
入
の
承
認
に
係
る
申
請 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義

務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
再
生
利
用
等
目

的
輸
入
事
業
者
が
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄

物
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
承
認

を
要
し
な
い
こ
と
。 

な
お
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
が
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
四
の
四

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
大
臣
の
許
可
の
対
象

と
な
る
場
合
は
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
後
に
輸
入
の

承
認
に
係
る
申
請
を
行
う
こ
と
。 

⑵

環
境
大
臣
の
意
見
等 

環
境
大
臣
は
、
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
承

認
を
行
う
に
際
し
、
事
前
に
、
経
済
産
業
大
臣
に
対

し
、
必
要
な
説
明
を
求
め
、
及
び
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。 

⑶

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
は
、
経
済
産
業
大
臣

の
輸
入
の
承
認
が
行
わ
れ
た
後
に
開
始
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

⑷

通
告
に
対
す
る
回
答 

環
境
大
臣
は
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
輸
入
の
承
認

又
は
不
承
認
を
し
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、

当
該
通
知
に
基
づ
き
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入

に
つ
い
て
同
意
を
し
、
又
は
同
意
を
し
な
い
旨
の
回

答
を
、
当
該
通
告
を
し
た
者
及
び
輸
入
の
相
手
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
に
送
付
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
環
境
大
臣
は
、
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事

業
者
が
行
う
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
入
に
係
る
通
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
再

生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
に
確
認
の
上
、
同
意
を

し
、
又
は
同
意
を
し
な
い
旨
の
回
答
を
、
通
告
を
し

た
者
及
び
輸
入
の
相
手
国
に
送
付
す
る
こ
と
。 

⑸ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
物
の
通
告
に

対
す
る
回
答 

環
境
大
臣
は
、
輸
入
の
相
手
国
に
お
い
て
条
約
第

一
条
１
⒝

の
有
害
廃
棄
物
に
該
当
す
る
物
で
あ
っ
て

特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
も
の
の
通
告
を

受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
通
告
に
対
し
て
、
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
旨
の
回
答
を
当
該
通
告

を
し
た
者
及
び
輸
入
の
相
手
国
に
送
付
す
る
こ
と
。 

⑹

輸
入
移
動
書
類
の
交
付 

経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入

の
承
認
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
承
認
を
受
け
た
者

か
ら
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
の

提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
移
動
書
類
の
内
容
が

通
告
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
速
や

か
に
、
輸
入
移
動
書
類
を
交
付
す
る
こ
と
。 

⑺

運
搬 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
者
は
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
係
る
輸
入
移
動
書
類
又
は
移
動
書
類

（
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
に
よ
る
そ
の
認
定

に
係
る
輸
入
の
場
合
に
限
る
。
）
（
以
下
「
輸
入
移

動
書
類
等
」
と
い
う
。
）
に
必
要
な
事
項
の
記
載
及

び
署
名
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
運
搬
を
行
う
場
合
に
は
、
輸
入
移
動
書
類
等
を

携
帯
し
、
か
つ
、
輸
入
移
動
書
類
等
に
記
載
さ
れ
た

内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方
法
で
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
。 

な
お
、
輸
入
移
動
書
類
等
の
書
換
え
が
行
わ
れ
た

場
合
に
は
、
環
境
大
臣
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該

運
搬
の
方
法
等
の
内
容
を
輸
入
の
相
手
国
の
権
限
の

あ
る
当
局
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
入
の
相
手

国
と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、
一
般
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
、
か
つ
、
認
め
ら
れ
て
い
る
国
際
的
規
則

及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包
さ
れ
、
表
示
さ
れ
、
及

び
運
搬
さ
れ
る
よ
う
関
連
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

⑻

処
分 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
者
は
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
輸
入
移
動

書
類
等
を
携
帯
し
、
か
つ
、
輸
入
移
動
書
類
等
に
記

載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方

法
で
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

な
お
、
処
分
者
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
渡

し
を
受
け
た
と
き
及
び
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

処
分
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
輸
入
の
相
手
方
、
輸
入

の
相
手
国
及
び
通
過
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
、
そ

の
旨
の
通
知
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

ま
た
、
処
分
者
か
ら
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引

渡
し
を
受
け
た
旨
及
び
処
分
を
行
っ
た
旨
の
通
知
が

輸
入
の
相
手
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
お
い
て
受
領

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
輸
入
の
相
手
国
の
権
限
の
あ

る
当
局
か
ら
そ
の
旨
の
通
知
が
環
境
省
に
送
付
さ
れ

る
こ
と
。 

⑼

仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
返
還

に
係
る
手
続 
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仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
は
、

条
約
第
八
条
又
は
第
九
条
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
当

該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
取
り
を
行
う
よ
う
輸
出

の
相
手
国
等
と
必
要
な
調
整
を
行
っ
た
上
で
当
該
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
返
還
に
係
る
通
報
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
当
該
返
還
の
た
め
の
輸
出
を
行
お
う
と
す
る

者
は
、
当
該
通
報
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
移
動
に
当
た
っ
て
、
輸
出
移
動

書
類
と
同
様
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し
、

携
帯
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

イ 

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
て
い
な

い
場
合 

ロ 

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処

分
が
、
輸
出
入
等
に
係
る
契
約
等
の
内
容
に
従
っ

た
方
法
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合 

６ 

不
適
正
な
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
が
行
わ
れ
た

場
合
の
措
置 

国
は
、
条
約
及
び
理
事
会
決
定
の
規
定
を
踏
ま
え
、

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分

が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
法
第
十
七
条
の
措

置
命
令
の
的
確
か
つ
円
滑
な
発
動
等
を
通
じ
、
人
の
健

康
及
び
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
よ
う
措
置

す
る
こ
と
。 

第
二 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処

分
の
事
業
を
行
う
者
が
そ
の
事
業
を
適
正
に
行
う
た
め
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
事
項 

１

輸
出
及
び
輸
入
の
最
小
化 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処

分
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）

は
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
側
面
を
考
慮
し
た

上
で
、
可
能
な
限
り
国
内
の
適
正
な
処
分
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
及
び

輸
入
の
最
小
化
に
努
め
る
こ
と
。 

２

収
集
、
運
搬
及
び
処
分
に
伴
っ
て
生
ず
る
被
害
の
最
小

化
事
業
者
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
収
集
、
運
搬
及

び
処
分
に
伴
っ
て
生
ず
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
環
境
の
汚
染
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
人
の
健

康
及
び
生
活
環
境
に
係
る
被
害
の
最
小
化
に
努
め
る
こ

と
。 

３

収
集
、
運
搬
及
び
処
分
の
状
況
の
把
握 

事
業
者
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
収
集
、
運
搬
及

び
処
分
の
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
、
当
該
特
定
有

害
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
人
の
健
康
及
び
生
活
環
境
に
係

る
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
の
発
生
を
知
る

に
至
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
経
済
産
業
大
臣
及
び

環
境
大
臣
に
対
し
通
報
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

４

運
搬
及
び
処
分
に
係
る
契
約
に
関
す
る
事
項 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
者
及
び
処
分
者
は
、
環

境
の
保
全
上
適
正
な
運
搬
及
び
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
明
記
し
た
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
し
、
当
該
契
約

に
は
、
環
境
の
保
全
上
の
措
置
に
関
す
る
事
項
及
び
契

約
の
内
容
に
従
っ
て
運
搬
及
び
処
分
が
完
了
し
な
い
場

合
の
代
替
措
置
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
る
こ
と
。 

５

関
係
法
令
の
遵
守 

事
業
者
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
適
正
な
収
集
、

運
搬
及
び
処
分
を
確
保
す
る
た
め
、
法
の
規
定
に
よ
る

ほ
か
、
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

６

輸
入
に
係
る
処
理
の
適
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
の

た
め
の
事
業
者
及
び
国
の
努
力 

事
業
者
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
省
令
第
二
条
第
一

号
に
掲
げ
る
も
の
の
輸
入
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
適
正

な
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
の
透
明
性
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
当
該
輸
入
に
係
る
収
集
、

運
搬
及
び
処
分
を
行
う
者
は
、
当
該
輸
入
に
当
た
っ
て
、

移
動
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
書
類
の
携
帯
等
の
取

組
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
国
は
、
当
該
取

組
に
つ
い
て
、
締
約
国
、
加
盟
国
、
関
係
国
際
機
関
等

に
対
し
て
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
こ
と
。 

第
三 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
の
抑
制
及
び
適
正
な
処

分
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
国
民
が
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
事
項 

１

発
生
の
抑
制
及
び
有
害
性
の
最
小
化
の
推
進 

国
民
は
、
国
内
に
お
け
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発

生
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
か
つ
、
有
害
性
の
最
小
化

に
努
め
る
こ
と
。 

２

国
内
処
分
の
推
進 

国
民
は
、
我
が
国
に
お
い
て
発
生
し
た
特
定
有
害
廃

棄
物
等
を
、
可
能
な
限
り
国
内
に
お
い
て
、
環
境
の
保

全
上
適
正
な
方
法
に
よ
り
処
分
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

第
四 

第
一
か
ら
第
三
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
が
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
事
項 

１

国
際
協
力
の
推
進 

国
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
等
に
関
し
、
締
約
国
、
加

盟
国
、
関
係
国
際
機
関
等
と
の
間
で
国
際
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
。 

⑴ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
不
法
取
引
の
監
視
に
関
す

る
事
項 

⑵ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び

処
分
が
適
正
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
措
置
に
関

す
る
事
項 

⑶ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
の

方
法
に
係
る
情
報
の
交
換
に
関
す
る
事
項 

⑷ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
が

人
の
健
康
及
び
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
監
視
に

関
す
る
事
項 

⑸

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
抑
制
技
術
、
適
正
処

分
技
術
等
の
開
発
（
当
該
技
術
等
が
経
済
、
社
会
及

び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
を
含
む
。
）
、

普
及
及
び
移
転
に
関
す
る
事
項 
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⑹ 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
の

方
法
に
係
る
技
術
上
の
指
針
及
び
実
施
基
準
の
開
発

に
関
す
る
事
項 

２

技
術
開
発
の
推
進 

国
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
抑
制
技
術
、
適

正
処
分
技
術
等
の
開
発
（
当
該
技
術
等
の
経
済
、
社
会

及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
を
含
む
。
）

及
び
普
及
に
努
め
る
こ
と
。 

３

国
内
に
お
け
る
処
分
施
設
の
確
保
の
推
進 

国
は
、
国
内
に
お
け
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
適
正

な
処
分
施
設
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

４

情
報
の
提
供 

国
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
及
び
輸
入
の
実

績
、
締
約
国
等
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
及
び
輸

入
の
規
制
の
状
況
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
発
生
の
抑

制
及
び
適
正
処
分
技
術
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
特
定

有
害
廃
棄
物
等
の
適
正
な
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
及
び
処

分
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
る

こ
と
。 

５

輸
出
の
最
小
化
等
に
係
る
定
期
的
な
検
討 

国
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
の
最
小
化
の
可

能
性
及
び
輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
有
害
性

の
減
少
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
検
討
す
る
こ

と
。 

６

確
認
等
に
関
す
る
書
面
の
交
付 

関
係
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
、
輸
出
者
そ
の
他
の
者

の
求
め
に
応
じ
て
、
環
境
大
臣
は
、
個
々
の
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
輸
出
に
関
し
法
第
四
条
第
三
項
の
確
認
の

結
果
を
証
す
る
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
当
該
輸
出

又
は
輸
入
が
法
の
適
用
を
受
け
な
い
場
合
に
は
、
そ
の

旨
を
証
す
る
書
面
を
共
同
で
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。 

７

普
及
及
び
啓
発 

国
は
、
法
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
知
識

に
つ
い
て
、
広
く
国
民
へ
の
普
及
及
び
啓
発
を
図
る
こ

と
。 
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○
有
害
廃
棄
物
の
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に

関
す
る
財
団
法
人
交
流
協
会
と
亜
東
関
係
協
会

と
の
間
の
取
決
め
（
二
千
五
年
十
二
月
一
日
）

の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要

な
事
項 （

平
成
一
七
・
一
二
・
二
六

経
・
環
告
十
二
）

１

環
境
の
保
全
上
適
正
な
輸
出
及
び
輸
入

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
し
な
い
特
定
有
害

廃
棄
物
等
（
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規

制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
我

が
国
か
ら
台
湾
へ
の
輸
出
及
び
台
湾
か
ら
我
が
国

へ
の
輸
入
は
、
環
境
の
保
全
上
適
正
な
も
の
と
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
。

⑴

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出

イ

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
。 

①

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
環

境
の
保
全
上
適
正
か
つ
効
率
的
な
方
法
で

処
分
す
る
た
め
の
技
術
上
の
能
力
及
び
必

要
な
施
設
、
処
分
能
力
又
は
適
当
な
処
分
場

所
を
我
が
国
が
有
し
な
い
場
合

②

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
台

湾
に
お
い
て
再
生
利
用
産
業
又
は
回
収
産

業
の
た
め
の
原
材
料
と
し
て
必
要
と
さ
れ

て
い
る
場
合

ロ

当
該
輸
出
に
つ
い
て
台
湾
日
本
関
係
協
会

か
ら
書
面
に
よ
る
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

ハ

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
つ
い

て
輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
つ
い

て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
運
搬
及
び
処
分
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
契
約
が
輸
出
者

と
処
分
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
旨
の

確
認
が
台
湾
日
本
関
係
協
会
か
ら
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

ニ

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
範
囲
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
三
十
年
環

境
省
令
第
十
二
号
。
以
下
「
特
定
有
害
廃
棄
物

等
省
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

輸
出
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、
特
定

有
害
廃
棄
物
等
省
令
第
二
条
第
二
号
の
分
析

試
験
（
以
下
「
分
析
試
験
」
と
い
う
。
）
を
行

う
た
め
の
も
の
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①

台
湾
に
お
い
て
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
に
つ
い
て
保
険
、
供

託
金
そ
の
他
の
保
証
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

②

輸
出
者
が
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
特
定
有

害
廃
棄
物
等
の
再
輸
入
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
に
足
る
経

理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

⑵

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入

イ

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
五
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
に
先
立
ち
、
当
該
特
定

有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
係
る
通
告
が
台
湾

日
本
関
係
協
会
か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
台

湾
交
流
協
会
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

た
だ
し
、
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
が
当

該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
を
行
お
う
と

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
輸
入
に
係
る
台
湾
日

本
関
係
協
会
か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾

交
流
協
会
へ
の
通
告
及
び
当
該
通
告
に
対
す

る
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
か
ら

台
湾
日
本
関
係
協
会
に
対
す
る
同
意
が
事
前

に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

輸
入
さ
れ
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
つ
い

て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
運
搬
及
び
処
分
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
契
約
が
輸
出
者

と
処
分
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

２

輸
出
、
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
手
続

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
、
運
搬
及
び
処
分
に

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

⑴

輸
出
の
承
認
に
係
る
申
請

台
湾
へ
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
四

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

の
輸
出
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る

こ
と
。

な
お
、
当
該
輸
出
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
）
第
十
条
第
一
項
（
同
法
第
十
五
条
の
四
の

六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
く
環
境
大
臣
の
確
認
の
対
象
と

な
る
場
合
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
た
後
に
輸
出
の

承
認
の
申
請
を
行
う
こ
と
。

⑵

通
告

イ

環
境
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
申
請
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き

は
、
有
害
廃
棄
物
の
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規

制
に
関
す
る
財
団
法
人
交
流
協
会
と
亜
東
関

係
協
会
と
の
間
の
取
決
め
（
二
千
五
年
十
二
月

一
日
）
（
以
下
「
取
決
め
」
と
い
う
。
）
に
基

づ
き
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
が

行
う
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
に
係
る
通

告
に
必
要
な
書
類
を
公
益
財
団
法
人
日
本
台

湾
交
流
協
会
に
送
付
す
る
こ
と
。

ロ

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
は
、
イ

の
規
定
に
よ
り
通
告
に
必
要
な
書
類
の
送
付
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が
あ
っ
た
と
き
は
、
取
決
め
に
基
づ
き
、
台
湾

日
本
関
係
協
会
に
対
し
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
い
、

当
該
通
告
に
対
す
る
台
湾
日
本
関
係
協
会
か

ら
の
書
面
に
よ
る
回
答
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当

該
回
答
を
環
境
大
臣
に
送
付
す
る
こ
と
。

ハ

環
境
省
は
、
ロ
の
規
定
に
よ
り
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
出
に
係
る
回
答
の
送
付
が
あ
っ

た
と
き
は
、
当
該
回
答
の
写
し
を
経
済
産
業
省

に
送
付
す
る
こ
と
。

⑶

環
境
大
臣
の
確
認

台
湾
へ
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
の
申

請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
環
境
大
臣
は
、
特
定
有
害

廃
棄
物
等
省
令
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知
す
る
こ
と
。

⑷

経
済
産
業
大
臣
の
輸
出
の
承
認

経
済
産
業
大
臣
は
、
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
旨
の

環
境
大
臣
の
確
認
の
通
知
を
受
け
た
後
で
な
け

れ
ば
、
輸
出
の
承
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

⑸

移
動
書
類
の
写
し
の
提
出

イ

台
湾
へ
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
そ
の
輸
出
に
先
立
ち
、
当
該

特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
（
取
決

め
に
基
づ
く
移
動
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
写
し
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。 

ロ

経
済
産
業
省
は
、
イ
の
規
定
に
よ
り
移
動
書

類
の
写
し
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
移

動
書
類
の
写
し
を
環
境
省
に
送
付
す
る
こ
と
。 

ハ

台
湾
へ
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
出
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
イ
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
た
移
動
書
類
に
記
載
し
た
事

項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
変

更
後
の
移
動
書
類
の
写
し
を
経
済
産
業
大
臣

に
提
出
す
る
こ
と
。

二

移
動
書
類
の
様
式
は
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等

の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
届
出
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
五
年
通
商
産

業
省
令
第
六
十
一
号
）
様
式
第
一
に
準
ず
る
も

の
と
す
る
。

⑹

運
搬

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
者
は
、
当
該
特
定

有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
に
必
要
な
事

項
の
記
載
及
び
署
名
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
移
動

書
類
を
携
帯
し
、
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容

に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方
法
で
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
運
搬
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
、
認
め
ら
れ
て

い
る
国
際
的
規
則
及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包

さ
れ
、
表
示
さ
れ
、
及
び
運
搬
さ
れ
る
よ
う
関
連

法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。

⑺

処
分

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
者
は
、
当
該
特
定

有
害
廃
棄
物
等
が
台
湾
に
お
い
て
移
動
書
類
に

記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適

正
な
方
法
で
処
分
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
輸
出
者
は
、
当
該
処
分
が
完
了
し
た
場
合
に

は
、
当
該
処
分
を
行
っ
た
旨
の
通
知
を
回
収
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

３

輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
手
続

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
、
運
搬
及
び
処
分
に

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
に
よ
り
行
う
こ
と
。 

⑴

輸
入
の
承
認
に
係
る
申
請

台
湾
か
ら
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第

五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
輸

入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者
が
、
そ 

の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
承
認
を
要
し
な
い

こ
と
。

な
お
、
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
が
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の

四
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
大
臣
の

許
可
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
許
可
を
受
け

た
後
に
輸
入
の
承
認
に
係
る
申
請
を
行
う
こ
と
。 

⑵

環
境
大
臣
の
意
見
等

イ

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
は
、
取

決
め
に
基
づ
き
台
湾
日
本
関
係
協
会
か
ら
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
に
つ
い
て
の
書
面

に
よ
る
通
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
通
告
に

係
る
書
面
の
写
し
を
環
境
大
臣
に
送
付
す
る

こ
と
。

ロ

環
境
省
は
、
イ
の
規
定
に
よ
り
通
告
に
係
る

書
面
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

写
し
を
経
済
産
業
省
に
送
付
す
る
こ
と
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
は
、
環
境
の
汚
染

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
承
認
を
行
う
に
際
し
、

事
前
に
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
説

明
を
求
め
、
及
び
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

⑶

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認

台
湾
か
ら
の
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
入
は
、

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
が
行
わ
れ
た
後

に
開
始
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑷

通
告
に
対
す
る
回
答

環
境
大
臣
は
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
輸
入
の
承

認
又
は
不
承
認
を
し
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
場

合
に
は
、
当
該
通
知
に
基
づ
き
、
特
定
有
害
廃
棄

物
等
の
輸
入
に
つ
い
て
同
意
を
し
、
又
は
同
意
を

し
な
い
旨
の
回
答
を
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾

交
流
協
会
に
送
付
す
る
こ
と
。

ま
た
、
環
境
大
臣
は
、
再
生
利
用
等
目
的
輸
入

96



事
業
者
が
行
う
そ
の
認
定
に
係
る
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
入
に
係
る
通
告
の
送
付
を
受
け
た

場
合
に
は
、
当
該
再
生
利
用
等
目
的
輸
入
事
業
者

に
確
認
の
上
、
同
意
を
し
、
又
は
同
意
を
し
な
い

旨
の
回
答
を
、
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協

会
に
送
付
す
る
こ
と
。

⑸

特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
該
当
し
な
い
物
の
通

告
に
対
す
る
回
答

環
境
大
臣
は
、
台
湾
に
お
い
て
有
害
廃
棄
物
の

国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に

関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）

第
一
条
１
⒝
の
有
害
廃
棄
物
に
該
当
す
る
物
で

あ
っ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
特
定
有
害
廃
棄
物

等
に
該
当
し
な
い
も
の
の
通
告
を
受
け
た
場
合

に
は
、
当
該
通
告
に
対
し
て
、
特
定
有
害
廃
棄
物

等
に
該
当
し
な
い
旨
の
回
答
を
当
該
通
告
を
し

た
者
及
び
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会

に
送
付
す
る
こ
と
。

⑹

移
動
書
類
の
写
し
の
提
出

イ

台
湾
か
ら
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
輸
入
に
先
立
ち
、
当

該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
の

写
し
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

ロ

経
済
産
業
省
は
、
イ
の
規
定
に
よ
り
移
動
書

類
の
写
し
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
移

動
書
類
の
写
し
を
環
境
省
に
送
付
す
る
こ
と
。 

ハ

台
湾
か
ら
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
イ
の
規
定
に
よ
り
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
た
移
動
書
類
に
記
載
し
た

事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

変
更
後
の
移
動
書
類
の
写
し
を
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑺

運
搬

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
者
は
、
当
該
特
定

有
害
廃
棄
物
等
に
係
る
移
動
書
類
（
再
生
利
用
等

目
的
輸
入
事
業
者
に
よ
る
当
該
認
定
に
係
る
輸

入
の
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
必
要
な
事

項
の
記
載
及
び
署
名
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特

定
有
害
廃
棄
物
等
の
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
移
動

書
類
を
携
帯
し
、
か
つ
、
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ

た
内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方
法

で
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
運
搬
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
、
認
め
ら
れ
て

い
る
国
際
的
規
則
及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包

さ
れ
、
表
示
さ
れ
、
及
び
運
搬
さ
れ
る
よ
う
関
連

法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
運
搬
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が
、

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
、
認
め
ら
れ
て

い
る
国
際
的
規
則
及
び
基
準
に
従
っ
て
こ
ん
包

さ
れ
、
表
示
さ
れ
、
及
び
運
搬
さ
れ
る
よ
う
関
連

法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。

⑻

処
分

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
者
は
、
当
該
特
定

有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
う
場
合
は
、
移
動
書

類
を
携
帯
し
、
か
つ
、
移
動
書
類
に
記
載
さ
れ
た

内
容
に
従
っ
て
環
境
の
保
全
上
適
正
な
方
法
で

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
台
湾
か
ら
特
定
有
害
廃
棄
物
等
を
輸
入

し
た
者
は
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
処
分
が

完
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
処
分
を
行
っ
た
日
付
、
処
分
の
場
所

及
び
処
分
の
方
法
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境

大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
。

⑼

仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の

返
還
に
係
る
手
続

仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
環
境
大

臣
は
、
条
約
第
八
条
又
は
第
九
条
２
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
引
取
り
を
行

う
よ
う
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
を

通
じ
て
台
湾
日
本
関
係
協
会
と
必
要
な
調
整
を

行
っ
た
上
で
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
返
還

に
係
る
通
報
を
行
う
こ
と
。
な
お
、
当
該
返
還
の

た
め
の
輸
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
当
該
通
報

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
移
動
に
当
た
っ
て
、
輸
出
移
動
書
類
と
同
様

の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し
、
携
帯
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
て

い
な
い
場
合

ロ

経
済
産
業
大
臣
の
輸
入
の
承
認
を
受
け
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
有
害
廃
棄
物

等
の
処
分
が
、
輸
出
入
等
に
係
る
契
約
等
の
内

容
に
従
っ
た
方
法
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

４

不
適
正
な
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
が
行
わ

れ
た
場
合
の
措
置

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
特
定
有
害
廃

棄
物
等
の
輸
出
、
輸
入
、
運
搬
又
は
処
分
が
適
正
に

行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
法
第
十
七
条
の
措
置
命
令

の
的
確
か
つ
円
滑
な
発
動
等
を
通
じ
、
人
の
健
康
及

び
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
よ
う
措
置

す
る
こ
と
。
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金
属
等
を
含
む
産
業
廃
棄
物
に
係
る
判
定
基
準
を
定
め
る
省
令

（
抜
粋
）

(

昭
和
四
十
八
年
二
月
十
七
日

総
理
府
令
第
五
号)

別
表
第
三(

第
二
条
関
係)

第

一

欄

第

二

欄

一

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
に
つ
き
検
出
さ
れ
な

い
こ
と
。

水
銀
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
水
銀
〇
・
〇
〇
〇

五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二

カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
カ
ド
ミ
ウ
ム
〇
・

物

〇
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

三

鉛
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
鉛
〇
・
〇
一
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下

四

有
機
燐
化
合
物

有
機
燐
化
合
物
に
つ
き
検
出
さ
れ
な
い
こ

と
。

五

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
六
価
ク
ロ
ム
〇
・

〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

六

砒
素
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
砒
素
〇
・
〇
一
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下

七

シ
ア
ン
化
合
物

シ
ア
ン
化
合
物
に
つ
き
検
出
さ
れ
な
い
こ

と
。

八

Ｐ
Ｃ
Ｂ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
つ
き
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

九

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
〇
・
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
〇

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
一

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
二

四
塩
化
炭
素

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
四
塩
化
炭
素
〇
・

〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
三

一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
二
―
ジ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン
〇
・
〇
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
四

一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
一
―
ジ
ク
ロ

ン

ロ
エ
チ
レ
ン
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
五

シ
ス
―
一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
シ
ス
―
一
・
二
―

エ
チ
レ
ン

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
〇
・
〇
四
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
下

一
六

一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
一
・
一
―
ト

エ
タ
ン

リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
七

一
・
一
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
一
・
二
―
ト

エ
タ
ン

リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
〇
・
〇
〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
下

一
八

一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
三
―
ジ
ク
ロ

ン

ロ
プ
ロ
ペ
ン
〇
・
〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

一
九

チ
ウ
ラ
ム

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
チ
ウ
ラ
ム
〇
・
〇
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〇
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
〇

シ
マ
ジ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
シ
マ
ジ
ン
〇
・
〇

〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
一

チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ

〇
・
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
二

ベ
ン
ゼ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ベ
ン
ゼ
ン
〇
・
〇

一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
三

セ
レ
ン
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
セ
レ
ン
〇
・
〇
一

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
四

令
別
表
第
三
の
三
第
二
十
四

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
塩
素
一
ミ
リ
グ
ラ

号
に
掲
げ
る
有
機
塩
素
化
合

ム
以
下

物

二
五

銅
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
銅
〇
・
一
四
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下

二
六

亜
鉛
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
亜
鉛
〇
・
八
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下

二
七

弗
化
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
弗
素
三
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
下

二
八

ベ
リ
リ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ベ
リ
リ
ウ
ム
〇
・

物

二
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

二
九

ク
ロ
ム
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ク
ロ
ム
〇
・
二
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下

三
〇

ニ
ッ
ケ
ル
又
は
そ
の
化
合
物

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ニ
ッ
ケ
ル
〇
・
一

二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

三
一

バ
ナ
ジ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
バ
ナ
ジ
ウ
ム
〇
・

物

一
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

三
二

フ
ェ
ノ
ー
ル
類

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
フ
ェ
ノ
ー
ル
〇
・

二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

三
三

一
・
四
―
ジ
オ
キ
サ
ン

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
・
四
―
ジ
オ
キ

サ
ン
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

備
考１

こ
の
表
に
掲
げ
る
基
準
は
、
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る

方
法
に
よ
り
令
別
表
第
三
の
二
の
二
の
項
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
生
じ
た
汚

泥
又
は
建
設
工
事
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
泥
に
含
ま
れ
る
こ
の
表
の
各
項
の
第
一

欄
に
掲
げ
る
物
質
を
溶
出
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
項
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
物
質
の
濃
度
と
し
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

２

別
表
第
一
の
備
考
２
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
一
の
項
、
四
の
項
、
七
の
項
及

び
八
の
項
に
掲
げ
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

99



廃棄物処理法に基づく廃棄物の輸出入規制等について 

国内処理の原則：第２条の２ 

１ 国内において生じた廃棄物は、なるべく国内において適正に処理されなければならない。 

２ 国外において生じた廃棄物は、その輸入により国内における廃棄物の適正な処理に支障が 

 生じないよう、その輸入が抑制されなければならない。 

輸  入 

廃棄物の輸入の許可：第15条の４の５ 

○廃棄物の輸入には環境大臣の許可が必要

許可の基準

・国内における廃棄物の処理に関する設備

  及び技術に照らし、適正に処理されること 

・申請者が当該廃棄物を自ら又は他人に委託 

  して適正に処理することができること 

・申請者が当該廃棄物の処分を他人に委託す 

  る場合、当該廃棄物の国内において処分す 

  ることにつき相当の理由があること 

輸入廃棄物の区分：第２条第４項第２号 

・輸入廃棄物は産業廃棄物（特別管理産業廃棄物を 

  含む。）とする 

輸入者の特例：第15条の４の６ 

・廃棄物を輸入した者は当該廃棄物の排出事業者と 

  みなす 

  →第 12条、第 12条の２等の規定に基づき事業者 

として処理 

輸  出 

一般廃棄物の輸出の確認：第10条 

産業廃棄物の輸出の確認：第15条の４の７ 

○廃棄物の輸出には環境大臣の確認が必要

確認の基準（①～③が必要。）

①以下のいずれかに該当すること

・国内における当該廃棄物の処理に関す

る設備及び技術に照らし、適正な国内 

 処理が困難であること 

・輸出の相手国において再生利用される 

ことが確実であること 

  ・分析試験の用に供すること 

②国内の処理基準を下回らない方法で処理

されることが確実であること

③申請者が法的な処理責任を持った者

（一般廃棄物：市町村又は排出事業者、

産業廃棄物：排出事業者又は、都道府県

及び市町村）であること

報告の徴収：第18条第２項 

 環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、（略）国外廃棄物若しくは国外廃棄物であ

ることの疑いのある物を輸入しようとする者若しくは輸入した者若しくは廃棄物若しくは廃棄物

であることの疑いのある物を輸出しようとする者若しくは輸出した者に対し、（略）国外廃棄物若

しくは国外廃棄物であることの疑いのある物の輸入若しくは廃棄物若しくは廃棄物であることの

疑いのある物の輸出に関し、必要な報告を求めることができる。 

立入検査：第19条第２項 

 環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、（略）国外廃棄物若しくは国

外廃棄物であることの疑いのある物を輸入しようとする者若しくは輸入した者若しくは廃棄物若

しくは廃棄物であることの疑いのある物を輸出しようとする者若しくは輸出した者の事務所、事業

場その他の場所に立ち入り、（略）国外廃棄物若しくは国外廃棄物であることの疑いのある物の輸

入若しくは廃棄物若しくは廃棄物であることの疑いのある物の輸出に関し、帳簿書類その他の物件

を検査させ、又は試験の用に供するのに必要な限度において廃棄物若しくは廃棄物であることの疑

いのある物を無償で収去させることができる。 

※ 輸入廃棄物の処理については、国内発生産業廃棄物と同じく、処理基準に適合しない処理が行

われた場合の改善命令、生活環境の保全上の支障の除去等を命ずる措置命令、さらには罰則の規

定が適用される。 
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廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
抜
粋
）

（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

法
律
第
百
三
十
七
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
し
、
及
び
廃
棄
物
の
適
正
な
分
別
、

保
管
、
収
集
、
運
搬
、
再
生
、
処
分
等
の
処
理
を
し
、
並
び
に
生
活
環
境
を
清
潔
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
廃
棄
物
」
と
は
、
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
燃
え
殻
、
汚

泥
、
ふ
ん
尿
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
又
は
不

要
物
で
あ
つ
て
、
固
形
状
又
は
液
状
の
も
の
（
放
射
性
物
質
及
び
こ
れ
に
よ
つ
て
汚

染
さ
れ
た
物
を
除
く
。
）
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て｢

一
般
廃
棄
物｣

と
は
、産
業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
を
い
う
。 

３

（
略
）

４

こ
の
法
律
に
お
い
て｢

産
業
廃
棄
物｣

と
は
、
次
に
掲
げ
る
廃
棄
物
を
い
う
。

一

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
油
、
廃
酸
、

廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
廃
棄
物

二

輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
（
前
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
、
船
舶
及
び
航
空
機
の
航
行
に

伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一

項
に
お
い
て
「
航
行
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
並
び
に
本
邦
に
入
国
す
る
者
が
携
帯

す
る
廃
棄
物
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
同
項
に
お
い
て
「
携
帯
廃
棄
物
」

と
い
う
。
）
を
除
く
。
） 

５
・
６

（
略
）

（
国
内
の
処
理
等
の
原
則
）

第
二
条
の
二

国
内
に
お
い
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、
な
る
べ
く
国
内
に
お
い
て
適
正
に

処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
外
に
お
い
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、
そ
の
輸
入
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
輸
入
が
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
条

一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
が
次

の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
の
確
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
内
に
お
け
る
そ
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
設
備
及
び
技
術
に
照
ら
し
、

国
内
に
お
い
て
は
適
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
一

般
廃
棄
物
の
輸
出
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
以
外
の
一
般
廃
棄
物
に
あ
つ
て
は
、
国
内
に
お

け
る
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て
環
境
省

令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
輸
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
が
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
特
別
管
理
一
般
廃

棄
物
に
あ
つ
て
は
、
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
）
を
下
回
ら
な
い
方
法

に
よ
り
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

四

申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

市
町
村

ロ

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
者

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

本
邦
か
ら
出
国
す
る
者
の
う
ち
、
一
般
廃
棄
物
を
携
帯
し
て
輸
出
す
る
者
で
あ

つ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

二

国
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者

（
輸
入
の
許
可
）

第
十
五
条
の
四
の
五

廃
棄
物
（
航
行
廃
棄
物
及
び
携
帯
廃
棄
物
を
除
く
。
第
三
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
環
境
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
国
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
に
は
、
適
用
し
な
い
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
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と
き
で
な
け
れ
ば
、
同
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

そ
の
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
（
以
下
「
国
外
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
が
国
内
に
お
け

る
そ
の
国
外
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
設
備
及
び
技
術
に
照
ら
し
、
国
内
に
お
い

て
適
正
に
処
理
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
自
ら
又
は
他
人
に
委
託
し
て
適
正
に
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
の
処
分
を
他
人
に
委
託
し
て
行
お
う
と
す
る
者
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
国
内
に
お
い
て
処
分
す
る
こ
と
に

つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

４

第
一
項
の
許
可
に
は
、
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
国
外
廃
棄
物
を
輸
入
し
た
者
の
特
例
）

第
十
五
条
の
四
の
六

国
外
廃
棄
物
を
輸
入
し
た
者（
事
業
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

は
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
第

一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係

る
罰
則
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
み
な
す
。

（
準
用
）

第
十
五
条
の
四
の
七

第
十
条
の
規
定
は
、
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
第
四
号
中
「
市
町
村
」
と

あ
る
の
は
、「
事
業
者
（
自
ら
そ
の
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
す
る
も
の
に
限
る
。
）」
と
読

み
替
え
る
ほ
か
、
同
条
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、政
令
で
定
め
る
。

２

（
略
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
八
条

（
略
）

２

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
九
条
の
八
第
一

項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
次
条
第
二
項
に
お

い
て
「
再
生
利
用
認
定
業
者
」
と
い
う
。
）
、
第
九
条
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五

条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
広
域
的
処
理

認
定
業
者
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
第
九
条
の
十
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
四
の

四
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
次
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
三
に
お
い
て
「
無

害
化
処
理
認
定
業
者
」
と
い
う
。
）
又
は
国
外
廃
棄
物
若
し
く
は
国
外
廃
棄
物
で
あ
る

こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
輸
入
し
た
者
若
し
く
は

廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者

第
十
条
第
二
項

第
十
条
第
一
項

法
の
規
定
中
読

み
替
え
る
規
定

一
般
廃
棄
物

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

処
理
基
準

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物
処
理
基
準

一
般
廃
棄
物

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

産
業
廃
棄
物

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
理
基
準

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
処
理
基
準

産
業
廃
棄
物

読
み
替
え
る
字
句

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
抜
粋
）

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）

（
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
条
の
八

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替

え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。
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若
し
く
は
輸
出
し
た
者
に
対
し
、
当
該
認
定
に
係
る
収
集
、
運
搬
若
し
く
は
処
分
若

し
く
は
当
該
認
定
に
係
る
施
設
の
構
造
若
し
く
は
維
持
管
理
又
は
国
外
廃
棄
物
若
し

く
は
国
外
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
輸
入
若
し
く
は
廃
棄
物
若
し
く

は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
輸
出
に
関
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
十
九
条

（
略
）

２

環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
再

生
利
用
認
定
業
者
、
広
域
的
処
理
認
定
業
者
若
し
く
は
無
害
化
処
理
認
定
業
者
の
事

務
所
、
事
業
場
、
車
両
、
船
舶
そ
の
他
の
場
所
若
し
く
は
第
九
条
の
八
第
一
項
若
し

く
は
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
四

の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
九
条
の
十
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項

の
認
定
に
係
る
施
設
の
あ
る
土
地
若
し
く
は
建
物
若
し
く
は
国
外
廃
棄
物
若
し
く
は

国
外
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
輸

入
し
た
者
若
し
く
は
廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
輸

出
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
輸
出
し
た
者
の
事
務
所
、
事
業
場
そ
の
他
の
場
所
に

立
ち
入
り
、
当
該
認
定
に
係
る
収
集
、
運
搬
若
し
く
は
処
分
若
し
く
は
当
該
認
定
に

係
る
施
設
の
構
造
若
し
く
は
維
持
管
理
若
し
く
は
国
外
廃
棄
物
若
し
く
は
国
外
廃
棄

物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
輸
入
若
し
く
は
廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ

る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
輸
出
に
関
し
、帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、

又
は
試
験
の
用
に
供
す
る
の
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物
で

あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一
～
十
一

（
略
）

十
二

第
十
条
第
一
項
（
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
一
般
廃
棄
物
又
は
産
業
廃
棄
物
を

輸
出
し
た
者

十
三
～
十
六

（
略
）

２

前
項
第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

第
二
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
国
外
廃
棄
物
を
輸
入
し
た

者
五

第
十
五
条
の
四
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
せ
ら
れ
た
条
件
に
違
反

し
た
者

六

（
略
）

第
二
十
七
条

第
二
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号
の
罪
を
犯
す
目
的
で
そ
の
予
備
を
し
た

者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を

併
科
す
る
。

第
三
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

一
～
五

（
略
）

六

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
に
係
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

七
・
八

（
略
）

第
三
十
二
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反

行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に

定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
若
し

く
は
第
十
五
号
又
は
第
二
項

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
二
十
五
条
第
一
項
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
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第
二
十
八
条
第
二
号
、
第
二
十
九
条
又
は
第
三
十
条 

各
本
条
の
罰
金
刑 

２ 
（
略
） 
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廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
抜
粋
）

（
昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
三
日

厚
生
省
令
第
三
十
五
）

（
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
に
係
る
基
準
）

第
六
条
の
二
十
五

法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
基
準
と
す

る
。

一

一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

当
該
一
般
廃
棄
物
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
再
生
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

廃
棄
物
の
物
理
的
若
し
く
は
化
学
的
性
質
を
評
価
し
、
又
は
適
正
な
処
理
の
方

法
を
決
定
す
る
た
め
の
分
析
試
験
（
以
下
「
分
析
試
験
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供

す
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
。

イ

当
該
一
般
廃
棄
物
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
分
析
試
験
の
用
に
供
さ
れ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ

分
析
試
験
が
、
一
般
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
化
す
る
観
点
か
ら
の
、
再
生
利

用
等
に
よ
る
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
技
術
の
開

発
又
は
体
制
の
整
備
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ハ

当
該
一
般
廃
棄
物
の
量
が
、
当
該
分
析
試
験
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を
申
請
で
き
る
者
）

第
六
条
の
二
十
六

法
第
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る

者
は
、
事
業
者
（
自
ら
そ
の
事
業
活
動
に
伴
つ
て
生
じ
た
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
す
る

も
の
に
限
る
。）
と
す
る
。

（
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
の
申
請
等
）

第
六
条
の
二
十
七

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
に
よ
る
申
請

書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分
析
試
験
の
用
に
供
す

る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項

の
う
ち
、
処
分
を
行
う
た
め
の
施
設
の
処
理
能
力
、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設

備
の
概
要
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
一
般
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は

水
銀
処
理
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
性
状

三

当
該
一
般
廃
棄
物
の
数
量
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は

水
銀
処
理
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量
を
含
む
。） 

四

申
請
者
が
市
町
村
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
一
般
廃
棄
物
を
生
じ
た

事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
施
設
の
種
類

五

当
該
一
般
廃
棄
物
又
は
当
該
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
処
分
す

る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
の
運
搬
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

六

運
搬
施
設
の
種
類
及
び
運
搬
経
路

七

当
該
一
般
廃
棄
物
又
は
当
該
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
処
分
す

る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
の
処
分
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

八

前
号
の
処
分
を
行
う
た
め
の
施
設
の
種
類
、
設
置
場
所
、
処
理
能
力
（
当
該
施

設
が
最
終
処
分
場
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所

の
面
積
及
び
埋
立
容
量
）、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設
備
の
概
要

九

前
号
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
処
分
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及
び
残

さ
の
処
理
方
法

十

第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
に
係
る
放
流
水
の
水
質
及
び
水
量
、
放
流
方
法
並
び

に
放
流
先
の
概
況

十
一

輸
出
予
定
年
月
日

２

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

同
一
の
内
容
の
一
般
廃
棄
物
（
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。）
の
輸
出
を
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一
年
間
に
二
回
以
上
行
お
う
と
す
る
者
又
は
三
年
間
に
二
回
以
上
行
お
う
と
す
る
者

（
そ
の
輸
出
が
経
済
協
力
開
発
機
構
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
国
境
を
越

え
る
移
動
の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
決
定
第
Ⅱ
章
Ｄ
⑵
の
ケ
ー
ス
２
に
規
定
す
る
事

前
の
同
意
が
与
え
ら
れ
て
い
る
施
設
へ
の
越
境
移
動
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）
は
、

一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
一
括
確
認
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
輸
出
の
一

括
確
認
」
と
い
う
。）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
に
よ
る

申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

当
該
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
開
始
予
定
年
月
日

三

当
該
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
を
行
う
期
間
（
前
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
確
認
の
有
効

期
間
」
と
い
う
。
） 

四

確
認
の
有
効
期
間
内
の
当
該
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
回
数

五

確
認
の
有
効
期
間
内
に
輸
出
す
る
当
該
一
般
廃
棄
物
の
数
量
の
上
限

３

前
二
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
第
四
号
、
第
五
号
（
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の
に

限
る
。）
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一

申
請
者
が
市
町
村
以
外
の
者
（
個
人
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は

寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し

三

当
該
一
般
廃
棄
物
の
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

四

当
該
一
般
廃
棄
物
を
生
じ
た
施
設
の
排
出
工
程
図

五

第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
及
び
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
に

お
け
る
当
該
一
般
廃
棄
物
の
処
理
の
概
要

六

第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
及
び
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
の

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、
構
造
図
、
設
計
計
算
書
及

び
当
該
施
設
の
年
間
処
理
計
画
並
び
に
当
該
施
設
が
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
周
囲
の
地
形
、
地
質
及
び
地
下
水
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
及
び
図
面

七

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
除
く
。
）
の
処
理

工
程
図
及
び
直
前
三
年
間
の
処
理
実
績

八

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
の
付
近
の
見
取
図

九

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
分
析
試
験
の
概
要

十

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
量
が
分
析
試
験
を
行
う
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
量

で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

十
一

そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類
又
は
図
面

４

輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
確
認
に
係

る
事
項
の
変
更
（
確
認
の
有
効
期
間
の
変
更
（
変
更
後
の
確
認
の
有
効
期
間
が
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）、
確
認

の
有
効
期
間
内
の
当
該
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
回
数
の
変
更
又
は
輸
出
す
る
当
該
一

般
廃
棄
物
の
数
量
の
上
限
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
上
限
に
つ
い
て
十
パ
ー
セ
ン
ト

未
満
の
増
減
を
伴
う
も
の
に
限
る
。）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
確
認
の
年
月
日
及
び
確
認
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

５

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
一
般
廃
棄
物
（
そ
の
重
量
が
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下

で
あ
る
も
の
（
廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
及
び

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
を
除
く
。）
に
限
る
。
）を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

第
一
項
各
号
（
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
処
分
を
行
う
た
め
の
施
設
の

処
理
能
力
、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設
備
の
概
要
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
二
の
二
に
よ
る
届
出
書
及
び
第
三
項
各
号

（
同
項
第
四
号
、
第
五
号
（
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の
に
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限
る
。）
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
環
境
大

臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
）

第
六
条
の
二
十
八

法
第
十
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
確
認
に
係
る
一

般
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、

個
別
の
輸
出
ご
と
に
当
該
輸
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
）は
、

遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
三
に
よ
る
報
告
書
を
環

境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
確
認
の
年
月
日
及
び
確
認
番
号

三

当
該
一
般
廃
棄
物
を
生
じ
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

四

当
該
一
般
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は

水
銀
処
理
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
性
状
並
び
に
輸
出

し
た
数
量
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期

間
内
に
行
つ
た
一
般
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
出
ご
と
の
輸
出
し
た
数
量
及
び
そ
の

合
計
）

五

当
該
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
た
年
月
日
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ

つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
一
般
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
出
ご
と

の
輸
出
し
た
年
月
日
）

六

当
該
一
般
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た

者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
一
般
廃
棄
物
の
個
別
の
輸

出
ご
と
の
当
該
輸
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
）

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

面
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行

つ
た
一
般
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
出
ご
と
の
当
該
輸
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
が

終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
及
び
環
境
大
臣
の
確
認
を
受
け
て
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
た

者
は
、
当
該
輸
出
に
係
る
施
設
に
お
い
て
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
当
該
輸

出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
又
は
こ
れ
ら
の
処
理
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
水
若
し
く
は
気
体

が
飛
散
し
、
流
出
し
、
地
下
に
浸
透
し
、
又
は
発
散
し
た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
の

保
全
上
の
支
障
が
生
じ
、又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

直
ち
に
、
引
き
続
く
そ
の
支
障
の
除
去
又
は
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
環
境

大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を
要
し
な
い
者
）

第
七
条

法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
自
ら

の
日
常
生
活
に
伴
つ
て
生
じ
た
ご
み
そ
の
他
の
一
般
廃
棄
物
を
携
帯
し
て
輸
出
す
る

者
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

国

二

都
道
府
県
警
察

三

本
邦
か
ら
外
国
ま
で
船
舶
又
は
航
空
機
の
航
行
を
行
う
者
（
当
該
航
行
に
伴
い

生
ず
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
す
る
場
合
に
限
る
。） 

四

第
六
条
の
二
十
七
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者

で
あ
つ
て
、
同
項
で
定
め
る
届
出
書
及
び
同
条
第
三
項
各
号
（
同
項
第
四
号
、
第

五
号
（
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）、
第
六
号

及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
環
境
大
臣
に
提
出
し

た
者
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（
廃
棄
物
の
輸
入
の
許
可
の
申
請
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十

法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の

輸
入
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二

十
九
号
に
よ
る
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
使
用
製

品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含

む
。
）
及
び
性
状

三

当
該
廃
棄
物
の
数
量
（
当
該
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
使
用
製

品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量
を

含
む
。） 

四

当
該
廃
棄
物
を
生
じ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

五

当
該
廃
棄
物
を
生
じ
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
施
設
の
種
類

六

当
該
廃
棄
物
の
輸
入
の
相
手
国
か
ら
本
邦
ま
で
の
運
搬
を
行
う
者
及
び
国
内
に

お
け
る
運
搬
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
当
該
者
が
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
又
は
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
許
可
番
号

七

運
搬
施
設
の
種
類
及
び
運
搬
経
路

八

当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

九

前
号
の
処
分
を
行
う
者
が
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
分
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
許
可
番
号

十

当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
行
う
た
め
の
施
設
の
種
類
及
び
設
置
場

所
並
び
に
当
該
施
設
が
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
に

つ
い
て
の
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
許
可
番
号

十
一

申
請
者
が
当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
他
人
に
委
託
し
て
行
お
う

と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
棄
物
を
国
内
に
お
い
て
処
分
す
る

理
由

十
二

輸
入
予
定
年
月
日

２

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
同
一
の
内
容
の
廃
棄
物
の
輸
入
を
一
年
間
に
二
回
以
上
行
お
う
と
す
る
者
は
、
廃

棄
物
の
輸
入
の
一
括
許
可
（
以
下
「
輸
入
の
一
括
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

当
該
廃
棄
物
の
輸
入
の
開
始
予
定
年
月
日

三

当
該
廃
棄
物
の
輸
入
を
行
う
期
間
（
前
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
許
可
の
有
効
期

間
」
と
い
う
。） 

四

許
可
の
有
効
期
間
内
の
当
該
廃
棄
物
の
輸
入
の
回
数

五

許
可
の
有
効
期
間
内
に
輸
入
す
る
当
該
廃
棄
物
の
数
量
の
上
限

３

前
二
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
の
輸
入
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明

書
二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し

三

当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
行
う
者
が
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
又
は

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
十
条
の
六
又
は
第
十
条

の
十
八
に
規
定
す
る
許
可
証
の
写
し

四

第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
施
設
が
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
施
設
に
つ
い
て
の
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
第
十
二
条
の
五
に

規
定
す
る
許
可
証
の
写
し

五

当
該
廃
棄
物
の
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

六

当
該
廃
棄
物
を
生
じ
た
施
設
の
排
出
工
程
図

七

輸
入
の
相
手
国
か
ら
本
邦
ま
で
の
運
搬
を
行
う
た
め
の
施
設
の
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、
構
造
図
及
び
設
計
計
算
書
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八

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
分
析
試
験
の
概
要

九

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
廃
棄
物
の
量
が
分
析
試
験
を
行
う
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
量
で
あ
る

こ
と
を
示
す
書
類

十

そ
の
他
必
要
な
書
類

４

輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
許
可
に
係

る
事
項
の
変
更
（
許
可
の
有
効
期
間
の
変
更
（
変
更
後
の
許
可
の
有
効
期
間
が
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
許

可
の
有
効
期
間
内
の
当
該
廃
棄
物
の
輸
入
の
回
数
の
変
更
又
は
輸
入
す
る
当
該
廃
棄

物
の
数
量
の
上
限
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
上
限
に
つ
い
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の

増
減
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

５

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
（
そ
の
重
量
が
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ

る
も
の
（
廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
及
び
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
届
出
書
及

び
第
三
項
各
号
（
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る

書
類
を
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
一

法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、

当
該
許
可
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
（
輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た

者
に
あ
つ
て
は
、
個
別
の
輸
入
ご
と
に
当
該
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し

た
と
き
）
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
九
号
の
四

に
よ
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
許
可

に
係
る
廃
棄
物
が
特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

当
該
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
使
用
製

品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含

む
。
）
及
び
性
状
並
び
に
輸
入
し
た
数
量
（
輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
に
あ

つ
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
入
ご
と
の
輸

入
し
た
数
量
及
び
そ
の
合
計
）

四

当
該
廃
棄
物
の
輸
入
の
相
手
国
か
ら
本
邦
ま
で
の
運
搬
を
行
つ
た
者
及
び
当
該

廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
運
搬
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
当
該
者
が
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
者
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

許
可
番
号

五

当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
当
該
者
が
産
業
廃
棄
物

処
分
業
者
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
許
可

番
号

六

当
該
廃
棄
物
の
国
内
に
お
け
る
処
分
を
行
つ
た
施
設
の
種
類
及
び
設
置
場
所

七

当
該
廃
棄
物
を
輸
入
し
た
年
月
日
（
輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て

は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
入
ご
と
の
輸
入
し

た
年
月
日
）

八

当
該
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
（
輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
に

あ
つ
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
入
ご
と
の

当
該
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
）

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
輸

入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
内
に
行
わ
れ
た

廃
棄
物
の
個
別
の
輸
入
ご
と
の
当
該
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
こ
と

を
証
す
る
書
面
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。
）
及
び
環
境
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
廃
棄
物
を
輸
入
し
た
者
は
、
当
該
輸

入
に
係
る
施
設
に
お
い
て
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
当
該
輸
入
に
係
る
廃
棄

物
又
は
こ
れ
ら
の
処
理
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
水
若
し
く
は
気
体
が
飛
散
し
、流
出
し
、

地
下
に
浸
透
し
、
又
は
発
散
し
た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
、

又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
引
き
続
く
そ

の
支
障
の
除
去
又
は
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速

や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
物
の
輸
入
の
許
可
を
要
し
な
い
者
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
二

法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省

令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国

二

都
道
府
県
警
察

三

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
有
害
廃
棄
物
等
で
あ
る
廃
棄
物

の
輸
入
を
命
じ
ら
れ
た
者
（
当
該
廃
棄
物
を
輸
入
す
る
場
合
に
限
る
。） 

四

外
国
か
ら
本
邦
ま
で
船
舶
又
は
航
空
機
の
航
行
を
行
う
者
（
当
該
航
行
に
伴
い

生
ず
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
入
す
る
場
合
に
限
る
。） 

五

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
五
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る

者
で
あ
つ
て
、
同
項
で
定
め
る
届
出
書
及
び
同
条
第
三
項
各
号
（
同
項
第
六
号
及

び
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
た

者
六

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

百
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
こ
れ

ら
の
認
定
に
係
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
に
係
る
基
準
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
三

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

一

産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

当
該
産
業
廃
棄
物
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
再
生
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合

次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

当
該
産
業
廃
棄
物
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
分
析
試
験
の
用
に
供
さ
れ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ

分
析
試
験
が
、
産
業
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
化
す
る
観
点
か
ら
の
、
再
生
利

用
等
に
よ
る
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
技
術
の
開

発
又
は
体
制
の
整
備
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ハ

当
該
産
業
廃
棄
物
の
量
が
、
当
該
分
析
試
験
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を
申
請
で
き
る
者
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
四

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
及

び
市
町
村
並
び
に
産
業
廃
棄
物
（
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
で
あ
つ
て
仮
に
陸
揚
げ
さ
れ

た
も
の
に
限
る
。
）
を
、
当
該
輸
入
の
相
手
国
に
返
還
す
る
た
め
に
輸
出
し
よ
う
と

す
る
者
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
の
申
請
等
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
申
請
書
を
環
境
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
を

輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
処
分
を
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行
う
た
め
の
施
設
の
処
理
能
力
、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設
備
の
概
要
の
記
載

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水

銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ

の
旨
を
含
む
。）
及
び
性
状

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
数
量
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水

銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ

の
数
量
を
含
む
。
） 

四

申
請
者
が
都
道
府
県
又
は
市
町
村
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
産
業
廃

棄
物
を
生
じ
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
施
設
の
種
類

五

当
該
産
業
廃
棄
物
又
は
当
該
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
処
分
す

る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
の
運
搬
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

六

運
搬
施
設
の
種
類
及
び
運
搬
経
路

七

当
該
産
業
廃
棄
物
又
は
当
該
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
処
分
す

る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
の
処
分
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

八

前
号
の
処
分
を
行
う
た
め
の
施
設
の
種
類
、
設
置
場
所
、
処
理
能
力
（
当
該
施

設
が
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ

れ
る
場
所
の
面
積
及
び
埋
立
容
量
）、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設
備
の
概
要

九

前
号
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
処
分
に
伴
い
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及
び
残

さ
の
処
理
方
法

十

第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
に
係
る
放
流
水
の
水
質
及
び
水
量
、
放
流
方
法
並
び

に
放
流
先
の
概
況

十
一

輸
出
予
定
年
月
日

２

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

同
一
の
内
容
の
産
業
廃
棄
物
（
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
輸
出

を
一
年
間
に
二
回
以
上
行
お
う
と
す
る
者
又
は
三
年
間
に
二
回
以
上
行
お
う
と
す
る

者
（
そ
の
輸
出
が
経
済
協
力
開
発
機
構
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
国
境
を

越
え
る
移
動
の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
決
定
第
Ⅱ
章
Ｄ
⑵
の
ケ
ー
ス
２
に
規
定
す
る

事
前
の
同
意
が
与
え
ら
れ
て
い
る
施
設
へ
の
越
境
移
動
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

は
、
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
一
括
確
認
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
輸
出

の
一
括
確
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十

号
に
よ
る
申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

当
該
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
開
始
予
定
年
月
日

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
を
行
う
期
間
（
前
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
確
認
の
有

効
期
間
」
と
い
う
。） 

四

確
認
の
有
効
期
間
内
の
当
該
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
回
数

五

確
認
の
有
効
期
間
内
に
輸
出
す
る
当
該
産
業
廃
棄
物
の
数
量
の
上
限

３

前
二
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
第
四
号
、
第
五
号
（
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の
に

限
る
。）
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一

申
請
者
が
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
（
個
人
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に

は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
性
状
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

四

当
該
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
た
施
設
の
排
出
工
程
図

五

第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
及
び
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
に

お
け
る
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
概
要

六

第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
及
び
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
の

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、
構
造
図
、
設
計
計
算
書
及

び
年
間
処
理
計
画
並
び
に
当
該
施
設
が
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
周
囲
の
地
形
、
地
質
及
び
地
下
水
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
及

び
図
面
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七

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
（
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
除
く
。
）
の
処

理
工
程
図
及
び
直
前
三
年
間
の
処
理
実
績

八

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
の
付
近
の
見
取
図

九

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
分
析
試
験
の
概
要

十

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
量
が
分
析
試
験
を
行
う
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
量

で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

十
一

そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類
又
は
図
面

４

輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
確
認
に
係

る
事
項
の
変
更
（
確
認
の
有
効
期
間
の
変
更
（
変
更
後
の
確
認
の
有
効
期
間
が
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
確

認
の
有
効
期
間
内
の
当
該
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
回
数
の
変
更
又
は
輸
出
す
る
当
該

産
業
廃
棄
物
の
数
量
の
上
限
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
上
限
に
つ
い
て
十
パ
ー
セ
ン

ト
未
満
の
増
減
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
確
認
の
年
月
日
及
び
確
認
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

５

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
産
業
廃
棄
物
（
そ
の
重
量
が
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下

で
あ
る
も
の
（
廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
及
び

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
第
一
項
各
号
（
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
処
分
を
行
う
た
め
の
施

設
の
処
理
能
力
、
処
理
方
式
並
び
に
構
造
及
び
設
備
の
概
要
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
一
号
の
二
に
よ
る
届
出
書
及
び
第
三
項
各

号
（
同
項
第
四
号
、
第
五
号
（
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
、
第
六
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
環
境
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

産
業
廃
棄
物
（
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
で
あ
つ
て
仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。
）
を
当
該
輸
入
の
相
手
国
に
返
還
す
る
た
め
に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
一
の
三
に
よ
る
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
廃
棄
物
又
は
水
銀

処
理
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。）
及
び
性
状

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
数
量
（
当
該
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
廃
棄
物
又
は
水
銀
処
理

物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量
を
含
む
。
） 

四 

運
搬
施
設
の
種
類
及
び
運
搬
経
路

五

当
該
産
業
廃
棄
物
が
仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
年
月
日
及
び
輸
出
予
定
年
月

六

当
該
産
業
廃
棄
物
の
返
還
を
行
う
理
由
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
当
該
産

業
廃
棄
物
の
輸
入
者
と
の
返
還
に
係
る
調
整
状
況
の
概
要

（
報
告
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
六

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
確
認
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が

終
了
し
た
と
き
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
個
別
の
輸
出
ご
と

に
当
該
輸
出
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
）
は
、
遅
滞
な
く
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

当
該
確
認
の
年
月
日
及
び
確
認
番
号

三

当
該
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
た
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

四

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水

銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ

の
旨
を
含
む
。
）
及
び
性
状
並
び
に
輸
出
し
た
数
量
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け

た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
産
業
廃
棄
物
の
個
別
の

輸
出
ご
と
の
輸
出
し
た
数
量
及
び
そ
の
合
計
）
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五

当
該
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
た
年
月
日
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ

つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
産
業
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
出
ご
と

の
輸
出
し
た
年
月
日
）

六

当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た

者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行
つ
た
産
業
廃
棄
物
の
個
別
の
輸

出
ご
と
の
当
該
輸
出
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
年
月
日
）

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

面
（
輸
出
の
一
括
確
認
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
確
認
の
有
効
期
間
内
に
行

つ
た
産
業
廃
棄
物
の
個
別
の
輸
出
ご
と
の
当
該
輸
出
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
が

終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）及
び
環
境
大
臣
の
確
認
を
受
け
て
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
た
者
は
、

当
該
輸
出
に
係
る
施
設
に
お
い
て
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
当
該
輸
出
に
係

る
産
業
廃
棄
物
又
は
こ
れ
ら
の
処
理
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
水
若
し
く
は
気
体
が
飛
散

し
、
流
出
し
、
地
下
に
浸
透
し
、
又
は
発
散
し
た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
上

の
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
直
ち

に
、
引
き
続
く
そ
の
支
障
の
除
去
又
は
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
を
環
境
大
臣

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の
確
認
を
要
し
な
い
者
）

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
七

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

国

二

都
道
府
県
警
察

三

法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
産

業
廃
棄
物
の
輸
出
を
命
じ
ら
れ
た
者
（
当
該
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
す
る
場
合
に
限

る
。
） 

四

本
邦
か
ら
外
国
ま
で
船
舶
又
は
航
空
機
の
航
行
を
行
う
者
（
当
該
航
行
に
伴
い

生
ず
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）

五

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
五
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う

と
す
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
で
定
め
る
届
出
書
及
び
同
条
第
三
項
各
号
（
同
項
第

四
号
、
第
五
号
（
同
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
運
搬
施
設
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
、
第
六
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
環
境
大
臣
に
提
出
し

た
者

六

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
六
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を
当
該
輸
入
の

相
手
国
に
返
還
す
る
た
め
に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
で
定
め
る

届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
た
者
（
当
該
産
業
廃
棄
物
を
返
還
す
る
た
め
に
輸

出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
条

法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

も
の
は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権

限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

（
略
）

二

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
（
同
項
の
確
認
に
係
る
第
六
条
の
二
十
七

第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
、
過

去
に
な
さ
れ
た
法
第
十
条
第
一
項
の
確
認
に
係
る
当
該
事
項
と
同
一
で
あ
る
場

合
に
限
る
。） 

三

第
六
条
の
二
十
七
第
四
項
及
び
第
六
条
の
二
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
当
該
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
輸
出
の
確
認
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

四

第
八
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
（
当
該
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し

た
輸
入
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

五

（
略
）

六

法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
権
限
（
法
第
十
五
条

の
四
の
五
第
一
項
の
許
可
に
係
る
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
一
項
第
二
号
、
第

五
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
、
過
去
に
な
さ
れ
た
法
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第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
の
許
可
に
係
る
当
該
事
項
と
同
一
で
あ
る
場
合
に

限
る
。） 

七

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
四
項
及
び
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
一
第
一
項
に

規
定
す
る
権
限
（
当
該
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
輸
入
の
許
可
に
係
る
も
の
に

限
る
。） 

八

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
権
限
（
同
項
の
確
認
に
係
る
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
一

項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
、
過
去
に

な
さ
れ
た
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法

第
十
条
第
一
項
の
確
認
に
係
る
当
該
事
項
と
同
一
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
） 

九

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
四
項
及
び
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
六
第
一
項

に
規
定
す
る
権
限
（
当
該
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
輸
出
の
確
認
に
係
る
も
の

に
限
る
。
） 

十

法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
一

法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

十
二

法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

（
当
該
地
方
環
境
事
務
所
長
が
し
た
輸
入
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

十
三

法
第
十
九
条
の
八
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
権
限
（
当
該
地
方

環
境
事
務
所
長
が
し
た
輸
入
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

十
四

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限

附

則

（
平
成
三
十
年
八
月

日
環
境
省
令
第

号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
二
十
八
第

三
項
、
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
一
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
二
第
六
号

及
び
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
六
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。
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▽
一
般
廃
棄
物
又
は
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
の

確
認
に
係
る
審
査
基
準
等

平
成
三
十
・
八
・
二
〇

環
循
規
発
一
八
〇
八

二
〇
二

環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
長
通
知

第
一

廃
棄
物
の
輸
出
確
認
の
趣
旨

廃
棄
物
の
輸
出
に
つ
い
て
は
環
境
大
臣
の
確
認
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
廃
棄
物
の
国
内
処
理
の
原
則

を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
国
外
で
の
安
易
な
処
理
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
国
内
の
排
出
事
業
者
責
任
が
空
洞
化
し
、

国
内
で
の
適
正
処
理
に
支
障
を
来
す
こ
と
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
廃
棄
物
の
輸
出
と
は
、
本
邦
か
ら
廃
棄
物
を
外
国

に
向
け
て
送
り
出
す
こ
と
（
公
海
に
お
い
て
日
本
の
船
舶
、

航
空
機
内
で
発
生
し
た
廃
棄
物
を
外
国
に
向
け
て
送
り
出

す
こ
と
を
含
む
。
）
を
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ

こ
で
、
外
国
と
は
本
邦
以
外
の
国
又
は
地
域
を
い
い
、
公
海

は
含
ま
な
い
こ
と
。

第
二

適
合
性
の
確
認
に
つ
い
て

１

国
内
に
お
い
て
は
適
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
廃
棄
物
の
輸
出
で
あ
る
こ
と

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

十
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

中
、「
国
内
に
お
け
る
そ
の
一
般
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄
物
）

の
処
理
に
関
す
る
設
備
及
び
技
術
に
照
ら
し
、
国
内
に
お

い
て
は
適
正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
一
般
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄
物
）
」
と
は
、
例
え

ば
特
許
等
の
関
係
で
国
内
に
お
い
て
処
理
が
で
き
な
い

廃
棄
物
を
い
い
、
処
理
費
用
が
高
価
で
あ
る
こ
と
等
は
こ

の
要
件
を
充
足
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

１
で
規
定
す
る
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
物

理
的
若
し
く
は
化
学
的
性
質
を
評
価
し
、
又
は
適
正
な
処

理
の
方
法
を
決
定
す
る
た
め
の
分
析
試
験
（
以
下
「
分
析

試
験
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
を
除
く
。
）
に

あ
っ
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
十
五
第
一
号
に
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
廃
棄
物
の
輸
出
で
あ
る
こ
と
。

⑴

適
合
性
の
確
認

法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
係
る
適
合
性
の
確
認
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

の
適
否
を
審
査
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①

再
生
に
よ
っ
て
得
よ
う
と
す
る
物
（
以
下
「
再
生

品
」
と
い
う
。
）
の
性
状
を
適
合
さ
せ
る
べ
き
標
準

的
な
規
格
が
あ
る
こ
と
等
当
該
再
生
品
の
性
状
が

利
用
者
の
需
要
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す

る
に
足
り
る
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
輸
出
の
相
手
国
等
に
お
い
て
再
生
品
の
利
用
が

確
実
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

②

輸
出
の
相
手
国
等
に
お
け
る
同
一
の
種
類
及
び

同
等
の
性
能
の
物
の
価
格
、
利
用
の
実
績
、
需
要
の

状
況
等
と
比
較
し
て
、
輸
出
の
相
手
国
等
に
お
い
て

再
生
品
の
利
用
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

③

得
ら
れ
る
再
生
品
の
性
状
が
①
に
掲
げ
る
条
件

に
適
合
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
当
該
廃
棄
物
の
性

状
の
分
析
及
び
管
理
、
当
該
再
生
利
用
の
用
に
供
す

る
施
設
の
運
転
管
理
並
び
に
再
生
品
の
性
状
の
分

析
及
び
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

④

当
該
廃
棄
物
の
全
部
又
は
大
部
分
を
再
生
品
の

原
材
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

⑤

当
該
廃
棄
物
又
は
当
該
廃
棄
物
を
輸
出
の
相
手

国
に
お
い
て
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
の

再
生
を
行
う
者
（
以
下
「
処
分
者
」
と
い
う
。
）
が
、

当
該
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
生
品
と
し
て
製
造
し

た
物
の
販
売
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
事
業
の
実
績
又
は
事
業
計
画
（
当
該
事
業
の
開
始

に
必
要
な
資
金
の
調
達
及
び
技
術
的
能
力
の
確
保

に
関
す
る
計
画
を
含
む
。
）
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑥

処
分
者
か
ら
輸
出
者
に
対
し
、
当
該
廃
棄
物
の
受

入
時
及
び
処
理
が
終
了
し
た
時
点
で
そ
の
旨
が
報

告
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
確
実
に
再
生

利
用
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

⑦

処
理
又
は
再
生
品
の
販
売
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
や
契
約
を
解
除

し
た
場
合
等
に
お
い
て
、
処
理
さ
れ
な
い
当
該
廃
棄

物
及
び
再
生
品
の
取
扱
い
が
あ
ら
か
じ
め
輸
出
者

と
処
分
者
の
間
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
が

法
の
目
的
に
照
ら
し
て
不
適
当
な
も
の
で
な
い
こ

と
。

⑧

当
該
廃
棄
物
を
主
と
し
て
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

⑨

燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
再
生
品
を
得
る
た
め

の
も
の
で
な
い
こ
と
。

⑩

通
常
の
使
用
に
伴
っ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
支

障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
再
生
品
を
得
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑪

一
般
廃
棄
物
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
法
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
適
合

す
る
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

ば
い
じ
ん
又
は
焼
却
灰
で
あ
っ
て
、
一
般
廃
棄

物
の
焼
却
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
そ
の
他
の
生
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活
環
境
保
全
上
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
。

ロ

通
常
の
保
管
状
況
の
下
で
腐
敗
し
、
又
は
揮
発

す
る
等
そ
の
性
状
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
。

⑵

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付

⑴
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

規
則
第
六
条
の
二
十
七
第
三
項
第
十
一
号
又
は
第
十

二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
三
項
第
十
一
号
の
「
そ
の
他

参
考
と
な
る
書
類
又
は
図
面
」
と
し
て
、
⑴
の
事
項
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
の
添
付
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
添
付
書
類
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
和
訳
を
併
せ
て
添
付
す
る
こ
と
。 

３

１
で
規
定
す
る
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
（
分
析
試
験
の

用
に
供
す
る
廃
棄
物
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
規
則
第

六
条
の
二
十
五
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
廃

棄
物
の
輸
出
で
あ
る
こ
と
。

⑴

適
合
性
の
確
認

法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
係
る
適
合
性
の
確
認
は
、
規
則
第
六
条
の
二

十
五
第
二
号
又
は
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
三
第
二

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
廃
棄
物
の
輸
出
で
あ

る
こ
と
の
適
否
を
審
査
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
輸
出
の
目
的
に
つ
い
て
、

輸
出
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
係
る
分
析
試

験
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
。

⑵

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付

⑴
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
規
則
第
六
条
の
二

十
七
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十

五
第
三
項
第
十
号
の
「
そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類
又
は

図
面
」
と
し
て
、
⑴
の
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
資
料
の
添
付
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
和
訳

を
併
せ
て
添
付
す
る
こ
と
。

４

輸
出
に
係
る
廃
棄
物
（
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄

物
を
除
く
。
）
が
処
理
基
準
を
下
回
ら
な
い
方
法
に
よ
り

処
理
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑴

適
合
性
の
確
認

法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
適
合
性
の
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
適

否
を
確
認
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①

予
定
さ
れ
る
収
集
運
搬
及
び
処
分
（
再
生
及
び
再

生
品
の
製
造
に
伴
っ
て
生
ず
る
残
さ
の
処
分
を
含

む
。
）
の
方
法
が
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
若
し
く
は
法
第
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以
下

「
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
こ

と
又
は
廃
棄
物
処
理
基
準
と
同
等
以
上
と
認
め
ら

れ
る
輸
出
の
相
手
国
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

②

予
定
さ
れ
る
収
集
運
搬
及
び
処
分
（
再
生
及
び
再

生
品
の
製
造
に
伴
っ
て
生
ず
る
残
さ
の
処
分
並
び

に
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
生
ず
る
排
ガ
ス
、
排
水
及
び
残

さ
の
処
理
を
含
む
。
）
が
輸
出
の
相
手
国
の
環
境
法

令
に
適
合
し
、
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動

及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約

（
以
下
「
バ
ー
ゼ
ル
条
約
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す

る
環
境
上
適
正
な
処
理
で
あ
る
こ
と
。

③

処
理
又
は
再
生
品
の
販
売
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
や
契
約
を
解
除

し
た
場
合
等
に
お
い
て
処
理
さ
れ
な
い
当
該
廃
棄

物
及
び
再
生
品
の
取
扱
い
が
あ
ら
か
じ
め
輸
出
者

と
処
分
者
の
間
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
の

処
理
の
方
法
が
廃
棄
物
処
理
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
又
は
廃
棄
物
処
理
基
準
と
同
等
以
上
と
認
め
ら

れ
る
輸
出
の
相
手
国
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

④

生
活
環
境
保
全
上
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
支
障
の
除
去

又
は
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
こ
れ
に

必
要
な
資
金
の
確
保
を
含
む
。
）
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
。

⑤

処
分
者
が
当
該
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
に
当
た

り
、
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
必
要
な
許
可
、
認
可
、

承
認
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
許
可

等
」
と
い
う
。
）
を
得
て
い
る
こ
と
。

⑥

そ
の
他
輸
出
に
係
る
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
、
処

分
者
及
び
輸
出
者
が
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の

理
由
が
無
い
こ
と
。

⑵

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付

⑴
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

規
則
第
六
条
の
二
十
七
第
三
項
第
十
一
号
又
は
第
十

二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
三
項
第
十
一
号
の
「
そ
の
他

参
考
と
な
る
書
類
又
は
図
面
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る

内
容
を
記
載
し
た
書
類
等
の
添
付
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
な
お
、
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
和
訳
を
併
せ
て
添
付
す
る
こ
と
。

①

廃
棄
物
処
理
基
準
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る

輸
出
の
相
手
国
の
基
準
の
概
要

②

想
定
さ
れ
る
保
管
期
間
（
算
定
根
拠
を
含
む
。） 

③

処
分
施
設
が
、
廃
棄
物
処
理
基
準
又
は
輸
出
の
相

手
国
の
環
境
法
令
に
適
合
し
た
処
理
を
行
う
上
で

必
要
と
な
る
分
析
・
計
量
設
備
の
有
無

④

処
分
施
設
に
適
用
さ
れ
る
輸
出
の
相
手
国
の
法

令
の
概
要

⑤

処
分
施
設
が
許
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
輸

出
の
相
手
国
の
法
令
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
場

合
、
当
該
許
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書

面
の
写
し

⑥

処
分
者
が
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
禁
錮
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
環
境
関
連
法
令
の
規
定
に

よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

⑦

処
分
者
が
直
前
五
年
間
で
輸
出
の
相
手
国
に
お
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け
る
環
境
関
連
法
令
に
関
す
る
違
反
又
は
他
の
法

令
の
重
大
な
違
反
が
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

⑧

輸
出
者
及
び
輸
出
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
を
行

お
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
直
前
三

年
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
損

益
計
算
書

⑨

輸
出
者
及
び
輸
出
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
を
行

お
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
資
産
に

関
す
る
調
書

⑩

契
約
書
の
写
し

⑪

一
括
申
請
の
場
合
、
輸
出
を
行
う
期
間
に
お
け
る

個
別
の
輸
出
計
画
（
輸
出
年
月
、
数
量
等
）

⑫

規
則
第
六
条
の
二
十
七
第
二
項
及
び
第
十
二
条

の
十
二
の
二
十
五
第
二
項
に
掲
げ
る
同
一
の
内
容

の
廃
棄
物
の
輸
出
を
三
年
間
に
二
回
以
上
廃
棄
物

の
輸
出
を
行
お
う
と
す
る
者
（
経
済
協
力
開
発
機
構

の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
決
定
第
Ⅱ
章
Ｄ

⑵
の
ケ
ー
ス
２
に
規
定
す
る
事
前
の
同
意
が
与
え

ら
れ
て
い
る
施
設
へ
の
越
境
移
動
に
該
当
す
る
場

合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
輸
出
の
相
手
国
に
お

い
て
事
前
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る

こ
と
を
示
す
書
類

⑬

そ
の
他
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実

施
及
び
輸
出
の
相
手
国
に
お
け
る
人
の
健
康
の
保

護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類

⑭

そ
の
他
必
要
な
書
類

５

輸
出
に
係
る
廃
棄
物
（
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄

物
に
限
る
。
）
が
処
理
基
準
を
下
回
ら
な
い
方
法
に
よ
り

処
理
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑴

適
合
性
の
確
認

法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
適
合
性
の
審
査
は
、
４
の
⑴
②
か
ら
⑥
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
の
適
否
を
確
認
し
て
行
う
も
の
で
あ

る
こ
と
。

⑵

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付

⑴
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

規
則
第
六
条
の
二
十
七
第
三
項
第
十
一
号
又
は
第
十

二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
三
項
第
十
一
号
の
「
そ
の
他

参
考
と
な
る
書
類
又
は
図
面
」
と
し
て
、
４
の
⑵
⑤
か

ら
⑦
ま
で
並
び
に
⑩
、
⑬
及
び
⑭
に
掲
げ
る
内
容
を
記

載
し
た
書
類
等
の
添
付
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
和
訳

を
併
せ
て
添
付
す
る
こ
と
。

６

申
請
者

⑴

一
般
廃
棄
物

法
第
十
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
廃

棄
物
の
輸
出
を
申
請
で
き
る
者
は
、
一
般
廃
棄
物
の
処

理
責
任
を
負
う
べ
き
者
、
す
な
わ
ち
市
町
村
及
び
事
業

者
（
自
ら
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
一
般
廃
棄

物
を
輸
出
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
本
号
の
適
合
性
の
審
査
は
、
事
業
者
の
場
合
、
そ

の
業
務
内
容
を
聴
取
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
事
業
者
」
に
は
、
中
間
処
理

業
者
（
廃
棄
物
の
発
生
か
ら
最
終
処
分
が
終
了
す
る
ま

で
の
一
連
の
処
理
の
行
程
の
中
途
に
お
い
て
廃
棄
物

を
処
理
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
含
ま
れ
な

い
こ
と
。

⑵

産
業
廃
棄
物

法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に

よ
り
、
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
を
申
請
で
き
る
者
は
、
廃

棄
物
の
処
理
責
任
を
負
う
べ
き
者
た
る
事
業
者
（
自
ら

そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
産
業
廃
棄
物
を
輸

出
す
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
都
道
府
県
及
び
市
町

村
に
限
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
号
の

適
合
性
の
審
査
は
、
事
業
者
の
場
合
そ
の
業
務
内
容
を

聴
取
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
事
業
者
」
に
は
、
⑴
と
同
様
、

中
間
処
理
業
者
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
。

第
三

そ
の
他

１

国
内
に
お
け
る
法
の
遵
守

廃
棄
物
が
輸
出
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
廃
棄
物
が
本
邦

の
領
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
当
然
に
国
内
に
お
け
る

法
令
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
廃
棄

物
処
理
基
準
で
あ
る
法
第
十
二
条
第
二
項
、
第
五
項
及

び
第
六
項
に
規
定
す
る
保
管
基
準
及
び
委
託
基
準
の

遵
守
並
び
に
法
第
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
産
業
廃

棄
物
管
理
票
の
交
付
等
の
法
の
規
定
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
産
業
廃
棄
物
の
輸
出
を
行
う

場
合
で
あ
っ
て
も
国
内
（
領
海
内
を
含
む
。
）
に
お
け

る
運
搬
に
つ
い
て
は
、
自
ら
行
う
場
合
を
除
き
、
法
に

基
づ
く
委
託
基
準
に
適
合
し
た
委
託
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
規
則
第
二
条
第
六
号
及
び
第

九
条
第
九
号
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
輸
出
に
係
る
運
搬

を
行
う
者
（
自
ら
本
邦
か
ら
輸
出
の
相
手
国
ま
で
の
廃

棄
物
の
運
搬
を
行
う
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等
の
許
可
を
要
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す

る
委
託
に
つ
い
て
も
委
託
基
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
。 

な
お
、
こ
こ
で
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等
の
許

可
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者
は
、
本
邦
の
港
又
は

空
港
か
ら
外
国
へ
仕
向
け
ら
れ
た
船
舶
又
は
航
空
機

に
最
後
に
積
み
替
え
ら
れ
た
以
降
の
も
の
を
運
搬
す

る
者
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

確
認
を
不
要
と
す
る
者

規
則
第
七
条
及
び
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十

七
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
不
適
正
処

理
、
処
理
責
任
の
空
洞
化
の
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
例
外
と
し
て
確
認
が
不
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

３

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
の
輸
出
に
関
す
る

環
境
大
臣
へ
の
届
出
の
規
定

規
則
第
六
条
の
二
十
七
第
五
項
及
び
第
十
二
条
の
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十
二
の
二
十
五
第
五
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
重
量
が
二

十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
も
の
」
と
は
、
二
十
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
同

一
の
廃
棄
物
を
複
数
回
に
分
け
て
輸
出
す
る
場
合
を

含
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

４

事
故
時
の
報
告

規
則
第
六
条
の
二
十
八
第
三
項
及
び
第
十
二
条
の

十
二
の
二
十
六
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
輸
出
に
係

る
施
設
と
は
、
当
該
輸
出
に
係
る
廃
棄
物
の
運
搬
車
、

運
搬
船
、
運
搬
容
器
そ
の
他
の
運
搬
施
設
及
び
処
分
施

設
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
同
項
の
応
急
の
措
置
と
は
、

当
該
輸
出
の
相
手
国
に
お
い
て
当
該
廃
棄
物
の
処
理

の
委
託
を
受
け
た
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
同
項
の
事
故

の
状
況
及
び
講
じ
た
措
置
の
概
要
の
報
告
は
、
生
活
環

境
の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
時
に
速
や
か
に
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
迅
速
性
の
観
点

か
ら
は
、
確
認
さ
れ
た
範
囲
の
事
故
の
状
況
等
に
つ
い

て
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
等
で
環
境
省
（
地
方
環
境
事

務
所
を
含
む
。
）
に
速
や
か
に
報
告
し
、
そ
の
後
、
当

該
確
認
が
十
分
に
な
さ
れ
た
時
点
で
、
任
意
の
様
式
で

文
書
に
て
報
告
す
る
こ
と
。

５

仮
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
廃
棄
物
の
返
還
を
行
う
た
め
の

輸
出
に
係
る
手
続

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
五
第
六
項
に
お
い

て
規
定
す
る
「
輸
入
さ
れ
る
廃
棄
物
で
あ
っ
て
仮
に
陸

揚
げ
さ
れ
た
も
の
」
と
は
、
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
で
あ

っ
て
、
当
該
廃
棄
物
の
輸
入
に
係
る
通
関
手
続
き
が
終

了
し
て
い
な
い
も
の
を
い
う
こ
と
。
当
該
廃
棄
物
の
輸

出
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
七
第

六
号
に
規
定
す
る
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
た

場
合
に
限
り
、
環
境
大
臣
の
確
認
を
不
要
と
す
る
こ
と
。 

６

そ
の
他

個
別
の
輸
出
確
認
の
申
請
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た

輸
出
予
定
年
月
日
を
正
当
な
理
由
な
く
超
過
し
た
場

合
に
は
、
改
め
て
環
境
大
臣
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

第
四

標
準
処
理
期
間

標
準
処
理
期
間
は
、
六
〇
日
と
す
る
こ
と
。

118



▽
廃
棄
物
の
輸
入
の
許
可
に
係
る
審
査
基
準
等

平
成
三
〇
・
八
・
二
十

環
循
規
発
一
八
〇
八

二
〇
一

環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
長
通
知

第
一

廃
棄
物
の
輸
入
許
可
の
趣
旨

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五

条
の
四
の
五
第
一
項
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
輸
入
に
つ
い
て

は
、
環
境
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
外
に
お
い
て
生
じ
た
廃
棄
物
は
、
そ
の
輸
入
に
よ
り
国
内

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
輸

入
が
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
輸
入
に
係

る
廃
棄
物
（
以
下
「
国
外
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
が
国
内
に

お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
技
術
の
向
上
、
日

本
企
業
の
国
際
展
開
の
拡
大
及
び
社
会
的
責
任
に
基
づ
く

環
境
配
慮
の
取
組
の
推
進
を
受
け
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
り
、
国
内
に
お
け
る
適
正
な
処

理
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
国
外
廃
棄
物
を
国

内
に
お
い
て
処
分
す
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
国
外
廃
棄
物
を
他
人
に
委
託

し
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者

も
、
新
た
に
輸
入
許
可
の
対
象
者
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

途
上
国
で
は
適
正
な
処
理
が
困
難
で
あ
る
が
国
内
で
は
処

理
可
能
な
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
国
内
に
お
い
て
対
応
可
能
な

範
囲
内
で
受
け
入
れ
て
適
正
に
処
理
す
る
取
組
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
廃
棄
物
の
輸
入
と
は
、
外
国
か
ら
本
邦
に
向
け
ら

れ
た
廃
棄
物
を
本
邦
に
持
ち
込
む
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
、

外
国
と
は
本
邦
以
外
の
国
又
は
地
域
を
い
い
、
公
海
は
含
ま

な
い
。

第
二

適
合
性
の
確
認
に
つ
い
て

１

法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
輸
入
の

許
可
（
以
下｢

輸
入
許
可｣

と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
十
五

条
の
四
の
五
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
に
規
定
す
る

適
合
性
の
確
認
は
、
次
の
⑴
～
⑶
に
掲
げ
る
事
項
の
適
否

を
審
査
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑴

輸
入
に
係
る
廃
棄
物
が
、
国
内
に
お
け
る
そ
の
国
外

廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
設
備
及
び
技
術
に
照
ら
し
、

国
内
に
お
い
て
適
正
に
処
理
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
（
法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
三
項
第

一
号
）

①

適
合
性
の
確
認

イ

予
定
さ
れ
る
収
集
運
搬
及
び
処
分
（
再
生
及
び

再
生
品
の
製
造
に
伴
っ
て
生
ず
る
残
さ
の
処
分

を
含
む
。
）
の
方
法
が
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
（
当
該
国
外
廃

棄
物
が
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
）
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

予
定
さ
れ
る
国
外
廃
棄
物
の
処
理
施
設
が
、
当

該
産
業
廃
棄
物
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の

処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。 

ハ

予
定
さ
れ
る
収
集
運
搬
に
係
る
車
両
の
運
搬

計
画
及
び
処
分
に
係
る
施
設
の
処
理
能
力
が
、
輸

入
量
に
照
ら
し
て
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

廃
棄
物
の
物
理
的
若
し
く
は
化
学
的
特
性
を

評
価
し
、
又
は
適
正
な
処
理
の
方
法
を
決
定
す
る

た
め
の
分
析
試
験
（
以
下
「
分
析
試
験
」
と
い
う
。
）

の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
の
輸
入
に
当
た
っ
て
は
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(ⅰ)

輸
入
に
係
る
廃
棄
物
が
、
国
内
に
お
い
て
予

定
さ
れ
る
分
析
試
験
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と

が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（ⅱ）

予
定
さ
れ
る
分
析
試
験
が
、
廃
棄
物
の
発
生

を
最
小
化
す
る
観
点
か
ら
の
、
再
生
利
用
等
に

よ
る
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処

理
に
関
す
る
技
術
の
開
発
又
は
体
制
の
整
備

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ⅲ）

予
定
さ
れ
る
分
析
試
験
を
行
お
う
と
す
る

区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
（
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）

第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
を
含
む
。
以
下
同

じ
。） 

か
ら
、
予
定
さ
れ
る
分
析
試
験
の
方
法

及
び
施
設
が
適
正
な
も
の
で
あ
る
旨
の
判
断

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ⅳ）

輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
量
が
、
予
定
さ
れ
る

分
析
試
験
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

②

参
考
と
な
る
書
類
の
添
付

①
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下

｢

規
則｣

と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
三

項
第
十
号
「
そ
の
他
必
要
な
書
類
」
と
し
て
、
予
定

さ
れ
る
分
析
試
験
の
方
法
及
び
施
設
が
適
正
な
も

の
で
あ
る
旨
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
書
面
又
は
誓
約
書
等
の
添
付
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

⑵

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
自
ら
又
は
他
人
に

委
託
し
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
（
法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
三
項
第
二

号
）
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①

適
合
性
の
確
認

イ

申
請
者
等
（
申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
他

人
に
委
託
し
て
処
理
す
る
場
合
に
は
、
申
請
者
及

び
当
該
委
託
を
受
け
る
者
。
以
下
、
ロ
か
ら
ニ
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

又
は
環
境
関
連
法
令
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
。

ロ

申
請
者
等
が
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
を

行
う
に
当
た
り
、
必
要
な
許
可
、
認
可
、
承
認
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

ハ

申
請
者
等
が
、
過
去
五
年
間
、
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
と
す
る
法
令
（
法
、
浄
化
槽
法
（
昭
和

五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
そ
の
他
令
第
四
条

の
六
に
定
め
る
法
令
）
に
違
反
し
、
処
罰
さ
れ
た

者
で
な
い
こ
と
。

ニ

申
請
者
等
が
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
に

関
し
、
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ

る
者
で
な
い
こ
と
。

ホ

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
自
ら
処
理
す

る
場
合
に
は
、
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

(ⅰ)

産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
又
は
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
処
分
業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
国
外
廃

棄
物
の
処
分
を
そ
の
事
業
の
範
囲
に
含
む
も

の
（ⅱ）

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
国

外
廃
棄
物
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
有
す
る
者
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。） 

（ⅲ）

分
析
試
験
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
予
定
さ
れ

る
分
析
試
験
を
行
お
う
と
す
る
区
域
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
か
ら
、
予
定
さ
れ
る
分
析
試
験

が
適
正
な
も
の
で
あ
る
旨
の
判
断
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の

ヘ

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
他
人
に
委
託

し
て
処
理
す
る
場
合
に
は
、
令
第
六
条
の
二
に
規

定
す
る
産
業
廃
棄
物
委
託
基
準
（
当
該
国
外
廃
棄

物
が
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
令
第
六
条
の
六
に
規
定
す
る
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
委
託
基
準
）
に
従
っ
た
委
託
契
約
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ト

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
他
人
に
委
託

し
て
分
析
試
験
を
行
う
場
合
に
は
、
適
正
な
委
託

契
約
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
ヘ
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
を
他
人
に
委
託

し
て
処
理
す
る
場
合
に
は
、
申
請
者
が
、
そ
の
業

務
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由

が
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
者

の
資
質
及
び
社
会
的
信
用
性
等
の
面
か
ら
、
将
来
、

そ
の
業
務
に
関
し
て
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為

を
す
る
こ
と
が
相
当
程
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て

予
想
さ
れ
る
者
と
し
て
、
「
行
政
処
分
の
指
針
に

つ
い
て
」
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
環
循
規
発

第
一
八
〇
三
三
〇
二
八
号
環
境
省
環
境
再
生
・
資

源
循
環
局
廃
棄
物
規
制
課
長
通
知
）
第
二
の
⑷
③

に
該
当
す
る
者
で
は
な
い
こ
と
。

②

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付

①
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
三
項
第
十
号
の

「
そ
の
他
必
要
な
書
類
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
内

容
を
記
載
し
た
書
類
等
の
添
付
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

イ

申
請
者
等
が
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又

は
環
境
関
連
法
令
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に

処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い

る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

ロ

申
請
者
等
が
過
去
五
年
間
で
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
と
す
る
法
令
に
違
反
し
、
処
分
さ
れ
た

者
で
は
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

ハ

契
約
書
の
写
し

⑶

申
請
者
が
そ
の
国
外
廃
棄
物
の
処
分
を
他
人
に
委

託
し
て
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
国
外
廃
棄
物
を
国
内
に
お
い
て
処
分
す
る
こ
と

に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
法

第
十
五
条
の
四
の
五
第
三
項
第
三
号
）

以
下
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

「
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

①

適
合
性
の
確
認

イ

そ
の
国
外
廃
棄
物
が
、
輸
入
の
相
手
国
に
お
い

て
は
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、

国
内
に
お
い
て
は
適
正
に
処
理
さ
れ
る
場
合

ロ

そ
の
国
外
廃
棄
物
が
、
輸
入
の
相
手
国
に
お
い

て
は
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
国

内
に
お
い
て
は
再
生
利
用
さ
れ
る
場
合

ハ

国
外
に
お
け
る
自
社
、
親
会
社
又
は
子
会
社
等

の
物
の
製
造
、
加
工
、
販
売
等
の
事
業
活
動
に
伴

い
生
じ
た
国
外
廃
棄
物
を
国
内
処
理
す
る
場
合

ニ

自
社
、
親
会
社
又
は
子
会
社
等
の
生
産
又
は
使

用
し
た
製
品
、
容
器
等
が
国
外
廃
棄
物
と
な
っ
た

も
の
を
国
内
処
理
す
る
場
合

ホ

輸
入
の
相
手
国
の
法
令
等
に
よ
り
、
廃
棄
物
と

な
っ
た
製
品
の
生
産
国
で
あ
る
我
が
国
で
の
処

理
が
求
め
ら
れ
る
場
合

ヘ

そ
の
国
外
廃
棄
物
を
分
析
試
験
の
用
に
供
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
予
定
さ
れ
る
分
析
試
験
を
行

お
う
と
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
か
ら
、

予
定
さ
れ
る
分
析
試
験
が
適
正
な
も
の
で
あ
る

旨
の
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と

②

参
考
と
な
る
書
類
等
の
添
付
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①
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
三
項
第
十
号
の

「
そ
の
他
必
要
な
書
類
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２

生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
条
件

輸
入
許
可
を
す
る
際
の
法
第
十
五
条
の
四
の
五
第
四

項
に
規
定
す
る
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
条
件
に
つ

い
て
は
、
申
請
者
に
対
し
、
法
に
規
定
す
る
基
準
を
遵
守

さ
せ
、
か
つ
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ

る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
必
要
な
具
体
的
な
手
段
、
方
法
等

に
つ
い
て
付
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
法
令
上
既
に
そ
の

遵
守
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
輸
入
許
可
に
際

し
て
の
条
件
と
し
て
付
す
こ
と
は
要
し
な
い
こ
と
か
ら
、

輸
入
許
可
に
際
し
て
付
す
る
条
件
は
、
法
令
上
明
示
的
に

そ
の
遵
守
が
義
務
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
生
活

環
境
の
保
全
上
必
要
な
も
の
と
し
て
条
件
と
し
て
追
加

的
に
付
す
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
個
別
の
事
例
に
応
じ
て
、
輸
入
す
る
廃

棄
物
が
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
特
に
生
じ
や
す

い
性
状
を
有
し
て
い
る
、
又
は
輸
入
量
が
処
理
能
力
や
現

在
の
処
理
実
績
に
比
し
て
多
量
で
あ
る
等
の
場
合
に
、
以

下
の
条
件
を
付
す
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

・

輸
入
す
る
廃
棄
物
の
処
分
に
当
た
っ
て
生
活
環
境
保

全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
処
理
施
設
に
お
け
る

単
位
時
間
当
た
り
の
受
入
量
や
処
分
量
を
制
限
す
る

条
件

・

輸
入
物
の
保
管
中
に
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
一
定
面
積
以
上
の
保
管
場
所
を
確
保

す
る
こ
と
、
保
管
期
間
を
一
定
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と

等
の
条
件

・

交
通
量
が
著
し
く
増
加
し
て
大
気
環
境
の
著
し
い
悪

化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
運
搬
経
路
又
は
搬
入
時

間
帯
を
指
定
す
る
条
件

・

そ
の
他
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
及

び
人
の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
上
の
観

点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
条
件

第
三

輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
の
委
託

輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
の
委
託
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
二

条
第
六
項
及
び
令
第
六
条
の
二
第
三
号
に
お
い
て
、
当
該
廃

棄
物
を
輸
入
し
た
者
が
自
ら
そ
の
処
分
又
は
再
生
を
行
う

も
の
と
し
て
輸
入
許
可
を
受
け
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
処
分
又
は
再
生
を
委
託
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
災

害
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
適
正
な
処
分
又
は
再
生

が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
の
確
認
を
受
け

た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
、
と
し
て
い
る
。

下
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
輸
入

さ
れ
た
廃
棄
物
の
委
託
基
準
に
お
け
る
「
災
害
そ
の
他
特
別

な
事
情
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

・
自
然
災
害
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
処
理
施
設
の
稼
働

が
困
難
と
な
っ
た
場
合

・
通
常
の
使
用
に
伴
う
故
障
、
破
損
又
は
事
故
の
発
生
に

よ
り
、
処
理
施
設
の
稼
働
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

・
そ
の
他
委
託
す
る
こ
と
が
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
観

点
か
ら
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
四

輸
入
許
可
等
の
手
続

廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
輸
入
に
用
い
る

港
の
所
在
地
を
所
管
す
る
地
方
環
境
事
務
所
に
対
し
て
、
規

則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
に
規
定
す
る
様
式
第
二
十
九

号
の
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
添

付
書
類
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
和
訳
を
添
付
す
る
こ

と
。ま

た
、
規
則
第
十
二
条
十
二
の
二
十
第
二
項
に
規
定
す
る

輸
入
の
一
括
許
可
を
受
け
た
者
で
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
当
該
許
可
に
係
る
事
項
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
様

式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
届
出
書
を
所
定
の
地
方
環
境

事
務
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
（
輸
入
の
一

括
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
個
別
の
輸
入
ご
と
に
当

該
輸
入
に
係
る
廃
棄
物
の
処
分
が
終
了
し
た
と
き
）
は
、
規

則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
一
に
規
定
す
る
様
式
二
十
九

号
の
四
の
報
告
書
を
所
定
の
地
方
環
境
事
務
所
に
提
出
す

る
こ
と
。

規
則
第
八
条
の
三
の
二
に
基
づ
き
、
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物

の
適
正
な
処
分
又
は
再
生
が
困
難
で
あ
る
旨
の
環
境
大
臣

の
確
認
を
申
請
す
る
場
合
は
、
様
式
第
二
号
の
七
の
申
請
書

を
所
定
の
地
方
環
境
事
務
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
五

そ
の
他
留
意
事
項

１

国
内
に
お
け
る
法
の
遵
守

国
外
廃
棄
物
を
輸
入
し
た
者
は
、
事
業
者
と
し
て
の
産

業
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
責
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
（
法
第

十
五
条
の
四
の
六
及
び
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
）

２

許
可
を
不
要
と
す
る
者

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
二
に
規
定
さ
れ
る
者

に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て
許
可
が
不
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
者
は
、
自
ら

国
外
廃
棄
物
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
り
、
国
外
廃

棄
物
を
他
人
に
委
託
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
者
は
該

当
し
な
い
。

３

分
析
試
験
の
用
に
供
す
る
廃
棄
物
の
輸
入
に
関
す
る

環
境
大
臣
へ
の
届
出
の
規
定

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
第
五
項
に
規
定
す
る

「
そ
の
重
量
が
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
も
の
」

と
は
、
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
分
析
試
験
の
用
に

供
す
る
同
一
の
廃
棄
物
を
複
数
回
に
分
け
て
輸
出
す
る

場
合
を
含
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

４

許
可
の
対
象
と
な
ら
な
い
廃
棄
物

環
境
大
臣
の
輸
入
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
る
廃
棄
物

に
、
航
行
廃
棄
物
及
び
携
帯
廃
棄
物
は
含
ま
な
い
こ
と
。

（
法
第
十
五
条
の
四
の
五
）

５

再
委
託
の
禁
止

再
委
託
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
の
責
任
の

所
在
を
不
明
確
に
し
、
不
法
投
棄
等
の
不
適
正
な
処
理
を

誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
輸
入
許
可
を
受
け

て
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
に
つ
い
て
、
再

委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
法
第
十
四
条
第
十
六
項

121



及
び
令
第
六
条
の
十
二
第
三
号
）

６

事
故
時
の
報
告

規
則
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
一
第
三
項
に
規
定
す

る
当
該
輸
入
に
係
る
施
設
と
は
、
当
該
輸
入
に
係
る
産
業

廃
棄
物
の
運
搬
車
、
運
搬
船
、
運
搬
容
器
そ
の
他
の
運
搬

施
設
及
び
処
分
施
設
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
同
項
の
応
急

の
措
置
と
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
委
託
を
受
け

た
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え

な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
同
項
の
事
故
の
状
況
及
び
講
じ
た

措
置
の
概
要
の
報
告
は
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が

生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
時

に
速
や
か
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が

っ
て
、
迅
速
性
の
観
点
か
ら
、
確
認
さ
れ
た
範
囲
の
事
故

の
状
況
等
に
つ
い
て
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
等
で
環
境
省

（
地
方
環
境
事
務
所
を
含
む
。
）
に
速
や
か
に
報
告
し
、

そ
の
後
、
当
該
確
認
が
十
分
に
な
さ
れ
た
時
点
で
、
任
意

の
様
式
で
文
書
に
て
報
告
す
る
こ
と
。

７

そ
の
他

個
別
の
輸
入
許
可
の
申
請
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
輸

入
予
定
年
月
日
を
正
当
な
理
由
な
く
超
過
し
た
場
合
に

は
、
改
め
て
環
境
大
臣
に
よ
る
輸
入
許
可
を
申
請
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。

第
六

標
準
処
理
期
間

標
準
処
理
期
間
は
、
六
〇
日
と
す
る
こ
と
。
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関
税
法
（
抜
粋
）

（
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日

法
律
第
六
十
一
号
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
関
税
の
確
定
、
納
付
、
徴
収
及
び
還
付
並
び
に
貨
物
の
輸
出
及

び
輸
入
に
つ
い
て
の
税
関
手
続
の
適
正
な
処
理
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）

第
六
十
七
条

貨
物
を
輸
出
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
貨
物
の
品
名
並
び
に
数
量
及
び
価
格
（
輸
入
貨
物
（
特
例
申
告
貨
物

を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
数
量
及
び
価
格
）
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
税
関
長
に
申
告
し
、
貨
物
に
つ
き
必
要
な
検
査
を
経
て
、
そ
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
手
続
）

第
六
十
七
条
の
二

輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
は
、
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
を
受
け
る
た

め
に
そ
の
申
告
に
係
る
貨
物
を
入
れ
る
保
税
地
域
等
（
保
税
地
域
又
は
第
三
十
条
第
一

項
第
二
号
（
外
国
貨
物
を
置
く
場
所
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
り
税
関
長
が
指
定
し
た
場

所
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
税
関
長
に
対
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

輸
入
申
告
は
、
そ
の
申
告
に
係
る
貨
物
を
保
税
地
域
等
に
入
れ
た
後
に
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一

当
該
貨
物
を
保
税
地
域
等
に
入
れ
な
い
で
申
告
を
す
る
こ
と
に
つ
き
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
税
関
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合 

二

当
該
貨
物
に
つ
き
、
特
例
輸
入
者
又
は
特
例
委
託
輸
入
者
が
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
輸
入
申
告
を
行
う
場
合

３

前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
輸
入
申
告
は
、
当
該
貨
物
に
係

る
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
（
入
港
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
積
荷
に
関
す
る

事
項
が
税
関
に
報
告
さ
れ
、
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
八
項
若
し
く
は
第
十
八
条

第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
（
入
出
港
の
簡
易
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
積
荷
に
関
す
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
が
税
関
に
提
出
さ
れ
た
後
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
に
際
し
て
の
提
出
書
類
） 

第
六
十
八
条

税
関
長
は
、
第
六
十
七
条
（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）
の
規
定
に
よ
る
申

告
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
輸
出
若
し
く
は
輸
入
の
許
可
の
判
断
の
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
き
、
又
は
関
税
に
つ
い
て
の
条
約
の
特
別
の
規
定
に
よ
る
便
益
（
こ
れ
に
相
当

す
る
便
益
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
契
約
書
、
仕
入
書
そ
の
他
の
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書

類
又
は
当
該
便
益
を
適
用
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
明
又
は
確
認
）

第
七
十
条

他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
輸
出
又
は
輸
入
に
関
し
て
許
可
、
承
認
そ
の
他
の

行
政
機
関
の
処
分
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
許
可
、
承
認

等
」
と
い
う
。
）
を
必
要
と
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
際
、

当
該
許
可
、
承
認
等
を
受
け
て
い
る
旨
を
税
関
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
輸
出
又
は
輸
入
に
関
し
て
検
査
又
は
条
件
の
具
備
を
必

要
と
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
七
条
（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）
の
検
査
そ
の

他
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
に
係
る
税
関
の
審
査
の
際
、
当
該
法
令
の
規
定
に
よ
る
検

査
の
完
了
又
は
条
件
の
具
備
を
税
関
に
証
明
し
、
そ
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

第
一
項
の
証
明
が
さ
れ
ず
、
又
は
前
項
の
確
認
を
受
け
ら
れ
な
い
貨
物
に
つ
い
て
は
、

輸
出
又
は
輸
入
を
許
可
し
な
い
。
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外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
抜
粋
）

（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日

法
律
第
二
百
二
十
八
号
）

（
輸
出
の
原
則
）

第
四
十
七
条

貨
物
の
輸
出
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
に
合
致
す
る
限
り
、
最
少
限
度
の
制

限
の
下
に
、
許
容
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
輸
出
の
許
可
等
）

第
四
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
二
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
特
定
の
種
類
の
若
し
く
は
特

定
の
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
特
定
の
取
引
に
よ

り
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
国
際
収
支
の
均
衡
の
維
持
の
た
め
、
外
国

貿
易
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国

際
約
束
を
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
、
国
際
平
和
の
た
め
の
国
際
的
な
努
力
に
我
が
国
と

し
て
寄
与
す
る
た
め
、
又
は
第
十
条
第
一
項
の
閣
議
決
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

範
囲
内
で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
五
十
二
条

外
国
貿
易
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
我
が
国
が
締
結

し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
、
国
際
平
和
の
た
め
の
国
際

的
な
努
力
に
我
が
国
と
し
て
寄
与
す
る
た
め
、
又
は
第
十
条
第
一
項
の
閣
議
決
定
を
実

施
す
る
た
め
、
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
制
裁
）

第
五
十
三
条

（
略
）

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
貨
物
の
輸
出
又
は
輸
入
に
関
し
、
こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基

づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
者
（
前
項
に
規
定
す
る
者
を
除

く
。
）
に
対
し
、
一
年
（
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
応
措
置
（
第
四
十
八
条
第
三

項
又
は
前
条
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）
以
内
の

期
間
を
限
り
、
輸
出
又
は
輸
入
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、

違
反
者
（
第
一
項
に
規
定
す
る
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い

で
同
項
に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
出
を
し
た
者
又
は
前
項
に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
出
若

し
く
は
輸
入
に
関
し
、
こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基

づ
く
処
分
に
違
反
し
た
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
個
人
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
当
該
禁
止
に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
を
定
め
て
、

当
該
禁
止
に
係
る
範
囲
の
業
務
を
営
む
法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者

又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
当
該
業
務
を
担
当
す
る
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
、
代
表

者
、
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名

称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、

執
行
役
、
代
表
者
、
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
こ
と
を
禁
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣

は
、
違
反
者
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

者
が
当
該
禁
止
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
に
関
し
て
そ
の
者
が
有
し
て

い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
当
該
禁
止
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
者
に

よ
る
当
該
禁
止
に
係
る
業
務
を
制
限
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
当
該
禁
止
に
係

る
期
間
と
同
一
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
禁
止
に
係
る
範
囲
の
業
務
を
新
た
に
開
始
す

る
こ
と
（
当
該
業
務
を
営
む
法
人
の
当
該
業
務
を
担
当
す
る
役
員
と
な
る
こ
と
を
含

む
。
）
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
違
反
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

そ
の
役
員
及
び
当
該
禁
止
に
係
る
処
分
の
日

前
六
十
日
以
内
に
お
い
て
そ
の
役
員
で
あ
つ
た
者
並
び
に
そ
の
営
業
所
の
業
務
を

統
括
す
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て

124



単
に
「
使
用
人
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
禁
止
の
日
前
六
十
日
以
内
に
お
い
て
そ
の

使
用
人
で
あ
つ
た
者

二

当
該
違
反
者
が
個
人
で
あ
る
場
合

そ
の
使
用
人
及
び
当
該
禁
止
に
係
る
処
分
の

日
前
六
十
日
以
内
に
お
い
て
そ
の
使
用
人
で
あ
つ
た
者 

（
罰
則
）

第
六
十
九
条
の
七

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
違
反
行

為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
五

倍
以
下
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
い
で

貨
物
の
輸
出
を
し
た
者

五

第
五
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
い
で
貨
物
の

輸
入
を
し
た
者

２

（
略
）

第
七
十
二
条

法
人
（
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
、
第
二
十
七
条
第
十
三

項
、
第
二
十
八
条
第
八
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
団
体
に
該
当

す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は

人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に

関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

第
六
十
九
条
の
七

五
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が

五
億
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑

四
・
五

（
略
）
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輸
出
貿
易
管
理
令
（
抜
粋
）

（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日

政
令
第
三
百
七
十
八
号
）

（
輸
出
の
承
認
）

第
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
貨
物
の
輸
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

別
表
第
二
中
欄
に
掲
げ
る
貨
物
の
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
輸

出
一
の
二
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
特
例
）

第
四
条

（
略
）

２

第
二
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
別
表
第
二

の
三
七
か
ら
四
一
ま
で
及
び
四
三
か
ら
四
五
ま
で
の
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
貨
物
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

仮
に
陸
揚
げ
し
た
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。た
だ
し
、別
表
第
二
の
一
、

三
五
及
び
三
五
の
二
の
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
貨
物
（
同
表
の
一
の
項
の
中
欄
及
び
三

五
の
二
の
項
（
一
）
に
掲
げ
る
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。）
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。

二
～
四

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
税
関
の
確
認
等
）

第
五
条

税
関
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
指
示
に
従
い
、
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
が

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
許
可
若
し
く
は
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
四
条
、
第
十
二
条
関
係
）

三

五

の
二

（
二
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
（
（
一
）

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
一
）

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制

に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害

廃
棄
物
等

全
地
域
（
南
緯

六
十
度
線
以
北

の

公

海

を

除

く
。
）
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輸
入
貿
易
管
理
令
（
抜
粋
）

（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日

政
令
第
四
百
十
四
号
）

（
輸
入
に
関
す
る
事
項
の
公
表
）

第
三
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認

を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
適
当
で
な
い
と
認
め

る
事
項
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目

を
定
め
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
貨
物
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
四
条

貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

当
該
貨
物
の
品
目
に
つ
い
て
、
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
が
前
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
原
産
地
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
を

輸
入
し
、
又
は
そ
の
船
積
地
域
か
ら
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
税
関
の
確
認
等
）

第
十
五
条

税
関
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
指
示
に
従
い
、
通
関
に
際
し
、
貨
物
を
輸
入
し

よ
う
と
す
る
者
が
輸
入
の
承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
要
し

な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

輸
出
貿
易
管
理
令
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

別
表
第
二
の
一
の
項
の
中
欄
及
び
三
五
の
二
の
項
（
一
）
に
掲

げ
る
貨
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
仮
に
陸
揚

げ
し
た
貨
物
か
ら
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
除
く
も
の

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

経
済
産
業
省
告
示
二
百
六
十
三
号
）

輸
出
貿
易
管
理
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
別
表
第
二
の
一
の
項
の
中
欄
及
び
三
五
の
二
の
項
（
一
）
に
掲
げ
る
貨
物
を
輸

出
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
仮
に
陸
揚
げ
し
た
貨
物
か
ら
経
済
産
業
大
臣
が
告

示
で
除
く
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

令
別
表
第
二
の
三
五
の
二
の
項
（
一
）
に
掲
げ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
有
害
廃
棄
物
の

国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
第
八
条
又
は
第

九
条
２
の
規
定
に
基
づ
き
我
が
国
が
通
報
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
通
報

を
受
け
た
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
も
の
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

同
法
第
十
条
第
二
項
（
同
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
者
が
輸
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
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特定有害廃棄物等の輸出承認について 

輸出注意事項５第４１号（5.12.14） 

１ 適用地域 

適用地域は、全地域（南緯６０度の線以北の公海及び台湾を除く。ただし、他の外国の地域を経

由して南緯６０度の線以北の公海に輸出する場合にあっては、当該外国の地域を仕向地とみなし適

用地域に含まれるものとする。）とする。 

２ 適用品目 

適用品目は、輸出貿易管理令別表第２の３５の２の項（１）に掲げる貨物（特定有害廃棄物等の

輸出入等の規制に関する法律（平成４年法律第１０８号。以下「バーゼル法」という。）第２条第

１項に規定する特定有害廃棄物等（バーゼル法第２条第１項第１号ロ並びに特定有害廃棄物等の輸

出入等の規制に関する法律に基づく特定有害廃棄物等の範囲等を定める省令（平成３０年環境省令

第１２号。以下「バーゼル省令」という。）第３条及び第５条に規定するものとする。以下「特定

有害廃棄物等」という。））とする。 

なお、バーゼル省令第２条に規定するもの及び仮に陸揚げした貨物であって有害廃棄物等の国境

を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約（以下「条約」という。）第８条又は第９

条２の規定に基づき我が国が通報を行ったものであり、かつ、当該通報を受けた地域を仕向地とす

るもの（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「廃掃法」という。）

第２条第１項に規定する廃棄物については、同法第１０条第２項（同法第１５条の４の７第１項に

おいて準用する場合を含む。）に規定する者が輸出しようとする場合に限る。）は承認を要しない。 

３ 輸出承認の申請 

（１）輸出承認申請書の提出先 

輸出承認の申請をしようとする者は、輸出承認申請書２通を、次に掲げる表の「貨物の種類」

の区分に応じ、右欄に掲げる「提出先」に提出するものとする。 

貨 物 の 種 類 提 出 先 

経済産業省貿易経済協力局貿易管理部農水

産室の所管に係るもの（農林畜水産物、飲

食料品及び農薬に関するもの） 

経済産業省貿易経済協力局貿易管理部農

水産室 

対象貨物のうち、上に掲げるもの以外のも

の 

貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 

（注）輸出しようとする貨物が上記２に該当するか否かについて等の問合せ先…産業技術環境局

資源循環経済課 

（２）輸出承認申請の際の添付書類 

（注）下記の提出書類のうち、契約書等が英語以外の外国語の場合には、和訳又は英訳したもの（任

意様式）を添付のこと。 

① 共通事項

イ 輸出承認申請理由書 1通（申請理由書様式によるもの） 

128



ロ 申請者が法人である場合は登記簿の謄本、個人である場合は住民票の写し １通（ただし、

輸出承認の申請実績が無い場合又は前回申請時までに提出した当該書類に記載された事項

に変更が生じた場合に限る。） 

ハ 輸出契約書又は輸出契約を証するに足る書類のいずれかの写し １通 

ニ 特定有害廃棄物等の運搬の手段及び経路（輸出入地点）の詳細を記載した貨物のフロー図 

１通 

ホ 適用品目が廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「廃掃

法」という。）第２条第１項に規定する廃棄物に該当する場合は同法第１０条第１項（同法

第１５条の４の７第１項において準用する場合を含む。）の規定に基づく環境大臣の輸出の

確認書（同法第１０条第２項（同法第１５条の４の７第１項において準用する場合を含む。）

に規定する者が輸出しようとする場合を除く。）の写し １通 

ヘ 適用品目に係る輸出移動書類（申請書） ２通 

ト 別紙様式（通告書）に示す書類 １通（バーゼル省令第５条に規定するモニター（以下「モ

ニター」という。）を香港に輸出する場合を除く。） 

チ その他必要と認められる書類 

② 経済協力開発機構（以下「ＯＥＣＤ」という。）加盟国向けであって、条約附属書ⅣＢに掲げ

る処分作業を行うもの（鉛蓄電池を除く。）の場合）（注１） 

イ 申請者、輸入者、運搬者及び処分者の間の契約書、又は当該特定有害廃棄物等が一の法人

等により管理されている事業場の間で運搬される場合にあっては当該事業場間の契約に相

当する取決めの書類（当該契約等には、輸出される特定有害廃棄物等の運搬又は処分を契約

等の内容に従って完了することができない場合において代替的に運搬又は処分を行う者及

び費用負担に関する事項が含まれていること。）の写し 各１通 

ロ 申請者が輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実に

実施するに足る経理的基礎を有することを証する次の書類（注２）（注３） 各１通 

ａ）資金調達方法を示す書類、貸借対照表及び損益計算書（前年度のもの） 

ｂ）次の計算式で算出される費用に関する見積り等を示す書類及び当該費用を支払うことが

できる能力を有することを証する銀行保証、保険又はその他の書類 

＜計算式＞ 

ＦＧ＝（ＣＴ＋ＣＲＤ＋ＣＳ）×Ｑ×Ｆ 

ＦＧ ：資力保証の金額 

ＣＴ ：運搬単価（輸出先国から我が国への１トン当たりの運搬費用） 

ＣＲＤ ：処分単価（我が国処分施設での１トン当たりの処分費用）（※） 

ＣＳ ：保管単価（輸出先港又は輸出先処分施設での１トン当たりの９０日分保管費用） 

Ｑ ：輸出特定有害廃棄物等の量（トン） 

Ｆ ：安全係数（１．２） 

（※）処分単価がマイナス（有価物）の場合は、０として計算する。 

（注１）上記②には、条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業に係る分析試験（ＯＥＣＤの回収作業が

行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に関する理事会決定（以下「理事会決定」という。）

第Ⅱ章Ｄ（１）（ｃ）に基づく分析試験をいう。以下同じ。）を行うためのものであって、ポ

リ塩化ビフェニル（以下「ＰＣＢ」という。）を５０ｐｐｍ（百万分率）以上含むもの又は２

５キログラムを超えるものを含む。 

（注２）分析試験を行うものの場合は、上記ロの書類の提出を要しない。 

（注３）輸出の相手国又は条約の締約国である通過国が特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分

について保険、供託金その他の金銭的保証を講じることを義務付けている場合にあっては、
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上記ロに代えて、当該措置を講じたことを証明する書類の写し１通を提出することができる。 

③ ＯＥＣＤ加盟国向けの場合であって、条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うもの（鉛蓄電

池に限る。）の場合（注１） 

イ 申請者、輸入者、運搬者及び処分者の間の契約書、又は当該鉛蓄電池が一の法人等により

管理されている事業場の間で運搬される場合にあっては当該事業場間の契約に相当する取

決めの書類（当該契約等には、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記する

とともに、輸出される鉛蓄電池の運搬又は処分を契約等の内容に従って完了することができ

ない場合において代替的に運搬又は処分を行う者及び費用負担に関する事項が含まれてい

ること。）の写し 各１通 

ロ 申請者が、輸出しようとする鉛蓄電池の再輸入その他これに準ずる措置を確実に実施する

に足る経理的基礎を有することを証する次の書類（注２）（注３） 各１通 

ａ）資金調達方法を示す書類、貸借対照表及び損益計算書（前年度のもの） 

ｂ）次の計算式で算出される費用に関する見積り等を示す書類及び当該費用を支払うことが

できる能力を有することを証する銀行保証、保険又はその他の書類 

＜計算式＞ 

ＦＧ＝（ＣＴ＋ＣＲＤ＋ＣＳ）×Ｑ×Ｆ 

ＦＧ ：資力保証の金額 

ＣＴ ：運搬単価（輸出先国から我が国への１トン当たりの運搬費用） 

ＣＲＤ ：処分単価（我が国処分施設での１トン当たりの処分費用）（※） 

ＣＳ ：保管単価（輸出先港又は輸出先処分施設での１トン当たりの９０日分保管費用） 

Ｑ ：輸出特定有害廃棄物等の量（トン） 

Ｆ ：安全係数（１．２） 

（※）処分単価がマイナス（有価物）の場合は、０として計算する。 

ハ 鉛蓄電池の処分（鉛蓄電池の処分に伴って生じる残滓の処分を含む。）に関する環境の保

全の観点から確認を必要とする次の書類（注２）（注４） 各１通 

ａ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする者が輸出の相手国において禁錮以上の刑に処

せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合にあっては、

その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過しているこ

とを誓約する書面 

ｂ）輸出の相手国における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないこと

を誓約する書面 

ｃ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする者が法人である場合には、直前３年の各事業

年度における貸借対照表及び損益計算書 

ｄ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする者が個人である場合には、資産に関する調書 

ｅ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする施設の処分能力及び直前３年間の処分実績並

びに当該特定有害廃棄物等の処分計画に関する書類 

ｆ）輸出に係る鉛蓄電池の性状を明らかにする書類 

ｇ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする施設の概要に関する書類 

ｈ）輸出に係る鉛蓄電池を生じた施設の排出工程図 

ｉ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする施設の構造を明らかにする平面図、立面図、

構造図、処分工程図及び設計計算書並びに当該施設の付近の見取図 

ｊ）輸出に係る鉛蓄電池の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さの処分を行おうとする全

ての施設に関する施設の処分能力及び施設の処分方式に関する書類 

ｋ）輸出に係る鉛蓄電池の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さに含まれる有害物質の濃
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度を記載した書類 

ｌ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする者が輸出の相手国において必要な許可等を受

けていることを証する書類 

ｍ）鉛蓄電池の処分に関して遵守すべき輸出の相手国の法令を記載した書面 

ｎ）その他条約の的確かつ円滑な実施及び輸出の相手国における人の健康の保護及び生活環

境の保全上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ｏ）その他必要と認められる書類 

（注１）上記③には、条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業に係る分析試験を行うためのものであっ

て、ＰＣＢを５０ｐｐｍ（百万分率）以上含むもの又は２５キログラムを超えるものを含む。 

（注２）分析試験を行うためのものの場合は、上記ロの書類については提出を要しない。また、

上記ハの書類に代えて、以下の書類を各１通提出すること。 

ａ）輸出に係る鉛蓄電池の処分を行おうとする者が輸出の相手国において禁錮以上の刑に処

せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合にあっては、

その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過しているこ

とを誓約する書面 

ｂ）輸出の相手国における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないこと

を誓約する書面 

ｃ）輸出に係る鉛蓄電池の分析試験の目的、方法、工程図及び期間を記載した書類 

ｄ）輸出に係る鉛蓄電池の量が分析試験に必要な最小限度のものであることを証する書類 

ｅ）輸出に係る鉛蓄電池の処分に伴い生ずる残さの処分方法を記載した書類 

ｆ）その他条約の的確かつ円滑な実施及び輸出の相手国における人の健康の保護及び生活環

境の保全上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ｇ）その他必要と認められる書類 

（注３）輸出の相手国又は条約の締約国である通過国が鉛蓄電池の輸入、運搬又は処分について

保険、供託金その他の金銭的保証を講じることを義務付けている場合にあっては、上記ロに

代えて、当該措置を講じたことを証明する書類の写し１通を提出することができる。 

（注４）廃掃法第１０条（同法第１５条の４の７第１項において読み替えて準用する場合を含む。）

の環境大臣の確認を受けた者である場合は、上記ハの書類の提出は不要とする。 

④ 上記②又は③以外（ＯＥＣＤ非加盟国向け又はＯＥＣＤ加盟国向けであって上記②又は③以

外のもの）の場合（注１） 

イ 申請の理由に関する次の書類 各１通 

ａ）輸出される特定有害廃棄物等を環境上適正かつ効率的な方法で処分するための技術上の

能力及び必要な施設、処分能力又は適当な処分場所を我が国が有しないとの理由で申請を

行う場合には、申請者がそのように判断した根拠を示した書類 

ｂ）輸出される特定有害廃棄物等が輸出の相手国において再生利用産業又は回収産業のため

の原材料として必要とされている場合には、処分者が輸出の相手国において当該特定有害

廃棄物等を再生利用産業又は回収産業のための原材料として必要としている旨の宣言書 

ロ 申請者が輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実に

実施するに足る経理的基礎を有することを証する次の書類（注２）（注３） 各１通 

ａ）資金調達方法を示す書類、貸借対照表及び損益計算書（前年度のもの） 

ｂ）次の計算式で算出される費用に関する見積り等を示す書類及び当該費用を支払うことが

できる能力を有することを証する銀行保証、保険又はその他の書類 

＜計算式＞ 

ＦＧ＝（ＣＴ＋ＣＲＤ＋ＣＳ）×Ｑ×Ｆ 
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ＦＧ ：資力保証の金額 

ＣＴ ：運搬単価（輸出先国から我が国への１トン当たりの運搬費用） 

ＣＲＤ ：処分単価（我が国処分施設での１トン当たりの処分費用）（※） 

ＣＳ ：保管単価（輸出先港又は輸出先処分施設での１トン当たりの９０日分保管費用） 

Ｑ ：輸出特定有害廃棄物等の量（トン） 

Ｆ ：安全係数（１．２） 

（※）処分単価がマイナス（有価物）の場合は、０として計算する。 

ハ 申請者、輸入者、運搬者及び処分者の間の、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われる

ことを明記した契約書又はその契約を証するに足る書類の写し １通 

ニ 環境の保全の観点から確認を必要とする次の書類（注２）（注４） １通 

ａ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が輸出の相手国において禁錮以上

の刑に処せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合に

あっては、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過

していることを誓約する書面 

ｂ）輸出の相手国における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないこと

を誓約する書面 

ｃ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が法人である場合には、直前３年

の各事業年度における貸借対照表及び損益計算書 

ｄ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が個人である場合には、資産に関

する調書 

ｅ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の処分能力及び直前３年間の処

分実績並びに当該特定有害廃棄物等の処分計画に関する書類 

ｆ）輸出に係る特定有害廃棄物等の性状を明らかにする書類 

ｇ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の概要に関する書類 

ｈ）輸出に係る特定有害廃棄物等を生じた施設の排出工程図 

ｉ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の構造を明らかにする平面図、

立面図、構造図、処分工程図及び設計計算書並びに当該施設の付近の見取図 

ｊ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さの処分を行おう

とする全ての施設に関する施設の処分能力及び施設の処分方式に関する書類 

ｋ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さに含まれる有害

物質の濃度を記載した書類 

ｌ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が輸出の相手国において必要な許

可等を受けていることを証する書類 

ｍ）特定有害廃棄物等の処分に関して遵守すべき輸出の相手国の法令を記載した書面 

ｎ）その他条約の的確かつ円滑な実施及び輸出の相手国における人の健康の保護及び生活環

境の保全上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ｏ）その他必要と認められる書類 

ホ 適用品目についての輸出承認の申請をしようとする者の署名のある次の書類 各１通 

ａ）有害物質の含有の程度及び有害特性の内容を示す書類 

ｂ）条約付属書Ⅰ及びⅡの該当するＹ番号、条約付属書Ⅲの該当するＨ番号、バーゼル省令

における該当箇所及び国際連合分類区分 

（注１）上記④には、ＯＥＣＤ加盟国向けにあっては条約附属書ⅣＡに掲げる処分作業に係る分

析試験を行うためのものであって、ＰＣＢを５０ｐｐｍ（百万分率）以上含むもの又は２５

キログラムを超えるもの、ＯＥＣＤ非加盟国向けにあっては条約附属書ⅣＡ及びＢに掲げる

処分作業に係る分析試験を行うためのものを含む。 
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（注２）分析試験を行うためのものの場合は、上記ロの書類については提出を要しない。また、

上記ニの書類に代えて、以下の書類を各１通提出すること。 

ａ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が輸出の相手国において禁錮以上

の刑に処せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合に

あっては、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過

していることを誓約する書面 

ｂ）輸出の相手国における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないこと

を誓約する書面 

ｃ）輸出に係る特定有害廃棄物等の分析試験の目的、方法、工程図及び期間を記載した書類 

ｄ）輸出に係る特定有害廃棄物等の量が分析試験に必要な最小限度のものであることを証す

る書類 

ｅ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる残さの処分方法を記載した書類 

ｆ）その他条約の的確かつ円滑な実施及び輸出の相手国における人の健康の保護及び生活環

境の保全上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ｇ）その他必要と認められる書類 

（注３）輸出の相手国又は条約の締約国である通過国が特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分

について保険、供託金その他の金銭的保証を講じることを義務付けている場合にあっては、

上記ロに代えて、当該措置を講じたことを証明する書類の写し１通を提出することができる。 

（注４）廃掃法第１０条（同法第１５条の４の７第１項において読み替えて準用する場合を含む。）

の環境大臣の確認を受けた者である場合は、上記ニの書類の提出は不要とする。 

（注５）モニターを香港に輸出する場合は、上記イからホの書類に代えて、香港当局から必要な

許可等を受けていることを証する書類を提出すること。 

４ 輸出の承認 

（１）条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うもの（鉛蓄電池を除く。）のＯＥＣＤ加盟国向けの輸出

承認（注１） 

当該申請が上記３に従って行われたものであることを確認し、当該適用品目の輸出が次の①か

ら④までに該当する場合に限り、行うものとする。 

また、適用品目のうち廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、環境大臣による輸出の

確認を受ける必要のあるもの（上記３（２）の①共通事項ホに該当するもの）については同法に

基づく環境大臣による輸出の確認を受けていることを併せて確認するものとする。 

① 特定有害廃棄物等の輸出について輸出の相手国及びＯＥＣＤ加盟国である通過国からの書面

による同意を得ていること。 

ただし、輸出の相手国が我が国に対して行う通告の受領通知の発給の時点から起算して３０

日以内に輸出の相手国及びＯＥＣＤ加盟国である通過国の権限のある当局からの回答が無い

ことをもって同意がなされたものとみなす。 

② 当該特定有害廃棄物等の運搬及び処分について、申請者、運搬者、輸入者及び処分者の間の

書面による契約、又は特定有害廃棄物等が一の法人等により管理されている事業場の間で運搬

される場合にあっては当該事業場間に契約に相当する取決めが存在すること。（当該契約等に

は、輸出される特定有害廃棄物等の運搬又は処分を契約等の内容に従って完了することができ

ない場合において代替的に運搬又は処分を行う者及び費用負担に関する事項が含まれている

こと。） 

③ 次のいずれかに該当すること（分析試験を行うための輸出を除く。）。

イ 輸出の相手国等において特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分について保険、供託金そ

の他の保証が義務付けられている場合には必要な措置が講じられていること。 
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ロ 輸出者が、輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実に

実施するに足る経理的基礎を有すること。 

④ その他ＯＥＣＤの回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規則に関する理事会決定

の的確かつ円滑な実施のために必要な事項に適合していること。 

（２）条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うもの（鉛蓄電池に限る。）のＯＥＣＤ加盟国向けの輸出

承認（注１） 

当該申請が上記３に従って行われたものであることを確認し、当該鉛蓄電池の輸出が次の①か

ら⑤までに該当する場合に限り、行うものとする。 

また、鉛蓄電池のうち廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、環境大臣による輸出の

確認を受ける必要のあるもの（上記３（２）の①共通事項ホに該当するもの）については同法に

基づく環境大臣による輸出の確認を受けていることを併せて確認するものとする。 

① 鉛蓄電池の輸出について輸出の相手国及びＯＥＣＤ加盟国である通過国からの書面による同

意を得ていること。 

ただし、輸出の相手国が我が国に対して行う通告の受領通知の発給の時点から起算して３０

日以内に輸出の相手国及びＯＥＣＤ加盟国である通過国の権限のある当局からの回答が無い

ことをもって同意がなされたものとみなす。 

② 当該鉛蓄電池の運搬及び処分について、申請者、運搬者、輸入者及び処分者の間の書面によ

る契約、又は鉛蓄電池が一の法人等により管理されている事業場の間で運搬される場合にあっ

ては当該事業場間に契約に相当する取決めが存在すること。 

また、当該契約等には、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記するととも

に、輸出される鉛蓄電池の運搬又は処分を契約等の内容に従って完了することができない場合

において代替的に運搬又は処分を行う者及び費用負担に関する事項が含まれていること。 

③ 次のいずれかに該当すること（分析試験を行うための輸出を除く。）

イ 輸出の相手国等において鉛蓄電池の輸入、運搬又は処分について保険、供託金その他の保

証が義務付けられている場合には必要な措置が講じられていること。 

ロ 輸出者が、輸出しようとする鉛蓄電池の再輸入その他これに準ずる措置を確実に実施する

に足る経理的基礎を有すること。 

④ 環境大臣から環境の汚染を防止するために必要な措置が講じられていることを確認した旨の

通知を受けていること。 

⑤ その他ＯＥＣＤの回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規則に関する理事会決定

の的確かつ円滑な実施のために必要な事項に適合していること。 

（３）上記（１）又は（２）以外（ＯＥＣＤ非加盟国向け又はＯＥＣＤ加盟国向けであって上記（１）

又は（２）以外のもの。）の輸出の承認（注２） 

当該申請が上記３に従って行われたものであることを確認し、当該適用品目の輸出が次の①か

ら⑩までに該当する場合に限り、行うものとする。 

また、適用品目のうち廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、環境大臣による輸出の

確認を受ける必要のあるもの（上記３（２）の①共通事項ホに該当するもの）については同法に

基づく環境大臣による輸出の確認を受けていることを併せて確認するものとする。 

① 次のいずれかに該当すること。

イ 輸出される特定有害廃棄物等を環境の保全上適正かつ効率的な方法により処分するため

の技術上の能力及び必要な施設、処分能力又は適当な処分場所を我が国が有しない場合。 

ロ 輸出される特定有害廃棄物等が輸出の相手国において再生利用産業又は回収産業のため

の原材料として必要とされている場合。 
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② 条約の非締約国への輸出でないこと。

③ 南緯６０度以南の地域における処分のための輸出でないこと。

④ 輸出の相手国が輸入を禁止している特定有害廃棄物等の輸出でないこと。

⑤ 輸出について輸出の相手国及び条約の締約国である通過国から書面による同意を得ているこ

と。 

ただし、条約の締約国である通過国からの同意に関しては、当該通過国が同意を義務付けな

い場合において当該通過国が通告を受領した日から６０日以内に我が国が当該通過国の回答

を受領しないときはこの限りでない。 

⑥ 輸出される特定有害廃棄物等について環境保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記

した輸出者と処分者との間の契約の存在につき我が国が輸出の相手国から確認を得ているこ

と。 

⑦ 次のいずれかに該当すること（分析試験を行うための輸出を除く。）

イ 輸出の相手国等において特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分について保険、供託金そ

の他の保証が義務付けられている場合には必要な措置が講じられていること。 

ロ 輸出者が、輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実に

実施するに足る経理的基礎を有すること。 

⑧ 環境大臣から環境の汚染を防止するために必要な措置が講じられていることを確認した旨の

通知を受けていること。 

⑨ 香港向けにモニターを輸出する場合は、上記①～⑧に代えて香港当局から必要な許可等を受

けていることが確認できること。 

⑩ その他条約の的確かつ円滑な実施のために必要な事項を満たしていること。

（注１）上記（１）及び（２）には、条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業に係る分析試験を行うための

ものであって、ＰＣＢを５０ｐｐｍ（百万分率）以上含むもの又は２５キログラムを超えるもの

を含む。 

（注２）上記（３）には、ＯＥＣＤ加盟国向けにあっては条約附属書ⅣＡに掲げる処分作業に係る分

析試験を行うためのものであって、ＰＣＢを５０ｐｐｍ（百万分率）以上含むもの又は２５キロ

グラムを超えるもの、ＯＥＣＤ非加盟国向けにあっては条約附属書ⅣＡ又はＢに掲げる処分作業

に係る分析試験を行うためのものを含む。 

５ 承認の条件 

  適用品目について輸出承認を行う場合は、次の条件を付するものとする。 

１ 本輸出承認証により輸出される貨物を運搬する者が、別途経済産業大臣が交付する「輸出移

動書類」を携帯し、かつ同書類に記載された内容に従って運搬するよう措置すること。 

２ 本輸出承認証により輸出する貨物が環境上適正な処理がなされないおそれがあるとして経済

産業大臣から求めがあった場合には、速やかに経済産業大臣に報告し、その指示に従うこと。 

３ 経済産業大臣が求める場合であって、本輸出承認証により輸出された貨物の処理が終了した

場合には、それを証する書類を添付して、経済産業大臣に報告すること。 

４ 本輸出承認証に係る貨物の輸出に関し、変更の必要が生じた場合は、経済産業大臣に届け出

てその指示に従うこと。 
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年  月  日 

経済産業大臣  あて 

申請者（氏名又は名称） 印 

  （住   所） 

担当者（所属部署名） 

（氏   名） 

（電話番号） 

輸出承認申請理由書 

  当該貨物は、下記の通り輸出貿易管理令別表第２の３５の２の項に掲げる貨物に該当するので

申請します。 

記 

１. 仕向地

２. バーゼル条約締約国又はOECD加盟国

３. 買主名及びその住所

４. 最終需要者名及びその住所

５. 輸出貨物の概要

① 貨物名（商品名、型及び等級）

② 数量及び価格

６. 最終需要者の用途

７. 輸出の理由及び経緯

（注） 用紙の大きさは、Ａ列４番とします。 
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（別紙様式） 

Notification document for transboundary movements/shipments of waste 

1. Exporter - notifier Registration No: 3. Notification No: 
Name: Notification concerning 

Address: A.(i) Individual shipment: ☐ (ii) Multiple shipments: ☐ 

B.(i) Disposal (1): ☐ (ii) Recovery : ☐ 

Contact person: C. Pre-consented recovery facility (2;3) Yes ☐ No ☐ 

Tel: Fax: 4. Total intended number of shipments: 

E-mail: 5. Total intended quantity Tonnes (Mg):m3: (4):

2. Importer - consignee Registration No: 6. Intended period of time for shipment(s) (4):

Start date Last date: Name: 

Address: 7. Packaging type(s) (5): 

Special handling requirements (6): Yes: ☐   No: ☐ 

Contact person: 11. Disposal / recovery operation(s) (2) 
Tel: Fax: D-code / R-code (5): 
E-mail: Technology employed (6): 

8. Intended carrier(s) Registration No: 
Name(7): Reason for export (1;6): 
Address: 

Contact person: 12. Designation and composition of the waste (6): 
Tel: Fax: 

E-mail: 
Means of transport (5): 

9. Waste generator(s) - producer(s) (7) Registration No: 
Name: 
Address: 

13. Physical characteristics (5):
Contact person: 

Tel:  Fax: 14. Waste identification (fill in relevant codes. *required to state)
E-mail: (i) Basel Annex VIII (or IX if applicable)*: 
Site of generation (6) (ii) OECD code (if different from (i)): *  
Process of generation (6) (iii) EC list of wastes:  

10. Disposal facility (2): ☐ or recovery facility (2): ☐ (iv) National code in country of export: 

Registration No: (v) National code in country of import: 
Name: (vi) Other (specify):  
Address: (vii) Y-code*: 

(viii) H-code* (5): 
Contact person:  (ix) UN class (5): 
Tel:  Fax:  (x) UN Number: 
E-mail: (xi) UN Shipping name:  
Actual site of disposal/recovery (other than above): (xii) Customs code(s) (HS)*: 

15. (a) Countries/States concerned, (b) Name and Code no. of competent authorities where applicable, (c) Specific points of exit or entry (border crossing or port)

State of export - dispatch State(s) of transit (entry and exit)(6) State of import - destination 

(a)JAPAN 

(b)MINISTRY OF THE ENVIRONMENT 

(c) 

16.Customs offices of entry and/or exit and/or export (European Community): 

Entry: Exit: Export: 

17. Exporter's - notifier's / generator's - producer's (1) declaration:
I certify that the information is complete and correct to my best knowledge. I also certify that legally enforceable written contractual obligations have been 

entered into and that any applicable insurance or other financial guarantee is or shall be in force covering the transboundary movement. 18. Number of 
Exporter's - notifier's name:  Date: Signature: 

(Printed name) （ ） 

annexes attached 

Generator's - producer's name: Date: Signature: 
(Printed name) （ ） 

FOR USE BY COMPETENT AUTHORITIES(Optionally, other forms are also acceptable) 

19. Acknowledgement from the relevant competent authority of
countries of import - destination / transit (1) : 

20. Written consent (1;8) to the movement provided by the 
competent authority of (country): 

Country: Consent given on: 
Notification received on: Consent valid from: until: 

Acknowledgement sent on: Specific conditions: No: ☐ If Yes, see block 21 (6): ☐ 

Name of competent authority: Name of competent authority: 
Stamp and/or signature: Stamp and/or signature: 

21. Specific conditions on consenting to the movement document or reasons for objecting

(1) Required by the Basel Convention 
(2) In the case of an R12/R13 or D13-D15 operation, also attach corresponding information on any subsequent 

   R12/R13 or D13-D15 facilities and on the subsequent R1-R11 or D1-D12 facilit(y)ies when required 
(3) To be completed for movements within the OECD area and only if B(ii) applies 
(4) Attach detailed list if multiple shipments 

(5) See list of abbreviations and codes on the next page 
(6) Attach details if necessary 
(7) Attach list if more than one 
(8) If required by national legislation 
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List of abbreviations and codes used in the notification document 

DISPOSAL OPERATIONS (block 11) 

D1 Deposit into or onto land, (e.g., landfill, etc.) 
D2 Land treatment, (e.g., biodegradation of liquid or sludgy discards in soils, etc.) 
D3 Deep injection, (e.g., injection of pumpable discards into wells, salt domes or naturally occurring repositories, etc.) 
D4 Surface impoundment, (e.g., placement of liquid or sludge discards into pits, ponds or lagoons, etc.) 
D5 Specially engineered landfill, (e.g., placement into lined discrete cells which are capped and isolated from one another and the environment, 

etc.) 
D6 Release into a water body except seas/oceans 
D7 Release into seas/oceans including sea-bed insertion 
D8 Biological treatment not specified elsewhere in this list which results in final compounds or mixtures which are discarded by means of any of the 

operations in this list 
D9 Physico-chemical treatment not specified elsewhere in this list which results in final compounds or mixtures which are discarded by means of 

any of the operations in this list (e.g., evaporation, drying, calcination, neutralization, precipitation, etc.) 
D10 Incineration on land 
D11 Incineration at sea 
D12 Permanent storage, (e.g., emplacement of containers in a mine, etc.) 
D13 Blending or mixing prior to submission to any of the operations in this list 
D14 Repackaging prior to submission to any of the operations in this list 
D15 Storage pending any of the operations in this list 

RECOVERY OPERATIONS (block 11) 

R1 Use as a fuel (other than in direct incineration) or other means to generate energy (Basel/OECD) - Use principally as a fuel or other means to 
generate energy (EU) 

R2 Solvent reclamation/regeneration 
R3 Recycling/reclamation of organic substances which are not used as solvents 
R4 Recycling/reclamation of metals and metal compounds 
R5 Recycling/reclamation of other inorganic materials 
R6 Regeneration of acids or bases 
R7 Recovery of components used for pollution abatement 
R8 Recovery of components from catalysts 
R9 Used oil re-refining or other reuses of previously used oil 
R10 Land treatment resulting in benefit to agriculture or ecological improvement 
R11 Uses of residual materials obtained from any of the operations numbered R1-R10 
R12 Exchange of wastes for submission to any of the operations numbered R1-R11 
R13 Accumulation of material intended for any operation in this list. 

PACKAGING TYPES (block 7) 

1. Drum 
2. Wooden barrel 
3. Jerrican
4. Box 
5. Bag 
6. Composite packaging
7. Pressure receptacle
8. Bulk 
9. Other (specify)

H-CODE AND UN CLASS (block 14) 

UN Class H-code Characteristics 

1 H1 Explosive 
3 H3 Flammable liquids 
4.1 H4.1 Flammable solids 
4.2 H4.2 Substances or wastes liable to spontaneous combustion 
4.3 H4.3 Substances or wastes which, in contact with water, emit flammable 

gases 
5.1 H5.1 Oxidizing 
5.2 H5.2 Organic peroxides 
6.1 H6.1 Poisonous (acute) 
6.2 H6.2 Infectious substances 
8 H8 Corrosives 
9 H10 Liberation of toxic gases in contact with air or water 
9 H11 Toxic (delayed or chronic) 
9 H12 Ecotoxic 
9 H13 Capable, by any means, after disposal of yielding another material, 

e. g., leachate, which possesses any of the characteristics listed
above 

MEANS OF TRANSPORT (block 8) 

R = Road 
T = Train/rail 
S = Sea 
A = Air 
W = Inland waterways 

PHYSICAL CHARACTERISTICS (block 13) 

1. Powdery/powder 
2. Solid
3. Viscous/paste
4. Sludgy 
5. Liquid 
6. Gaseous 
7. Other (specify)

Further information, in particular related to waste identification (block 14), i.e. on Basel Annexes VIII and IX codes, OECD codes and Y-codes, can be found 
in a Guidance/Instruction Manual available from the OECD and the Secretariat of the Basel Convention. 
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参考（和訳版） 

（別紙様式） 

特定有害廃棄物等の越境移動のための通告書 

1． 輸出者 

氏名又は名称： 

住所又は所在地： 

連絡責任者氏名： 

電話番号： ファックス番号： 

電子メールアドレス： 

3．通告番号： 

通告内容 

A(ⅰ)1 回の移動：  □ (ⅱ)複数回の移動： □ 

B(ⅰ)処分(1)：  □ (ⅱ)回収： □ 

C．事前承認が与えられている回収施設(2；3) 

あり □  なし □ 

2．輸入者  

氏名又は名称： 

住所又は所在地： 

連絡責任者氏名： 

電話番号： ファックス番号： 

電子メールアドレス：

4．予定総移動回数： 

5．予定総移動量(4)： 

トン（メガグラム）： 

立方メートル： 

6．予定運搬期間(4)： 

移動開始日： 移動完了日： 

8．予定されている全ての運搬者 

氏名又は名称(7)： 

住所又は所在地： 

連絡責任者氏名： 

電話番号： ファックス番号： 

電子メールアドレス： 

運搬手段(5)：  

7．全てのこん包の形態(5)： 

特別な取扱の指示(6)   あり： □  なし： □ 

11．全ての処分又は回収作業(2)  

分類記号 D／分類記号 R(5)： 

適用技術(6)：  

輸出の理由(1；6)：  

12．廃棄物の名称及び組成(6)： 

9．全ての発生者(7) 

氏名又は名称： 

住所又は所在地： 

連絡責任者氏名： 

電話番号： ファックス番号： 

電子メールアドレス： 

発生場所(6)： 

発生過程(6)： 

13．物理的特性(5)： 

14．廃棄物の同定 

（関連する分類記号欄に記入すること。＊印は必須項目） 

(ⅰ)バーゼル条約附属書Ⅷ（又は該当する場合Ⅸ）*： 

(ⅱ)OECD 分類記号（(ⅰ)に該当しない場合）*： 

(ⅲ)EC 廃棄物一覧： 

(ⅳ)輸出国の法規による分類記号： 

(ⅴ)輸入国の法規による分類記号： 

(ⅵ)その他（明細を記述すること）： 

(ⅶ)Y 番号*：  

(ⅷ)H 番号*(5)：  

(ⅸ)国際連合分類区分(5)：  

(ⅹ)国際連合番号：  

(ⅺ)国際連合品名： 

(ⅻ)輸出統計品目番号（HS コード）*： 

10．処分施設(2)： □ 又は回収施設(2)： □ 

施設名： 

住所又は所在地： 

連絡責任者氏名： 

電話番号：    ファックス番号： 

電子メールアドレス： 

実際の処分又は回収の場所（上記内容と異なる場合）： 

15．(a)関係国、(b)該当する場合は権限のある当局の名称及びコード番号、(c)特定の出入国地点（国境検問所又は港）(1) 

輸出国 通過国（出入国）(6) 輸入国－最終仕向地 

(a)日本 

(b)環境省 

(c) 

16．入国及び／又は出国及び／又は輸出に関わる税関（欧州共同体）： 

入国： 出国： 輸出： 

17．輸出者及び発生者(1)による申告：  

上記の情報は私の知る限りにおいて完全かつ正確であることを証明します。また、法的効力のある書面による契約義務

条項が締結されていること、並びに、越境移動に対して適用される保険又は金銭的保証が現に有効であること及び将来
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発効することを証明します。 

輸出者名： 日付： 署名：

  署名者の氏名（ローマ字表記）： 

発生者名： 日付：     署名： 

署名者の氏名（ローマ字表記）： 

18．添付資料の数 

権限のある当局使用欄 

（以下欄の使用は任意。レターでの回答でも可） 

19．輸入国／通過国（1）の権限のある関連当局による受

領確認： 

国： 

通告受領日： 

受領確認送付日： 

権限のある当局の名称： 

押印及び／又は署名： 

署名者の氏名（ローマ字表記）： 

20．移動に対し権限のある当局（国）が回答した書面によ

る同意（1；8）： 

同意日： 

同意発効日：      失効日： 

特定条件：なし：□ ありの場合第 21 欄を参照（6）：□ 

権限のある当局の名称： 

押印及び／又は署名： 

署名者の氏名（ローマ字表記）： 

21．同意に付された特定条件又は拒否の理由 

(1) OECD 非加盟国向け輸出の際の必要事項。 

(2) R12／R13 又は D13－D15 のいずれかの作業の場合、R12／R13 又は D13－D15 のいずれかの作業を行う施設に続く施設、及び R1

－R11 又は D1－D12 の作業を行う 1 つ又は 2 つ以上の施設に続く施設に関する情報を添付すること。 

(3) OECD 域内の移動及び第 3 欄の B(ⅱ)に該当する場合のみ、記入すること。 

(4) 複数回の移動の場合、詳細を添付すること。 

(5) 次ページの略語及び分類記号一覧を参照のこと。 

(6) 必要な場合、詳細を添付のこと。 

(7) 複数業者の場合、一覧を添付のこと。 

(8) 関係国の法令により必要とされている場合。 
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通告書で使用する略語及び分類記号一覧 

処分作業（第 11 欄） 

D1  地中又は地上への投棄（例えば、埋立て） 

D2  土壌処理（例えば、液状又は泥状の廃棄物の土中における生物分解） 

D3  地中の深部への注入（例えば、井戸、岩塩ドーム又は天然の貯留場所へのポンプ注送が可能な廃棄物の注入） 

D4  表面貯留（例えば、液状又は泥状の廃棄物をくぼ地、池又は潟に貯留すること） 

D5  特別に設計された処分場における埋立て（例えば、ふたをされ、かつ、相互に及び周囲から隔離されている遮水

された区画群に埋め立てること） 

D6  海洋を除く水域への放出 

D7  海洋への放出（海底下への挿入を含む） 

D8  この一覧において他に規定されていない生物学的処理であって、その結果生ずる最終的な化合物又は混合物がこ

の一覧に掲げるいずれかの作業方法によって廃棄されることとなるもの 

D9  この一覧において他に規定されていない物理化学的処理であって、その結果生ずる最終的な化合物又は混合物が

この一覧に掲げるいずれかの作業方法によって廃棄されることとなるもの（例えば、蒸発、乾燥、煆焼、中和、

沈殿） 

D10 陸上における焼却 

D11 海洋における焼却 

D12 永久保管（例えば、容器に入れ鉱坑において保管すること） 

D13 この一覧に掲げるいずれかの作業に先立つ調合又は混合 

D14 この一覧に掲げるいずれかの作業に先立つこん包 

D15 この一覧に掲げるいずれかの作業が行われるまでの間の保管 

回収作業（第 11 欄） 

R1  燃料としての利用（直接焼却を除く。）又はエネルギーを得るための他の手段としての利用（バーゼル条約及び

OECD 決定）－主として燃料としての利用又はエネルギーを得るための他の手段としての利用（EU） 

R2  溶剤の回収利用又は再生 

R3  溶剤として使用しない有機物の再生利用又は回収利用 

R4  金属及び金属化合物の再生利用又は回収利用 

R5  その他の無機物の再生利用又は回収利用 

R6  酸又は塩基の再生 

R7  汚染の除去のために使用した成分の回収 

R8  触媒からの成分の回収 

R9  使用済みの油の精製又はその他の再利用 

R10 農業又は生態系の改良に役立つ土壌処理 

R11 R1 から R10 までに掲げる作業から得られた残滓の利用 

R12 R1 から R11 までに掲げる作業に提供するための廃棄物の交換 

R13 この一覧に掲げるいずれかの作業のための物の集積 

こん包の形態（第 7 欄） 

1．ドラム缶 

2．木樽 

3．ジェリー缶 

4．箱 

5．袋 

6．混合こん包 

7．圧縮容器 

H 番号及び国際連合分類区分（第 14 欄） 

国際連合

分類区分 
H 番号 特性 

1 

3 

4.1 

4.2 

H1 

H3 

H4.1 

H4.2 

爆発性 

引火性の液体 

可燃性の固体 

自然発火しやすい物質又は廃棄物 
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8．ばら積み 

9．その他（明細を記入すること） 

4.3 

5.1 

5.2 

6.1 

6.2 

8 

9 

9 

9 

9 

H4.3 

H5.1 

H5.2 

H6.1 

H6.2 

H8 

H10 

H11 

H12 

H13 

水と作用して引火性のガスを発生する物質又

は廃棄物 

前ページからの続き 

酸化性 

有機過酸化物 

毒性（急性） 

病毒をうつしやすい物質 

腐食性 

空気又は水と作用することによる毒性ガスの

発生 

毒性（遅発性又は慢性） 

生態毒性 

処分の後、何らかの方法により、上記に掲げる

特性を有する他の物（例えば、浸出液）を生成

することが可能な物 

運搬手段（第 8 欄） 

R=道路 

T=鉄道 

S=海路 

A=空路 

W=内水航路 

物理的特性（第 13 欄） 

1．粉状又は粉 

2．固形物 

3．高粘着性又は糊状 

4．泥状 

5．液状 

6．ガス状 

7．その他（明細を記入すること） 

詳細に関して、特に廃棄物の同定（第 14 欄）に関連するバーゼル条約附属書Ⅷ及びⅨの分類記号、OECD 決定の分類記号及び Y 番号

については、OECD 及びバーゼル条約事務局のガイダンス又は手引書で見ることができる。 
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特定有害廃棄物等の輸入の承認について 

輸入注意事項１９第１１号（19.3.6） 

１ 対象品目 

特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律（平成４年法律第１０８号。以下「バ

ーゼル法」という。）第２条第１項に規定する特定有害廃棄物等（バーゼル法第２条第１

項第１号ロ及び特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律に基づく特定有害廃棄

物等の範囲等を定める省令（平成３０年環境省令第１２号。以下「バーゼル省令」という。）

第４条第１項に規定する物とする。） 

なお、バーゼル法第８条ただし書並びにバーゼル省令第２条、第４条第１項括弧書及び

第２項に規定する場合は、承認を要しない。 

２ 適用地域 

  全地域（台湾を除く。） 

３ 書面申請手続 

（１） 提出書類 

① 輸入承認申請書（輸入貿易管理規則別表第一 T２０１０） ２通

② 輸入承認申請理由書（別紙１の様式によるもの） １通

③ 輸入契約書の写し １通

④ 上記１に規定する物の輸入（⑤に該当する場合を除く。）の場合には、輸入者と輸

出者との間において、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記した

契約書の写し １通 

⑤ 上記１に規定する物（有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関す

るバーゼル条約（以下「条約」という。）附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うものに

限る。）の経済協力開発機構（以下｢ＯＥＣＤ」という。）加盟国からの輸入の場合に

は、当該特定有害廃棄物等の運搬及び処分について、申請者、運搬者、輸出者及び処

分者の間の契約書、又は当該特定有害廃棄物等が一の法人等により管理されている

事業場の間で運搬される場合にあっては、当該事業場間の契約に相当する取決めの

書類（当該契約等には、輸入される特定有害廃棄物等の運搬又は処分を契約等の内容

に従って完了することができない場合において代替的に運搬又は処分を行う者及び

費用負担に関する事項が含まれていること。）の写し １通 

⑥ 当該貨物の輸入、運搬及び処分について国内諸法令に基づく許可等が必要な場合

にあっては、当該許可等を受けていることを証する書類の写し １通 

⑦ 当該貨物が廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３０号。以下
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｢廃掃法」という。）第２条第１項に規定する廃棄物にも該当する場合は、同法第１５

条の４の５の規定による環境大臣の輸入許可証の写し １通 

⑧ その他必要と認められる書類

（注１）上記の提出書類のうち、契約書等が英語以外の外国語の場合には、和訳又は英

訳したもの（任意様式）を添付のこと。 

（２） 提出先  

貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 

（３） 受付時間 

毎週月曜日から金曜日までの午前１０時から午前１１時４５分まで及び午後１時３

０分から午後３時３０分まで。ただし、行政機関の休日（行政機関の休日に関する法律

（昭和６３年法律第９１号）第１条第１項各号に掲げる日。以下同じ。）を除く。 

４ 輸入承認基準 

（１） ＯＥＣＤ加盟国からの輸入の場合（条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うものに

限る。） 

上記１に規定する物（条約附属書ⅣＢに掲げる処分作業を行うものに限る。）の輸入で

あってＯＥＣＤ加盟国を輸出国とする輸入の承認は以下の①から③のいずれにも該当す

る場合に限り行うものとする。 

なお、廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、同法第１５条の４の５の規定に

よる環境大臣の輸入の許可を受ける必要のあるものについては、当該輸入の許可を受け

ていることを併せて確認する。 

① 当該特定有害廃棄物等の輸入に係る事前通告が我が国において受領されており、

その内容が輸入承認申請の内容と一致していること。 

② 輸入される特定有害廃棄物等について、次の事項を満たしていること。

(ｲ) 当該特定有害廃棄物等の運搬及び処分について、申請者、運搬者、輸出者及び処

分者の間の書面による契約、又は当該特定有害廃棄物等が一の法人等により管理

されている事業場の間で運搬される場合にあっては当該事業場間に契約に相当す

る取決めが存在すること（当該契約等には、輸入される特定有害廃棄物等の運搬又

は処分を契約に従って完了することができない場合において代替的に運搬又は処

分を行う者及び費用負担に関する事項が含まれていること。) 

(ﾛ) 国内諸法令に基づく許可等が必要な場合にあっては、当該許可等を受けている

こと（例：火薬類取締法（以下「火取法」という。）上の火薬類に該当する場合は、

火取法第 19条に基づく運搬証明書の交付を受けていること。毒物及び劇物取締法

（以下「毒劇法」という。）上の薬物・劇物に該当する場合は、毒劇法第４条に基

づく毒物・劇物の輸入業の登録を受けていること。) 

(ﾊ) その他必要な事項に適合していること。 
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③ その他ＯＥＣＤの回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制 に関す

る理事会決定の的確かつ円滑な実施のために必要な事項に適合していること。 

（２） 上記（１）以外（ＯＥＣＤ非加盟国からの輸入又はＯＥＣＤ加盟国からの輸入であ

って（１）に該当しないもの）の輸入の場合 

上記１に規定する物（（１）に該当する場合を除く。）の輸入の承認は、以下の①から④

のいずれにも該当する場合に限り行うものとする。なお、廃掃法第２条第１項に規定する

廃棄物であって、同法第１５条の４の５の規定による環境大臣の輸入許可を受ける必要

のあるものについては、当該輸入の許可を受けていることを併せて確認する。 

① 条約の非締約国からの輸入ではないこと。

② 当該特定有害廃棄物の輸入に係る事前通告が我が国において受理されており、そ

の内容が輸入承認申請の内容と一致していること。 

③ 輸入される特定有害廃棄物等について環境の保全上適正な運搬及び処分が行われ

ないと信ずるに足りる理由がないものとして、次の事項を満たしていること。 

(ｲ) 環境の保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記した契約が輸出者と処

分者の間で締結されていること。 

(ﾛ) 国内諸法令に基づく許可等が必要な場合にあっては、当該許可等を受けている

こと(例： 火取法上の火薬類に該当する場合は、火取法第 19条に基づく運搬証明

書の交付を受けていること。毒劇法上の毒物・劇物に該当する場合は、毒劇法第４

条に基づく毒物・劇物の輸入業の登録を受けていること。) 

(ﾊ) その他必要な事項に適合していること。 

④ その他条約の適確かつ円滑な実施のために必要な事項に適合していること。

５ 輸入承認条件 

上記輸入承認を行う場合は、次の条件を付すものとする。 

通関前に経済産業大臣から「輸入移動書類」の交付を受けること。 

別紙１ （略） 
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台湾を仕向地とする特定有害廃棄物等の輸出承認について 

輸出注意事項１８第９号（18･3･27） 

１ 適用地域 

  適用地域は、台湾とする。 

２ 適用品目 

適用品目は、輸出貿易管理令別表第２の３５の２の項（１）に掲げる貨物（特定有害廃棄物等の

輸出入等の規制に関する法律（平成４年法律第１０８号。以下「バーゼル法」という。）第２条第

１項に規定する特定有害廃棄物等（バーゼル法第２条第１項第１号ロ及び特定有害廃棄物等の輸出

入等の規制に関する法律に基づく特定有害廃棄物等の範囲等を定める省令（平成３０年環境省令第

１２号。以下「バーゼル省令」という。）第３条に規定する物とする。以下「特定有害廃棄物等」

という。））とする。 

なお、仮に陸揚げした貨物であって有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関する

バーゼル条約（以下「条約」という。）第８条又は第９条２の規定に基づき我が国が通報を行った

ものであり、かつ、台湾を仕向地とするもの（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法

律第１３７号。以下「廃掃法」という。）第２条第１項に規定する廃棄物については、同法第１０

条第２項（同法第１５条の４の７第１項において準用する場合を含む。）に規定する者が輸出しよ

うとする場合に限る。）は承認を要しない。 

３ 輸出承認申請 

（１）提出書類 

特定有害廃棄物等を輸出しようとする者は、輸出承認申請の際には①から⑪までの書類を提出

するものとする。また、輸出承認後、貨物を通関する際は、各通関前に⑫及び⑬の書類を提出す

るものとする。 

① 輸出承認申請書 ２通

② 申請者に関する次の書類 １通

イ 登記簿の謄本(申請者が法人である場合に限る。) 

ロ  住民票の写し(申請者が個人である場合に限る。) 

（注）上記②の書類は、輸出承認の申請実績が無い場合又は前回申請時までに提出した当該書類

に記載された事項に変更が生じた場合に限る。 

③ 申請の理由に関する次の書類 各１通

イ 輸出承認申請理由書（申請理由書様式によるもの） 

ロ 輸出される特定有害廃棄物等を環境上適正かつ効率的な方法で処分するための技術上の

能力及び必要な施設、処分能力又は適当な処分場所を我が国が有しないとの理由で申請を

行う場合には、申請者がそのように判断した根拠を示した書類 

ハ 輸出される特定有害廃棄物等が台湾において再生利用産業又は回収産業のための原材料

として必要とされている場合には、処分者が台湾において当該特定有害廃棄物等を再生利

用産業又は回収産業のための原材料として必要としている旨の宣言書 

④ 輸出契約書又は輸出契約を証するに足る書類のいずれかの写し １通

⑤ 申請者が輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実に

実施する経理的基礎を有することを証する次の書類 （注１）（注２） 各１通 
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イ 資金調達方法示す書類、貸借対照表、損益計算書（前年度のもの） 

ロ 次の計算式で算出される費用に関する見積り等を示す書類及び当該費用を支払うことが

できる能力を有することを証する銀行保証、保険又はその他の書類 

＜計算式＞ 

ＦＧ＝（ＣＴ＋ＣＲＤ＋ＣＳ）×Ｑ×Ｆ 

ＦＧ ：資力保証の金額 

ＣＴ ：運搬単価（輸出先国から我が国への１トン当たりの運搬費用） 

ＣＲＤ ：処分単価（我が国処分施設での１トン当たりの処分費用）（※） 

ＣＳ ：保管単価（輸出先港又は輸出先処分施設での１トン当たりの９０日分保管費用） 

Ｑ ：輸出特定有害廃棄物等の量（トン） 

Ｆ ：安全係数（１．２） 

（※）処分単価がマイナス（有価物）の場合は、０として計算する。 

⑥ 申請者、輸入者、運搬者及び処分者の間の、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われる

ことを明記した契約書又はその契約を証するに足る書類の写し １通 

⑦ 環境の保全の観点から確認を必要とする次の書類（注３）（注４） １通

ａ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が台湾において禁錮以上の刑に処

せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合にあって

は、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過してい

ることを誓約する書面 

ｂ）台湾における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないことを誓約す

る書面 

ｃ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が法人である場合には、直前３年

の各事業年度における貸借対照表及び損益計算書 

ｄ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が個人である場合には、資産に関

する調書 

ｅ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の処分能力及び直前３年間の処

分実績並びに当該特定有害廃棄物等の処分計画に関する書類 

ｆ）輸出に係る特定有害廃棄物等の性状を明らかにする書類 

ｇ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の概要に関する書類 

ｈ）輸出に係る特定有害廃棄物等を生じた施設の排出工程図 

ｉ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする施設の構造を明らかにする平面図、

立面図、構造図、処分工程図及び設計計算書並びに当該施設の付近の見取図 

ｊ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さの処分を行おう

とする全ての施設に関する施設の処分能力及び施設の処分方式に関する書類 

ｋ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる排ガス、排水及び残さに含まれる有害

物質の濃度を記載した書類 

ｌ）輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が台湾において必要な許可等を受

けていることを証する書類 

ｍ）特定有害廃棄物等の処分に関して遵守すべき台湾の法令を記載した書面 

ｎ）その他条約の的確かつ円滑な実施及び台湾における人の健康の保護及び生活環境の保全

上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ｏ）その他必要と認められる書類 

⑧ 適用品目についての輸出承認の申請をしようとする者の署名のある次の書類 各１通

イ 有害物質の含有の程度及び有害特性の内容を示す書類 

ロ 条約附属書Ⅰ及びⅡの該当するＹ番号、条約附属書Ⅲの該当するＨ番号、告示における
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該当箇所及び国際連合分類区分 

⑨ 廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物に該当する場合は同法第１０条第１項（同法第１５

条の４の６第１項において準用する場合を含む。）の規定に基づく環境大臣の輸出の確認書

（同法第１０条第２項（同法第１５条の４の６第１項において準用する場合を含む。）に規

定する者が輸出しようとする場合を除く。）の写し １通 

⑩ 別紙１に示す書類 １通

⑪ その他必要と認められる書類

⑫ 台湾との輸出に係る移動書類（写）届出書（別紙２）

⑬ 移動書類の写し（平成１７年１２月２６日付け経済産業省・環境省告示第１２号の２（５）

に基づくもの。）（別紙３） 

（注１）分析試験（経済開発協力機構の回収作業が行われる廃棄物の国境を越える移動の規制に

関する理事会決定第Ⅱ章Ｄ（１）（ｃ）に基づく分析試験をいう。以下同じ。）を行うため

のものの場合は、上記⑤の書類の提出を要しない。 

（注２）台湾が特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分について保険、供託金その他の金銭的保

証を講じることを義務付けている場合には、上記⑤の書類に代えて、当該措置を講じたこと

を証明する書類の写し（３通）を提出することができる。 

（注３）廃掃法第１０条（同法第１５条の４の７第１項において読み替えて準用する場合を含む。）

の環境大臣の確認を受けた者による当該確認に係る特定有害廃棄物等の輸出の場合は、上記

⑦の書類の提出を要しない。

（注４）分析試験を行うためのものの場合は、上記⑦の書類に代えて、以下の書類を提出するこ

ととする。 

イ 輸出に係る特定有害廃棄物等の処分を行おうとする者が台湾において禁錮以上の刑に処

せられ、又は環境関連法令の規定により罰金の刑に処せられたことがある場合にあって

は、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から５年を経過してい

ることを誓約する書面 

ロ 台湾における環境関連法令に関する違反又は他の法令の重大な違反がないことを誓約す

る書面 

ハ 輸出に係る特定有害廃棄物等の分析試験の目的、方法、工程図及び期間を記載した書類 

ニ 輸出に係る特定有害廃棄物等の量が分析試験に必要な最小限度のものであることを証す

る書類 

ホ 輸出に係る特定有害廃棄物等の処分に伴い生ずる残さの処分方法を記載した書類 

ヘ その他条約の的確かつ円滑な実施及び台湾における人の健康の保護及び生活環境の保全

上の観点から必要な措置が講じられていることを示す書類 

ト その他必要と認められる書類 

（注５）３（１）提出書類のうち、契約書等が英語以外の外国語の場合には、和訳又は英訳した

もの（任意様式）を添付のこと。 

（２）提出先 

上記（１）の書類については、次に掲げる表の「貨物の種類」の区分に応じ、右欄に掲げる「提

出先」に提出するものとする。 

貨 物 の 種 類 提  出  先 

経済産業省貿易経済協力局貿易管理部

農水産室の所管に係るもの（農林畜水産

物、飲食料品及び農薬に関するもの） 

経済産業省貿易経済協力局貿易管理部

農水産室 
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対象貨物のうち、上に掲げるもの以外の

もの 

貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 

（３）輸出承認の基準 

輸出承認は、当該申請が上記３に従って行われたものであることを確認し、次の①から⑧まで

に該当する場合に限り、行うものとする。 

また、適用品目のうち廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、環境大臣による輸出の

確認を受ける必要のあるもの（上記（１）の⑨）に該当するもの)については同法に基づく環境大

臣による輸出の確認を受けていることを併せて確認するものとする。 

① 次のいずれかに該当していること。

イ 輸出される特定有害廃棄物等を環境の保全上適正かつ効率的な方法により処分するため

の技術上の能力及び必要な施設、処分能力又は適当な処分場所を我が国が有しないこと。 

ロ 輸出される特定有害廃棄物等が台湾において再生利用産業又は回収産業のための原材料

として必要とされていること。 

② 台湾以外への輸出でないこと。

③ 台湾が輸入を禁止している特定有害廃棄物等の輸出でないこと。

④ 輸出について台湾から書面による同意を得ていること。

⑤ 輸出される特定有害廃棄物等について環境保全上適正な運搬及び処分が行われることを

明記した輸出者と処分者との間の契約の存在につき我が国が台湾から確認を得ていること。 

⑥ 次のいずれかに該当すること（分析試験を行うための輸出を除く。）。

イ 台湾において特定有害廃棄物等の輸入、運搬又は処分について保険、供託金その他の保

証が義務付けられている場合には必要な措置が講じられていること。 

ロ 輸出者が、輸出しようとする特定有害廃棄物等の再輸入その他これに準ずる措置を確実

に実施するに足る経理的基礎を有すること。 

⑦ 環境大臣から環境の汚染を防止するために必要な措置が講じられていることを確認した

旨の通知を受けていること。 

⑧ その他有害廃棄物の移動及びその処分の規制に関する財団法人交流協会と亜東関係協会

との取決めの的確かつ円滑な実施のために必要な事項を満足していること。 

（４）輸出承認の条件 

輸出承認を行う場合は、次の条件を付すものとする。 

１ 通関前に台湾との輸出に係る移動書類（写）届出書及び移動書類の写しを経済産業大臣に

提出すること。移動が複数回にわたる場合は、台湾との輸出に係る移動書類（写）届出書に

記載された移動累計数量が本輸出承認証の数量の範囲内であること。 

２ 本輸出承認証により輸出される貨物を運搬する者は、上記１の移動書の原本を携帯し、か

つ同書類に記載された内容に従って運搬するよう措置すること。 

３ 本輸出承認証により輸出する貨物が環境上適正な処理がなされないおそれがあるとして

経済産業大臣から求めがあった場合には、速やかに経済産業大臣に報告し、その指示に従う

こと。 

４ 経済産業大臣が求める場合であって、本輸出承認証により輸出された貨物の処理が終了し

た場合には、それを証する書類を添付して、経済産業大臣に報告すること。 

５ 本輸出承認証に係る貨物の輸出に関し、変更の必要が生じた場合は、経済産業大臣に届け

出てその指示に従うこと。 
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申請理由書様式 

 年  月  日 

経済産業大臣  あて 

 申請者（氏名又は名称）   印 

  （住   所） 

  担当者（所属部署名） 

   （氏   名） 

 （電話番号） 

輸出承認申請理由書 

当該貨物は、下記の通り輸出貿易管理令別表第２の３５の２の項に掲げる貨物に該当するので

申請します。 

記 

１. 仕向地

２. 買主名及びその住所

３. 最終需要者名及びその住所

４. 輸出貨物の概要

① 貨物名（商品名、型及び等級）

② 数量及び価格

５. 最終需要者の用途

６. 輸出の理由及び経緯

（注） 用紙の大きさは、Ａ列４番とします。 
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別紙１ 

１． Reason for waste export（特定有害廃棄物等の輸出の理由） 

□ Japan does not have the technical capacity and the necessary facilities, capacity or

suitable disposal sites in order to dispose of the wastes in question in an environmentally

sound and efficient manner.（輸出される特定有害廃棄物等を環境の保全上適正かつ効率的な

方法で処分するための技術上の能力及び施設、処分能力又は適当な処分場所を日本が有しない

ため。）

□ The wastes in question are required as a raw material for recycling or recovery industries

in Taiwan.（輸出される特定有害廃棄物等が台湾において

再生利用産業又は回収産業のための原材料として必要とされているため。）

２． Exporter/Notifier（輸出者/申請者） 

  Name（氏名又は名称）： 

  Address（住所又は所在地）： 

  Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

３． Notification（事前通告） 

□ Single movement

（一回の移動） 

□ Multiple movement      Total intended number of movement： 

  （複数回の移動） （予定される総移動回数） 

□ Disposal (no recovery) operation   □ Recovery operation ＊

（処分（非回収）作業）   （回収作業） 

＊Pre-authorized recovery facility 

(事前認定を受けた回収施設への運搬か) 

□ yes（はい）  □ no（いいえ）

４． Importer/Consignee（輸入者/処分者） 

  Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

  Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

５．Waste generator（特定有害廃棄物等の排出者） 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 
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Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

Process and place of generation（排出過程及び排出場所）： 

６．Intended carrier（予定される運搬者） 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

７． Disposal/recovery facility（処分施設） 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

Registration No. and limit of validity of pre-authorized recovery 

（事前認定を受けた回収施設の登録番号及び有効期限） 

８． Code No. of disposal/recovery operation（処分作業のコード番号）： 

Technology employed（適用される技術）： 

９．Contractual agreement between 

  exporter and importer dated＊： 

  （輸出者と輸入者との契約合意の日付） 

 /            / 

＊See the copy of agreement attached. 

（契約書の写しを添付すること。） 

10．Number of annexes attached： 

（別添資料の数） 

11．Provision for insurance or financial guarantee： □yes＊（有） □no（無） 

  （保険又は金銭的保証の条項の有無） 

  Period of validity（有効期間）： 

  ＊See details attached .（詳細については、資料を添付すること。） 

12．Packaging type（こん包の形態）： 13．Number of packages（こん包の数）： 

14．Means of transport（運搬の手段）： 

15．Name, physical characteristics and chemical composition of waste＊： 

  （特定有害廃棄物等の名称、物理的特性、化学的組成） 

  Physical state at 20℃ （20℃における物理的状態） 

□Powder（粉末状） □Solid（固体状）□Paste/Viscous（糊状） □Sludge（泥状）

□Liquid（液状） □Gaseous（気体状） □Others（その他）：
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＊See details attached.（詳細については、資料を添付すること。） 

16．Waste identification code（廃棄物同定コード） 

□ Basel Annex Ⅷ：

（バーゼル条約附属書Ⅷ） 

□ Other（その他）

17．Special handling instructions（特別な取扱の指示）：□yes ＊（有） □no （無） 

＊See details attached.（詳細については、資料を添付すること。） 

18．Y  number（Y 番号）： 19．H  number（H 番号）： 

20．UN class（国際連合分類区分）： 21．UN number（国際連合番号）： 

22．Quantity in weight and volume（重量及び体積）： 

23．Intended date of movement（移動が予定されている日付）： 

/          / 

24．Point of entry and exit（輸出入地点） 

Japan（日本） Taiwan（台湾） 

25．Competent authority of Taiwan（台湾の権限ある当局） 

  Name （名称）： 

  Address（所在地）： 

  Contact person(連絡責任者)： 

Tel, Fax, Email（電話､ﾌｧｯｸｼﾐﾘ､電子メール）： 

26．Information transmitted (including technical description of the plant) to the exporter or 

generator from the disposer of the waste upon which the latter has based his assessment 

that there was no reason the believe that the wastes will not be managed in an 

environmentally sound manner in accordance with the laws and regulations of Taiwan. 

（廃棄物の処分者から輸出者又は排出者に送付された情報（施設に関する技術的な記述を含

む。）であって、当該廃棄物が台湾の法令に従って環境上適正な方法で処理されないと信ず

るに足りる理由がないとの処分の評価の根拠となったもの）  

□ Contractual agreement between exporter and importer（輸出者と輸入者との間の契約）

□ Authorization by the competent authority of Taiwan on the disposal of waste

to be exported.（輸出される特定有害廃棄物等の処分に関する台湾国の権限ある当局の承認） 

□ Record of performance of the disposal of wastes to be exported.（輸出される特定有害廃棄

物等の処分の実績）

□ Others ＊（その他）

  ＊See details attached.（詳細については、資料を添付すること。) 

27．SUCCESIVE INTENDED CARRIER OR NEW CARRIER IN THE CASE OF FORCE 
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MAJEURE（予定される運搬者又は不可抗力の際の新たな運搬者） 

The box underneath must contain the name, the address, telephone number, fax number 

and email address and the same of the contact person（以下の記入欄には、運搬者の氏名又

は名称、住所又は所在地、電話番号、ファクシミリの番号及び電子メールのアドレス及び連絡

責任者の同様の情報が記載されていなければならない。） 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

Name（氏名又は名称）： 

Address（住所又は所在地）： 

Contact person（連絡責任者）： 

Tel, Fax, Email（電話､ファクシミリ､電子メール）： 

28．Exporter’s/Notifier’s declaration（輸出者の申告） 

  On behalf of generators and myself, I certify that the above information is complete and 

correct to the best of my knowledge.（私は、特定有害廃棄物等の排出者及び私自身を代表

して、私の知る限りにおいて、上記の情報が完全かつ正確であることを証明します。） 

  Name（氏名又は名称）： 

Signature（署名）： 

Date（日付）： / / 

（注）１．※印の欄は記入しないで下さい。 

２．用紙の大きさは、日本工業規格 A４とする。 

３．本様式は英文のタイプ印書で記入すること。 
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別紙２ 

台湾との輸出に係る移動書類（写）届出書 

経済産業大臣 殿 

年月日 

下記特定有害廃棄物等の貨物の台湾への輸出に関して、平成１７年１２月２６日付け経済産業省・

環境省告示第１２号（有害廃棄物の移動及びその処分の規制に関する財団法人交流協会と亜東関係協

会との間の取決め（２００５年１２月１日）の的確かつ円滑な実施を図るために必要な事項を定める

件）の２（５）の規定により、当該特定有害廃棄物等に係る移動書類の写しを提出いたします。 

なお、当該移動書類の内容は、当該特定有害廃棄物等の輸出承認を受けた内容と相違ありません。 

申請者名 

記名押印又は署名 

住所 

電話番号（担当） 

記 

１．輸出者/申請者 

  氏名又は名称： 

  住所： 

２．輸入者/処分者 

氏名又は名称： 

  住所： 

３．処分施設 

氏名又は名称： 

  住所： 

４．特定有害廃棄物等の名称: 

５．輸出承認証 

承認番号： 

承認日： 

数量： 

６．移動の状況 

移動回数 移動累計数量／移動数量 通関数量 

（注）これまで移動の届出のあった累計数量及び今回までの移動の数量をそれぞれ記入してく

ださい。 

（注）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。
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台湾を船積地域とする特定有害廃棄物等の輸入の承認について 

輸入注意事項 19第 12号（19.3.6） 

１ 対象品目 

特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律（平成４年法律第１０８号。以下「バ

ーゼル法」という。）第２条第１項に規定する特定有害廃棄物等（バーゼル法第２条第１

項第１号ロ及び特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律に基づく特定有害廃棄

物等の範囲等を定める省令（平成３０年環境省令第１２号。以下「バーゼル省令」という。）

第４条第１項に規定するものとする。） 

なお、バーゼル法第８条ただし書並びにバーゼル省令第４条第１項括弧書及び第２項

に規定する場合は、承認を要しない。 

２ 適用地域 

  台湾 

３ 書面申請手続 

（１）提出書類 

特定有害廃棄物等を輸入しようとする者は、輸入承認申請の際には①から⑦までの

書類を提出するものとする。また、輸入承認後、貨物を通関する際は、各通関前に⑧及

び⑨の書類を提出するものとする。 

① 輸入承認申請書（輸入貿易管理規則別表第一 T２０１０） ２通

② 輸入承認申請理由書（別紙１） １通

③ 輸入契約書の写し １通

④ 輸入者と輸出者との間において、環境の保全上適正な運搬及び処分が行われる

ことを明記した契約書の写し １通 

⑤ 当該貨物の輸入、運搬及び処分について国内諸法令に基づく許可等が必要な場

合にあっては、当該許可等を受けていることを証する書類の写し １通 

⑥ 当該貨物が廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３０号。以

下｢廃掃法」という。）第２条第１項に規定する廃棄物にも該当する場合は、同法第

１５条の４の５の規定による環境大臣の輸入許可証の写し １通 

⑦ その他必要と認められる書類

⑧ 台湾との輸入に係る移動書類（写し）届出書（別紙２）

⑨ 移動書類の写し（平成１７年１２月２６日付け経済産業省・環境省告示第１２号

の３（６）に基づくもの。ただし、台湾の輸出者から移動書類の提出がない場合に
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は、別紙３に必要な事項を記載の上、この写しを添付するものとする。） 

（注１）上記の提出書類のうち、契約書等が英語以外の外国語の場合には、和訳又は英

訳したもの（任意様式）を添付のこと。 

（２）提出先 

   貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 

（３）受付時間 

毎週月曜日から金曜日までの午前１０時から午前１１時４５分まで及び午後１時３

０分から午後３時３０分まで。ただし、行政機関の休日（行政機関の休日に関する法律

（昭和６３年法律第９１号）第１条第１項各号に掲げる日。以下同じ。）を除く。 

４ 輸入承認基準 

輸入の承認は、当該申請が次の（１）から（６）までに該当する場合に限り行うものと

する。 

廃掃法第２条第１項に規定する廃棄物であって、環境大臣による輸入許可を受ける必

要のあるもの（上記３の（１）の⑥に該当するもの）については、同法に基づく環境大臣

による輸入の許可を受けていることを併せて確認するものとする。 

（１）次のいずれに該当していること。 

① 輸入される特定有害廃棄物等を環境の保全上適正かつ効率的な方法により処分す

るための技術上の能力及び必要な施設、処分能力又は適当な処分場所を我が国が有

していること。 

② 輸入される特定有害廃棄物等が我が国において再生利用産業又は回収産業のため

の原材料として必要とされていること。 

（２）台湾以外からの輸入でないこと。 

（３）輸入に係る事前通告が我が国において受理されており、その内容と一致していること。 

（４）輸入される特定有害廃棄物等について環境の保全上適正な運搬及び処分が行われな

いと信ずるに足りる理由がないものとして、次の事項を満たしていること。 

① 環境の保全上適正な運搬及び処分が行われることを明記した契約が輸出者と処分

者の間で締結されていること。 

② 国内諸法令に基づく許可等が必要な場合にあっては、当該許可等を受けているこ

と(例：火薬類取締法(以下「火取法」という。)上の火薬類に該当する場合は、火取

法第 19 条に基づく運搬証明書の交付を受けていること。毒物及び劇物取締法(以下

「毒劇法」という。)上の毒物・劇物に該当する場合は、毒劇法第４条に基づく毒物・

劇物の輸入業の登録を受けていること。) 

③ その他必要な事項に適合していること。

（５） その他 2005年 12月 1日付け有害廃棄物等の移動及びその処分の規制に関する財団

法人交流協会と亜東関係協会との間の取決めの的確かつ円滑な実施のために必要な事
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項に適合していること。 

（６）輸入承認申請の内容が上記３の（１）の②から⑦までの提出書類の内容と一致してい

ること。 

５ 輸入承認条件 

上記輸入承認を行う場合は、次の条件を付すものとする。 

（１）通関前に台湾との輸入に係る移動書類（写し）届出書及び移動書類の写しを経済産業

大臣に提出すること。なお、移動が複数回にわたる場合は、台湾との輸入に係る移動書

類（写し）届出書に記載された移動累計数量が本輸入承認証の数量の範囲内であること。 

（２）本輸入承認証により輸入される貨物を運搬又は処分を行う者が、移動書類の原本を携

帯し、かつ、同書類に記載された内容に従って運搬又は処分を行うよう措置すること。 

（３）本輸入承認証により輸入された貨物の処理が終了した場合には、それを証する書類を

添付して、経済産業大臣に報告すること。 

（４）本輸入承認証に係る貨物の輸入に関し、変更の必要性が生じた場合は、経済産業大臣

に届け出てその指示に従うこと。 

別紙１～３ （略） 
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廃棄物の輸出承認について 

輸出注意事項５第４２号（5.12.14・5貿局第 398号) 

１ 適用地域 

  適用地域は、全地域（南緯６０度の線以北の公海を除く。）とする。 

２ 適用品目 

適用品目は、輸出貿易管理令別表第２の３５の２の項（２）に掲げる貨物であって、

次に掲げるものとする。 

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「廃掃法」と

いう。）２条第１項に規定する廃棄物であって、同法第１０条第１項（同法第１５条の４

の７第１項において準用する場合を含む。）の規定に基づき環境大臣による輸出の確認を

受けなければならないもの。ただし、同法第１０条第２項（同法第１５条の４の７第１

項において準用する場合を含む。）に規定する者が輸出しようとする場合を除く。 

３ 輸出承認の申請 

（１） 輸出承認申請書の提出先 

輸出承認の申請をしようとする者は、廃掃法第１０条第１項（同法第１５条の４

の７第１項で準用される場合を含む。）の規定により輸出についてあらかじめ、環境

大臣の確認を受けた確認書を取得のうえ、輸出承認申請書２通を経済産業局（通商

事務所を含む。）及び沖縄総合事務局の商品輸出担当課に提出するものとする。 

（２） 輸出承認申請の際の添付書類 

① 申請理由書 １通

② 輸出契約書又は輸出契約を証するに足る書類のいずれかの写し １通

③ 廃掃法第１０条第１項（同法第１５条の４の７第１項で準用する場合を含む。）の

規定により輸出についてあらかじめ、環境大臣の確認を受けた確認書の原本及びそ

の写し 各１通 

④ その他の必要と認められる書類

４ 輪出の承認 

  輸出の承認は、当該申請が上記３に従って行われたものであることを確認のうえ、承 

認を行うものとする。 
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廃棄物の輸入の承認について 

輸入注意事項19第10号（19.3.6） 

１ 対象品目 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「廃掃法」という。）

第２条第１項に規定する廃棄物（同条第４項第二号に掲げる船舶及び航空機の航行に伴い生ずる

廃棄物並びに本邦に入国する者が携帯する廃棄物を除く。） 

２ 書面申請手続  

(1) 提出書類 

① 輸入承認申請書（輸入貿易管理規則別表第一 T２０１０）２通及びその写し２通

② 申請理由書（別紙の様式によるもの）１通及びその写し２通

③ 輸入契約書の原本及びその写し３通

④ 廃掃法第１５条の４の５第１項の規定による環境大臣の輸入許可書の原本及びその写し３通

⑤ その他必要と認められる書類

※③及び④の原本を除き、提出書類は原則として返還しない。 

(2) 申請書の提出先 

貿易経済協力局貿易管理部貿易審査課 

(3) 申請書の受付時間 

毎週月曜日から金曜日までの午前１０時から午前１１時４５分まで及び午後１時３０分か

ら午後３時３０分まで。ただし、行政機関の休日（行政機関の休日に関する法律（昭和６３年

法律第９１号）第１条第１項各号に掲げる日。以下同じ。）を除く。 

３ 輸入の承認 

当該輸入申請が上記２に従って行われたものであることを確認の上、審査の結果適当と認めら

れた場合に、申請のあった貨物の数量の範囲内で承認を行うものとする。なお、廃掃法第１５条

の４の５第２項に定める国その他の環境省令で定める者が輸入を行う場合は、輸入の承認を要し

ないものとする。 
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[別 紙] 

廃棄物の輸入に係る輸入承認申請理由書 

申請年月日 

経済産業大臣 殿 

申請者 記名押印又は署名 

 住所（電話番号） 

輸入貿易管理令第４条第１項２号の規定に基づき、下記貨物の輸入について輸入承認を申請します。 

記 

(1) 商品名 

(2) 型及び銘柄 

(3) 数量及び単価 

(4) 価格条件及び単価 

(5) 外国為替金額の総計 

(6) 原産地 

(7) 船積地域及び船積港 

(8) 到着予定年月日 

(9) 商品の説明及び用途 

（注）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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バーゼル法及び廃棄物処理法に係る輸出入に関する 
お問い合わせについて 

 特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律（以下「バーゼル法」という。）に

規定する特定有害廃棄物等の輸出入については、外国為替及び外国貿易法（以下「外為

法」という。）に基づく承認申請が必要となります。 

また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）に規定

する廃棄物の輸出入には、廃棄物処理法に基づく環境大臣の確認又は許可及び外為法に

基づく承認申請が必要となります。 

 これらに関するお問い合わせについては、環境省及び経済産業省（委託先を含む）に

おいて、下述のとおり受け付けています。 

１．事前相談（規制対象物であるかどうかの該非判断・手続きの相談） 

輸出入しようと考えている貨物が、 

① バーゼル法に規定する特定有害廃棄物等に該当するか否か

② 廃棄物処理法に規定する廃棄物に該当するか否か

  について、次のとおり事前相談を受け付けています。 

  ＜事前相談の位置付け＞ 

この事前相談は、送付された書類に記載されている内容について、上述の該非について行政サ

ービスとして助言を行うものでありますが、輸出又は輸入する際の関係法規遵守の義務を緩和す

るものではありませんし、現実に輸出入される貨物そのものについて関係法規適合を証明するも

のでないことを、予めご承知おきください。 

また、この事前相談は、あくまでも行政サービスであることから、輸出入される方に強制する

ものではありません。 

＜事前相談のメリット等＞ 

環境省及び経済産業省の助言は、書類審査を踏まえ口頭でいたしますが、その助言した内容に

ついては、環境省が管理する「廃棄物等輸出入管理システム」に登録され、その内容は、環境省

及び経済産業省の他、財務省の関係税関等の間で情報共有されます。そのため、輸出入される方

による税関への説明の一助として利用されることが可能です。 

  なお、必要に応じて、港湾等を管理する関係省庁に情報を提供する場合もあることを、ご承知

おきください。 

（１）相談窓口 

輸出入されようとする貨物の内容に応じて、以下のいずれかの機関へご相談いただくことが

できます。 

経済産業省（委託先である一般財団法人日本環境衛生センター（平成30年４月時点）を含む）

では、廃棄物処理法に規定する廃棄物の該非の助言はできませんので、この廃棄物の該非につ

いては、環境省の地方環境事務所にご相談ください。地方環境事務所にご相談の際には、原則

的に、輸出入に用いる港等の所在地にある各地方環境事務所にお問い合わせください。 

なお、お問い合わせは、各機関の業務日の業務開始時間から、終了時間の概ね１時間前まで

（個別にお知らせする場合は、その時間内）に限らせていただきます。 

相談内容（貨物内容） 相談先 連絡先 

バーゼル法・廃棄物

処理法 

北海道地方環境事務所 

（管轄区） 

北海道 

〒060-0808 

札幌市北区北８条西２丁目１ 札幌第１合同

庁舎３階 

（電話）011-299-1952 

（FAX） 011-736-1234 

（電子メール）REO-HOKKAIDO@env.go.jp 
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東北地方環境事務所 

（管轄区） 

青森県、岩手県、宮城県、

秋田県、山形県及び福島県 

〒980-0014 

仙台市青葉区本町３－２－２３ 仙台第２合

同庁舎６階 

（電話）022-722-2871 

（FAX） 022-724-4311 

（電子メール）REO-TOHOKU@env.go.jp 

関東地方環境事務所 

（管轄区） 

茨城県、栃木県、群馬県、

埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、山梨県

及び静岡県 

〒330-6018 

さいたま市中央区新都心１１－２ 明治安田

生命さいたま新都心ビル１８階 

（電話）048-600-0814 

（FAX） 048-600-0521 

（電子メール）HAIRI-KANTO@env.go.jp 

中部地方環境事務所 

（管轄区） 

富山県、石川県、福井県、

長野県、岐阜県、愛知県及

び三重県 

〒460-0001 

名古屋市中区三の丸２－５－２ １階 

（電話）052-955-2132 

（FAX） 052-951-8889 

（電子メール）REO-CHUBU@env.go.jp 

近畿地方環境事務所 

（管轄区） 

滋賀県、京都府、大阪府、

兵庫県、奈良県及び和歌山

県 

〒540-6591 

大阪市中央区大手前１－７－３１ OMM ビル

８階 

（電話）06-4792-0702 

（FAX） 06-4790-2800 

（電子メール）REO-KINKI@env.go.jp 

中国四国地方環境事務所 

（管轄区） 

鳥取県、島根県、岡山県、

広島県及び山口県 

〒700-0907 

岡山県岡山市北区下石井１－４－１ 岡山第

２合同庁舎１１階 

（電話）086-223-1584 

（FAX） 086-224-2081 

（電子メール）REO-CHUSHIKOKU@env.go.jp 

 〃 四国事務所 

（管轄区） 

徳島県、香川県、愛媛県及

び高知県 

〒760-0019 

高松市サンポート３－３３ 高松サンポート

合同庁舎南館２階 

（電話）087-811-7240 

（FAX） 087-822-6203 

（電子メール）MOE-SHIKOKU@env.go.jp 

九州地方環境事務所 

（管轄区） 

福岡県、佐賀県、長崎県、

熊本県、大分県、宮崎県、

鹿児島県及び沖縄県 

〒860-0047 

熊本県熊本市西区春日２－１０－１ ４階 

（電話）096-322-2410 

（FAX） 096-322-2446 

（電子メール）REO-KYUSHU@env.go.jp 

バーゼル法のみ 

メタルスクラップ

(注１)、プラスチ

ックスクラップ

(注２)、使用済み

バッテリー、使用

済み遊技機、触媒

及び中古品（家

電・自動車部品等） 

一般財団法人 日本環境

衛生センター  

バーゼル条約輸出入規制

事前相談課 

〒210-0828 

川崎市川崎区四谷上町１０－６ 

（電話）044-288-4941 

（FAX） 044-288-4946 

（電子メール）basel@jesc.or.jp 

上記以外 

経済産業省 

産業技術環境局 

資源循環経済課 

〒100-8901 

東京都千代田区霞が関１－３－１ 

（電話）03-3501-4978 

（FAX） 03-3501-9489 

（電子メール）basel@meti.go.jp 

（注１）メタルスクラップとは、鉄、アルミ、銅等の単体金属（合金を含む）及びこれらが複

合されたミックスメタルで、自動車部品、電気・電子部品の屑等を含む。 

（注２）プラスチックスクラップとは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル等。 
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＜参考＞ 輸出入する貨物がバーゼル法の規制対象物となるか否かの目安となる「バーゼル法関連

簡易該非判断システム」を経済産業省Ｗｅｂサイトに掲載していますので、ご活用ください。 

ＵＲＬは、次のとおりです。 

http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/kankyokeiei/basel/bsimple_judgmentsy

s/confirm.html 

（２）相談方法等 

添付の事前相談書に、記入要領に従って必要事項を記入し、必要な書類を添付のうえ、上述の

相談窓口に郵送又はFAXにより事前に送付の上、ご相談ください。 

送付された場合は、その旨、送付した相談窓口に電話にてご連絡ください。ご連絡がない場合

は、原則として事前相談を受け付けませんので、ご注意ください。 

なお、事前相談は、原則として輸出又は輸入しようとするご本人が行ってください。 

事前相談のほか、次の資料又はその写しの提出をお願いしています。 

＜基本的に提出が必須のもの＞ 

① インボイス （管理システムは、このインボイス番号で管理されています。）

② 輸出入契約書

③ 国内取引伝票（請求書、領収書等）

④ 貨物全体の写真（異なる貨物や種類が異なる物は、それごとの写真で鮮明なもの。）

＜必要に応じて提出いただくもの＞ 

⑤ 成分分析表

⑥ 分析サンプルの写真

⑦ 企業概要

⑧ その他

＜インターネットによる受付＞ 

平成29年度より、オンラインによる事前相談も受け付けています。オンライン受付は以下

のホームページから手続きを行ってください。 

事前相談オンライン受付 

https://basel-jizensoudan.env.go.jp/online/index.php 

事前相談をお受けした場合にも、質問をし、必要な追加書類の提出をお願いする場合があり、

相談の助言には、ある程度の日数を要します。時間的な余裕をもって、ご相談ください。ご相談

日にインボイス番号が確定していない場合もあり得ますが、この場合、相談窓口にお問い合わせ

ください。 

参考：（一財）日本環境衛生センターの場合 
 提出書類の不足等がない場合やセンターからの質問に対し回答をいただいた場
合、ご相談を受けた日（質問の回答を得た日）の次の業務日までに助言するよう
努めています。管理システムには、その助言した日の次の業務日の午前中に登録
するよう努力しています。なお、税関申告予定日（当日）のご相談は、基本的に
お受けできません。 

地方環境事務所、経済産業省の場合 
 両省では、（一財）日本環境衛生センターで受け付けている貨物以外の、比較
的、該非判断が難しい貨物等のご相談を受け付けており、確認させていただく点
が多いことから、審査にあたり日数を要することにご留意ください。（貨物の内
容によっては、環境省（本省）と経済産業省で調整、協議するものもあります。） 

 なお、事前相談の助言は、先述したとおり、口頭でいたします。また、ご提出いただいた資料

は、原則返却いたしません。 

 経済産業省の当該事前相談に係る委託事業は、年度が変わると受託者が変更となる場合もあり
ますので、ご注意ください。（平成３０年度：（一財）日本環境衛生センター） 
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２．外為法に基づく手続きの窓口 

バーゼル法に規定する特定有害廃棄物等、廃棄物処理法に規定する廃棄物に該当すると判断さ

れたものを輸出又は輸入しようとする場合は、外為法に基づく承認申請が必要となります。その

際は、下述窓口にて申請手続を行ってください。 

なお、廃棄物処理法に規定する廃棄物に該当すると判断されるものを輸出又は輸入しようとす

る場合は、外為法に基づく手続きの前に、廃棄物処理法に基づく環境大臣の確認又は許可が必要

となります。その際は、Ｐ.１６３、Ｐ.１６４記載している各地方環境事務所に申請手続を行っ

てください。 

相談内容 相談先 連絡先 

バーゼル法規制対象物 

（輸出・輸入） 

経済産業省 

貿易経済協力局 

貿易管理部 

貿易審査課 

〒100-8901 

東京都千代田区霞が関１－３－１ 

（電話）03-3501-1659 （直通） 

（FAX） 03-3501-0997 

     注意）外為法に係る申請や手続き等のお問い合わせ窓口であり、規制対象物であるか否かのお問

い合わせは、先述の「１．事前相談」に記載している窓口にお願いします。 

相談内容 相談先 連絡先 

廃棄物処理法 

規制対象物 

輸出 北海道経済産業局 

産業部  

国際課 

〒060-0808 

札幌市北区北８条西２丁目１ 札幌第１合同

庁舎 

（電話）011-709-2311 

（FAX） 011-709-1798 

東北経済産業局 

産業部 

産業振興課 国際室 

〒980-8403 

仙台市青葉区本町３－３－１ 仙台合同庁舎 

（電話）022-221-4907 

（FAX） 022-223-2658 

関東経済産業局 

産業部 

国際課 

〒330-9715 

さいたま市中央区新都心１－１ さいたま新

都心合同庁舎 

（電話）048-600-0265 

（FAX） 048-601-1306 

関東経済産業局 

東京通商事務所 

業務課 

〒113-0034 

東京都文京区湯島４－６－１５ 湯島地方合

同庁舎 

（電話）03-5842-7071 

（FAX） 03-5689-7841 

関東経済産業局 

横浜通商事務所 

輸出課 

〒231-0002 

横浜市中区海岸通１－１ 横浜第２港湾合同

庁舎 

（電話）045-201-9606 

（FAX） 045-201-7156 

中部経済産業局 

地域経済部 

国際課 

〒460-8510 

名古屋市中区三の丸２－５－２ 

（電話）052-951-4091 

（FAX） 052-961-7829 

近畿経済産業局 

通商部 

通商課 

〒540-8535 

大阪市中央区大手前１－５－４４ 

（電話）06-6966-6034 

（FAX） 06-6966-6088 
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近畿経済産業局 

神戸通商事務所 

〒650-0024 

神戸市中央区海岸通２９番地 神戸地方合同

庁舎 

（電話）078-393-2682 

（FAX） 078-393-2685 

中国経済産業局 

産業部 

産業振興課 

〒730-8531 

広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎

２号館 

（電話）082-224-5638 

（FAX） 082-224-5642 

四国経済産業局 

産業部 

国際課 

〒760-8512 

高松市サンポート３番３３号 高松サンポー

ト合同庁舎 

（電話）087-811-8525 

（FAX） 087-811-8558 

九州経済産業局 

国際部 

国際課 

〒812-8546 

福岡市博多区博多駅東２－１１－１ 

（電話）092-482-5425 

（FAX） 092-482-5321 

沖縄総合事務局 

経済産業部 

商務通商課 

〒900-0006 

那覇市おもろまち２－１－１ 那覇第２地方

合同庁舎 ２号館 

（電話）098-866-1731 

（FAX） 098-869-7016 

輸入 経済産業省 

貿易経済協力局 

貿易管理部 

貿易審査課 

〒100-8901 

東京都千代田区霞が関１－３－１ 

（電話）03-3501-1659 （直通） 

（FAX） 03-3501-0997 

注意）外為法に係る申請や手続き等のお問い合わせ窓口であり、規制対象物であるか否かのお

問い合わせは、先述の「１．事前相談」に記載している窓口にお願いします。 

次ページ以降に、「１．事前相談（規制対象物であるかどうかの該非判断）」
用の提出資料の様式を記載しています。 
相談窓口により、相談できる貨物が違いますし、様式も違います。 
「１．事前相談」で確認の上、ご相談ください。 
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ＦＡＸ ０４４－２８８－４９４６ 

バーゼル法規制に係る事前相談書（１） 

【インボイスＮＯ． 】 

平成 年 月 日 

相談者 ① 会社名：

（輸出者・輸入者・通関業者・輸出代行・輸入代行・メーカー・その他） 

② 担当者 １）氏名： ,  ２）所属・役職： 

③ 電話  －  － ④ ＦＡＸ  －  － 

⑤ 事前に税関に相談した場合は次を記入して下さい。

１）税関の名称： ２）担当官名： 

３）税関の指示内容：  （電話） 

貨 物 ⑥ 輸 出

輸 入

⑦ 申告の予定日：   年   月   日 

申告予定税関名（港）：

⑧ 取引量： トン 

 （ｺﾝﾃﾅ 本、ﾌﾚｺﾝ 袋、ﾊﾞﾗ積） 

⑨ 相手国： （ 締約国 ・ ＯＥＣＤ ・ 非締約国 ） 

⑩ 過去の輸出入実績： 新 規 ・ 実績有り

実績有りの場合はその内容（時期、品目、数量）：

⑪ 品目内容（全ての品目の具体的な製品名、数量）：

※プラスチック類の場合は、バーゼル法規制に係る事前相談書（廃プラスチック類の概要説明書）を併せて提出してください。  

⑫ 発生元（本貨物の第一次発生元、例えば、○○工場、○○商事）：

⑬ 国内収集経路（輸出の場合のみ記入。発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経

路。）： 

⑭１）廃棄物処理法上の「廃棄物」の判断： 該 当 ・ 非該当

２）１）の根拠：

※廃棄物処理法上の廃棄物の該非については、本事前相談で受け付けておりません。 

※相談者で「該当」と判断される場合や、「該当」となる恐れがある場合には、最寄りの環境省地方環境事務所に 

ご相談ください。

⑮ 取引の目的（輸出入後の用途）：

⑯ 輸出入後の処理作業の方法：

⑰ 輸出入後の処理作業の場所（事業者名、住所）：

⑱ 輸出先国でバーゼル条約以外のライセンスを義務づけている場合は、その 有、 無

  ライセンス名（種類等）： 

この事前相談は、送付された書類に記載されている内容について、バーゼル法規制対象

に該当するか否かについての助言を行うものでありますが、輸出又は輸入する際の関係

法規遵守の義務を緩和するものではありませんし、実際に輸出入される貨物そのものに

ついて関係法規適合を証明するものではないことを予めご承知おき下さい。  （一財）日本環境衛生センター 

相談用資料（１） 
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⑲貨物及び本相談に係る確認事項（内容を確認の上、レ〔チェック〕をお願いします。）

はい いいえ 

・今回輸出入する貨物は、相談貨物が全てであり、他の物は、無い。  □  □ 

（“いいえ”の場合には、本相談では、他の物については承っておりませ 

んので、御認識願います。） 

（以下、相談貨物がミックスメタルスクラップの場合、確認をお願いします） 

・使用済み家電の混入は無い。     □  □ 

・スクラップ火災の原因になるような物（バッテリー等）の混入は無い。  □  □ 

⑳事前相談にあたり、次の点についてご了承願います。確認しましたら、チェックを

お願いします。

同意 

・提出頂いた書類は、「廃棄物等輸出入管理システム」に登録させて 

いただきますので、ご了承願います。 □ 

（注）「廃棄物等輸出入管理システム」とは、事前相談の内容やこれに対する助言等を登録したシステムであり、その内容につ

いては、環境省（地方環境事務所を含む）、経済産業省、税関が閲覧可能となっています。  

㉑1)～4)については事前相談書とともに提出してください。 

5)～8)については必要に応じて提出して頂くことがあります。 

1)インボイス、2)輸出入契約書､3)国内取引伝票（請求書、領収書等）※輸出のみ､4)相談貨

物全体の写真、5)廃プラスチック類の概要説明書、6)成分分析表、7)分析サンプルの写真、

8)企業概要、9)その他：

注）本票送信後、必ず、（一財）日本環境衛生センター・バーゼル事前相談窓口までお電話願います。(電話)044-288-4941 
 貨物の写真はE-mailで、basel@jesc.or.jp までお送りください。 

（日本環境衛生センター使用欄） 

助言と同時に、「本助言については、輸出又は輸入する際の関係法規遵守の義務を緩和するものでは

なく、現実に輸出入される貨物そのものについて関係法規適合を証明するものではない。」ということに

ついて伝達を実施（実施したら、レ〔チェック〕する→□） 
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ＦＡＸ ０３－３５０１－９４８９ 

バーゼル法規制に係る事前相談書（１／２） 

【インボイスＮＯ． 】 

平成 年 月 日 

相談者 ① 会社名：

（輸出者・輸入者・通関業者・輸出代行・輸入代行・メーカー・その他） 

② 担当者 １）氏名： ,  ２）所属・役職： 

③ 電話  －  － ④ ＦＡＸ  －  － 

⑤ 事前に税関に相談した場合は次を記入して下さい。

１）税関の名称： ２）担当官名： 

３）税関の指示内容：  （電話） 

貨 物 ⑥ 輸 出

輸 入

⑦ 申告の予定日：   年   月   日 

申告予定税関名（港）：

⑧ 取引量： トン 

 （ｺﾝﾃﾅ 本、ﾌﾚｺﾝ 袋、ﾊﾞﾗ積） 

⑨ 相手国： （ 締約国 ・ ＯＥＣＤ ・ 非締約国 ） 

⑩ 過去の輸出入実績： 新 規 ・ 実績有り

実績有りの場合はその内容（時期、品目、数量）：

⑪ 品目内容（全ての品目の具体的な製品名、数量）：

⑫ 発生元（本貨物の第一次発生元、例えば、○○工場、○○商事）：

⑬ 国内収集経路（輸出の場合のみ記入。発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経

路。）： 

⑭１）廃棄物処理法上の「廃棄物」の判断： 該 当 ・ 非該当

２）１）の根拠：

※廃棄物処理法上の廃棄物の該非については、本事前相談で受け付けておりません。 

※相談者で「該当」と判断される場合や、「該当」となる恐れがある場合には、最寄りの環境省地方環境事務所に 

ご相談ください。

⑮ 取引の目的（輸出入後の用途）：

⑯ 輸出入後の処理作業の方法：

⑰ 輸出入後の処理作業の場所（事業者名、住所）：

⑱ 輸出先国でバーゼル条約以外のライセンスを義務づけている場合は、その 有、 無

  ライセンス名（種類等）： 

この事前相談は、送付された書類に記載されている内容について、バー

ゼル法規制対象に該当するか否かについての助言を行うものであります

が、輸出又は輸入する際の関係法規遵守の義務を緩和するものではあり

ませんし、実際に輸出入される貨物そのものについて関係法規適合を証

明するものではないことを予めご承知おき下さい。 
経済産業省資源循環経済課相談用

資料
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⑲貨物及び本相談に係る確認事項（内容を確認の上、レ〔チェック〕をお願いします。） 

はい いいえ 

・今回輸出入する貨物は、相談貨物が全てであり、他の物は、無い。  □  □ 

（“いいえ”の場合には、本相談では、他の物については承っておりませ 

んので、御認識願います。） 

（以下、相談貨物がミックスメタルスクラップの場合、確認をお願いします） 

・使用済み家電の混入は無い。     □  □ 

・スクラップ火災の原因になるような物（バッテリー等）の混入は無い。  □  □ 

⑳事前相談にあたり、次の点についてご了承願います。確認しましたら、チェックを

お願いします。

同意 

・提出頂いた書類は、「廃棄物等輸出入管理システム」に登録させて 

いただきますので、ご了承願います。 □ 

（注）「廃棄物等輸出入管理システム」とは、事前相談の内容やこれに対する助言等を登録したシステムであり、その内容に

ついては、環境省（地方環境事務所を含む）、経済産業省、税関が閲覧可能となっています。  

㉑1)～4)については事前相談書とともに提出してください。 

5)～8)については必要に応じて提出して頂くことがあります。 

1)インボイス、2)輸出入契約書､3)国内取引伝票（請求書、領収書等）※輸出のみ､

4)相談貨物全体の写真、 5)成分分析表、 6 )分析サンプルの写真、 7)企業概要、

8)その他：

注）本票送信後、必ず、経済産業省産業技術環境局資源循環経済課までお電話願います。(電話)03-3501-4978 

 貨物の写真はE-mailで、basel@meti.go.jpまでお送りください。 

（経済産業省使用欄） 

助言と同時に、「本助言については、輸出又は輸入する際の関係法規遵守の義務を緩和するものでは

なく、現実に輸出入される貨物そのものについて関係法規適合を証明するものではない。」ということに

ついて伝達を実施（実施したら、レ〔チェック〕する→□） 
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(記入要領) 

（一財）日本環境衛生センター相談用資料（１）、 経済産業省資源循環経済課相談用資料  

１．相談者の欄 

(1) ①会社名の欄には、相談者が法人の場合はその名称を記入し、個人の場合は記入不要です。ま

た、相談者が輸出者・輸入者・通関業者・その他のいずれか該当するものを○で囲んでください。 

(2) ②担当者の欄には、問い合わせ担当者の氏名・所属・役職を記入し、押印してください。 

  (3) 事前に税関に相談した場合は、⑤の欄に税関の名称（支署、出張所まで）、担当官名（電話番

号）、税関の指示内容を記入してください。 

２．貨物の欄 

(1) ⑥輸出・輸入の欄には、いずれか該当する方を○で囲み、⑦～⑨の欄に申告予定税関名（港）、

申告の予定日、取引量、輸出国又は輸入国名を記入し、当該国がバーゼル条約の締約国、ＯＥＣ

Ｄ加盟国又はバーゼル条約の非締約国のいずれか該当するものを○で囲んでください。 

(2) ⑩過去の輸出入実績の欄には、輸出入者が行った同様の貨物の過去の輸出入実績について、有

又は無のいずれか該当するほうを○で囲み、有りの場合はその内容（時期、品目、数量）を記入

してください。 

(3) ⑪品目内容の欄には、全ての品目の具体的な製品名ごとに数量及び貨物の形態を記入してくだ

さい。 

(4) ⑫発生元の欄には、本貨物の第一次発生元（○○工場、○○商事等）を記入してください。 

(5) ⑬国内収集経路の欄には、輸出の場合のみ、発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経路

をなるべく詳しく記入してください。輸入の場合は記入不要です。 

(6) ⑮取引の目的の欄には、当該物質を輸出又は輸入した後、どのような用途に使用するかを具体

的に記入してください。 

(7) ⑯輸出入後の処理作業の方法の欄には、前記(6) の用途に使用するため、どのような方法で処

理を行うかを具体的に記入してください。 

(8) ⑰輸出入後の処理作業の場所の欄には、前記(7) の作業を実施する事業者名、住所を記入して

ください。 

(9) ⑱輸出先国のライセンスの欄には、ライセンスを義務づけの有無を記載してください。義務づ

けている場合は、そのライセンスの概要を記載するとともに、ライセンスの写しを添付すること

とし、英語以外の言語で記載されている場合は、日本語訳（又は、英語訳）を添付してください。 

３．その他、（一財）日本環境衛生センター向け事前相談についての留意事項 

○相談する品目内容が廃プラスチック類の場合

 （一財）日本環境衛生センターに提出する「⑪品目内容」が「プラスチック類」の場合は、次ペー

ジ（又は、これに準じた内容を記した書類）を提出してください。 

○相談する品目内容が中古品の場合

 （一財）日本環境衛生センターに提出する「⑪品目内容」が「中古品」の場合は、175ページの様式

を使用してください。 

 なお、中古品とリサイクル目的のスクラップ類を同一インボイスで輸出する場合、その旨を記載し

てください。この場合であって、どちらかのみの相談を受けようとする場合は、その旨をも記載して

ください。また、両方の相談を受ける場合には、前々ページの様式にその旨を記載し、中古品につい

ては、175ページの様式に記載し、両様式を併せて相談されることをお勧めします。 

（一財）日本環境衛生センター 

相談用資料（１－２） 
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ＦＡＸ ０４４－２８８－４９４６ 

バーゼル法規制に係る事前相談書（廃プラスチック類の概要説明書） 

平成 年 月 日 

相談者名（会社、担当者） 

No. プラスチック類の名称 発生元及び形態等 再生利用のための 

調整状況 

取引量(t) 備考 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

1.分別 2.洗浄 3.剪断

4.その他（  ） 

再生利用するために調整されたものであることを確認した者  

会社名 ： 

担当者名： 

（記載要領） 

・「プラスチック類の名称」は、インボイス（又は、パッキング・リスト）に記載されている全てのプラスチック類

の品種（製品名）を記載してください。 

  なお、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）の場合は、ＯＥＣＤ加盟国を除いて、鉛の含有分析表等が必要となりますので、

それら分析結果を添付するとともに、「備考」欄に“分析表添付”と記載してください。 

・「発生元及び形態等」には、当該プラスチックの発生工程（概略）及びその形態（例：塊状、フィルム状、シート

状、粉砕物等）を記載してください。（ＰＥＴのベール状態のものについては、その旨記載してください。）  

  記載例 ： プラスチック製造工場からのオフグレード品フィルム、 

成形工場から出た残塊、成形工場から出た成形不良品粉砕物、 

リサイクル工場から出た（市中回収品）粉砕品、 

廃農業用ビニルの破砕・洗浄品 等 

・「再生利用のための調整状況」は、該当する番号を○で囲み、「４．その他」については、具体的に記載してくだ

さい。 

なお、洗浄を行った場合には、洗浄を行った場所、洗浄工程が確認できる写真を添付してください。 
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ＦＡＸ ０４４－２８８－４９４６ 

バーゼル法規制に係る事前相談書 （中古品輸出） 
平成 年 月 日 

相談者 ① 会社名：  （輸出者・輸入者・通関業者・その他( )） 

② 担当者 １）氏名： ,  ２）所属・役職： 

③ 電話  －  － ④ ＦＡＸ  －  － 

⑤ 事前に税関に相談した場合は次を記入して下さい。

１）税関の名称： ２）担当官名： 

３）税関の指示内容：  （電話） 

貨 物 ⑥ 輸 出 

 輸 入 

⑦ 申告の予定日：   年   月   日 

申告予定税関名（港）：

⑧ 取引量： トン 

 （ｺﾝﾃﾅ  本、ﾌﾚｺﾝ  袋、ﾊﾞﾗ積） 

⑨ 相手国： （ 締約国 ・ ＯＥＣＤ ・ 非締約国 ） 

⑩ 過去の中古品の輸出実績： 新 規 ・ 実績有り

実績有りの場合はその内容（時期、品目、数量）：

⑪ 中古品の内容（全ての品目の具体的な中古品（製品）種名、数量）：

  製品種名（数量） 

  製品種名（数量） 

輸出する中古品毎に記載。 

⑫ 破損、汚れ等の確認：確認済み（破損、汚れ等 無、 有（→⑯へ））

確認者の会社名、氏名 ：

（通電等による正常作動検査結果）： 輸出する中古品毎に記載。 

⑬ 荷姿（運搬中の破損等防止策を踏まえ、梱包の方法を、品種毎に記載。）：

⑭ 発生（購入）元（輸出の場合は、発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経路。

仕入元の古物営業法に基づく古物商の許可の有無。）： 

発生元から輸出時までの保管状況 ： 建屋内  、 その他（ ） 

⑮ 輸出後の用途 ： 輸入国での販売 、 再輸出 、その他（ ） 

（販売等事業者名、住所） 

⑯ 輸出後、軽微な修繕がある場合は、その内容：

⑰ 輸出先国で、許可等ライセンスを義務づけている場合は、その 有、 無

この事前相談は、送付された書類に記載されている内容について、バーゼル法規制対

象に該当するか否かについての助言を行うものでありますが、輸出又は輸入する際の

関係法規遵守の義務を緩和するものではありませんし、実際に輸出入される貨物その

ものについて関係法規適合を証明するものではないことを予めご承知おき下さい。  （一財）日本環境衛生センター 

相談用資料（２） 
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⑱貨物及び本相談に係る確認事項（内容を確認の上、レ〔チェック〕をお願いします。） 

はい いいえ 

・今回輸出入する貨物は、相談貨物が全てであり、他の物は、無い。  □  □ 

（“いいえ”の場合には、本相談では、他の物については承っておりませ 

んので、御認識願います。） 

（以下、相談貨物がミックスメタルスクラップの場合、確認をお願いします） 

・使用済み家電の混入は無い。     □  □ 

・スクラップ火災の原因になるような物（バッテリー等）の混入は無い。  □  □ 

⑳事前相談にあたり、次の点についてご了承願います。確認しましたら、チェックを

お願いします。

同意 

・提出頂いた書類は、「廃棄物等輸出入管理システム」に登録させて 

いただきますので、ご了承願います。 □ 

（注）「廃棄物等輸出入管理システム」とは、事前相談の内容やこれに対する助言等を登録したシステムであり、その内容に

ついては、環境省（地方環境事務所を含む）、経済産業省、税関が閲覧可能となっています。  

⑳ 以下の資料又はその写しの提出が必須です。

1)インボイス、2)輸出入契約書、3)国内取引伝票（請求書、領収書等）、4)品目ごとの写

真（梱包前、後）、5)輸入国での販売店舗の写真、6)企業概要、（必要に応じ、輸出先国

のライセンス（写し）」等）。なお、欄内に記載できない場合は、別添を添付ください。 

注）本票送信後、必ず、（一財）日本環境衛生センター・バーゼル事前相談窓口までお電話願います。(電話)044-288-4941 

  貨物の写真はE-mailで、basel@jesc.or.jp までお送りください。 

（日本環境衛生センター使用欄） 

助言と同時に、「本助言については、輸出又は輸入する際の関係法規遵守の義務を緩和するものでは

なく、現実に輸出入される貨物そのものについて関係法規適合を証明するものではない。」ということに

ついて伝達を実施（実施したら、レ〔チェック〕する→□） 
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(記入要領) 

（一財）日本環境衛生センター相談用資料（２）  

１．相談者の欄 

(1) ①会社名の欄には、相談者が法人の場合はその名称を記入し、個人の場合は記入不要です。ま

た、相談者が輸出者・輸入者・通関業者・その他のいずれか該当するものを○で囲んで下さい。 

(2) ②担当者の欄には、問い合わせ担当者の氏名・所属・役職を記入し、押印して下さい。 

  (3) 事前に税関に相談した場合は、⑤の欄に税関の名称（支署、出張所まで）、担当官名（電話番

号）、税関の指示内容を記入して下さい。 

２．貨物の欄 

(1) ⑦～⑨の欄に申告予定税関名（港）、申告の予定日、取引量、輸出国名を記入し、参考まで、

当該国がバーゼル条約の締約国、ＯＥＣＤ加盟国又はバーゼル条約の非締約国のいずれか該当す

るものを○で囲んでください。 

(2) ⑩過去の輸出実績の欄には、同様の貨物の過去の輸出実績について、有又は無のいずれか該当

するものを○で囲み、有りの場合はその内容（時期、品目、数量）を記入してください。 

(3) ⑪中古品の内容の欄には、全ての品種（製品種）名ごとに数量を記入してください。 

(4) ⑫欄については、破損、汚れ等の確認は、確認済みであることが前提です。未確認であれば、

確認後、提出してください。確認した結果、破損・汚れ等について、該当するものを○で囲んで

ください。仮に、有に○をした場合、⑯を確実に記載してください。 

中古品の種類に応じては、個別製品ごとに製造年・型式・メーカーと通電等による正常作動検

査結果を記載した別添資料を添付してください。 

(5) ⑬荷姿の欄には、品目ごとに、個々に段ボール、ビニル包装等を実施している否か、その梱包

方法等を記載してください。（必要に応じて、別添資料として記載いただいても結構です。） 

また、液晶テレビ等の画面部等、運搬中に破損する恐れのある箇所には、画面等の保護を実施

しているかを記載してください。これら保護が実施されていない場合や、個々の中古品に包装を

せずフレコン袋等にまとめて積み込む場合等は、運搬中の破損の恐れがあり荷姿が不適切として、

中古品とみなせない場合があることに、ご留意ください。 

(6) ⑭発生（購入）元の欄には、輸出の場合にあたっては、発生元から仲介者を経て輸出者に渡る

までの経路をなるべく詳しく記入してください。また、古物商の許可・届出者である場合は、そ

の旨、記載してください。保管状況は、該当するものを○で囲ってください。 

(7) ⑮輸出後の用途の欄には、輸出相手国において、当該中古品をどのような用途に使用するかに

ついて、「販売」、「再輸出」、「その他」のいずれかに該当するものに○で囲み、「その他」

の場合にあっては、具体的な内容を記入してください。また、事業者等名、住所は、それを販売

する者を具体的に記載してください。（これは、輸出にあたっては、中古品の市場があり、それ

を適切に販売等する事業者の存在を確認するためのものです。） 

(8) ⑯軽微な修繕の有無の欄には、軽微な修繕の内容を記載してください。修繕がない場合は、「無

し」と記載してください。なお、軽微な修理でない主要部の部品交換等を実施する場合は、交換

したものが廃棄物等に該当する懸念がありますので、この場合は、環境省の各地方環境事務所に

お問い合わせください。 

(9) ⑰輸出先国のライセンスの欄には、ライセンスを義務づけの有無を記載してください。義務づ

けている場合は、そのライセンスの概要を記載するとともに、ライセンスの写しを添付すること

とし、英語以外の言語で記載されている場合は、日本語訳（又は、英語訳）を添付してください。 

３．添付写真について 

(1) 中古品の品目ごとの写真 

① 品目毎に、梱包前の写真と、梱包後の写真を提出してください。

② 複数の品目が同一貨物で輸出する場合は、その品目毎に、梱包前・後が必要です。

③ また、同一品目であっても、その中古品の大きさや形状が大きく異なるものや、梱包の方

法が違うものは、それ毎の写真が必要です。 

(2) 輸入国での販売店舗の写真 
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① 輸入国で市場があることを確認するための写真で、販売店舗（店舗全景（店舗名が確認で

きるもの）と商品陳列等の様子が分かるもの）の写真を提出してください。 

② 再輸出が予定されている場合は、再輸出されるまでの保管場所の写真を提出してください。 

４．その他 

(1) 記載内容が多く、事前相談書（１枚）に記載できない場合は、別紙○として記載し、添付して

ください。 

(2) 中古品取引の事実関係が確認できる輸出者と輸入者との間の契約書等を提出してください。な

お、当該契約書等には、「使用済み電気・電子機器の中古品の販売に関する内容（取引価格に関

する情報を含む）」及び「部品取りされない」旨が少なくとも記載されていることが必要です。 

(3) 廃棄物処理法上の廃棄物の該非については、本事前相談で受け付けておりません。 

廃棄物処理法に規定する廃棄物に、「該当」と相談者が判断される場合や、「該当」となる恐

れがある場合には、最寄りの環境省地方環境事務所にご相談ください。 

178



環境省事前相談用資料 

 環境省では、バーゼル法・廃棄物処理法の該非について、原則的に、輸出

入に用いる港等の所在地にある各地方環境事務所で、事前相談を受け付けて

います。 

（経済産業省（委託先である一般財団法人日本環境衛生センター（平成30年４月時点）を

含む）では、廃棄物処理法に規定する廃棄物の該非の助言はできません。） 

 次に、各地方環境事務所への事前相談に必要な書類、その様式等を記載し

ます。 

別紙１：事前相談に必要な書類 

１．必ずご提出いただく書類 

  以下の書類は、事前相談を行う際に、最低限必要な書類です。必ずご用意くだ

さい。 

（ア）輸出案件用確認事項（輸出の場合のみ、別紙２にご記入ください） 

（イ）廃棄物処理法・バーゼル法規制に係る事前相談書（別紙３を参照し別紙４

にご記入ください） 

（ウ）貨物と金銭フロー図（別紙５を参照し作成してください） 

（エ）発生者、輸出者、輸入者、処分者等の間で行われる金銭の授受を示す書類

（契約書、インボイスなど） 

（オ）貨物のカラー写真（貨物の状態がはっきりわかるもの） 

（カ）発生工程及び処理工程を示す書類（工程図、施設の写真、企業概要など） 

２．必要に応じてご提出いただく書類 

（ア）廃棄物処理法に基づく許可書（いずれかの過程で廃棄物の収集運搬、中間

処理を行う場合） 

（イ）成分分析表 

（ウ）分析サンプル写真 

（エ）相手国における許可書 

（オ）その他 

  ※ 別紙１の書類を全てご提出いただいても、廃棄物、特定有害廃棄物等の該非判断がで

きない場合もあります。ご承知おきください。 
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別紙２：輸出案件用確認事項 

記入される方へ： 

以下の事項は、今回相談の輸出が廃棄物の不適正な輸出に該当しないことを確認するために必
要なものです。記載いただいた内容については、電話で追加説明を伺う場合がありますので、記
入に際し不明な点がある場合には、あらかじめ輸出者等に内容を確認するようお願いします。  

１．国内において廃棄物処理法等に違反して排出されたものでないことを確認するため、輸出物の発
生経路に関して、以下の３つのうちいずれか該当するものにレ点を付してください。 

発生元の事業場の了承の下で資源・材料として輸出するものである。  

中間処理を経て再生されたものを資源・材料として輸出するものである。  

収集運搬業者等が回収、手選別したものを資源・材料として輸出するものである。  

※国内において廃棄物処理法等に違反して排出されたものでないこと。  

２．再生利用のため調整されたものであって、不要物でないことを確認するため、輸出物の性状に関
し、次の点のそれぞれについて適合している場合にはレ点を付してください。 

相手側の要求する規格又は条件に合致している。  

相手側の要求する物品以外の物品を含まない。 

回収工程への投入に先立ち洗浄等の前処理を要するものでないこと。  

専ら分別作業のためにだけ輸出されるものでないこと。  

３．国内において禁止されている野外焼却等の廃棄物処理基準に適合しない再生利用を行うものでな
いことを確認するため、輸出物の再生工程に関して、次の点のそれぞれについて適合している場合
にはレ点を付してください。 

野外又は簡易な炉での焼却を伴わないこと。  

長期間放置されるおそれがないこと。 

残さを多量に生じるものでないこと。 

発生した残さは適正に処理されること。 

その他、生活環境保全上の支障を生じるものでないこと。  

４．引き渡し後における運搬に関する事項（いずれか該当するものにレ点を付してください。） 

輸送に特別な配慮を要するものでないことを確認している。  

輸送に特別の配慮を要するが、相手国にその旨伝達している。  

５．万一相手国で入管できなかった場合の対応（いずれか該当するものにレ点を付してください。） 

輸出者の責任において日本に再輸入する。 

保険会社が引き取る。 

平成  年  月  日 

記入者所属： 

記入者氏名： 
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別紙３：事前相談書記入要領 

１．相談者の欄 

（１）①会社名の欄には、相談者が法人の場合はその名称を記入し、個人の場合には記入は不要で 

す。また、相談者が輸出者・輸入者・通関業者・その他のいずれか該当するものを○で囲んで  

ください。 

（２）③担当者の欄には、問い合わせ担当者の氏名・所属・役職を記入し、押印してください。 

（３）事前に税関に相談した場合は、⑥の欄に税関の名称（支署、出張所まで）、担当官名（電話  

番号）、税関の指示内容を記入してください。 

２．輸出者・輸入者の欄 

（１）相談者と輸出入者が異なる場合にお書きください。  

（２）記入の要領は１と同様です。 

３．輸出入～実績の欄 

（１）⑰輸出・輸入の欄には、いずれか該当する方を○で囲み、⑱～⑳の欄に申告の予定日、申告 

  予定港、取引量、輸出国又は輸入国名を記入し、当該国がバーゼル条約の締約国、ＯＥＣＤ加 

盟国又はバーゼル条約の非締約国のいずれかに該当するものを○で囲んでください。 

（２）○22品目内容の欄には、全ての品目の具体的な名称ごとに発生事由、数量、及び性状を記入し 

てください。 

（３）○23発生元の欄には、本貨物の第一次発生元（○○工場、○○商事等）を記入してください。 

（４）○24の欄には、発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経路をなるべく詳しく記入してく 

ださい。また、仕入先が産業廃棄物処理業者の許可証等を持っている場合はその写しを添付し 

てください。 

（５）○25取引の目的の欄には、当該物質を輸出又は輸入した後、どのような用途に使用するのかを  

具体的に記入してください。 

（６）○26輸出入後の処理方法の欄には、前記(５)の用途に使用するため、どのような方法で処理を  

行うかを具体的に記入してください。 

（７）○27輸出入後の運搬経路には、輸入者から仲介者を経て処理業者に渡るまでの経路をなるべく  

詳しく記入してください。 

（８）○28処理事業者及び作業場所の住所の欄には、前記(６)の作業を実施する事業者名、住所を記入 

してください。 

（９）○29過去の輸出入実績の欄には、同様の貨物の過去の輸出入実績について、有又は無のいずれ  

か該当するほうを○で囲み、有りの場合はその内容（時期、品目、数量）を記入してください。 
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別紙４：廃棄物処理法・バーゼル法規制に係る事前相談書 

記入日：平成   年 月 日 

相談者 ①会社名：  （輸出者・輸入者・通関業者・その他（ ）） 

②住所：

③担当者 １）氏名： , ２）所属・役職： 

④電話 － － ⑤ＦＡＸ － － 

⑥事前に税関に相談した場合は次を記入してください。

１）税関の名称： ２）担当官名： 

３）税関の指示内容：  (電話) 

輸出者 ⑦会社名：

⑧住所：

⑨担当者 １）氏名： , ２）所属・役職： 

⑩電話 － － ⑪ＦＡＸ － － 

輸入者 ⑫会社名：

⑬住所

⑭担当者 １）氏名： , ２）所属・役職： 

⑮電話 － － ⑯ＦＡＸ － － 

輸出入 ⑰ 輸出

輸入

⑱ 申告の予定日： 年  月  日 

申告予定税関（港）：

⑲ 取引量：  トン 

(ｺﾝﾃﾅ  本、ﾌﾚｺﾝ   袋、ﾊﾞﾗ積) 

⑳ 相手国： （バーゼル条約締約国・非締約国・ＯＥＣＤ加盟国） 

○21  取引形態（例：FOB YOKOHAMA US$100/t）： 

貨物 ○22  品目内容（全ての品目の具体的な名称、発生事由、数量、貨物の性状）： 

○23  発生元の名称及び所在地（本貨物の第一次発生もと、例えば、○○工場、○○商事）： 

○24  発生元から仲介者を経て輸出者に渡るまでの経路： 

処理 ○25  取引の目的： 

○26  輸出入後の処理方法： 

○27  輸出入後の運搬経路（輸入者から仲介者を経て処理業者に渡るまでの経路）： 

○28  処理事業者名及び作業場所の住所： 

実績 ○29  過去の輸出入実績： 新規 ・ 実績有り 

実績有りの場合は、その内容（時期、品目、数量）： 
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別紙５：貨物と金銭のフロー図 
金銭の流れ： 

貨物の流れ： 

＜輸入の一例＞ 

（Ａ社がＸ社の貨物を購入するに当たり、Ａ社の当該輸入に係る取引をＢ社が代行する場合） 

横浜港 

（○○国） 

Ａ社（エンドユーザー） Ｘ社（輸出者） 

国内諸経費￥○○ 

  購入費用￥○○ 

Ｂ社（輸入者）

CIF横浜港＄○○ 

注１）国内諸経費は、港の倉庫借料、港からＡ社までの輸送費、通関費用等を含む。 

注２）CIF横浜港価格は、海上輸送費を含む。 

＜輸出の一例＞ 

（Ａ社が鉄スクラップをＢ社に売却し、Ｂ社が当該貨物をＸ社に売却する場合） 

処理依頼 購入￥○○／ｔ   名古屋港 

（○○国） 

  Ａ社（中間処理業者） Ｂ社（輸出者） Ｘ社（輸入者） 

国内諸経費￥○○／ｔ  海上運賃￥○○／ｔ 

FOB名古屋港￥○○／ｔ 

  注）FOB名古屋港価格は、国内諸経費（港までの輸送費、港の倉庫借料、通関費用、船への 

積み込み費用等）を含む。 

※ これらのフロー図の例のように、貨物と金銭の流れを介在する業者ごとに矢印で結び、 

その金額についても漏れなく記載するようお願いします。 

※ 必要に応じて補足説明もご記入ください。 

183





◇ ホームページ情報 ◇ 

○ バーゼル条約事務局ホームページ

http://www.basel.int/ 

・各締約国の権限ある当局の一覧 

http:/www.basel.int/contact-info/frsetmain.html 

○ ＯＥＣＤホームページ（理事会決定の閲覧）

http://www.oecd.org/ 

○ 関係法令の閲覧（法律、政令、省令）

  http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi 

○ 環境省ホームページ（特定有害廃棄物等の輸出入関連ページ）

http://www.env.go.jp/recycle/yugai/index.html 

○ 経済産業省ホームページ（バーゼル条約・バーゼル法関連ページ）

http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/kankyokeiei/ba

sel/index.html 

○ 外為法指定貨物の輸出入申請手続き案内（バーゼル規制対象物含む）

http://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/02_

exandim/01_basel/index.html 
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